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利用にあたって 

 

本書は、地震･火山に関連した各種防災情報や地震･火山活動に関する分析結果の最新版を防災
機関等における効果的な利用に供するため、毎月刊行している。 

気象庁では、平成９年11月10日より、国・地方公共団体及び住民が一体となった緊急防災対応
の迅速かつ円滑な実施に資するため、気象庁の震度計の観測データに合わせて地方公共団体＊及
び国立研究開発法人防災科学技術研究所から提供されたものも震度情報として発表している。 

また、気象庁では、地震防災対策特別措置法の趣旨に沿って、平成９年10月１日より、大学や
国立研究開発法人防災科学技術研究所等の関係機関から地震観測データの提供を受け**、文部科
学省と協力してこれを整理し、整理結果等を、同法に基づいて設置された地震調査研究推進本部
地震調査委員会に提供するとともに、気象業務の一環として防災情報として適宜発表する等活用
している。 

本誌で使用している震源位置・マグニチュードは世界測地系（Japanese Geodetic Datum 2000）
に基づいて計算したものである。 

 

注* 平成30年12月31日現在：北海道、青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県、茨城県、栃木県、群馬県、
埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、新潟県、富山県、石川県、福井県、山梨県、長野県、岐阜県、静岡県、愛知
県、三重県、滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県、鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県、
徳島県、香川県、愛媛県、高知県、福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県、札幌
市（北海道）、仙台市（宮城県）、千葉市（千葉県）、横浜市（神奈川県）、川崎市（神奈川県）、相模原市（神
奈川県）、名古屋市（愛知県）、京都市（京都府）の47都道府県、８政令指定都市。 

 
注 **平成 30 年 12 月 31 日現在：国立研究開発法人防災科学技術研究所、北海道大学、弘前大学、東北大学、東京大学、

名古屋大学、京都大学、高知大学、九州大学、鹿児島大学、国立研究開発法人産業技術総合研究所、国土地理院、
国立研究開発法人海洋研究開発機構、公益財団法人地震予知総合研究振興会、青森県、東京都、静岡県、神奈川県
温泉地学研究所及び気象庁のデータを基に作成している。また、2016 年熊本地震合同観測グループのオンライン臨
時観測点（河原、熊野座）、米国大学間地震学研究連合（IRIS）の観測点（台北、玉峰、寧安橋、玉里、台東）の
データを利用している。 

 

□本書利用上の注意 
・震央分布図中の語句について 

M：マグニチュード（通常、揺れの最大振幅から推定した気象庁マグニチュードだが、気象庁 CMT 解のモーメントマグニ
チュードの場合がある。） 

Mw：モーメントマグニチュード（特にことわりがない限り、気象庁 CMT 解のモーメントマグニチュードを表す。） 
depth：深さ（km） 
UND：マグニチュードの決まらない地震が含まれていることを意味する。 
N=xx,yy/ZZ：図中に表示している地震の回数を表す（通常図の右肩上に示してある）。ZZ は回数の総数を表し、xx,yy は
期間別に表示色を変更している場合に、期間毎の回数を表す。 

・発震機構解について 
本書での発震機構解の図は下半球投影である。また、本書での発震機構解は、特にことわりがない限り、初動による発

震機構解である。初動発震機構解が求められない場合や、十分な精度が得られない場合には、初動発震機構解に替えて CMT
解を掲載する場合がある。 

・発震機構解の図中の語句について 
P：Ｐ軸（圧力軸） T：Ｔ軸（張力軸） 
N：Ｎ軸（中立軸） 

・Global CMT解について 
Global CMT解は、米国のコロンビア大学とハーバード大学で行っている、世界で発生した規模の大きな地震のCMT解を求

めるプロジェクト（Global CMT Project）により求められた解である。 
・Ｍ－Ｔ図について 

縦軸にマグニチュード（Ｍ）、横軸に時間（Ｔ）を表示した図であり、地震活動の経過を見るために用いる。 
・震央地名について 

本書での震央地名は、原則として情報発表時に使用したものを用いるが、震央を精査した結果等により、情報発表時と
は異なる震央地名を用いる場合がある。なお、情報発表時の震央地名及びその領域については、各年の「地震・火山月報
(防災編)」１月号の付録「地震・火山月報(防災編)で用いる震央地名」を参照のこと。 

・震源と震央について 
震源とは地震の発生原因である地球内部の岩石の破壊が開始した点であり、震源の真上の地点を震央という。 

・地震の震源要素等について 
2016 年４月１日以降の震源では、M の小さな地震は、自動処理による震源を表示している場合がある。自動処理による

震源は、震源誤差の大きなものが表示されることがある。 
震源の深さを「CMT 解による」とした場合は、気象庁 CMT 解のセントロイド（破壊の重心）の深さを用いている。 

地震の震源要素、発震機構解、震度データ等は、再調査後、修正することがある。確定した値、算出方法については、
地震月報（カタログ編）[気象庁ホームページ：https://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/bulletin/index.html]に掲
載する。 

・火山の活動解説の火山性地震回数等について 
火山性地震や火山性微動の回数等は、再調査後、修正することがある。確定した値については、火山月報（カタログ編）

[気象庁ホームページ：https://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/bulletin/index_vcatalog.html]に掲
載する。 

・本書で使用した地図等について 
本書中の地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の『数値地図 25000（行政界・海岸線）』を

使用した（承認番号 平 29 情使、第 798 号）。また、震央分布図等に表記した活断層は、地震調査研究推進本部の長期
評価による。 

・図版作成には一部 GMT(Generic Mapping Tool[Wessel,P., and W.H.F.Smith, New, improved version of Generic Mapping Tools 
 released, EOS Trans. Amer. Geophys. U., vol.79 (47), pp.579, 1998]) を使用した。 
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●日本及びその周辺での主な地震活動

平成 30年（2018年）12 月に日本国内で震度４以上を観測した地震の回数は２回（11月は５回）、
日本及びその周辺で発生した M4.0以上の地震の回数は 79回(11月は 88回）であった（図１）。 

12月中に発生した主な地震を表１、震度１以上を観測した地震の震央を図２、M4.0以上の地震の

震央を図３、震度４以上を観測した地震の震度分布図を図４に示す。12月中に震度５弱以上を観

測した地震及び津波を観測した地震はなかった（11月は震度５弱以上を観測した地震及び津波を

観測した地震はなかった）。 

図１ 平成 30年 12 月に日本及びその周辺で発生した M4.0以上の地震の震央分布図 

（図中に日時分、マグニチュードを付した地震は M5.0以上の地震、または M4.0以上で最大震度５弱以上を 

観測した地震である） 
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表１ 平成 30年 12 月に日本及びその周辺で発生した主な地震（注１）（注２）（注３） 

Ｍ Ｍｗ M H S T 掲載

月 日 時 分 (注４) ページ

1 12 8 10 54 福島県沖 5.0 5.0 ・ ・ S ・ ４：福島県　 　田村市大越町＊　　いわき市三和町 ４、８

2 12 16 1 28 岩手県沿岸南部 4.6 4.5 ・ ・ ・ ・

３：岩手道　　 宮古市区界＊ 一関市千厩町＊

　　宮城県　　 気仙沼市赤岩 気仙沼市笹が陣＊

など２県８点

9

3 12 30 4 8 十勝地方南部 5.3 5.3 ・ ・ S ・ ４：北海道　 　浦河町潮見 浦河町築地＊ ４、６

4 12 31 23 10 福島県沖 5.0 5.1 ・ ・ ・ ・ ３：福島県　 　石巻市桃生町＊ 10

最大震度・被害状況等（注６）
(注５)

No. 震央地名
震源時

（注１）主な地震とは、図１の領域内で発生した①M6.0以上、②震度４以上、③内陸 M4.5以上かつ震度３、④海域 M5.0以上かつ震度３、
⑤その他注目した地震を指す。

（注２）震源時、震央地名、マグニチュードは再調査後、修正することがある。 
（注３）空欄については、複数の地震による活動のため、記載していない場合がある。 
（注４）Ｍｗ欄の「―」はＭｗが求められていないことを示す。 
（注５）ＭＨＳＴの各項目について、Ｍ:M6.0以上の地震、Ｈ:被害を伴った地震、Ｓ:震度４以上を観測した地震、Ｔ:津波を観測した地

震、として該当項目にそれぞれの記号を記した。 
（注６）最大震度の観測点名にある＊印は地方公共団体もしくは国立研究開発法人防災科学技術研究所の震度観測点であることを表す。

被害状況について出典の記載がないものは総務省消防庁による。 
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図２ 平成 30年 12月に震度１以上を観測した地震（図中の番号は、表１の番号に対応）

図３ 平成 30年 12月に発生した M4.0以上の地震（図中の番号は、表１の番号に対応） 
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１ 12 月８日 10時 54分 福島県沖 
（M5.0、深さ 50km、最大震度４） 

12月 30日 04時 08 分 十勝地方南部 
（M5.3、深さ 51km、最大震度４） 

図４ 震度分布図 
（各図の左上の数字は表１、図２、図３の番号に対応する。＋印は震央を示す） 

※その他の地震の震度分布図については、気象庁 HPの震度データベース
（https://www.data.jma.go.jp/svd/eqdb/data/shindo/index.php）をご覧ください。

 

３ 
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○北海道地方の地震活動

図５ 北海道地方の震央分布図（2018年 12月１日～12 月 31日、M≧0.5） 

［概況］ 

12月に北海道地方で震度１以上を観測した地震は 15回（11月は 33回）であった。 
12月中の主な地震活動は次のとおりである。

 30 日 04 時 08 分に十勝地方南部の深さ 51km で

M5.3の地震（図５中のａ）が発生し、北海道浦河

町で震度４を観測したほか、北海道と青森県、岩

手県で震度３～１を観測した（ｐ４、６参照）。 

ａ 
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12 月 30 日 十勝地方南部の地震 

2018年12月30日04時08分に十勝地方南部
の深さ51kmでM5.3の地震（最大震度４）が
発生した。この地震は、発震機構が北西－
南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で、太平
洋プレートと陸のプレートの境界で発生し
た。また、この地震の約18秒後にM4.9の地
震が発生した。 

2001年10月以降の活動をみると、今回の
地震の震源付近（領域ｂ）では、M5.0以上
の地震がしばしば発生している。2012年８
月25日にはM6.1の地震（最大震度５弱）が
発生した。 

1923年以降の活動をみると、今回の地震
の震央周辺（領域ｃ）では、1970年１月21
日に発生したM6.7の地震（最大震度５）に
より、負傷者32人、住家全壊２棟などの被
害が生じている（「日本被害地震総覧」によ
る）。 

今回の地震 

Ａ Ｂ 

ｂ 

ａ 
今回の地震 

今回の地震 

Ａ 

Ｂ 

ｃ 

震央分布図 
（2001 年 10 月１日～2018 年 12 月 31 日、 

深さ０～150km、M≧2.0） 
2018 年 12 月の地震を○で表示 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

震央分布図 
（1923年１月１日～2018年 12月 31日、 

深さ０～100km、M≧5.0） 

襟裳岬 
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○東北地方の地震活動 

図６ 東北地方の震央分布図（2018年12月１日～12月31日、M≧0.5） 

［概況］ 
12月に東北地方で震度１以上を観測した地震は44回（11月は42回）であった。 
12月中の主な活動は次の通りである。 
 
８日10時54分に福島県沖の深さ50kmでM5.0の

地震（図６中のａ）が発生し、福島県いわき市、
田村市で震度４を観測したほか、東北地方、関東
地方及び新潟県で震度３～１を観測した。（ｐ４、
８参照）。 

 
16日01時28分に岩手県沿岸南部の深さ62kmで

M4.6の地震（図６中のｂ）が発生し、岩手県と宮
城県で震度３を観測したほか、東北地方で震度２
～１を観測した。（ｐ９参照）。 

31日23時10分に福島県沖の深さ45kmでM5.0の
地震（図６中のｃ）が発生し、宮城県石巻市で震
度３を観測したほか、東北地方から関東地方にか
けて震度２～１を観測した。（ｐ10参照）。 

 
 
 
 
 
 

 

ａ 

ｂ 

ｃ 
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宮
城
県

震央分布図 
（1923年１月１日～2018年12月31日、 

深さ０～150km、M≧5.0） 
1938年11月５日～11月30日に発生した地震を○、 

2011年３月11日～2018年11月30日に発生した地震を○、 

2018年12月に発生した地震を○、これら以外を○で表示 
Ｎ= 

福島県 

今回の地震 

茨
城
県

ｃ 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

12月８日 福島県沖の地震 

 

1923年以降の活動をみると、今回の地震の震央
周辺（領域ｃ）では、1938年11月５日17時43分に
M7.5の地震（最大震度５）が発生した。この地震
により、宮城県花淵で113cm（全振幅）の津波が観
測された。この地震の発生後、福島県沖で地震活
動が活発となり、同年11月30日までにM6.0以上の
地震が26回発生し、この内７回は津波を観測し
た。これらの地震により、死者１人、負傷者９人、
住家全壊４棟、半壊29棟などの被害が生じた（「日
本被害地震総覧」による）。 

Ａ Ｂ 
領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

ｂ 

今回の地震 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

東北地方太平洋沖地震発生 

福
島
県

Ａ 

Ｂ 

震央分布図 
（1997年10月１日～2018年12月31日、 

深さ０～100km、M≧3.0） 

2011年３月10日以前に発生した地震を○、 
2011年３月11日以降に発生した地震を○、 

2018年12月に発生した地震を○で表示 
図中の発震機構はCMT解 

ａ 茨
城
県

今回の地震 

2018年12月８日10時54分に福島県沖の深さ
50kmで M5.0の地震（最大震度４）が発生した。こ
の地震は、発震機構（CMT解）が北西－南東方向に
圧力軸を持つ型である。 

1997年10月以降の活動をみると、今回の地震の
震源付近（領域ｂ）では、「平成23年（2011年）東
北地方太平洋沖地震」（以降、東北地方太平洋沖地
震）の発生以降、M4.0以上の地震が５回発生して
いる。 

東北地方太平洋沖地震 
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1923 年以降の活動をみると、今回の地震の震央周
辺（領域ｃ）では、2003 年５月 26 日に M7.1 の地震
（最大震度６弱）が発生し、負傷者 174 人、住家全
壊２棟、半壊 21 棟などの被害が生じた（総務省消
防庁による）。 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

2018年 12月16日 01時 28分に岩手県沿岸南部の
深さ 62km で M4.6 の地震（最大震度３）が発生した。
この地震は太平洋プレート内部で発生した。発震機
構は東西方向に圧力軸を持つ横ずれ断層型である。 

1997 年 10 月以降の活動をみると、今回の地震の
震源付近（領域ｂ）では、2014 年４月３日に M5.5
の地震（最大震度４）が発生するなど、M4.0 以上の
地震が３回発生している。 

Ａ Ｂ 
領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

 

ｂ 

震央分布図 
（1923 年１月１日～2018 年 12 月 31 日、 

深さ０～150km、M≧5.0） 
深さ 30km 以深の地震を濃く表示 

ｃ 

「平成 20 年(2008 年) 

岩手・宮城内陸地震」 

12 月 16 日 岩手県沿岸南部の地震 

岩
手
県

今回の地震 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2018 年 12 月 31 日、 

深さ０～140km、M≧2.0） 
2018 年 12 月に発生した地震を○で表示 

ａ 

Ｂ Ａ 

宮
城
県

今回の地震
の震央位置 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

今回の地震 

CMT 
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領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

宮
城
県

東北地方 
太平洋沖地震 

震央分布図 
（1923年１月１日～2018年12月31日、 

深さ０～150km、M≧5.0） 
1938年11月５日～11月30日に発生した地震を○、 

2011年３月11日～2018年11月30日に発生した地震を○、 

2018年12月に発生した地震を○、これら以外を○で表示 

福島県 

今回の地震 

茨
城
県

ｃ 

1923年以降の活動をみると、今回の地震の震
央周辺（領域ｃ）では、1938年11月５日17時43
分にM7.5の地震（最大震度５）が発生した。こ
の地震により、宮城県花淵で113cm（全振幅）の
津波が観測された。この地震の発生後、福島県
沖で地震活動が活発となり、同年11月30日まで
にM6.0以上の地震が26回発生し、この内７回は
津波を観測した。これらの地震により、死者１
人、負傷者９人、住家全壊４棟、半壊29棟など
の被害が生じた（「日本被害地震総覧」による）。 

2018年12月31日23時10分に福島県沖の深さ
45kmで M5.0の地震（最大震度３）が発生した。
この地震は発震機構（CMT解）が西北西－東南東
方向に圧力軸を持つ逆断層型で、太平洋プレー
トと陸のプレートの境界で発生した。

1997年10月以降の活動をみると、今回の地震
の震源付近（領域ｂ）では、東北地方太平洋沖
地震の発生以降、地震活動が活発化し、M5.0以
上の地震が５回発生している。 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

Ａ Ｂ 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

今回の地震 

ｂ 

宮
城
県

福
島
県

茨
城
県

今回の地震 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2018 年 12 月 31 日、 

深さ０～90km、M≧3.0） 
2011 年３月 10 日以前に発生した地震を〇、 
2011 年３月 11 日以降に発生した地震を〇、 

2018 年 12 月に発生した地震を○で表示 
図中の発震機構は CMT 解 

ａＡ 

Ｂ 

12 月 31 日 福島県沖の地震 

東北地方太平洋沖地震発生 
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［概況］ 

 12月に関東・中部地方（三重県を含む）で震度１以上を観測した地震は 52回（11月は 89回）であった。 
 12月中、特に目立った活動はなかった。 

 

図７ 関東・中部地方の震央分布図（2018年 12月１日～12月 31 日、M≧0.5） 

○関東・中部地方の地震活動 
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○ 近畿・中国・四国地方の地震活動 
 

 

図８ 近畿・中国・四国地方の震央分布図（2018年 12 月１日～12月 31 日、M≧0.5） 

 

［概況］ 

 
 
 
 
 

12月に近畿・中国・四国地方で震度１以上を観測した地震は 24回（11月は 27回）であった。 
 12月中、特に目立った活動はなかった。 
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○九州地方の地震活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９ 九州地方の震央分布図（2018 年 12 月１日～12 月 31 日、M≧0.5） 

［概況］ 

12 月に九州地方で震度１以上を観測した地震は 24 回（11 月は 20 回）であった。 
12 月中、特に目立った活動はなかった。 
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○沖縄地方の地震活動 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  

図 10 沖縄地方の震央分布図（2018 年 12 月 1 日～12 月 31 日、M≧0.5） 

［概況］ 

12 月に沖縄地方で震度１以上を観測した地震は７回（11 月は 10 回）であった。 
12 月中、特に目立った活動はなかった。 
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○その他の地域の地震活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ａ 

図 11 日本周辺で発生した主な地震の震央分布図（2018 年 12 月１日～12 月 31 日、M≧4.0） 

［概況］ 

12 月に日本周辺で発生した M6.0 以上の地震はなかった（11 月は２回）。 
12 月中に図５～10 の領域外で特に目立った活動はなかった。 
 

図５（北海道地方） 

図６（東北地方） 

図７（関東・中部地方） 

図９（九州地方） 

図 10（沖縄地方） 

図８（近畿・中国・四国地方） 

17 日 03 時 21 分に硫黄島近海で M6.3 の地震（最大
震度１以上を観測した地点なし、図 10 中のａ）が発
生した。また、同日 03 時 23 分にも硫黄島近海の深
さ 11km（CMT 解による）で M6.6 の地震（図 10 中の
ｂ）が発生し、東京都小笠原村で震度１を観測した
（ｐ●参照）。 
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●南海トラフ周辺の地殻活動 
 平成 31 年１月 10 日に気象庁において第 15 回南海トラフ沿いの地震に関する評価検討会、第 393 回

地震防災対策強化地域判定会(定例)を開催し、気象庁は「最近の南海トラフ周辺の地殻活動」として次

の内容の南海トラフ地震に関連する情報（定例）を発表した。これに関連する資料をｐ18～ｐ38に掲載

する。 

 

 

 

 

現在のところ、南海トラフ沿いの大規模地震の発生の可能性が平常時（注）と比べて相対的に高まった

と考えられる特段の変化は観測されていません。 
 
１．地震の観測状況 

   プレート境界付近を震源とする深部低周波地震（微動）のうち、主なものは以下のとおりです。 

（１） 四国西部：12月17日から12月21日まで 

 

２．地殻変動の観測状況 

上記（１）の深部低周波地震（微動）とほぼ同期して、周辺に設置されている複数のひずみ計で

わずかな地殻変動を観測しました。また、周辺の傾斜データでも、わずかな変化が見られています。 

ＧＮＳＳ観測等によると、御前崎、潮岬及び室戸岬のそれぞれの周辺では長期的な沈降傾向が継

続しています。 

ＧＮＳＳ観測によると、2018年春頃から九州北部で、さらに2018年秋頃からは四国西部でもこれ

までの傾向とは異なる地殻変動を観測しています。 

2018年11月までのＧＮＳＳ－音響測距観測によると、2017年末頃から紀伊水道沖の海底で観測

されていた、それまでの傾向と異なる地殻変動は収束したとみられます。 

 

３．地殻活動の評価 

上記（１）の深部低周波地震（微動）と、ひずみと傾斜のデータに見られる変化は、想定震源

域のプレート境界深部において発生した短期的ゆっくりすべりに起因するものと推定していま

す。 

ＧＮＳＳ観測で観測されている2018年春頃からの九州北部の地殻変動及び2018年秋頃からの四

国西部の地殻変動は、日向灘北部及び豊後水道周辺のプレート境界深部における長期的ゆっくり

すべりに起因するものと推定しています。 

ＧＮＳＳ－音響測距観測で観測されている2017年末頃からの紀伊水道沖の地殻変動は、紀伊水

道沖のプレート境界浅部におけるゆっくりすべりに起因するものと推定しており、現在は、ゆっ

くりすべりはすでに停止していると考えられます。 

 

上記観測結果を総合的に判断すると、南海トラフ地震の想定震源域ではプレート境界の固着状

況に特段の変化を示すようなデータは今のところ得られておらず、南海トラフ沿いの大規模地震

の発生の可能性が平常時と比べて相対的に高まったと考えられる特段の変化は観測されていない

と考えられます。 

 
（注）南海トラフ沿いの大規模地震（Ｍ８～Ｍ９クラス）は、「平常時」においても今後30年以内に発生する確率

が70～80％であり、昭和東南海地震・昭和南海地震の発生から既に70年以上が経過していることから切迫性の高

い状態です。 
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気象庁では、大規模地震の切迫性が高いと指摘されている南海トラフ周辺の地震活動や地殻変動等の状況を定期的に評価するため、 

南海トラフ沿いの地震に関する評価検討会、地震防災対策強化地域判定会を毎月開催して委員の意見提供等を受け、現在の状況を「最
近の南海トラフ周辺の地殻活動」として取りまとめ南海トラフ地震に関連する情報（定例）を発表している。 

 

 
[「最近の南海トラフ周辺の地殻活動」についての頁で使われる用語]  
・「想定震源域」 
 南海トラフ沿いの大規模地震発生時に、フィリピン海プレートと陸のプレートの境界が破壊されると想定される領域。「想定震源域」
全体もしくは一部が破壊されると考えられている。 
・「クラスタ」、「クラスタ除去」 
 地震は時間空間的に群(クラスタ：cluster)をなして起きることが多くある。「本震とその後に起きる余震」、「群発地震」などが典型
的なクラスタで、余震活動等の影響を取り除いて地震活動全体の推移を見ることを「クラスタ除去」と言う。例えば、相互の震央間の
距離が３km以内で、相互の発生時間差が７日以内の地震群をクラスタとして扱い、その中の最大の地震をクラスタに含まれる地震の代
表とし、地震が１つ発生したと扱う。 
・「長期的ゆっくりすべり（長期的スロースリップ）」 
 想定震源域の深部で、フィリピン海プレートと陸のプレートの境界が数ヶ月～数年間かけてゆっくりとすべる現象で、数年～十年程
度の間隔で繰り返し発生していると考えられている。例えば、東海地域では、前々回は 2000 年秋頃～2005 年夏頃にかけて発生し、前
回は 2013年はじめ頃から 2017年はじめ頃にかけて発生した。 
・「深部低周波地震（微動）」 
 深さ約 30km～40km で発生する、通常の地震より長周期の波が卓越する地震を「深部低周波地震」と言う。長野県南部～日向灘にか
けては帯状につながる深部低周波地震の震央分布が見られる。深部低周波微動は、P波や S 波が明瞭ではなく震動が継続するもので、
現象的には深部低周波地震と同じであるが、解析手法に違いがあるため、深部低周波地震が観測されない場合にも観測されることがあ
る。 
・「短期的ゆっくりすべり（短期的スロースリップ）」 
「短期的ゆっくりすべり」は、長期的ゆっくりすべりが発生する領域のさらに深部の、深部低周波地震（微動）の発生領域とほぼ同じ
領域でのフィリピン海プレートと陸のプレートの境界のすべりと考えられている。数日～1 週間程度継続する「短期的ゆっくりすべり
（短期的スロースリップ）」が観測されるときは、ほぼ同時に深部低周波地震（微動）活動が観測されることが多い。短期的ゆっくりす
べりは、数ヶ月から１年程度の間隔で繰り返し発生している。 
 
注）地震活動および地殻活動の解析には Hirose et al. (2008)、Baba et al.(2002)によるフィリピン海プレートと陸のプレートの境
界データを使用している。 
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産業技術総合研究所 
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産業技術総合研究所 
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（国土地理院による GNSS解析） 
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全国月間火山概況（平成 30 年 12 月） 
 
警報・予報事項に変更のあった火山は以下の通りです。その他の火山については、警報・予報事項に

変更はありません（平成 31年１月 11 日 14時現在）。 
雌阿寒岳では、ポンマチネシリ火口から約 500ｍの範囲に影響を及ぼす噴火の可能性は低くなったと

判断し、21日に噴火予報を発表して、噴火警戒レベルを２（火口周辺規制）から１（活火山であること
に留意）に引き下げました。 
 
 
表１ 平成31年１月11日現在の火山現象に関する警報及び予報の発表状況 

特別警報・ 

警報・予報 

噴火警戒レベル 

及びキーワード 
該当火山 

火口周辺警報 

レベル３（入山規制） 桜島、口永良部島 

レベル２（火口周辺規制） 
吾妻山、草津白根山（白根山（湯釜付近））、草津白根
山（本白根山）、霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺）、
霧島山(新燃岳)、諏訪之瀬島 

火口周辺危険 西之島、硫黄島 ※ 

噴火警報(周辺海域) 周辺海域警戒 福徳岡ノ場 ※ 

噴火予報 

レベル１（活火山である

ことに留意） 

アトサヌプリ、雌阿寒岳、十勝岳、樽前山、倶多楽、
有珠山、北海道駒ヶ岳、恵山、岩木山、秋田焼山、岩
手山、秋田駒ヶ岳、鳥海山、蔵王山、安達太良山、磐
梯山、那須岳、日光白根山、浅間山、新潟焼山、焼岳、
御嶽山、白山、箱根山、富士山、伊豆東部火山群、伊
豆大島、三宅島、八丈島、青ヶ島、鶴見岳・伽藍岳、
九重山、阿蘇山、雲仙岳、霧島山（御鉢）、薩摩硫黄島 

活火山であることに留意 

知床硫黄山、羅臼岳、天頂山、摩周、雄阿寒岳、丸山、
大雪山、利尻山、恵庭岳、羊蹄山、ニセコ、渡島大島、
恐山、八甲田山、十和田、八幡平、栗駒山、鳴子、肘
折、沼沢、燧ヶ岳、高原山、男体山、赤城山、榛名山、
草津白根山、横岳、妙高山、弥陀ヶ原、アカンダナ山、
乗鞍岳、利島、新島、神津島、御蔵島、ベヨネース列
岩、須美寿島、伊豆鳥島、孀婦岩、海形海山、海徳海
山、噴火浅根、北福徳堆、南日吉海山、日光海山、三
瓶山、阿武火山群、由布岳、福江火山群、霧島山、米
丸・住吉池、若尊、池田・山川、開聞岳、口之島、中
之島、硫黄鳥島、西表島北北東海底火山、茂世路岳、
散布山、指臼岳、小田萌山、択捉焼山、択捉阿登佐岳、
ベルタルベ山、ルルイ岳、爺爺岳、羅臼山、泊山 

 
 

※印を付した火山は火山現象に関する海上警報も発表

 

●日本の主な火山活動 
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図１ 火山現象に関する警報を発表中の火山 

 

 

 

【各火山の活動状況及び警報・予報事項】 
全国の主な火山の活動状況及び警報・予報事項は以下のとおりです。その他の火山については、火山

活動に特段の変化はなく、警報・予報事項に変更はありません。 

 

雌阿寒岳［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）］←21 日に噴火予報を発表し、噴火警

戒レベルを２（火口周辺規制）から１（活火山であることに留意）に引下げ 

火山性地震は 11 月 24日以降減少し、その後は少ない状態で経過しています。また、噴煙及び噴気活

動は低調に経過し、地殻変動にも変化は認められません。これらのことから、ポンマチネシリ火口から

約 500ｍの範囲に影響を及ぼす噴火の可能性は低くなったと判断し、21日 11時 00分に噴火予報を発表

して、噴火警戒レベルを２（火口周辺規制）から１（活火山であることに留意）に引き下げました。 

雌阿寒岳では、火山性地震が増減を繰り返すなど、しばらくして活動が上昇に転じる場合もあります

ので、今後の火山活動の推移に留意する必要があります。また、活火山であることから、火口内や近傍

では火山ガスや火山灰が噴出する可能性がありますので注意してください。 

 

吾妻山［火口周辺警報（噴火警戒レベル２、火口周辺規制）］ 

５月頃から大穴火口付近の隆起・膨張を示す地殻変動が継続しています。また、火山性地震は多い状

態で経過し、火山性微動も繰り返し発生しています。大穴火口及びその周辺で 10 月中旬頃から地熱域

の拡大が認められています。火山活動が高まった状態が続いており、今後、小規模な噴火が発生する可

能性があります。 

大穴火口から概ね 1.5km の範囲では、噴火に伴う弾道を描いて飛散する大きな噴石 １）に警戒してく

ださい。地元自治体等の指示にしたがって危険な地域には立ち入らないでください。 

また、大穴火口の風下側では降灰及び風の影響を受ける小さな噴石 １）、火山ガスに注意してくださ

い。 
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草津白根山（白根山（湯釜付近））［火口周辺警報（噴火警戒レベル２、火口周辺規制）］ 

湯釜付近浅部の火山性地震は増減を繰り返しており、傾斜変動も続いているなど、火山活動は高まっ

た状態が続いています。今後、小規模な水蒸気噴火が発生する可能性があります。 

湯釜火口から概ね１kmの範囲では、噴火に伴う弾道を描いて飛散する大きな噴石に警戒してください。

地元自治体等の指示に従って危険な地域には立ち入らないでください。噴火時には、風下側で火山灰だ

けでなく小さな噴石が風に流されて降るおそれがあるため注意してください。 

 

草津白根山（本白根山）［火口周辺警報（噴火警戒レベル２、火口周辺規制）］ 

火口付近ごく浅部を震源とする火山性地震は、６月から８月にかけてと10月下旬から11月下旬にかけ

て発生頻度が高まるなど、その活動は継続しています。また、逢ノ峰付近でも時々地震が発生するなど、

火山活動が再び活発化する可能性も否定できないことから、当面は火山活動の推移に注意する必要があ

ります。 

本白根山鏡池付近から概ね１kmの範囲では、噴火に伴う弾道を描いて飛散する大きな噴石に警戒して

ください。地元自治体等の指示に従って危険な地域には立ち入らないでください。噴火時には、風下側

では火山灰だけでなく小さな噴石が風に流されて降るおそれがあるため注意してください。 

 

西之島［火口周辺警報（火口周辺危険）］ 

西之島では、火山活動に明らかな低下が認められます。噴火の可能性は低くなっていますが、火口付

近に噴気や高温領域が確認されており、今後の火山活動の推移に注意が必要です。火口から概ね 500ｍ

の範囲では、噴火に伴う弾道を描いて飛散する大きな噴石に警戒してください。また、これまでの噴火

で流れ出た溶岩は、表面が冷え固まっていても、地形的に崩れやすくなっている可能性が考えられます

ので、火口から概ね 500ｍを超える範囲でも注意してください。 

 

硫黄島［火口周辺警報（火口周辺危険）及び火山現象に関する海上警報］ 

今期間、火山性地震は少ない状態でしたが、GNSS２）連続観測によると、隆起を示す地殻変動がみられ

ています。また、硫黄島の島内は全体に地温が高く、多くの噴気地帯や噴気孔があり、過去には各所で

小規模な噴火が発生しています。火山活動はやや活発な状態で推移しており、火口周辺に影響を及ぼす

噴火が発生すると予想されますので、従来から小規模な噴火がみられていた領域では噴火に警戒してく

ださい。 

 

福徳岡ノ場［噴火警報（周辺海域警戒）及び火山現象に関する海上警報］ 

海上保安庁、第三管区海上保安本部、海上自衛隊及び気象庁によるこれまでの観測によると、福徳岡

ノ場付近の海面には長期にわたり火山活動によるとみられる変色水等が確認されるなど、活動はやや活

発な状態で経過しています。今後も小規模な海底噴火が発生すると予想されますので、周辺海域では海

底噴火に警戒してください。また、周辺海域では海底噴火による浮遊物（軽石等）に注意してください。 

 

霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺）［火口周辺警報（噴火警戒レベル２、火口周辺規制）］ 

硫黄山の南側の噴気地帯では、活発な噴気・熱泥噴出活動が続いています。硫黄山の西側500ｍ付近

では、５月下旬以降、噴気活動は弱まった状態が続いていましたが、９月以降、やや活発な状態となっ

ています。 

硫黄山付近の火山性地震は概ねやや多い状態で経過しました。また、浅い所を震源とする低周波地震
３）は引き続き時々発生しています。えびの高原周辺（硫黄山以外）の火山性地震は引き続き時々発生し

ています。 

GNSS連続観測では、硫黄山近傍の基線で伸びの傾向が続いています。また、霧島山の深い場所でのマ

グマの蓄積を示すと考えられる基線の伸びは鈍化しているものの継続しており、火山活動の長期化も考

えられます。 

硫黄山では、火山活動がやや高まった状態が継続しており、ごく小規模な噴火の可能性があります。

えびの高原の硫黄山から概ね１kmの範囲では、噴火に伴う弾道を描いて飛散する大きな噴石に警戒して

ください。風下側では、火山灰だけでなく小さな噴石（火山れき４））が遠方まで風に流されて降るおそ

れがあるため注意してください。 

 

霧島山（新燃岳）［火口周辺警報（噴火警戒レベル２、火口周辺規制）］ 

新燃岳では６月 28日以降、噴火は観測されていません。 
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新燃岳火口直下を震源とする火山性地震は、概ね少ない状態で経過しました。火山性微動は観測され

ていません。 

新燃岳では火山活動の低下傾向がみられますが、これまでも火山性地震の増減などを繰り返しており、

再び活発化する可能性があることから引き続き警戒が必要です。 

GNSS連続観測では、霧島山の深い場所でのマグマの蓄積を示すと考えられる基線の伸びは鈍化してい

るものの継続しています。 

弾道を描いて飛散する大きな噴石が新燃岳火口から概ね２kmまで、火砕流 ５）が概ね１kmまで達する

噴火の可能性があります。そのため、新燃岳火口から概ね２kmの範囲では警戒してください。風下側で

は、火山灰だけでなく小さな噴石（火山れき）が遠方まで風に流されて降るおそれがあるため注意して

ください。地元自治体等が行う立入規制等にも留意してください。また、地元自治体等が発表する火山

ガスの情報にも留意してください。なお、今後の降灰状況次第では、降雨時に土石流が発生する可能性

がありますので留意してください。 

 

桜島［火口周辺警報（噴火警戒レベル３、入山規制）］ 

南岳山頂火口では、引き続き噴火 ６）（爆発的噴火 ７）を含む）が発生しています。24 日 11時 27分の

爆発的噴火では、やや多量の噴煙が火口縁上 3,000ｍまで上がり、弾道を描いて飛散する大きな噴石が

５合目（南岳山頂火口より 1,000ｍから 1,300ｍ）まで達しました。 

桜島では、今後も南岳山頂火口を中心に、噴火活動が継続すると考えられます。 

南岳山頂火口及び昭和火口から概ね２kmの範囲では、噴火に伴う弾道を描いて飛散する大きな噴石及

び火砕流に警戒してください。 

風下側では火山灰だけでなく小さな噴石（火山れき ４））が遠方まで風に流されて降るため注意して

ください。爆発的噴火に伴う大きな空振によって窓ガラスが割れるなどのおそれがあるため注意してく

ださい。なお、今後の降灰状況次第では、降雨時に土石流が発生する可能性がありますので留意してく

ださい。 

 

口永良部島［火口周辺警報（噴火警戒レベル３、入山規制）］ 

口永良部島では、10月 21日から新岳火口で断続的に発生していた噴火は 12月 13日に停止しました。

14 日以降はしばらく噴火が停止した状態が続きましたが、18 日に再び噴火が発生し、新岳火口から火

砕流が約 1,000ｍ流下、大きな噴石が 700ｍまで飛散するなど、10 月以降では最も大きな噴火となりま

した。その後、噴火はごく小規模な状態で継続し、20 日に停止しましたが、28 日にも噴火が発生し、

大きな噴石が火口から 500ｍまで飛散しました。 

口永良部島では、活発な噴火活動を繰り返しており、火山活動が高まった状態が続いていますので、

新岳火口から概ね２kmに影響を及ぼす噴火の可能性があります。 

新岳火口から概ね２kmの範囲では、噴火に伴う弾道を描いて飛散する大きな噴石及び火砕流に警戒し

てください。また、向江浜地区から新岳の南西にかけての火口から海岸までの範囲では、火砕流に警戒

してください。 

風下側では、火山灰だけでなく小さな噴石が遠方まで風に流されて降るおそれがあるため注意してく

ださい。 

地元自治体等の指示に従って危険な地域には立ち入らないでください。 

 

諏訪之瀬島［火口周辺警報（噴火警戒レベル２、火口周辺規制）］ 

御岳E

お た け

A火口では、噴火が時々発生しました。 

諏訪之瀬島では、今後も火口周辺に影響を及ぼす程度の噴火が発生すると予想されますので、火口か

ら概ね１kmの範囲では、噴火に伴う弾道を描いて飛散する大きな噴石に警戒してください。風下側では

火山灰だけでなく小さな噴石が遠方まで風に流されて降るおそれがあるため注意してください。 

 

（火山の順は活火山総覧（第４版）による） 
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１） 噴石は、その大きさによる風の影響の程度の違いによって到達範囲が大きく異なります。本文中の「大きな噴石」

とは「風の影響を受けず弾道を描いて飛散する大きな噴石」のことであり、「小さな噴石」とはそれより小さく「風

に流されて降る小さな噴石」のことです。 

２） GNSS（Global Navigation Satellite Systems）とは、GPSをはじめとする衛星測位システム全般を示す呼称です。 

３） 火山性地震のうち、Ｐ波、Ｓ波の相が不明瞭で、火口周辺の比較的浅い場所で発生する地震と考えられ、主に１～

３Hz の低周波成分が卓越した地震です。火道内の火山ガスの移動やマグマの発泡など火山性流体の動きで発生す

ると考えられています。火山によっては、過去の事例から、火山活動が活発化すると多発する傾向がある事が知ら

れています。 

４） 霧島山・桜島では「火山れき」の用語が地元で定着していると考えられることから、付加表現しています。 

５） 火砕流とは、火山灰や岩塊、火山ガスや空気が一体となって急速に山体を流下する現象です。火砕流の速度は時速

数十 kmから時速百 km以上、温度は数百℃にも達することがあります。 

６） 桜島では噴火活動が活発なため、噴火のうち、爆発的な噴火もしくは噴煙量が中量以上（概ね噴煙の高さが火口縁

上 1,000ｍ以上）の噴火の回数を計数しています。資料の噴火回数はこの回数を示します。また、基準に達しない

噴火は、ごく小規模な噴火として噴火回数に含めていません。 

７） 霧島山・諏訪之瀬島では、火道内の爆発による地震を伴い、火口周辺の観測点で一定基準以上の空気の振動を観測

した噴火を爆発的噴火としています。桜島では、火道内の爆発による地震を伴い、爆発音、体に感じる空気の振動、

噴石の火口外への飛散、または、気象台や島内の観測点で一定基準以上の空気の振動のいずれかを観測した噴火を

爆発的噴火としています。 
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資料１ 全国の火山現象に関する特別警報・警報・予報の発表状況のまとめ（平成 31年１月 11日現在） 

（１）主な活火山 
 

火山名 
特別警報、警報及び 

予報の発表状況 特別警報、警報及び予報の発表履歴 

北

海

道

地

方 

アトサヌプリ 噴火予報（レベル１、活火山であ

ることに留意） 

2007年12月１日噴火予報（平常） 

2016年３月23日噴火予報（レベル１、活火山であることに留意） 

雌阿寒岳 噴火予報（レベル１、活火山であ

ることに留意） 

2007年12月１日噴火予報（平常） 

2008年９月29日火口周辺警報（火口周辺危険） 

2008年10月17日噴火予報（平常） 

2008年11月17日火口周辺警報（火口周辺危険） 

2008年12月16日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

2009年４月10日噴火予報（レベル１、平常） 

2015年７月28日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

2015年11月13日噴火予報（レベル１、活火山であることに留意） 

2018年11月23日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

2018年12月21日噴火予報（レベル１、活火山であることに留意） 

大雪山 噴火予報（活火山であることに留

意） 

2007年12月１日噴火予報（平常） 

十勝岳 噴火予報（レベル１、活火山であ

ることに留意） 

2007年12月１日噴火予報（平常） 

2008年12月16日噴火予報（レベル１、平常） 

2014年12月16日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

2015年２月24日噴火予報（レベル１、平常） 

樽前山 噴火予報（レベル１、活火山であ

ることに留意） 

2007年12月１日噴火予報（レベル１、平常） 

倶多楽 噴火予報（レベル１、活火山であ

ることに留意） 

2007年12月１日噴火予報（平常） 

2015年10月１日噴火予報（レベル１、活火山であることに留意） 

有珠山 噴火予報（レベル１、活火山であ

ることに留意） 

2007年12月１日噴火予報（平常） 

2008年６月９日噴火予報（レベル１、平常） 

北海道駒ヶ岳 噴火予報（レベル１、活火山であ

ることに留意） 

2007年12月１日噴火予報（レベル１、平常） 

恵山 噴火予報（レベル１、活火山であ

ることに留意） 

2007年12月１日噴火予報（平常） 

2016年３月23日噴火予報（レベル１、活火山であることに留意） 

東

北

地

方 

岩木山 噴火予報（レベル１、活火山であ

ることに留意） 

2007年12月１日噴火予報（平常） 

2016年７月26日噴火予報（レベル１、活火山であることに留意） 

秋田焼山 噴火予報（レベル１、活火山であ

ることに留意） 

2007年12月１日噴火予報（平常） 

2013年７月25日噴火予報（レベル１、平常） 

八甲田山 噴火予報（活火山であることに留

意） 

2007年12月１日噴火予報（平常） 

十和田 噴火予報（活火山であることに留

意） 

2007年12月１日噴火予報（平常） 

岩手山 噴火予報（レベル１、活火山であ

ることに留意） 

2007年12月１日噴火予報（レベル１、平常） 

秋田駒ヶ岳 噴火予報（レベル１、活火山であ

ることに留意） 

2007年12月１日噴火予報（平常） 

2009年10月27日噴火予報（レベル１、平常） 

鳥海山 噴火予報（レベル１、活火山であ

ることに留意） 

2007年12月１日噴火予報（平常） 

2018年３月27日噴火予報（レベル１、活火山であることに留意） 

栗駒山 噴火予報（活火山であることに留

意） 

2007年12月１日噴火予報（平常） 

蔵王山 噴火予報（レベル１、活火山であ

ることに留意） 

2007年12月１日噴火予報（平常） 

2015年４月13日火口周辺警報（火口周辺危険） 

2015年６月16日噴火予報（活火山であることに留意） 

2016年７月26日噴火予報（レベル１、活火山であることに留意） 

2018年１月30日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

2018年３月６日噴火予報（レベル１、活火山であることに留意） 
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 火山名 

特別警報、警報及び 

予報の発表状況 
特別警報、警報及び予報の発表履歴 

東

北

地

方 

吾妻山 火口周辺警報 

（レベル２、火口周辺規制） 

2007年12月１日噴火予報（レベル１、平常） 

2014年12月12日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

2016年10月18日噴火予報（レベル１、活火山であることに留意） 

2018年９月15日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

安達太良山 噴火予報（レベル１、活火山であ

ることに留意） 

2007年12月１日噴火予報（平常） 

2009年３月31日噴火予報（レベル１、平常） 

磐梯山 噴火予報（レベル１、活火山であ

ることに留意） 

2007年12月１日噴火予報（平常） 

2009年３月31日噴火予報（レベル１、平常） 

関

東

・

中

部

地

方 

那須岳 噴火予報（レベル１、活火山であ

ることに留意） 

2007年12月１日噴火予報（平常） 

2009年３月31日噴火予報（レベル１、平常） 

日光白根山 噴火予報（レベル１、活火山であ

ることに留意） 

2007年12月１日噴火予報（平常） 

2016年12月６日噴火予報（レベル１、活火山であることに留意） 

草津白根山 噴火予報（活火山であることに留

意） 

2007年12月１日噴火予報（平常） 

2018年11月27日噴火予報（活火山であることに留意） 

草津白根山（白

根山（湯釜付近）） 

火口周辺警報 

（レベル２、火口周辺規制） 

2007年12月１日噴火予報（レベル１、平常） 

2009年４月10日噴火予報（レベル１、平常）切替 

2014年６月３日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

2017年６月７日噴火予報（レベル１、活火山であることに留意） 

2018年４月22日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

2018年９月21日噴火予報（レベル１、活火山であることに留意） 

2018年９月28日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

2018年11月27日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

草津白根山（本

白根山） 

火口周辺警報 

（レベル２、火口周辺規制） 

2007年12月１日噴火予報（平常） 

2018年１月23日火口周辺警報（火口周辺危険） 

2018年１月23日火口周辺警報（入山危険） 

2018年３月16日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

2018年11月27日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

浅間山 噴火予報（レベル１、活火山であ

ることに留意） 

2007年12月１日噴火予報（レベル１、平常） 

2008年８月８日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

2009年２月１日火口周辺警報（レベル３、入山規制） 

2009年２月３日火口周辺警報（レベル３、入山規制）切替 

2009年４月７日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

2010年４月15日噴火予報（レベル１、平常） 

2015年６月11日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

2018年８月30日噴火予報（レベル１、活火山であることに留意） 

新潟焼山 噴火予報（レベル１、活火山であ

ることに留意） 

2007年12月１日噴火予報（平常） 

2011年３月31日噴火予報（レベル１、平常） 

弥陀ヶ原 噴火予報（活火山であることに留

意） 

2007年12月１日噴火予報（平常） 

焼岳 噴火予報（レベル１、活火山であ

ることに留意） 

2007年12月１日噴火予報（平常） 

2011年３月31日噴火予報（レベル１、平常） 

乗鞍岳 噴火予報（活火山であることに留

意） 

2007年12月１日噴火予報（平常） 

御嶽山 噴火予報（レベル１、活火山であ

ることに留意） 

2007年12月１日噴火予報（平常） 

2008年３月31日噴火予報（レベル１、平常） 

2014年９月27日火口周辺警報（レベル３、入山規制） 

2014年９月28日火口周辺警報（レベル３、入山規制）切替 

2015年１月19日火口周辺警報（レベル３、入山規制）切替 

2015年３月31日火口周辺警報（レベル３、入山規制）切替 

2015年６月26日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

2017年８月21日噴火予報（レベル１、活火山であることに留意） 

白山 噴火予報（レベル１、活火山であ

ることに留意） 

2007年12月１日噴火予報（平常） 

2015年９月２日噴火予報（レベル１、活火山であることに留意） 

富士山 噴火予報（レベル１、活火山であ

ることに留意） 

2007年12月１日噴火予報（レベル１、平常） 
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 火山名 

特別警報、警報及び 

予報の発表状況 
特別警報、警報及び予報の発表履歴 

関

東

・

中

部

地

方 

箱根山 噴火予報（レベル１、活火山であ

ることに留意） 

2007年12月１日噴火予報（平常） 

2009年３月31日噴火予報（レベル１、平常） 

2015年５月６日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

2015年６月30日火口周辺警報（レベル３、入山規制） 

2015年９月11日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

2015年11月20日噴火予報（レベル１、活火山であることに留意） 

伊豆東部火山群 噴火予報（レベル１、活火山であ
ることに留意） 

2007年12月１日噴火予報（平常） 
2011年３月31日噴火予報（レベル１、平常） 

伊

豆

・ 

小

笠

原

諸

島 

伊豆大島 噴火予報（レベル１、活火山であ

ることに留意） 

2007年12月１日噴火予報（レベル１、平常） 

新島 噴火予報（活火山であることに留

意） 

2007年12月１日噴火予報（平常） 

神津島 噴火予報（活火山であることに留

意） 

2007年12月１日噴火予報（平常） 

三宅島 

 

噴火予報（レベル１、活火山であ

ることに留意） 

2007年12月１日火口周辺警報（火口周辺危険） 

2008年３月31日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

2015年６月５日噴火予報（レベル１、活火山であることに留意） 

八丈島 噴火予報（レベル１、活火山であ

ることに留意） 

2007年12月１日噴火予報（平常） 

2018年５月30日噴火予報（レベル１、活火山であることに留意） 

青ヶ島 噴火予報（レベル１、活火山であ

ることに留意） 

2007年12月１日噴火予報（平常） 

2018年５月30日噴火予報（レベル１、活火山であることに留意） 

ベヨネース列岩 噴火予報（活火山であることに留

意） 

2007年12月１日噴火予報（平常） 

2017年３月24日噴火警報（周辺海域警戒） 

2018年10月31日噴火予報（活火山であることに留意） 

西之島 火口周辺警報（火口周辺危険） 2007年12月１日噴火予報（平常） 

2013年11月20日火口周辺警報（火口周辺危険） 

2014年６月３日火口周辺警報（入山危険） 

2014年６月11日火口周辺警報（入山危険）切替 

2015年２月24日火口周辺警報（入山危険）切替 

2016年２月17日火口周辺警報（入山危険）切替 

2016年８月17日火口周辺警報（火口周辺危険） 

2017年２月14日噴火予報（活火山であることに留意） 

2017年４月20日火口周辺警報（入山危険） 

2018年６月20日火口周辺警報（火口周辺危険） 

2018年７月13日火口周辺警報（入山危険） 

2018年10月31日火口周辺警報（火口周辺危険） 

硫黄島 火口周辺警報（火口周辺危険） 2007年12月１日火口周辺警報（火口周辺危険） 

福徳岡ノ場 噴火警報（周辺海域警戒） 2007年12月１日噴火警報（周辺海域警戒） 

九

州

地

方

・

南

西

諸

島 

鶴見岳・伽藍岳 噴火予報（レベル１、活火山であ

ることに留意） 

2007年12月１日噴火予報（平常） 

2016年７月26日噴火予報（レベル１、活火山であることに留意） 

九重山 噴火予報（レベル１、活火山であ

ることに留意） 

2007年12月１日噴火予報（レベル１、平常） 

阿蘇山 噴火予報（レベル１、活火山であ

ることに留意） 

2007年12月１日噴火予報（レベル１、平常） 

2011年５月16日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

2011年６月20日噴火予報（レベル１、平常） 

2013年９月25日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

2013年10月11日噴火予報（レベル１、平常） 

2013年12月27日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

2014年３月12日噴火予報（レベル１、平常） 

2014年８月30日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

2015年９月14日火口周辺警報（レベル３、入山規制） 

2015年11月24日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

2016年10月８日火口周辺警報（レベル３、入山規制） 

2016年12月20日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

2017年２月７日噴火予報（レベル１、活火山であることに留意） 

雲仙岳 噴火予報（レベル１、活火山であ

ることに留意） 

2007年12月１日噴火予報（レベル１、平常） 
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火山名 
特別警報、警報及び 

予報の発表状況 
特別警報、警報及び予報の発表履歴 

九

州

地

方

・

南

西

諸

島 

霧島山 噴火予報（活火山であることに留

意） 

2007年12月１日噴火予報（平常） 

2016年12月６日噴火予報（活火山であることに留意） 

霧島山（えびの高

原（硫黄山）周辺） 

火口周辺警報 

（レベル２、火口周辺規制） 

2007年12月１日噴火予報（平常） 

2014年10月24日火口周辺警報（火口周辺危険） 

2015年５月１日噴火予報（平常） 

2016年２月28日火口周辺警報（火口周辺危険） 

2016年３月29日噴火予報（活火山であることに留意） 

2016年12月６日噴火予報（レベル１、活火山であることに留意） 

2016年12月12日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

2017年１月13日噴火予報（レベル１、活火山であることに留意） 

2017年５月９日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

2017年10月31日噴火予報（レベル１、活火山であることに留意） 

2018年２月20日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

2018年４月19日火口周辺警報（レベル３、入山規制） 

2018年５月１日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

霧島山（新燃岳） 火口周辺警報 

（レベル２、火口周辺規制） 

2007年12月１日噴火予報（レベル１、平常） 

2008年８月22日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

2008年10月29日噴火予報（レベル１、平常） 

2010年３月30日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

2010年４月16日噴火予報（レベル１、平常） 

2010年５月６日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

2011年１月26日火口周辺警報（レベル３、入山規制） 

2011年１月31日火口周辺警報（レベル３、入山規制）切替 

2011年２月１日火口周辺警報（レベル３、入山規制）切替 

2011年３月22日火口周辺警報（レベル３、入山規制）切替 

2012年６月26日火口周辺警報（レベル３、入山規制）切替 

2013年10月22日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

2017年５月26日噴火予報（レベル１、活火山であることに留意） 

2017年10月５日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

2017年10月11日火口周辺警報（レベル３、入山規制） 

2017年10月15日火口周辺警報（レベル３、入山規制）切替 

2017年10月31日火口周辺警報（レベル３、入山規制）切替 

2018年３月１日火口周辺警報（レベル３、入山規制）切替 

2018年３月10日火口周辺警報（レベル３、入山規制）切替 

2018年３月15日火口周辺警報（レベル３、入山規制）切替 

2018年６月28日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

霧島山（御鉢） 噴火予報（レベル１、活火山であ

ることに留意） 

2007年12月１日噴火予報（レベル１、平常） 

2018年２月９日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

2018年３月15日噴火予報（レベル１、活火山であることに留意） 
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火山名 
特別警報、警報及び 

予報の発表状況 
特別警報、警報及び予報の発表履歴 

九

州

地

方

・

南

西

諸

島 

桜島 火口周辺警報 

（レベル３、入山規制） 

2007年12月１日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

2008年２月３日火口周辺警報（レベル３、入山規制） 

2008年２月20日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

2008年４月８日火口周辺警報（レベル３、入山規制） 

2008年７月14日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

2008年７月28日火口周辺警報（レベル３、入山規制） 

2008年８月28日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

2009年２月２日火口周辺警報（レベル３、入山規制） 

2009年２月19日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

2009年３月２日火口周辺警報（レベル３、入山規制） 

2009年３月10日火口周辺警報（レベル３、入山規制）切替 

2009年４月24日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

2009年７月19日火口周辺警報（レベル３、入山規制） 

2010年９月30日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

2010年10月13日火口周辺警報（レベル３、入山規制） 

2012年３月12日火口周辺警報（レベル３、入山規制）切替 

2012年３月21日火口周辺警報（レベル３、入山規制）切替 

2015年８月15日噴火警報（レベル４、避難準備） 

2015年９月１日火口周辺警報（レベル３、入山規制） 

2015年11月25日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

2016年２月５日火口周辺警報（レベル３、入山規制） 

薩摩硫黄島 

 

噴火予報（レベル１、活火山であ

ることに留意） 

2007年12月１日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

2012年11月29日噴火予報（レベル１、平常） 

2013年６月４日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

2013年７月10日噴火予報（レベル１、平常） 

2017年１月５日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

2017年２月24日噴火予報（レベル１、活火山であることに留意） 

2018年３月19日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

2018年４月27日噴火予報（レベル１、活火山であることに留意） 

口永良部島 火口周辺警報 

（レベル３、入山規制） 

2007年12月１日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

2008年１月25日噴火予報（レベル１、平常） 

2008年９月４日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

2008年10月27日火口周辺警報（レベル３、入山規制） 

2009年３月18日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

2009年８月４日噴火予報（レベル１、平常） 

2009年９月27日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

2009年10月30日噴火予報（レベル１、平常） 

2011年12月15日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 
2012年１月20日噴火予報（レベル１、平常） 

2014年８月３日火口周辺警報（レベル３、入山規制） 

2014年８月７日火口周辺警報（レベル３、入山規制）切替 

2015年５月29日噴火警報（レベル５、避難） 

2015年10月21日噴火警報（レベル５、避難）切替 

2016年６月14日火口周辺警報（レベル３、入山規制） 

2018年４月18日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

2018年８月15日噴火警報（レベル４、避難準備） 

2018年８月29日火口周辺警報（レベル３、入山規制） 

諏訪之瀬島 火口周辺警報 

（レベル２、火口周辺規制） 

2007年12月１日火口周辺警報（レベル２、火口周辺規制） 

 
注）特別警報、警報及び予報の発表履歴欄には、2007 年 12 月１日の火山現象に関する警報・予報及び噴
火警戒レベルの運用開始からの経過を示しています。この表では、主な活火山として、警報を発表して
いる、または常時観測を行っている火山を示しています。また、ここで示すレベルは噴火警戒レベルを
示しています。 
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（２）その他の活火山 
以下の活火山（＊印を除く）では 2007 年 12月１日に噴火予報（平常）を発表しました。また、＊印

の活火山では、活火山として選定された 2011 年６月７日に噴火予報（平常）を発表し、＊＊印の活火

山では、活火山として選定された後の 2017年 12月５日に噴火予報（活火山であることに留意）を発表

しました。その後、いずれも火山活動に特段の変化はなく、予報事項に変更はありません。 

 火山名 

北海道地方 

知床硫黄山、羅臼岳、天頂山 ＊、摩周、雄阿寒岳 ＊、丸山、利尻山、恵庭岳、羊蹄山、ニセ

コ、渡島大島、茂世路岳、散布山、指臼岳、小田萌山、択捉焼山、択捉阿登佐岳、ベルタル

ベ山、ルルイ岳、爺爺岳、羅臼山、泊山 

東北地方 恐山、八幡平、鳴子、肘折、沼沢、燧ヶ岳 

関東・中部地方 高原山、男体山 ＊＊、赤城山、榛名山、横岳、妙高山、アカンダナ山 

伊豆・小笠原諸島 
利島、御蔵島、須美寿島、伊豆鳥島、孀婦岩、海形海山、海徳海山、噴火浅根、北福徳堆、

南日吉海山、日光海山 

中国・九州地方 

及び南西諸島 

三瓶山、阿武火山群、由布岳、福江火山群、米丸・住吉池、若尊、池田・山川、開聞岳、口

之島、中之島、硫黄鳥島、西表島北北東海底火山 

 

注）2015 年５月 18 日から（平常）は（活火山であることに留意）に変更しました。 
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管内月間火山概況（平成30年12月） 

 札 幌 管 区 気 象 台 

地域火山監視・警報センター 
 
噴火警報及び噴火予報の発表状況（12月31日現在） 

警報・予報 
噴火警戒レベル 

及びキーワード 
該当火山 

噴火予報 

レベル１（活火山で

あることに留意） 

アトサヌプリ、雌阿寒岳、十勝岳、樽前山、倶多楽、有珠山、北海

道駒ヶ岳、恵山 

活火山であること

に留意 

知床硫黄山、羅臼岳、天頂山、摩周、雄阿寒岳、 

丸山、大雪山、利尻山、恵庭岳、羊蹄山、ニセコ、渡島大島、 

茂世路岳、散布山、指臼岳、小田萌山、択捉焼山、択捉阿登佐岳、 

ベルタルベ山、ルルイ岳、爺爺岳、羅臼山、泊山 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※噴火警戒レベルは、地域防災計画等でその活用が定められている火山で運用しています。 

この管内月間火山概況は札幌管区気象台のホームページ(https://www.jma-net.go.jp/sapporo/)や気象庁のホーム

ページ(https://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/monthly_v-act_doc/monthly_vact.php)でも閲覧す

ることができます。 

 

この資料は気象庁のほか、国土交通省北海道開発局、国土地理院、北海道大学、国立研究開発法人防災科学技術研

究所、国立研究開発法人産業技術総合研究所、北海道、地方独立行政法人北海道立総合研究機構地質研究所及び森町

のデータも利用して作成しています。 

資料中の地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の『数値地図25000（行政界・海岸線）』

を使用しています（承認番号 平29情使、第798号）。 

 
 
 

○北海道地方の火山活動 

 

平成30年12月　地震・火山月報（防災編）

50

https://www.jma-net.go.jp/sapporo/
https://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/monthly_v-act_doc/monthly_vact.php


各火山の活動状況及び予報警報事項 
主な火山の活動及び予報警報事項の状況は以下のとおりです。 

雌阿寒岳では、21日に噴火予報を発表し、噴火警戒レベルを２（火口周辺規制）から１（活火山であ

ることに留意）に引き下げました。 

その他の火山では、予報警報事項に変更はありません。 

 

アトサヌプリ［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）］ 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認められません。 

 

雄阿寒岳［噴火予報（活火山であることに留意）］ 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認められません。 

 

雌阿寒岳［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）］←21日に噴火予報を発表し、噴火警

戒レベルを２（火口周辺規制）から１（活火山であることに留意）に引下げ 

火山性地震は11月24日以降減少し、その後は少ない状態で経過しています。また、噴煙及び噴気

活動は低調に経過し、地殻変動にも変化は認められません。これらのことから、ポンマチネシリ火

口から約500ｍの範囲に影響を及ぼす噴火の可能性は低くなったと判断し、21日11時00分に噴火予報

を発表して、噴火警戒レベルを２（火口周辺規制）から１（活火山であることに留意）に引き下げ

ました。 

雌阿寒岳では、火山性地震が増減を繰り返すなど、しばらくして活動が上昇に転じる場合もあり

ますので、今後の火山活動の推移に留意する必要があります。また、活火山であることから、火口

内や近傍では火山ガスや火山灰が噴出する可能性がありますので注意してください。 

 

大雪山［噴火予報（活火山であることに留意）］ 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認められません。 

 

十勝岳［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）］ 

十勝岳では、2006 年以降継続してきた山体浅部の膨張を示す地殻変動は、2017 年秋以降停滞して

います。一方、長期的にみると、噴煙高の高い状態、地熱域の拡大や温度上昇、地震の一時的な増加

など、火山活動の活発化を示唆する現象が観測されていますので、今後の活動の推移に注意が必要で

す。 

   

樽前山［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）］ 

火山活動は概ね静穏に経過しており、火口周辺に影響を及ぼす噴火の兆候は認められません。 

一方、山頂溶岩ドーム周辺では、1999年以降、高温の状態が続いていますので、突発的な火山ガ

ス等の噴出に注意してください。 

 

倶多楽［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）］ 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認められません。 

 

有珠山［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）］ 
火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認められません。 

 

北海道駒ヶ岳［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）］ 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認められません。 

 

恵山［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）］ 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認められません。 

 

上記以外の火山の活動状況に特段の変化はなく、予報事項に変更はありません。 
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岩手山

吾妻山
（噴火警戒レベル２、火口周辺規制）磐梯山

秋田駒ヶ岳

安達太良山

東北地方の活火山

岩木山

栗駒山

八幡平
秋田焼山

恐山

八甲田山

十和田

鳥海山

肘折
鳴子

蔵王山

燧ヶ岳

沼沢

凡例 

噴火警戒レベル対象火山 

▲：噴火警報発表中 

△：噴火予報発表中 

噴火警戒レベル対象外火山 

●：噴火警報発表中 

○：噴火予報発表中 

 

 

管内月間火山概況（平成 30 年 12 月） 
 

仙 台 管 区 気 象 台  

地域火山監視・警報センター 
 

噴火警報及び噴火予報の発表状況（12月 31 日現在） 

 

各火山の活動状況及び予報警報事項  
主な火山の活動及び予報警報事項の状況は以下のとおりで、予報警報事項に変更はありません。 

 

岩木山［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）］ 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認められません。 

 

八甲田山［噴火予報（活火山であることに留意）］ 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認められません。 
 

十和田［噴火予報（活火山であることに留意）］ 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火

の兆候は認められません。 
 

秋田焼山［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山である

ことに留意）］ 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火

の兆候は認められません。 
 

岩手山［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であるこ

とに留意）］ 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火

の兆候は認められません。 

 

秋田駒ヶ岳［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であ

ることに留意）］ 

2019年１月３日（期間外）に山頂の北東約４km付近を震源

とする火山性地震が一時的に増加しましたが、その他の火山

活動に特段の変化はなく、噴火の兆候は認められません。 

秋田駒ヶ岳では、火山性地震の増加が時々みられ、火山性

微動や低周波地震１）が発生しています。また、女
め

岳
だけ

では地熱

活動及び噴気活動が続いていることから、今後の火山活動の

推移に注意してください。 

 

鳥海山［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であるこ

とに留意）］ 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火

警報・予報 
噴火警戒レベル 

該当火山 
及びキーワード 

火口周辺警報 レベル２（火口周辺規制） 吾妻山 

噴火予報 

レベル１（活火山であること

に留意） 

岩木山、秋田焼山、岩手山、秋田駒ヶ岳、鳥海山、 

蔵王山、安達太良山、磐梯山 

活火山であることに留意 
恐山、八甲田山、十和田、八幡平、栗駒山、鳴子、肘折、

沼沢、燧ヶ岳 

○東北地方の火山活動 
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の兆候は認められません。 

 

栗駒山［噴火予報（活火山であることに留意）］ 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認められません。 
 

蔵王山［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）］ 

2019 年１月３日から７日にかけて（期間外）、火山性微動が３回発生しました。坊平観測点及び熊

野岳観測点に設置された傾斜計 ２）では、火山性微動の発生に先行して 31日頃から熊野岳の南方向が隆

起する地殻変動が観測されていましたが、１月５日頃から変化が緩やかになっています。その他の観測

データに特段の変化はなく、今回の活動では火山活動の高まりは認められませんでした。 

蔵王山では、2013年以降、火山性地震や火山性微動が時々発生し、地殻変動に変化がみられるなど、

火山活動が高まることがありますので、今後の火山活動の推移に注意してください。 

馬の背カルデラ内の丸山沢では噴気や火山ガスの噴出等がみられます。異変を感じた際には、速やか

にカルデラから離れてください。 

 

吾妻山［火口周辺警報（噴火警戒レベル２、火口周辺規制）］ 

５月頃から大穴火口付近の隆起・膨張を示す地殻変動が継続しています。また、火山性地震は多い状

態で経過し、火山性微動も繰り返し発生しています。大穴火口及びその周辺で 10 月中旬頃から地熱域

の拡大が認められています。火山活動が高まった状態が続いており、今後、小規模な噴火が発生する可

能性があります。 

大穴火口から概ね 1.5 kmの範囲では、噴火に伴う弾道を描いて飛散する大きな噴石 ３）に警戒してく

ださい。地元自治体等の指示にしたがって危険な地域には立ち入らないでください。 

また、大穴火口の風下側では降灰及び風の影響を受ける小さな噴石 ３）、火山ガスに注意してくださ

い。 
 

安達太良山［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）］ 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認められません。 

 

磐梯山［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）］ 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認められません。 
 

上記以外の火山の活動状況に特段の変化はなく、予報警報事項に変更はありません。 
 

※噴火警戒レベルは、地域防災計画等でその活用が定められている火山で運用しています。 

 
１）火山性地震のうち、Ｐ波、Ｓ波の相が不明瞭で、火口周辺の比較的浅い場所で発生する地震と考えられ、主に

１～３Hzの低周波成分が卓越した地震です。火道内の火山ガスの移動やマグマの発泡など火山性流体の動きで発

生すると考えられています。火山によっては、過去の事例から、火山活動が活発化すると多発する傾向がある事

が知られています。 

２）火山活動による山体の傾きを精密に観測する機器。火山体直下へのマグマの貫入等により変化が観測されるこ

とがあります。１μrad（マイクロラジアン）は、１km先が１mm上下するような変化量です。 

３）噴石は、その大きさによる風の影響の程度の違いによって到達範囲が大きく異なります。本文中の「大きな噴

石」とは「風の影響を受けず弾道を描いて飛散する大きな噴石」のことであり、「小さな噴石」とはそれより小

さく「風に流されて降る小さな噴石」のことです。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 
この管内月間火山概況は、仙台管区気象台のホームページ（https://www.jma-net.go.jp/sendai/）や、気象庁ホーム

ページ（https://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/monthly_v-act_doc/monthly_vact.php）でも閲覧す

ることができます。 

この資料は気象庁のほか、国土交通省東北地方整備局、国土地理院、東北大学、弘前大学、国立研究開発法人防災科

学技術研究所、青森県及び公益財団法人地震予知総合研究振興会のデータも利用して作成しています。 

資料中の地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の『数値地図25000（行政界・海岸線）』を

使用しています（承認番号 平29情使、第798号）。 
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凡 例

噴火警戒レベル対象火山   ▲：噴火警報発表中 △：噴火予報発表中

噴火警戒レベル対象外の火山 ●：噴火警報発表中 ○：噴火予報発表中

八丈島 
青ヶ島 

西之島 

 

管内月間火山概況（平成 30年 12月） 

気 象 庁 地 震 火 山 部           E 

火山監視・警報センター

噴火警報及び噴火予報の発表状況（12月 31日現在） 

警報・予報 
噴火警戒レベル 

及びキーワード 
該当火山 

火口周辺警報 
レベル２（火口周辺規制） 草津白根山（白根山（湯釜付近））、草津白根山（本白根山）

火口周辺危険 西之島、硫黄島※ 

噴火警報（周辺海域） 周辺海域警戒 福徳岡ノ場※ 

噴火予報 

レベル１（活火山である

ことに留意） 

那須岳、日光白根山、浅間山、新潟焼山、焼岳、御嶽山、白山、

富士山、箱根山、伊豆東部火山群、伊豆大島、三宅島、八丈島、

青ヶ島 

活火山であることに留意 

高原山、男体山、赤城山、榛名山、草津白根山、横岳、妙高山、

弥陀ヶ原、アカンダナ山、乗鞍岳、利島、新島、神津島、 

御蔵島、ベヨネース列岩、須美寿島、伊豆鳥島、孀婦岩、 

海形海山、海徳海山、噴火浅根、北福徳堆、南日吉海山、 

日光海山 

※印のついた火山は火山現象に関する海上警報も発表中です。

この管内月間火山概況は気象庁ホームページ（https://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/monthly_v-act_

doc/monthly_vact.php）でも閲覧することができます。 

この資料は気象庁のほか、北陸地方整備局、関東地方整備局、中部地方整備局、国土地理院、海上保安庁、海上自衛隊、東

北大学、東京大学、東京工業大学、名古屋大学、京都大学、国立研究開発法人防災科学技術研究所、国立研究開発法人産業技

術総合研究所、東京都、新潟県、長野県、岐阜県、神奈川県温泉地学研究所及び公益財団法人地震予知総合研究振興会のデー

タも利用して作成しています。資料中の地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の『数値地図 25000

（行政界・海岸線）』を使用しています（承認番号：平 29情使、第 798号）。 

＊噴火警戒レベルは、地域防災計画等でその活用が定められている火山で運用されています。 

須美寿島 

伊豆鳥島 

海形海山 
海徳海山 

噴火浅根 

北福徳堆 

日光海山 
南日吉海山 

孀婦岩 

硫黄島(火口周辺危険)※ 

福徳岡ノ場(周辺海域警戒)※ 

青ヶ島 
八丈島 

横岳 

△ 

伊豆東部火山群 
伊豆大島 

利島 
新島 

神津島 

御蔵島 

那須岳 

高原山 

榛名山 

弥陀ヶ原 

乗鞍岳 

焼岳 
アカンダナ山 

富士山 

三宅島 

箱根山 

白山 

日光白根山 

西之島 西之島(火口周辺危険) 

御嶽山 

男体山 

赤城山 

草津白根山（本白根山） 

(噴火警戒レベル２、火口周辺規制） 

新潟焼山 
妙高山 

浅間山 

草津白根山（白根山（湯釜付近）） 

(噴火警戒レベル２、火口周辺規制） 

ベヨネース列岩 
草津白根山 

○関東・中部地方及び伊豆・小笠原諸島の火山活動
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各火山の活動状況及び予報警報事項

主な火山の活動及び予報警報事項の状況は以下のとおりで、予報警報事項に変更はありません。 

那須岳［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）］

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認められません。 

日光白根山［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）］ 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認められません。 

草津白根山（白根山（湯釜付近））［火口周辺警報（噴火警戒レベル２、火口周辺規制）］ 

 湯釜付近浅部の火山性地震は増減を繰り返しており、傾斜変動も続いているなど、火山活動は高まっ

た状態が続いています。今後、小規模な水蒸気噴火が発生する可能性があります。 

 湯釜火口から概ね１kmの範囲では、噴火に伴う弾道を描いて飛散する大きな噴石１）に警戒してくだ

さい。地元自治体等の指示に従って危険な地域には立ち入らないでください。噴火時には、風下側で火

山灰だけでなく小さな噴石１）が風に流されて降るおそれがあるため注意してください。 

草津白根山（本白根山）［火口周辺警報（噴火警戒レベル２、火口周辺規制）］ 

 火口付近ごく浅部を震源とする火山性地震は、６月から８月にかけてと10月下旬から11月下旬にかけ

て発生頻度が高まるなど、その活動は継続しています。また、逢ノ峰付近でも時々地震が発生するなど、

火山活動が再び活発化する可能性も否定できないことから、当面は火山活動の推移に注意する必要があ

ります。 

本白根山鏡池付近から概ね１kmの範囲では、噴火に伴う弾道を描いて飛散する大きな噴石に警戒して

ください。地元自治体等の指示に従って危険な地域には立ち入らないでください。噴火時には、風下側

では火山灰だけでなく小さな噴石が風に流されて降るおそれがあるため注意してください。 

浅間山［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）］ 

 火山性地震はやや少ない状態で、浅間山の西側の膨張を示すと考えられる地殻変動もみられていませ

ん。また、山頂火口からの噴煙や火山ガス（二酸化硫黄）の放出量 ２）も少ない状態となっています。

火口から 500ｍの範囲に影響を及ぼす程度のごく小規模な噴火が発生する可能性はあるものの、それを

上回る規模の噴火の可能性は低い状態です。火山灰噴出や火山ガス等に注意してください。地元自治体

等の指示に従って危険な地域には立ち入らないでください。 

新潟焼山［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）］ 

噴煙活動及び地震活動は低下した状態が続いています。 

しかしながら、新潟焼山はこれまでにも噴気活動の活発化を繰り返しているため、今後の活動の推移

に注意してください。 

弥陀ヶ原［噴火予報（活火山であることに留意）］ 

 立山地獄谷では熱活動が活発な状態が続いています。2012年６月以降の観測で噴気の拡大・活発化

や温度の上昇が確認されていますので、今後の火山活動の推移に注意してください。また、この付近で

は火山ガスに注意してください。 

焼岳［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）］ 

 山頂付近の地震活動は低調に経過し、噴気活動に特段の変化はなく、火山活動に高まりは認められま

せん。しかし、2017年８月上旬に、規模は小さいながらも浅部を震源とする低周波地震とともに噴気

が観測されました。その後、低周波地震は観測されていませんが、今後の火山活動の推移に注意してく

ださい。 

なお、11月 22日頃から活発化した山頂の北西１kmから２km付近のやや深いところを震源とする地

震活動は、低下しています。４日には山頂の東２km付近でもやや深いところを震源とする地震が増加

しました。これらの地震活動は、火山活動とは直接の関係はないとみています。 

乗鞍岳［噴火予報（活火山であることに留意）］ 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認められません。 
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御嶽山［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）］ 

噴煙活動や山頂直下付近の地震活動は緩やかな低下が続いており、火山活動の静穏化の傾向が続いて

います。 

一方、2014 年に噴火が発生した火口列の一部の噴気孔では、引き続き噴気が勢いよく噴出していま

す。状況によっては、火山灰等のごく小規模な噴出が突発的に発生する可能性があります。 

噴気活動の活発な噴気孔から概ね 500ｍの範囲では、突発的な火山灰等のごく小規模な噴出に注意が

必要です。 

地元自治体等が行う立入規制等に留意し、登山する際はヘルメットを持参するなどの安全対策をして

ください。 

白山［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）］ 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認められません。 

富士山［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）］ 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認められません。 

箱根山［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）］ 

 地震活動は低調で、地殻変動観測でも特段の変化はみられていません。一方、大涌谷周辺の想定火口

域では、噴気活動が活発なところがあります。大涌谷周辺の想定火口域では、噴気や火山ガスに引き続

き注意してください。 

伊豆東部火山群［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）］ 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認められません。 

伊豆大島［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）］ 

 地殻変動観測によると、短期的な膨張と収縮を繰り返しながら、長期的には地下深部へのマグマ供給

によると考えられる島全体の膨張傾向が続いています。ただちに噴火が発生する兆候は認められません

が、長期的には山体の膨張が継続していることから、今後の火山活動の推移に注意してください。 

新島［噴火予報（活火山であることに留意）］ 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認められません。 

神津島［噴火予報（活火山であることに留意）］ 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認められません。 

三宅島［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）］ 

 火山ガス放出量は、2016年６月以降は１日あたり数十トン以下に減少しており、少ない状態で経過

しています。 

主火孔における噴煙活動が継続していることから、火口内では火山灰等が突発的に噴出する可能性が

ありますので、山頂火口内及び主火孔から 500ｍ以内では火山灰噴出に警戒してください。 

また、火山ガスの放出がわずかながら継続していることから、風下にあたる地域では火山ガスに注意

してください。 

八丈島［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）］ 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認められません。 

青ヶ島［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）］ 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認められません。 

西之島[火口周辺警報（火口周辺危険）] 

 西之島では、火山活動に明らかな低下が認められます。噴火の可能性は低くなっていますが、火口付

近に噴気や高温領域が確認されており、今後の火山活動の推移に注意が必要です。火口から概ね 500ｍ

の範囲では、噴火に伴う弾道を描いて飛散する大きな噴石に警戒してください。また、これまでの噴火

で流れ出た溶岩は、表面が冷え固まっていても、地形的に崩れやすくなっている可能性が考えられます

ので、火口から概ね 500ｍを超える範囲でも注意してください。 

平成30年12月　地震・火山月報（防災編）

56



硫黄島［火口周辺警報（火口周辺危険）及び火山現象に関する海上警報］

 今期間、火山性地震は少ない状態でしたが、GNSS３）連続観測によると、隆起を示す地殻変動がみら

れています。また、硫黄島の島内は全体に地温が高く、多くの噴気地帯や噴気孔があり、過去には各所

で小規模な噴火が発生しています。火山活動はやや活発な状態で推移しており、火口周辺に影響を及ぼ

す噴火が発生すると予想されますので、従来から小規模な噴火がみられていた領域では噴火に警戒して

ください。 

福徳岡ノ場［噴火警報（周辺海域警戒）及び火山現象に関する海上警報］

海上保安庁、第三管区海上保安本部、海上自衛隊及び気象庁によるこれまでの観測によると、福徳岡

ノ場付近の海面には長期にわたり火山活動によるとみられる変色水等が確認されるなど、活動はやや活

発な状態で経過しています。今後も小規模な海底噴火が発生すると予想されますので、周辺海域では海

底噴火に警戒してください。また、周辺海域では海底噴火による浮遊物（軽石等）に注意してください。

上記以外の火山の活動状況に特段の変化はなく、予報事項に変更はありません。 

１）噴石は、その大きさによる風の影響の程度の違いによって到達範囲が大きく異なります。本文中の「大きな噴石」

とは「風の影響を受けず弾道を描いて飛散する大きな噴石」のことであり、「小さな噴石」とはそれより小さく「風

に流されて降る小さな噴石」のことです。

２）火口から放出される火山ガスはマグマが浅部へ上昇すると放出量が増加します。火山ガスの成分はマグマに溶けて

いた水、二酸化炭素、二酸化硫黄、硫化水素などです。

気象庁ではこれら火山ガス成分のうち、二酸化硫黄の放出量を観測し、火山活動の評価に活用しています。

３）GNSS（Global Navigation Satellite Systems）とは、GPSをはじめとする衛星測位システム全般を示す呼称です。 
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管内月間火山概況（平成 30年 12月） 

気 象 庁 地 震 火 山 部 

 火山監視・警報センター 

大阪管区気象台地震火山課

噴火警報及び噴火予報の発表状況と活動状況 

三瓶山［噴火予報（活火山であることに留意）］

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認められません。 

この管内月間火山概況は気象庁ホームページ（https://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/mo

nthly_v-act_doc/monthly_vact.php）でも閲覧することができます。 

この資料は気象庁のほか、国立研究開発法人防災科学技術研究所のデータも利用して作成しています。 

資料中の地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の『数値地図 25000（行政界・海

岸線）』を使用しています（承認番号：平 29情使、第 798号）。 

○近畿・中国・四国地方の火山活動
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福 岡 管 区 気 象 台  

地域火山監視・警報センター 

噴火警報及び噴火予報の発表状況（12月 31日現在） 

警報・予報 
噴火警戒レベル 

及びキーワード 
該当火山 

火口周辺警報 

レベル３(入山規制) 桜島、口永良部島 

レベル２(火口周辺規制)
霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺）、 

霧島山（新燃岳）、諏訪之瀬島 

噴火予報 

レベル１(活火山であることに留意)
鶴見岳・伽藍岳、九重山、阿蘇山、雲仙岳、 

霧島山（御鉢）、薩摩硫黄島 

活火山であることに留意 

阿武 E

あ ぶ

A火山群、由布岳、福江火山群、 

霧島山、米丸
よねまる

・住吉池、

若尊 E

わかみこ

A、池田・山川、AE開聞 E

かいもん

A岳、口之島、中之島 

噴火警戒レベルは、地域防災計画等でその活用が定められている火山で運用されています。 

 

管内月間火山概況（平成 30年 12月） 

この管内月間火山概況は福岡管区気象台ホームページ（https://www.jma-net.go.jp/fukuoka/）や気

象庁ホームページ（https://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/monthly_v-act_doc/monthly_vact.php）で

も閲覧することができます。 

この資料は気象庁のほか、九州地方整備局、国土地理院、東京大学、京都大学、九州大学、鹿児島大

学、国立研究開発法人防災科学技術研究所、国立研究開発法人産業技術総合研究所、大分県、長崎県、

宮崎県、鹿児島県、屋久島町、三島村、十島村及び阿蘇火山博物館のデータも利用して作成していま

す。 

資料中の地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の『数値地図 25000（行政

界・海岸線）』を使用しています（承認番号：平 29情使、第 798号）。

○九州地方の地震活動
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各火山の活動状況及び予報警報事項 
主な火山の活動及び予報警報事項の状況は以下のとおりで、予報警報事項に変更はありません。 

鶴見 E

つ る み

AAE岳 E

だ け

A・AE伽藍 E

が ら ん

AAE岳 E

だ け

A［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）］ 
火山活動に特段の変化はなく、噴火の兆候は認められません。 

AE九重山 E

くじゅうさん

A［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）］ 
火山性地震は少ない状態で経過しました。2014 年以降、硫黄山付近の噴気孔群地下の温度上昇を

示唆する全磁力 １）の変化がみられており、2017 年６月頃からはＢ型地震 ２）が時折発生しています。

これらのことから、わずかに火山活動が高まっている可能性があります。今後の火山活動に留意し

てください。 

阿蘇山 E

あ そ さ ん

A［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）］
火山性地震は多い状態、孤立型微動３）は概ねやや多い状態で経過しました。火山ガス（二酸化硫

黄）の放出量４）は、増減を繰り返しながら概ねやや多い状態で経過しました。その他の観測データ

に火山活動の高まりは認められませんでした。 

火口内では土砂や火山灰が噴出する可能性があります。また、火口付近では火山ガスに注意して

ください。 

雲仙岳 E

うんぜんだけ

A［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）］ 
火山活動に特段の変化はありませんが、2010 年頃から普賢岳から平成新山直下の深さ１～２km を

震源とする火山性地震が時々発生していますので、今後の火山活動に留意してください。 

A E霧島山 E

きりしまやま

A（えびの A E高原 E

こうげん

A（ A E硫黄山 E

い お う や ま

A） A E周辺 E

しゅうへん

A）［火口周辺警報（噴火警戒レベル２、火口周辺規

制）］
硫黄山の南側の噴気地帯では、活発な噴気・熱泥噴出活動が続いています。硫黄山の西側 500ｍ付

近では、５月下旬以降、噴気活動は弱まった状態が続いていましたが、９月以降、やや活発な状態

となっています。 

硫黄山付近の火山性地震は概ねやや多い状態で経過しました。また、浅い所を震源とする低周波

地震 ５)は引き続き時々発生しています。えびの高原周辺（硫黄山以外）の火山性地震は引き続き

時々発生しています。 

GNSS６)連続観測では、硫黄山近傍の基線で伸びの傾向が続いています。また、霧島山の深い場所

でのマグマの蓄積を示すと考えられる基線の伸びは鈍化しているものの継続しており、火山活動の

長期化も考えられます。 

硫黄山では、火山活動がやや高まった状態が継続しており、ごく小規模な噴火の可能性がありま

す。えびの高原の硫黄山から概ね１km の範囲では、噴火に伴う弾道を描いて飛散する大きな噴石 ７）

に警戒してください。風下側では、火山灰だけでなく小さな噴石 ７）（火山れき ８））が遠方まで風

に流されて降るおそれがあるため注意してください。 

霧島山 E

きりしまやま

A（AE新燃岳 E

しんもえだけ

A）［火口周辺警報（噴火警戒レベル２、火口周辺規制）］
新燃岳では６月 28日以降、噴火は観測されていません。 

新燃岳火口直下を震源とする火山性地震は、概ね少ない状態で経過しました。火山性微動は観測

されていません。 

新燃岳では火山活動の低下傾向がみられますが、これまでも火山性地震の増減などを繰り返して

おり、再び活発化する可能性があることから引き続き警戒が必要です。 

GNSS 連続観測では、霧島山の深い場所でのマグマの蓄積を示すと考えられる基線の伸びは鈍化し

ているものの継続しています。 

弾道を描いて飛散する大きな噴石が新燃岳火口から概ね２km まで、火砕流 ９）が概ね１km まで達

する噴火の可能性があります。そのため、新燃岳火口から概ね２km の範囲では警戒してください。

風下側では、火山灰だけでなく小さな噴石（火山れき）が遠方まで風に流されて降るおそれがある

ため注意してください。地元自治体等が行う立入規制等にも留意してください。また、地元自治体
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等が発表する火山ガスの情報にも留意してください。なお、今後の降灰状況次第では、降雨時に土

石流が発生する可能性がありますので留意してください。 

霧島山 E

きりしまやま

A（AE御鉢 E

お は ち

A）［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）］
御鉢の火山活動に特段の変化はなく噴火の兆候は認められませんが、霧島山全体の火山活動が活

発であることから、火口内で噴気や火山灰、火山ガス等の規模の小さな噴出現象が突発的に発生す

る可能性がありますので注意してください。地元自治体等が行う立入規制等に留意してください。 

A E桜島 E

さくらじま

A［火口周辺警報（噴火警戒レベル３、入山規制）］ 
南岳山頂火口では、引き続き噴火 10）（爆発的噴火 11）を含む）が発生しています。24 日 11 時 27

分の爆発的噴火では、やや多量の噴煙が火口縁上 3,000ｍまで上がり、弾道を描いて飛散する大きな

噴石が５合目（南岳山頂火口より 1,000ｍから 1,300ｍ）まで達しました。 

桜島では、今後も南岳山頂火口を中心に、噴火活動が継続すると考えられます。 

南岳山頂火口及び昭和火口から概ね２km の範囲では、噴火に伴う弾道を描いて飛散する大きな噴

石及び火砕流に警戒してください。 

風下側では火山灰だけでなく小さな噴石（火山れき ８））が遠方まで風に流されて降るため注意し

てください。爆発的噴火に伴う大きな空振によって窓ガラスが割れるなどのおそれがあるため注意

してください。なお、今後の降灰状況次第では、降雨時に土石流が発生する可能性がありますので

留意してください。 

薩摩 E

さ つ ま

AAE硫黄 E

い お う

AAE島 E

じ ま

A［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）］
火山性地震は少ない状態でした。火山性微動は観測されていません。 

火山活動に特段の変化はありませんが、硫黄岳山頂火口では噴煙活動が続いていますので、火山

灰等が噴出する可能性があります。火口付近では火山ガスに注意してください。なお、地元自治体

が実施している立入規制等に留意してください。 

AE口永良部島 E

く ち の え ら ぶ じ ま

A［火口周辺警報（噴火警戒レベル３、入山規制）］
口永良部島では、10 月 21 日から新岳火口で断続的に発生していた噴火は 12 月 13 日に停止しまし

た。14 日以降はしばらく噴火が停止した状態が続きましたが、18 日に再び噴火が発生し、新岳火口

から火砕流が約 1,000ｍ流下、大きな噴石が 700ｍまで飛散するなど、10 月以降では最も大きな噴火

となりました。その後、噴火はごく小規模な状態で継続し、20 日に停止しましたが、28 日にも噴火

が発生し、大きな噴石が火口から 500ｍまで飛散しました。 

口永良部島では、活発な噴火活動を繰り返しており、火山活動が高まった状態が続いていますの

で、新岳火口から概ね２km に影響を及ぼす噴火の可能性があります。 

新岳火口から概ね２km の範囲では、噴火に伴う弾道を描いて飛散する大きな噴石及び火砕流に警

戒してください。また、向江浜地区から新岳の南西にかけての火口から海岸までの範囲では、火砕

流に警戒してください。 

風下側では、火山灰だけでなく小さな噴石が遠方まで風に流されて降るおそれがあるため注意し

てください。 

地元自治体等の指示に従って危険な地域には立ち入らないでください。 

AE諏訪之瀬島 E

す わ の せ じ ま

A［火口周辺警報（噴火警戒レベル２、火口周辺規制）］ 

AE御岳 E

お た け

A火口では、噴火が時々発生しました。 

諏訪之瀬島では、今後も火口周辺に影響を及ぼす程度の噴火が発生すると予想されますので、火

口から概ね１km の範囲では、噴火に伴う弾道を描いて飛散する大きな噴石に警戒してください。風

下側では火山灰だけでなく小さな噴石が遠方まで風に流されて降るおそれがあるため注意してくだ

さい。 

上記以外の火山の活動状況に変化はなく、予報事項に変更はありません。 
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１）火山体の南側で全磁力を観測した場合、全磁力値が減少すると火山体内部で温度上昇が、全磁力値が増加すると火

山体内部で温度低下が生じていると推定されます。

２）火山性地震のうち、Ｐ波、Ｓ波の相が不明瞭で、比較的周期が長く、火口周辺の比較的浅い場所で発生する地震と

考えられています。火道内の火山ガスの移動やマグマの発泡など火山性流体の動きで発生すると考えられていま

す。Ｂ型地震の増加は、山体浅部の火山活動の活発化を意味していることから発生状況には注意が必要です。

３）阿蘇山特有の微動で、火口直下のごく浅い場所で発生しており、周期 0.5～1.0 秒、継続時間 10 秒程度で、中岳西

山腹観測点の南北動の振幅が５μm/s 以上のものを孤立型微動としています。通常、一日あたり 50～100 回発生し

ています。

４）火口から放出される火山ガスはマグマが浅部へ上昇すると放出量が増加します。火山ガスの成分はマグマに溶けて

いた水、二酸化炭素、二酸化硫黄、硫化水素などです。気象庁ではこれら火山ガス成分のうち、二酸化硫黄の放出

量を観測し、火山活動の評価に活用しています。

５）浅い場所を震源とする主に１～３Hz の低周波成分が卓越した火山性地震（Ｂ型地震）です。火山によっては、過

去の事例から、火山活動が活発化すると多発する傾向がある事が知られています。

６）GNSS（Global Navigation Satellite Systems）とは、GPS をはじめとする衛星測位システム全般を示す呼称で

す。

７）噴石については、その大きさによる風の影響の程度の違いによって到達範囲が大きく異なります。本文中の「大き

な噴石」とは「風の影響を受けず弾道を描いて飛散する大きな噴石」のことであり、「小さな噴石」とはそれより

小さく「風に流されて降る小さな噴石」のことです。

８）霧島山・桜島では「火山れき」の用語が地元で定着していると考えられることから、付加表現しています。

９）火砕流とは、火山灰や岩塊、空気や水蒸気が一体となって急速に山体を流下する現象です。火砕流の速度は時速数

十 kmから時速百 km以上、温度は数百℃にも達することがあります。

10）桜島では噴火活動が活発なため、噴火のうち、爆発的な噴火もしくは噴煙量が中量以上（概ね噴煙の高さが火口縁

上 1,000ｍ以上）の噴火の回数を計数しています。資料の噴火回数はこの回数を示します。また、基準に達しない

噴火は、ごく小規模な噴火として噴火回数に含めていません。

11）新燃岳・諏訪之瀬島では、火道内の爆発による地震を伴い、火口周辺の観測点で一定基準以上の空気の振動を観測

した噴火を爆発的噴火としています。桜島では、火道内の爆発による地震を伴い、爆発音、体に感じる空気の振

動、噴石の火口外への飛散、または、気象台や島内の観測点で一定基準以上の空気の振動のいずれかを観測した噴

火を爆発的噴火としています。

12）赤熱した溶岩や高温の火山ガス等が、噴煙や雲に映って明るく見える現象です。
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管内月間火山概況（平成 30年 12月） 

気 象 庁 地 震 火 山 部 

 火山監視・警報センター 

沖縄気象台地 震火 山課

噴火警報及び噴火予報の発表状況と活動状況 

硫黄鳥島［噴火予報（活火山であることに留意）］

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認められません。 

西表島北北東海底火山［噴火予報（活火山であることに留意）］

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認められません。

この管内月間火山概況は気象庁ホームページ（https://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/monthl

y_v-act_doc/monthly_vact.php）でも閲覧することができます。 

この資料は、第十一管区海上保安本部のデータも利用して作成しています。 

資料中の地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の『数値地図 25000（行政界・海

岸線）』を使用しています（承認番号：平 29情使、第 798号）。 

○沖縄地方の火山活動
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表 平成 30年 12月の火山現象に関する特別警報、警報、予報及び情報等の発表履歴 

火山名 
特別警報、警報及

び予報の状況 

発表した火山現象に関する 

特別警報・警報・予報・情報 概  要 

種類、号数等 発表日時 

桜島 
火口周辺警報 

（噴火警戒レベル
３、入山規制） 

解説情報 
第 97号～105号 

３日、７日、10日、
14日、17日、21日、
25日、28日、31日 

16時 00分 

噴火の状況。噴煙、火山性地震・微動等火
山活動の状況。 
現地調査による火山ガス等の状況。 

降灰予報（速報） 

１日 02時 36分 
20日 09時 57分 
24日 11時 32分 
24日 11時 40分 

噴火発生から１時間以内に予想される降灰
量分布や小さな噴石の落下範囲を予想。 

降灰予報（詳細） 

１日 02時 49分 
20日 10時 07分 
24日 11時 52分 
24日 12時 17分 
24日 13時 28分 

噴火発生から６時間先までに予想される降
灰量分布や降灰開始時刻を予想。 

口永良部島 
火口周辺警報 

（噴火警戒レベル
３、入山規制） 

解説情報 
第 130号～143号 

３日、５日、７日、
10日、12日、14日、
17日 

16時 00分  
18日 17時 15分 
19日 16時 20分 
21日、25日、26日、
28日、31日 

16時 00分 

噴火の状況。噴煙、火山性地震等火山活動
の状況。 
18日に発生した火砕流を伴う噴火の状況。 
現地調査による火山ガス等の状況。 

火山活動解説資料 
18日 20時 40分 
19日 20時 30分 

降灰予報（速報） 
１日 12時 30分 
18日 16時 45分 

噴火発生から１時間以内に予想される降灰
量分布や小さな噴石の落下範囲を予想。 

降灰予報（詳細） 
１日 12時 43分 
２日 03時 24分 
18日 17時 02分 

噴火発生から６時間先までに予想される降
灰量分布や降灰開始時刻を予想。 

吾妻山 
火口周辺警報 

（噴火警戒レベル
２、火口周辺規制） 

解説情報 
第 36号～43号 

３日、７日、10日、
14日、17日、21日、
25日、28日 

16時 00分 

地殻変動、火山性地震、火山性微動等火山
活動の状況。 

草津白根山
（白根山（湯
釜付近）） 

火口周辺警報 
（噴火警戒レベル
２、火口周辺規制） 

解説情報 
第２号～９号 

３日、７日、10日、
14日、17日、21日、
24日、28日 

16時 00分 

火山性地震、地殻変動等火山活動の状況。 

草津白根山
（本白根山） 

火口周辺警報 
（噴火警戒レベル
２、火口周辺規制） 

解説情報 
第２号～５号 

７日、14日、21日、
28日 

16時 00分 
噴気、火山性地震等火山活動の状況。 

霧島山（えび

の高原（硫黄

山）周辺） 

火口周辺警報 
（噴火警戒レベル
２、火口周辺規制） 

解説情報 
第 105号～113号 

３日、７日、10日、
14日、17日、21日、
25日、28日、31日 

16時 00分 

噴気、火山性地震等火山活動の状況。 
現地調査による熱異常域等の状況。 

霧島山 

（新燃岳） 

火口周辺警報 
（噴火警戒レベル
２、火口周辺規制） 

解説情報 
第 142号～150号 

３日、７日、10日、
14日、17日、21日、
25日、28日、31日 

16時 00分 

噴煙、火山性地震等火山活動の状況。 
現地調査による噴気等の状況。 

諏訪之瀬島 
火口周辺警報 

（噴火警戒レベル
２、火口周辺規制） 

解説情報 
第 22号～25号 

７日、14日、21日、
28日 

16時 00分 

噴火の状況。噴煙、火山性地震等火山活動
の状況。 
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雌阿寒岳 

火口周辺警報 
（噴火警戒レベル
２、火口周辺規制） 

解説情報 
第 10号～20号 

１～７日、10日、
11日、14日、17日 

16時 00分 
火山性地震、噴煙、地殻変動等火山活動の
状況。 
上空からの観測による地熱域等の状況。 

火山活動解説資料 11日 16時 30分 

噴火予報（噴火警戒
レベル１、活火山で
あることに留意）

噴火予報 21日 11時 00分 
噴火警戒レベルを２（火口周辺規制）から
１（活火山であることに留意）に引下げ。 

火山活動解説資料 21日 11時 00分 

焼岳 
噴火予報（噴火警戒
レベル１、活火山で
あることに留意）

解説情報 
第 12号～15号 

３日 16時 00分 
４日 21時 30分 
５日 10時 00分 
５日 16時 00分 

11 月 22 日から増加した山頂の北西１km か
ら２km付近を震源とする地震、及び４日 20
時頃から増加した山頂の東２km 付近を震源
とする地震の状況。山頂付近の浅い場所で
発生する低周波地震や火山性微動等火山活
動の状況。 

火山活動解説資料 ４日 22時 30分 

注）表中、解説情報とは「火山の状況に関する解説情報」のことである。吾妻山、草津白根山（白根山（湯

釜付近））、草津白根山（本白根山）、霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺）、霧島山（新燃岳）、桜島、口永良

部島、諏訪之瀬島においては、毎日 02 時から３時間毎に８回降灰予報（定時）を発表している。雌阿寒岳に

おいては、21日 08 時まで、毎日 02時から３時間毎に８回降灰予報（定時）を発表している。
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平成 29年３月 地震・火山月報（防災編） 

- 52 -

番

号
地震発生時刻 緯度 経度

深さ

(km)
mb Mj Mw 震央地名

備考

(被害状況など)

北

西

遠

地

1 01日02時29分 N61°20.8' W149°57.3' 47 (7.0) 米国、アラスカ州南部 ○
2 01日22時27分 S07°23.0' E128°42.4' 136 6.4 バンダ海
3 05日13時14分 S22° 1.0' E169°21.0' 10 6.3 ローヤリティー諸島南東方
4 05日13時18分 S21°57.3' E169°25.1' 10 (7.5) ローヤリティー諸島南東方 ○
5 05日15時43分 S22° 3.8' E169°44.0' 10 6.6 ローヤリティー諸島南東方 ○
6 11日11時26分 S58°35.9' W026°27.9' 165 (7.1) サウスサンドウィッチ諸島付近 ○
7 12日22時13分 S55°40.6' W128°41.0' 10 6.3 太平洋－南極海嶺
8 16日18時42分 S03°55.4' E140°13.9' 62 6.1 ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ ｲﾘｱﾝｼﾞｬﾔ
9 19日10時37分 S36° 8.3' W101° 4.3' 10 6.3 イースター島南東部
10 21日02時01分 N55° 6.0' E164°42.0' 17 (7.3) ロシア コマンドル諸島付近 ○ ○
11 22日23時25分 S13°22.8' E166°42.8' 42 6.0 バヌアツ諸島
12 24日08時08分 S20°17.2' W175° 5.5' 113 6.4 トンガ諸島
13 24日21時41分 N55°25.0' E164°26.1' 10 6.1 ロシア コマンドル諸島付近
14 29日12時39分 N05°58.4' E126°49.7' 60 (7.0) ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島 ミンダナオ島 ○ ○
15 31日11時35分 N54°23.2' W161°30.4' 31 6.0 アラスカ半島

●世界の主な地震
 

 

 

 

 

平成 30年（2018年）12月に世界で発生したマグニチュード（Ｍ）6.0以上または被害を伴った地
震の震央分布を図１に示す。また、その震源要素等を表１に示す。 

図１ 平成 30 年（2018年）12月に世界で発生した M6.0以上または被害を伴った地震の震央分布 

・震源要素は米国地質調査所(USGS)ホームページの”Earthquake Archive Search & URL Builder”
（http://earthquake.usgs.gov/earthquakes/search/）による（2019 年１月４日現在）。ただし、日本付近で発生した地震の震源要素、Mj

の欄に記載したマグニチュード、Mwの欄に括弧を付して記載したモーメントマグニチュードは、気象庁による。 
・ 被害状況は、出典のないものは OCHA（UN Office for the Coordination of Humanitarian Affairs：国連人道問題調整事務所）、国内は、

総務省消防庁による。
・地震発生時刻は日本時間［日本時間＝協定世界時＋９時間］である。
・「北西」欄の○印は、気象庁が北西太平洋域に提供している北西太平洋津波情報（NWPTA）（地震・火山月報（防災編）2005年５月号参照）

を発表したことを表す。 
・「遠地」欄の○印は、気象庁が「遠地地震に関する情報」を発表したことを表す。 
・深さに「*」を付したものは、気象庁による CMT解のセントロイドの深さを表す。

表１ 平成 30 年（2018年）12月に世界で発生した M6.0以上または被害を伴った地震の震源要素等 

１ 

10,13 

３～５ 

11 

９ 
12 

６ 

２ 

８ 

７ 

14 

15 
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プレート境界の位置 

プレートの進行方向 

※本資料中、2018年１月 23日の地震及び今回の地震の発震機構と Mwは気象庁、その他の地震の発震機構と Mwは Global CMTに
よる。また、1960年以降の地震の震源要素は米国地質調査所（USGS）による（2018年 12月 31日現在）。プレート境界の位置と進

行方向は Bird（2003）より引用。1964年３月 28日の地震（アラスカ地震）のＭと被害は宇津の「世界の被害地震の表」による。 
 

2018年 12月１日 02 時 29 分（日本時間、以下同じ）に米国、アラスカ州南部の深さ 47kmで Mw7.0の
地震が発生した。この地震は太平洋プレート内部で発生した地震である。発震機構（気象庁による CMT
解）は、東西方向に張力軸を持つ正断層型である。気象庁は、この地震に対して、同日 02 時 55 分に遠
地地震に関する情報（日本への津波の影響なし）を発表した。今回の地震の発生後、今回の地震も含め
M4.0以上の地震が 36 回発生している（12月 31日現在）。 

2000年以降の活動をみると、今回の地震の震源付近（領域ｂ）では、M5.0以上の地震が度々発生して

いるが、M7.0 以上の地震は今回が初めてである。1960年以降の活動をみると、今回の地震の周辺（領域

ｃ）では、1964年３月 28 日にアラスカ地震（M9.2）が発生し、死者 131人などの被害が生じている。 

12 月１日 米国、アラスカ州南部の地震 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

＊参考文献 Bird, P. (2003) An updated digital model of plate boundaries, Geochemistry Geophysics Geosystems, 4(3), 1027,

doi:10.1029/2001GC000252. 

震央分布図 
（2000年１月１日～2018年 12 月 31日、深さ 0～150km、M≧3.0） 

2018年 12月１日以降の地震を赤く表示 

ａ

太平洋プレート 

（2018年 12月１日～31日） 

北米プレート 

今回の地震 

の震央位置 

今回の地震 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 
縦横比を２：１で表示 

ｂ
今回の地震 

Ａ 

Ｂ 

Ａ Ｂ 

断層面で震源が線状分布しているのは、震源の深さを 10kmまたは

33kmに固定して、震源を決定しているためである。 

震央分布図 
（1960年１月１日～2018年 12 月 31日、深さ 0～200km、M≧6.0） 

2018年 12月１日以降の地震を赤く表示 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 ｃ
今回の地震 
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2018年 12月５日 13 時 18 分（日本時間、以下同じ）にローヤリティー諸島南東方の深さ 10kmで Mw7.5
の地震が発生した。この地震は、発震機構（気象庁による CMT 解）が北東－南西方向に張力軸を持つ正
断層型で、海溝軸付近のインド・オーストラリアプレート内部で発生した。 
気象庁は、この地震に対して、同日 13 時 41 分（日本への津波の有無については現在調査中）と、同

日 14時 19分及び同日 14時 54分（現地で津波を観測）、同日 16時 00分（日本の沿岸では若干の海面変
動あり）に遠地地震に関する情報を発表した。この地震によりタンナ島（バヌアツ）のレナケルで 72cm
の津波を観測した。今回の地震の発生後、同日 15 時 43 分に Mw6.6 の地震が発生するなど、海溝軸付近
で地震活動が活発になった。 

1980年以降の活動をみると、今回の地震の震源付近（領域ｂ）では、M6.0以上の地震が時々発生する

など、活発な地震活動がみられる。また、2003年 12月 28日の地震(M7.3)前後で今回の地震と同様に海

溝軸付近でまとまった活動がみられている。 

プレート境界の位置 

プレートの進行方向 

タンナ島のレナケル

※本資料中、今回の地震の発震機構と Mwは気象庁、その他の地震の発震機構と Mwは Global CMTによる。また、1980年以降の地
震の震源要素は米国地質調査所（USGS）による（2018年 12月 31日現在）。プレート境界の位置と進行方向は Bird（2003）より引

用。津波の高さは、米国海洋大気庁(NOAA)による（2018年 12月 31日現在）。
 

12 月５日 ローヤリティー諸島南東方の地震 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

＊参考文献 Bird, P. (2003) An updated digital model of plate boundaries, Geochemistry Geophysics Geosystems, 4(3), 1027,
doi:10.1029/2001GC000252. 

震央分布図 
（1980年１月１日～2018年 12 月 31日、深さ 0～300km、M≧4.5） 

2018年 12月の地震を赤く表示 

ａ

太平洋プレート 

今回の地震 

の震央位置 

今回の地震 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

ｂ

今回の地震 

Ａ 

Ｂ 

Ａ Ｂ 
断層面で震源が線状分布しているのは、震源の深さを 10kmまたは

33kmに固定して、震源を決定しているためである。 

インド・オーストラリア

プレート 

（2018年 12月５日～31日） 

タンナ島

ローヤリティー

諸島

ニューカレドニア島
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2018年 12月 11日 11時 26分（日本時間、以下同じ）にサウスサンドウィッチ諸島の深さ 165kmで Mw7.1
の地震が発生した。この地震は、サンドウィッチプレートの下に沈み込む南アメリカプレート内部で発
生した。発震機構（気象庁による CMT 解）は、プレートの沈み込む方向に張力軸を持つ型である。 

気象庁は、この地震に対して、同日 11 時 52 分に遠地地震に関する情報（津波の心配なし）を発表し
た。 

1960年以降の活動をみると、今回の地震の震央付近（領域ａ）では、M6.0以上の地震が度々発生し、

Ｍ７を超える地震は今回の地震を含め４回発生するなど、活発な地震活動がみられる。1920年以降の活

動をみると、今回の地震の震央付近（領域ｂ）では、Ｍ７を超える地震が度々発生している。 

プレート境界の位置 

プレートの進行方向 

※本資料中、今回の地震、2016年５月 28日の地震の発震機構と Mwは気象庁、その他の地震の発震機構と Mwは Global CMTによ
る。また、震源要素は、1920年から 1959年までは国際地震センター（ISCGEM）、1960年以降は USGSによる（2018年 12月 31日

現在）。プレート境界の位置と進行方向は Bird（2003）＊より引用。
 

12 月 11 日 サウスサンドウィッチ諸島の地震 

領域ａ内のＭ－Ｔ図 

＊参考文献 Bird, P. (2003) An updated digital model of plate boundaries, Geochemistry Geophysics Geosystems, 4(3), 1027,
doi:10.1029/2001GC000252. 

震央分布図 
（1960年１月１日～2018年 12 月 31日、深さ 0～300km、M≧4.5） 

2018年 12月の地震を赤く表示 

ａ
スコシアプレート

今回の地震 

の震央位置 

今回の地震 

サウスジョージア島

南極プレート 

南アメリカプレート 

震央分布図 
（1920年１月１日～2018年 12 月 31日、深さ 0～300km、M≧6.5） 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 ｂ
（この期間は検知能力が低い） 

サンドウィッチプレート

今回の地震 
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2018年 12月 21 日 02 時 01 分（日本時間、以下同じ）にロシア、コマンドル諸島の深さ 17kmで Mw7.3
の地震が発生した。この付近では太平洋プレートと北米プレートの境界がある。この地震の発震機構（気
象庁による CMT解）は北北東－南南西方向に圧力軸を持つ横ずれ断層型である。 

気象庁は、この地震に対して、同日 02 時 26 分に北西太平洋津波情報を発表し、同日 02 時 30 分に遠
地地震に関する情報（震源の近傍で津波発生の可能性あり、日本の沿岸で若干の海面変動の可能性あり）
を発表した。今回の地震の発生後、24日にほぼ同じ場所で Mw6.1の地震が発生するなど、地震活動が活
発になった。 

1990年以降の活動をみると、今回の地震の震源付近（領域ａ）では、M6.0以上の地震が度々発生して

いる。今回の地震から東方向に約 600km 離れた場所で、2017 年７月 18 日に Mw7.7 の地震が発生し、津

波を観測した。1910 年以降の活動をみると、今回の地震の震央付近（領域ｂ）では、Ｍ７を超える地震

が度々発生し、過去には日本で津波を観測する地震がいくつか発生している。 

プレート境界の位置 

プレートの進行方向 

※本資料中、今回の地震、2017年７月 18日の地震の発震機構と Mwは気象庁、その他の地震の発震機構と Mwは Global CMTによ
る。また、震源要素は、1910年から 1959年までは国際地震センター（ISCGEM）、1960年以降は USGSによる（2018年 12月 31日

現在）。プレート境界の位置と進行方向は Bird（2003）＊より引用。 
 

12 月 21 日 ロシア、コマンドル諸島の地震 

領域ａ内のＭ－Ｔ図 

＊参考文献 Bird, P. (2003) An updated digital model of plate boundaries, Geochemistry Geophysics Geosystems, 4(3), 1027, 

doi:10.1029/2001GC000252. 

震央分布図 
（1990年１月１日～2018年 12 月 31日、深さ 0～90km、M≧5.0） 

2018年 12月１日以降の地震を赤く表示 

ａ

北米プレート 

今回の地震 

の震央位置 

ｂ

今回の地震 

太平洋プレート 

（2018年 12月 20日～31日、M≧4.0） 

コマンドル諸島

カムチャッカ

半島

震央分布図 
（1910年１月１日～2018年 12 月 31日、深さ 0～90km、M≧7.0） 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

（この期間は検知能力が低い） 
      

今回の地震 
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2018 年 12 月 29 日 12 時 39 分（日本時間、以下同じ）にフィリピン諸島、ミンダナオの深さ 60km で
Mw7.0 の地震が発生した。この地震の発震機構（気象庁による CMT 解）は東西方向に圧力軸を持つ逆断
層型である。フィリピン諸島付近には、フィリピン海プレートとユーラシアプレートの境界があり、フ
ィリピン海プレートがユーラシアプレートの下に概ね西北西向きに沈みこんでいる。 
気象庁は、この地震に対して、同日 12 時 57 分に北西太平洋津波情報を発表し、同日 13 時 01 分に遠

地地震に関する情報（震源の近傍で津波発生の可能性あり、日本の沿岸で若干の海面変動の可能性あり）
を発表した。 

2000年以降の活動をみると、今回の地震の震央付近（領域ａ）では、Ｍ５程度の地震が度々発生して

いる。2017 年４月 29日には、今回の地震の震央の西約 200kmで M6.9の地震が発生し、死者８人等の被

害が生じた。1910年以降の活動をみると、今回の地震の震央付近（領域ｂ）では、Ｍ７を超える地震が

度々発生しており、1976年８月 17日には Mw8.0の地震が発生し、死者 8,000人等の被害が生じた。 

プレート境界の位置 
プレートの進行方向 

※本資料中、今回の地震、2017年４月 29日の地震の発震機構と Mwは気象庁、その他の地震の発震機構と Mwは Global CMTによ
る。また、震源要素は、1910年から 1959年までは国際地震センター（ISCGEM）、1960年以降は USGSによる（2019年１月７日現

在）。2017年４月 29日の地震の被害は、OCHA（UN Office for the Coordination of Humanitarian Affairs：国連人道問題調整
事務所）による（2017年５月２日現在）。その他の地震の被害は、宇津の「世界の被害地震の表」による。プレート境界の位置と
進行方向は Bird（2003）＊より引用。

12 月 29 日 フィリピン諸島、ミンダナオの地震 

領域ａ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

doi:10.1029/2001GC000252. 

震央分布図 
（2000年１月１日～2019年１月７日、深さ 0～100km、M≧4.0） 

2018年 12月 29日以降の地震を赤く表示 

ａ

今回の地震 

の震央位置 

今回の地震 

ミンダナオ島

南シナ海 

ユーラシアプレート

震央分布図 
（1910年１月１日～2019年１月７日、深さ 0～150km、M≧6.0） 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

（この期間は検知能力が低い） 

今回の地震 

フィリピン海

プレート

フ 
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リ 

ピ 

ン 

諸 

島 

ｂ
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 ＊参考文献 Bird, P. (2003) An updated digital model of plate boundaries, Geochemistry Geophysics Geosystems, 4(3), 1027, 
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●世界の主な火山活動

平成 30年（2018年）12月に被害を伴った噴火が報告された主な火山（日本を除く）＊は以下のとお

り。 

クラカタウ（Krakatau） インドネシア（図中Ａ） 標高 813ｍ

2018年６月頃から噴火が断続的に続いており、22日に山体崩壊によると考えられる津波が発生した

（インドネシア火山地質災害対策局（PVMBG）による）。ダーウィン VAAC によると、23 日に噴煙が海

抜約 16kmまで上昇しているのが衛星で確認された。

図 平成 30年（2018年）12月に被害を伴った噴火が発生した主な火山（日本を除く）＊ 

＊ インドネシア火山地質災害対策局のホームページ“Kebencanaan Geologi”（http://www.vsi.esdm.go.id/）、ダー

ウィン VAACのホームページ“BoM-Darwin Volcanic Ash Advisory Centre”（http://www.bom.gov.au/info/vaac/）、

米国スミソニアン自然史博物館のホームページ“Global Volcanism Program | Smithsonian / USGS Weekly Volcanic

Activity Report”（http://www.volcano.si.edu/reports_weekly.cfm）による。日付は全て現地時間。火山名の

読み方は、原則として気象庁：「火山観測指針（参考編）」による。
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●付録１．震度１以上を観測した地震の表

※ 震度データは、震度データベース検索 [気象庁ホームページ：http://www.data.jma.go.jp/svd/eqdb/data/shindo/index.php] で確認できる。震源要素
及 び 震 度 は 再 調 査 後 、 修 正 す る こ と が あ る 。 確 定 し た 震 源 要 素 は 地 震 月 報 （ カ タ ロ グ 編 ） [ 気 象 庁 ホ ー ム ペ ー ジ ：

http://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/bulletin/index.html] に掲載する。
※ 震度データは都道府県別に掲載し、各観測点の末尾に計測震度（平成25年12月 地震・火山月報（防災編）の付録２参照）を記す。なお、＊のついて
いる地点は、地方公共団体もしくは国立研究開発法人防災科学技術研究所の震度観測点、（注）を付した地震については、近接した地域でほぼ同時刻に

発生した地震であるため震度の分離ができないことを示す。震源の深さの後に'F'を付した地震は、その深さに仮定して震源決定していることを示す。また、
本文中で震源の深さに CMT 解による深さを採用している場合があり、本表の震源決定による深さと異なる場合がある。震度３以上を観測した地震について
は、震源要素を太字で表示する。

 地震   震源時    震央地名      緯度 経度      深さ        規模  
 番号   日 時 分  各 地 の 震 度 （計 測 震 度） 

    1   1  16 21   宮城県沖     38°21.6’Ｎ     141°45.6’Ｅ        57km       Ｍ: 3.6 
      岩手県     １ 一関市室根町＊=1.3 一関市千厩町＊=1.2 一関市藤沢町＊=1.1 一関市大東町=1.0 住田町世田米＊=0.9   

  一関市東山町＊=0.8 一関市花泉町＊=0.7 奥州市衣川＊=0.6 大船渡市大船渡町=0.5 
陸前高田市高田町＊=0.5

      宮城県     １ 石巻市桃生町＊=1.4 大崎市田尻＊=1.1 栗原市若柳＊=1.0 登米市石越町＊=1.0 涌谷町新町裏=1.0     
  気仙沼市笹が陣＊=0.9 仙台宮城野区苦竹＊=0.9 石巻市大街道南＊=0.9 石巻市北上町＊=0.9    
  登米市東和町＊=0.7 石巻市泉町=0.7 南三陸町歌津＊=0.7 登米市中田町=0.7 東松島市矢本＊=0.7
  東松島市小野＊=0.7 宮城川崎町前川＊=0.6 登米市南方町＊=0.6 松島町高城=0.6 登米市豊里町＊=0.5   
  栗原市瀬峰＊=0.5 栗原市金成＊=0.5 南三陸町志津川=0.5 岩沼市桜＊=0.5 栗原市栗駒=0.5     

    2   1  18 56   釧路沖 42°59.0’Ｎ     145°24.0’Ｅ        48km       Ｍ: 3.9 
      北海道     ２ 根室市牧の内＊=2.3 根室市厚床＊=1.9 根室市珸瑶瑁＊=1.9 根室市落石東＊=1.7 浜中町湯沸=1.6     

１ 根室市弥栄=1.4 別海町常盤=0.9 標津町北２条＊=0.5 根室市豊里=0.5

    3   2  08 53   福島県沖     37°17.0’Ｎ     141°38.3’Ｅ 45km       Ｍ: 3.5 
      福島県     １ いわき市三和町=0.7  

    4   2  11 04   茨城県北部   36°45.2’Ｎ     140°31.4’Ｅ        72km       Ｍ: 3.7 
      福島県     ２ 浅川町浅川＊=1.6    

１ 石川町長久保＊=1.3 白河市新白河＊=1.2 白河市東＊=1.2 玉川村小高＊=1.1 矢祭町戸塚＊=1.0
  いわき市三和町=1.0 棚倉町棚倉中居野=0.9 田村市都路町＊=0.9 鏡石町不時沼＊=0.8
  古殿町松川横川=0.7 天栄村湯本支所＊=0.7 天栄村下松本＊=0.6 田村市船引町=0.6  
  須賀川市八幡山＊=0.5 小野町中通＊=0.5

      茨城県     ２ 日立市助川小学校＊=1.6
１ 水戸市内原町＊=1.4 笠間市石井＊=1.3 笠間市下郷＊=1.3 石岡市若宮＊=1.2 常陸太田市高柿町＊=1.1   
  城里町小勝＊=1.1 石岡市柿岡=1.1 高萩市安良川＊=1.1 筑西市門井＊=1.1 土浦市常名=1.0     
  小美玉市小川＊=1.0 城里町石塚＊=0.9 小美玉市堅倉＊=0.9 笠間市笠間＊=0.9     
  ひたちなか市南神敷台＊=0.9 東海村東海＊=0.9 常陸大宮市山方＊=0.9 桜川市羽田＊=0.9      
  常陸大宮市北町＊=0.8 常陸太田市町屋町=0.7 ひたちなか市東石川＊=0.7 小美玉市上玉里＊=0.7
  土浦市藤沢＊=0.7 北茨城市中郷町＊=0.7 日立市十王町友部＊=0.7 常陸大宮市上小瀬＊=0.7   
  かすみがうら市上土田＊=0.7 日立市役所＊=0.7 水戸市金町=0.6 那珂市瓜連＊=0.6 
  北茨城市磯原町＊=0.6 常陸太田市町田町＊=0.6 笠間市中央＊=0.6 桜川市岩瀬＊=0.6
  かすみがうら市大和田＊=0.5 茨城町小堤＊=0.5 

      栃木県     １ 宇都宮市明保野町=0.6 日光市鬼怒川温泉大原＊=0.5     

   5   2  15 20   宮城県沖     38°18.1’Ｎ     141°50.9’Ｅ 46km       Ｍ: 3.7 
      岩手県     １ 一関市千厩町＊=0.9 一関市室根町＊=0.6     
      宮城県     １ 石巻市北上町＊=0.9  

    6   2  19 09   根室半島南東沖 43°01.3’Ｎ     145°50.9’Ｅ        43km       Ｍ: 4.2 
      北海道     ２ 根室市牧の内＊=1.6 根室市珸瑶瑁＊=1.6     

１ 根室市落石東＊=1.1 根室市厚床＊=0.9 別海町西春別＊=0.9 根室市弥栄=0.7 根室市豊里=0.7

    7   2  20 04   岐阜県飛騨地方 36°13.5’Ｎ     137°33.1’Ｅ  4km       Ｍ: 1.6 
      岐阜県     １ 高山市奥飛騨温泉郷栃尾＊=1.1 

    8   3  04 01   宮城県沖     38°10.2’Ｎ     141°40.1’Ｅ 50km       Ｍ: 3.5 
      宮城県     １ 石巻市桃生町＊=0.8 登米市豊里町＊=0.7     

    9   3  04 33   長野県南部   35°50.4’Ｎ     137°36.5’Ｅ  7km       Ｍ: 2.1 
      長野県     １ 木曽町三岳＊=0.7    

   10   3  11 45   岩手県沖     39°04.2’Ｎ     142°08.6’Ｅ        51km       Ｍ: 3.8 
      岩手県     ２ 住田町世田米＊=1.7 一関市室根町＊=1.6 陸前高田市高田町＊=1.5 釜石市只越町=1.5

   大船渡市大船渡町=1.5 一関市大東町=1.5 大船渡市猪川町=1.5
１ 釜石市中妻町＊=1.3 一関市千厩町＊=1.3 遠野市宮守町＊=1.1 一関市東山町＊=1.0
  一関市藤沢町＊=1.0 遠野市青笹町＊=0.9 奥州市胆沢＊=0.9 奥州市衣川＊=0.9 北上市相去町＊=0.8     
  大船渡市盛町＊=0.8 平泉町平泉＊=0.8 花巻市大迫総合支所＊=0.7 宮古市田老＊=0.6
  花巻市大迫町=0.5 一関市花泉町＊=0.5 宮古市区界＊=0.5 山田町大沢＊=0.5 八幡平市田頭＊=0.5

      宮城県     １ 気仙沼市赤岩=0.9 気仙沼市笹が陣＊=0.7 南三陸町志津川=0.7 大崎市田尻＊=0.7 栗原市若柳＊=0.6 
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 地震   震源時    震央地名      緯度 経度      深さ        規模  

 番号   日 時 分  各 地 の 震 度 （計 測 震 度） 

  気仙沼市唐桑町＊=0.6 石巻市桃生町＊=0.6 栗原市栗駒=0.5 登米市中田町=0.5     

   11   3  17 08   和歌山県北部 33°51.9’Ｎ     135°24.4’Ｅ        48km       Ｍ: 4.0 
      和歌山県   ３ 田辺市中屋敷町＊=2.8 田辺市本宮町本宮＊=2.5

２ 湯浅町青木＊=2.4 みなべ町芝＊=2.4 田辺市中辺路町栗栖川＊=2.3 新宮市新宮=2.0 
  新宮市熊野川町日足＊=2.0 白浜町日置＊=2.0 上富田町朝来＊=2.0 田辺市中辺路町近露=1.8   
  和歌山広川町広＊=1.8 田辺市鮎川＊=1.8 みなべ町土井=1.7 橋本市東家＊=1.7     
  高野町高野山中学校=1.7 海南市下津＊=1.5 日高川町土生＊=1.5 日高川町高津尾＊=1.5
  有田川町下津野＊=1.5 御坊市薗=1.5 かつらぎ町丁ノ町＊=1.5 新宮市磐盾＊=1.5 由良町里＊=1.5
  和歌山市男野芝丁=1.5 
１ 和歌山市一番丁＊=1.4 和歌山印南町印南＊=1.4 紀美野町下佐々＊=1.4 白浜町消防本部=1.4  
  すさみ町周参見＊=1.4 古座川町高池=1.4 田辺市龍神村西＊=1.3 有田市初島町＊=1.3 有田市箕島=1.2   
  橋本市高野口町名倉＊=1.1 和歌山美浜町和田＊=1.1 有田川町清水＊=1.1 有田川町中井原＊=1.1
  かつらぎ町花園梁瀬＊=1.0 和歌山日高町高家＊=1.0 串本町串本＊=0.9 太地町役場＊=0.9      
  北山村大沼＊=0.9 紀の川市那賀総合センター＊=0.9 紀の川市粉河=0.8 紀の川市桃山町元＊=0.8
  那智勝浦町朝日＊=0.8 串本町潮岬=0.7 太地町太地暖海公園＊=0.7 高野町役場＊=0.7
  紀の川市貴志川町神戸＊=0.5 海南市南赤坂＊=0.5

      三重県     ２ 紀宝町神内＊=1.5    
１ 熊野市有馬町＊=1.4 尾鷲市南陽町=1.2 尾鷲市南浦＊=1.2 熊野市紀和町板屋＊=0.9 紀宝町鵜殿＊=0.7   
   三重御浜町阿田和＊=0.7 三重紀北町相賀＊=0.5 熊野市井戸町＊=0.5  

      大阪府     ２ 大阪堺市堺区山本町＊=1.8 千早赤阪村水分＊=1.5
１ 富田林市高辺台＊=1.2 河内長野市清見台＊=1.1 大阪堺市西区鳳東町＊=1.1 大阪堺市南区桃山台＊=1.0  
  河内長野市役所＊=1.0 大阪和泉市府中町＊=1.0 忠岡町忠岡東＊=1.0 大阪堺市美原区黒山＊=1.0
  泉大津市東雲町＊=0.9 熊取町野田＊=0.9 河南町白木＊=0.9 岸和田市畑町＊=0.8 岸和田市岸城町=0.8   
  泉佐野市りんくう往来＊=0.8 富田林市本町=0.7 大阪堺市中区深井清水町=0.7 岸和田市役所＊=0.7      
  枚方市大垣内＊=0.7 泉佐野市市場＊=0.7 泉南市男里＊=0.7 大阪狭山市狭山＊=0.7 
  大阪堺市堺区大浜南町＊=0.6 交野市私部＊=0.6 大阪東住吉区杭全＊=0.5 松原市阿保＊=0.5    
  寝屋川市役所＊=0.5 四條畷市中野＊=0.5 阪南市尾崎町＊=0.5 田尻町嘉祥寺＊=0.5 
  大阪岬町深日＊=0.5   

      奈良県     ２ 十津川村小原＊=1.9 御所市役所＊=1.5 下北山村寺垣内＊=1.5     
１ 下市町下市＊=1.2 三郷町勢野西＊=1.1 広陵町南郷＊=1.1 天川村洞川=1.1 天川村沢谷＊=1.0
  五條市大塔町辻堂＊=1.0 平群町吉新＊=1.0 安堵町東安堵＊=1.0 斑鳩町法隆寺西＊=0.9
  三宅町伴堂＊=0.9 高取町観覚寺＊=0.9 大和郡山市北郡山町＊=0.9 桜井市初瀬=0.9 
  野迫川村北股＊=0.9 奈良川上村迫＊=0.9 葛城市長尾＊=0.9 大淀町桧垣本=0.8 田原本町役場＊=0.8     
  王寺町王寺＊=0.7 吉野町上市＊=0.7 黒滝村寺戸＊=0.7 五條市本町＊=0.7 生駒市東新町＊=0.7 
  宇陀市大宇陀迫間＊=0.7 奈良川西町結崎＊=0.7 奈良市二条大路南＊=0.6 大和高田市野口＊=0.6
  橿原市八木町＊=0.6 香芝市本町＊=0.6 葛城市柿本＊=0.6 東吉野村小川＊=0.5     

      徳島県     ２ 那賀町和食＊=1.7 徳島市大和町=1.5 徳島市津田町＊=1.5 石井町高川原＊=1.5     
１ 美馬市木屋平＊=1.4 美波町西の地＊=1.4 阿南市富岡町=1.3 阿南市山口町＊=1.3 鳴門市鳴門町＊=1.1   
  小松島市横須町＊=1.1 板野町大寺＊=1.1 つるぎ町貞光＊=1.1 阿南市那賀川町＊=1.1
  徳島市新蔵町＊=1.0 松茂町広島＊=0.9 吉野川市川島町＊=0.9 吉野川市山川町＊=0.9
  阿南市羽ノ浦町＊=0.9 牟岐町中村＊=0.9 那賀町延野＊=0.9 藍住町奥野＊=0.8 那賀町横石=0.8
  吉野川市鴨島町=0.8 徳島三好市池田総合体育館=0.8 鳴門市撫養町=0.7 勝浦町久国＊=0.5      

      京都府     １ 井手町井手＊=1.0 精華町南稲八妻＊=0.6 城陽市寺田＊=0.5 八幡市八幡＊=0.5   
      兵庫県     １ 洲本市物部=1.4 南あわじ市福良=1.0 淡路市郡家＊=1.0 淡路市久留麻＊=0.9 明石市中崎=0.7  

  洲本市山手＊=0.7 神戸兵庫区上沢通＊=0.6 給給給給給給給給給給給給給=0.6 神戸長田区神楽町＊=0.5  
   神戸北区藤原台南町＊=0.5      

      岡山県     １ 倉敷市下津井＊=0.6  
      香川県     １ 東かがわ市西村=1.3 さぬき市津田町＊=1.1 東かがわ市湊＊=1.0 さぬき市寒川町＊=0.9     

  高松市扇町＊=0.6 さぬき市長尾総合公園＊=0.6 

   12   3  17 15   青森県東方沖 40°51.9’Ｎ     141°25.0’Ｅ        87km       Ｍ: 4.6 
      青森県     ３ 階上町道仏＊=2.7 東北町上北南＊=2.6 八戸市内丸＊=2.5 野辺地町田狭沢＊=2.5 

２ 野辺地町野辺地＊=2.2 青森南部町苫米地＊=2.0 七戸町森ノ上＊=2.0 東通村砂子又沢内＊=1.9
  平内町小湊=1.9 八戸市湊町=1.9 五戸町倉石中市＊=1.9 八戸市南郷＊=1.9 五戸町古舘=1.7    
  十和田市西二番町＊=1.7 七戸町七戸＊=1.7 十和田市西十二番町＊=1.7 東北町塔ノ沢山＊=1.7  
  三戸町在府小路町＊=1.7 むつ市川内町＊=1.6 つがる市柏＊=1.6 東通村白糠＊=1.5 
１ つがる市木造＊=1.4 三沢市桜町＊=1.4 平内町東田沢＊=1.3 外ヶ浜町蟹田＊=1.2 十和田市奥瀬＊=1.2   
  五所川原市敷島町＊=1.2 六戸町犬落瀬＊=1.2 おいらせ町中下田＊=1.2 おいらせ町上明堂＊=1.2
  青森市中央＊=1.1 青森市花園=1.1 むつ市金曲=1.1 むつ市金谷＊=1.1 むつ市大畑町中島＊=1.1 
  青森南部町沖田面＊=1.1 鶴田町鶴田＊=1.0 八戸市島守=1.0 六ヶ所村尾駮=1.0 六ヶ所村出戸=1.0
  蓬田村蓬田＊=0.9 青森市浪岡＊=0.9 むつ市脇野沢＊=0.9 東通村砂子又蒲谷地=0.9 
  藤崎町西豊田＊=0.8 つがる市稲垣町＊=0.8 佐井村長後＊=0.7 つがる市森田町＊=0.7
  横浜町寺下＊=0.7     

      北海道     ２ 函館市新浜町＊=2.2 函館市泊町＊=2.0 函館市日ノ浜町＊=1.8     
１ 函館市川汲町＊=1.0  

      岩手県     ２ 軽米町軽米＊=2.2 久慈市川崎町=2.1 久慈市枝成沢=2.0 野田村野田＊=2.0 宮古市田老＊=1.9  
  普代村銅屋＊=1.9 久慈市長内町＊=1.8 盛岡市薮川＊=1.8 岩手洋野町種市=1.7 岩手洋野町大野＊=1.7   
  二戸市浄法寺町＊=1.6 一戸町高善寺＊=1.6 九戸村伊保内＊=1.6 滝沢市鵜飼＊=1.6 
  八幡平市田頭＊=1.5   
１ 岩手町五日市＊=1.4 宮古市五月町＊=1.3 釜石市中妻町＊=1.3 盛岡市山王町=1.3 二戸市石切所＊=1.3   
  矢巾町南矢幅＊=1.3 盛岡市渋民＊=1.2 二戸市福岡=1.2 葛巻町葛巻元木=1.1 八幡平市叺田＊=1.1
  八幡平市野駄＊=1.1 田野畑村役場＊=1.1 宮古市鍬ヶ崎=1.0 岩泉町岩泉＊=1.0 田野畑村田野畑=1.0     
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  八幡平市大更=1.0 葛巻町消防分署＊=0.8 遠野市青笹町＊=0.8 葛巻町役場＊=0.7 山田町八幡町=0.7     
  山田町大沢＊=0.7 花巻市石鳥谷町＊=0.7 宮古市茂市＊=0.7 花巻市大迫町=0.6 岩泉町大川＊=0.5
  住田町世田米＊=0.5 北上市相去町＊=0.5 久慈市山形町＊=0.5 雫石町千刈田=0.5   

      宮城県     １ 石巻市桃生町＊=0.7 南三陸町志津川=0.5     

   13   3  19 00   新潟県下越沖 38°27.2’Ｎ     139°10.2’Ｅ  7km       Ｍ: 3.3 
      新潟県     １ 粟島浦村笹畑=0.9 粟島浦村日ノ見山＊=0.7   

   14   3  20 27   沖縄本島近海 26°25.6’Ｎ     127°07.7’Ｅ 14km       Ｍ: 2.4 
      沖縄県     １ 渡名喜村渡名喜＊=0.5

   15   3  23 13   福岡県筑後地方 33°07.4’Ｎ     130°27.1’Ｅ        11km       Ｍ: 3.1 
      福岡県     １ みやま市瀬高町＊=1.0 大木町八町牟田＊=0.9 柳川市三橋町＊=0.9 みやま市高田町＊=0.9   

  大川市酒見＊=0.8 久留米市三潴町＊=0.7 久留米市城島町＊=0.7 筑後市山ノ井＊=0.7
   柳川市大和町＊=0.5   

      佐賀県     １ 嬉野市下宿乙＊=0.8 唐津市相知＊=0.6
      熊本県     １ 南関町関町＊=0.9    

   16   3  23 41   埼玉県秩父地方 35°59.0’Ｎ     139°07.5’Ｅ        12km       Ｍ: 2.9 
      埼玉県     ２ 長瀞町野上下郷＊=1.6

１ 秩父市近戸町＊=1.0 秩父市上町=0.8 秩父市荒川＊=0.6 熊谷市江南＊=0.5

   17   4  01 20   群馬県北部   36°55.5’Ｎ     139°19.6’Ｅ  7km       Ｍ: 1.9 
      福島県     １ 檜枝岐村上河原＊=0.6

   18   4  02 57   沖縄本島近海 26°47.7’Ｎ     128°24.6’Ｅ 31km       Ｍ: 3.2 
      沖縄県     １ 国頭村辺土名＊=1.0 国頭村奥=0.7

   19   4  03 53   茨城県南部   36°05.5’Ｎ     139°51.0’Ｅ        51km       Ｍ: 3.2 
      茨城県     １ 城里町小勝＊=0.8 笠間市笠間＊=0.8 つくば市小茎＊=0.7 坂東市役所＊=0.7 水戸市内原町＊=0.7

  土浦市常名=0.7 笠間市石井＊=0.6 常陸大宮市上小瀬＊=0.6 取手市寺田＊=0.5 桜川市羽田＊=0.5
   常陸大宮市北町＊=0.5 

      栃木県     １ 茂木町茂木＊=1.2 宇都宮市明保野町=0.6 下野市笹原＊=0.6 栃木市旭町=0.5 下野市田中＊=0.5
      埼玉県     １ 宮代町笠原＊=0.8 加須市騎西＊=0.5
      千葉県     １ 野田市鶴奉＊=0.5 白井市復＊=0.5

   20   4  04 15   岩手県沖     39°11.8’Ｎ     142°22.6’Ｅ        34km       Ｍ: 4.5 
      岩手県     ２ 一関市千厩町＊=1.9 住田町世田米＊=1.9 一関市室根町＊=1.8 山田町大沢＊=1.6 八幡平市田頭＊=1.6   

   遠野市宮守町＊=1.5 大船渡市猪川町=1.5 花巻市東和町＊=1.5
１ 釜石市中妻町＊=1.4 盛岡市渋民＊=1.4 遠野市青笹町＊=1.4 花巻市大迫町=1.3 釜石市只越町=1.3     
  一関市藤沢町＊=1.3 奥州市胆沢＊=1.3 矢巾町南矢幅＊=1.2 北上市相去町＊=1.2 平泉町平泉＊=1.2     
  大船渡市大船渡町=1.1 一関市花泉町＊=1.1 一関市東山町＊=1.1 盛岡市薮川＊=1.1 宮古市区界＊=1.1  
  宮古市川井＊=1.0 一関市大東町=1.0 宮古市田老＊=1.0 花巻市材木町＊=1.0 山田町八幡町=1.0
  宮古市五月町＊=0.9 西和賀町沢内川舟＊=0.9 奥州市前沢＊=0.9 八幡平市大更=0.9 滝沢市鵜飼＊=0.9   
  大槌町小鎚＊=0.9 奥州市衣川＊=0.8 二戸市浄法寺町＊=0.8 葛巻町葛巻元木=0.8 八幡平市叺田＊=0.8   
  宮古市鍬ヶ崎=0.8 盛岡市山王町=0.8 金ケ崎町西根＊=0.8 陸前高田市高田町＊=0.8 
  花巻市石鳥谷町＊=0.8 花巻市大迫総合支所＊=0.8 宮古市茂市＊=0.8 岩手町五日市＊=0.7     
  北上市柳原町=0.7 一関市竹山町＊=0.7 軽米町軽米＊=0.6 大船渡市盛町＊=0.6 奥州市江刺＊=0.6
  雫石町千刈田=0.5 西和賀町川尻＊=0.5 盛岡市馬場町＊=0.5

      宮城県     ２ 石巻市桃生町＊=2.3 南三陸町志津川=1.9 大崎市古川北町＊=1.9 大崎市田尻＊=1.9 栗原市栗駒=1.8 
  登米市豊里町＊=1.8 大崎市古川三日町=1.7 登米市迫町＊=1.7 塩竈市旭町＊=1.7 涌谷町新町裏=1.6     
   大崎市古川大崎=1.6 栗原市若柳＊=1.5
１ 気仙沼市赤岩=1.4 気仙沼市笹が陣＊=1.4 栗原市志波姫＊=1.4 栗原市一迫＊=1.4 
  気仙沼市唐桑町＊=1.3 栗原市築館＊=1.3 栗原市高清水＊=1.3 登米市米山町＊=1.3 
  登米市南方町＊=1.3 栗原市金成＊=1.2 栗原市鶯沢＊=1.2 宮城加美町中新田＊=1.1 登米市中田町=1.1   
  色麻町四竈＊=1.1 宮城美里町北浦＊=1.1 宮城美里町木間塚＊=1.1 大崎市松山＊=1.1
  大崎市鹿島台＊=1.1 登米市登米町＊=1.0 栗原市花山＊=1.0 石巻市前谷地＊=1.0 登米市東和町＊=0.9   
  栗原市瀬峰＊=0.9 名取市増田＊=0.9 宮城加美町小野田＊=0.8 登米市津山町＊=0.8 
  南三陸町歌津＊=0.8 大崎市鳴子＊=0.8 岩沼市桜＊=0.8 仙台宮城野区苦竹＊=0.8   
  石巻市大街道南＊=0.8 東松島市矢本＊=0.8 大郷町粕川＊=0.8 石巻市泉町=0.7 石巻市北上町＊=0.7     
  松島町高城=0.7 仙台青葉区作並＊=0.7 大衡村大衡＊=0.7 気仙沼市本吉町津谷＊=0.6
  仙台若林区遠見塚＊=0.6 大崎市三本木＊=0.6   

      青森県     １ 階上町道仏＊=1.0 青森南部町苫米地＊=0.9 八戸市湊町=0.9 八戸市南郷＊=0.8 五戸町古舘=0.7
  八戸市内丸＊=0.6 おいらせ町中下田＊=0.5     

   21   4  07 07   紀伊水道     33°40.9’Ｎ  135°11.8’Ｅ 41km       Ｍ: 3.0 
      和歌山県   １ みなべ町芝＊=0.8    

   22   4  15 06   房総半島南方沖 34°32.6’Ｎ     140°03.7’Ｅ        44km       Ｍ: 4.5 
      千葉県     ２ 館山市長須賀=1.7 勝浦市墨名=1.7 いすみ市国府台＊=1.7 

１ 市原市姉崎＊=1.3 館山市北条＊=1.3 鴨川市八色=1.3 鴨川市横渚＊=1.3 一宮町一宮=1.3      
  勝浦市新官＊=1.2 南房総市白浜町白浜＊=1.2 南房総市岩糸＊=1.2 長南町長南＊=1.2
  君津市久留里市場＊=1.0 富津市下飯野＊=1.0 大多喜町大多喜＊=1.0 南房総市谷向＊=0.9     
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  睦沢町下之郷＊=0.8 南房総市上堀=0.8 南房総市富浦町青木＊=0.8 大網白里市大網＊=0.7     
  南房総市千倉町瀬戸＊=0.6 千葉中央区都町＊=0.6 千葉美浜区ひび野=0.6 東金市日吉台＊=0.6  
  山武市蓮沼ニ＊=0.5   

      東京都     ２ 三宅村神着=1.7 三宅村坪田=1.6 
１ 御蔵島村西川=1.4 伊豆大島町波浮港＊=1.1 新島村大原=1.0 小平市小川町＊=0.8 国分寺市本多＊=0.8   
  伊豆大島町差木地=0.8 東京千代田区大手町=0.8 新島村本村＊=0.7 東京中野区中野＊=0.7     
   三宅村阿古＊=0.6 東京杉並区桃井＊=0.5 東京利島村東山=0.5 神津島村金長=0.5 新島村式根島=0.5     

      静岡県     ２ 東伊豆町奈良本＊=1.5
１ 伊豆市中伊豆グラウンド=1.0 伊豆の国市長岡＊=0.7 東伊豆町稲取＊=0.5

      神奈川県   １ 横浜港北区日吉本町＊=1.2 川崎宮前区宮前平＊=1.1 秦野市曽屋=1.1 横浜中区山手町=1.0    
  川崎川崎区千鳥町＊=1.0 川崎中原区小杉町＊=1.0 横浜緑区十日市場町＊=0.9 横須賀市光の丘=0.7      
  三浦市城山町＊=0.7 川崎中原区小杉陣屋町=0.7 湯河原町中央=0.5   

      山梨県     １ 大月市御太刀＊=0.5  

   23   4  22 49   長野県中部   36°13.2’Ｎ     137°36.3’Ｅ  5km       Ｍ: 2.7 
      岐阜県     １ 高山市奥飛騨温泉郷栃尾＊=0.6 

   24   5  02 10   宮城県沖     38°02.1’Ｎ     142°12.4’Ｅ 38km       Ｍ: 4.1 
      宮城県     １ 石巻市桃生町＊=0.9  

   25   5  04 35   和歌山県北部 34°15.1’Ｎ     135°24.9’Ｅ         7km       Ｍ: 2.5 
      和歌山県   １ 紀の川市粉河=1.2 かつらぎ町丁ノ町＊=0.7 紀の川市桃山町元＊=0.7 紀の川市那賀総合センター＊=0.6  

   26   5  21 00   青森県東方沖 40°43.8’Ｎ     141°49.7’Ｅ        68km       Ｍ: 3.8 
      青森県     １ 五戸町倉石中市＊=1.4 野辺地町田狭沢＊=1.2 階上町道仏＊=1.2 東通村砂子又沢内＊=1.2   

  青森南部町苫米地＊=1.0 東通村白糠＊=1.0 むつ市川内町＊=0.9 東北町上北南＊=0.9
  八戸市内丸＊=0.8 平内町東田沢＊=0.8 佐井村長後＊=0.8 八戸市湊町=0.8 五戸町古舘=0.8     
  七戸町森ノ上＊=0.7 外ヶ浜町蟹田＊=0.6

      岩手県     １ 軽米町軽米＊=1.2 二戸市浄法寺町＊=0.9 久慈市枝成沢=0.8 九戸村伊保内＊=0.7 岩手洋野町種市=0.6   
  岩手洋野町大野＊=0.5 

   27   5  21 09   茨城県沖     36°20.5’Ｎ     141°42.0’Ｅ        63km       Ｍ: 4.6 
      福島県     １ 郡山市湖南町＊=1.1 玉川村小高＊=1.0 天栄村下松本＊=1.0 白河市新白河＊=0.9 いわき市三和町=0.5   

   大玉村南小屋=0.5 浅川町浅川＊=0.5
      茨城県     １ 東海村東海＊=1.1 笠間市石井＊=1.0 水戸市内原町＊=0.9 日立市助川小学校＊=0.6 土浦市常名=0.5     
      栃木県     １ 益子町益子=0.6      
      群馬県     １ 渋川市赤城町＊=0.5  

   28   5  22 25   茨城県沖     36°44.1’Ｎ     140°55.1’Ｅ        86km       Ｍ: 3.6 
      福島県     １ 白河市新白河＊=0.6 田村市都路町＊=0.6 川内村下川内=0.6 田村市船引町=0.5   
      茨城県     １ 日立市助川小学校＊=0.5

   29   6  00 04   熊本県熊本地方 33°04.9’Ｎ     130°33.2’Ｅ        14km       Ｍ: 3.3 
      福岡県     ２ みやま市高田町＊=2.0 みやま市瀬高町＊=1.7 みやま市山川町＊=1.5

１ 柳川市大和町＊=1.3 柳川市三橋町＊=1.3 八女市吉田＊=1.3 筑後市山ノ井＊=1.3 柳川市本町＊=1.1 
  久留米市三潴町＊=1.0 大牟田市昭和町＊=1.0 大木町八町牟田＊=1.0 八女市立花町＊=0.8     
  大川市酒見＊=0.8 八女市本町＊=0.8 八女市黒木町今＊=0.7 福岡広川町新代＊=0.6 
  久留米市城島町＊=0.6 

      熊本県     ２ 和水町江田＊=1.6    
１ 玉名市築地=1.3 玉名市中尾＊=1.2 山鹿市老人福祉センター＊=1.2 山鹿市鹿央町＊=1.2
  和水町板楠＊=1.2 玉名市横島町＊=1.1 玉東町木葉＊=1.1 山鹿市菊鹿町＊=1.0 山鹿市鹿本町＊=1.0     
 山鹿市鹿北町＊=1.0 菊池市旭志＊=1.0 玉名市岱明町＊=1.0 熊本北区植木町＊=0.9 南関町関町＊=0.8   
  菊池市隈府＊=0.8 熊本西区春日=0.6 山鹿市山鹿＊=0.6 菊池市七城町＊=0.5

      長崎県     １ 島原市下折橋町＊=0.5

   30   6  01 58   栃木県北部   36°56.5’Ｎ     139°40.5’Ｅ  6km       Ｍ: 2.5 
      福島県     １ 檜枝岐村上河原＊=0.9 南会津町滝原＊=0.7   

   31   6  04 48   東海道南方沖 33°44.2’Ｎ     138°32.0’Ｅ 41km       Ｍ: 4.2 
      東京都     １ 神津島村金長=0.7 神津島村役場＊=0.6

   32   6  22 33   宮城県沖     38°52.9’Ｎ     142°01.8’Ｅ        55km       Ｍ: 3.6 
      岩手県     １ 一関市千厩町＊=1.0 大船渡市猪川町=0.9 一関市藤沢町＊=0.8 大船渡市大船渡町=0.7
      宮城県     １ 気仙沼市笹が陣＊=0.5

   33   7  05 11   奈良県 34°14.2’Ｎ     135°53.0’Ｅ 52km       Ｍ: 2.9 
      奈良県     １ 御杖村菅野＊=0.5 吉野町上市＊=0.5

   34   7  14 10   大阪府北部   34°49.6’Ｎ     135°37.6’Ｅ        10km       Ｍ: 2.4 
      京都府     １ 久御山町田井＊=0.5  
      大阪府     １ 枚方市大垣内＊=1.0 交野市私部＊=0.7 寝屋川市役所＊=0.5
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   35   7  18 28   新潟県上越地方           37°10.3’Ｎ     138°27.9’Ｅ        12km       Ｍ: 2.1 
                   新潟県      １ 上越市大島区岡＊=1.2                                                                            
  
   36   7  20 31   和歌山県南部             33°47.5’Ｎ     135°42.5’Ｅ        22km       Ｍ: 3.0 
                   和歌山県    １ 田辺市本宮町本宮＊=0.8                                                                          
  
   37   8  08 13   茨城県沖                 36°19.3’Ｎ     141°47.1’Ｅ        57km       Ｍ: 4.8 
                   福島県      １ 郡山市湖南町＊=0.7 天栄村下松本＊=0.6 白河市新白河＊=0.6                                        
                   茨城県      １ 笠間市石井＊=1.2 東海村東海＊=1.2 小美玉市上玉里＊=1.2 神栖市溝口＊=1.2 潮来市辻＊=1.0          
                                   筑西市舟生=1.0 小美玉市小川＊=1.0 鉾田市汲上＊=1.0 土浦市常名=0.9 茨城鹿嶋市宮中＊=0.9          
                                   鉾田市鉾田=0.9 ひたちなか市南神敷台＊=0.9 石岡市柿岡=0.8 水戸市内原町＊=0.8 潮来市堀之内=0.8    
                                   日立市助川小学校＊=0.7 つくば市天王台＊=0.7 水戸市金町=0.6 取手市寺田＊=0.6                     
                                   稲敷市江戸崎甲＊=0.6 茨城鹿嶋市鉢形=0.6                                                         
                   群馬県      １ 渋川市赤城町＊=0.6                                                                              
                   埼玉県      １ 春日部市谷原新田＊=0.7                                                                          
                   千葉県      １ 香取市役所＊=1.2 香取市仁良＊=1.2 旭市南堀之内＊=1.1 旭市萩園＊=1.1 銚子市川口町=0.9            
                                   東金市日吉台＊=0.9 香取市佐原平田=0.9 山武市埴谷＊=0.9 山武市松尾町富士見台=0.8                 
                                   多古町多古=0.8 千葉美浜区ひび野=0.6 成田市名古屋=0.5 市原市姉崎＊=0.5                           
  
   38   8  08 33   日向灘                   32°44.3’Ｎ     132°28.8’Ｅ        31km       Ｍ: 3.9 
                   愛媛県      ２ 愛南町船越＊=1.5 西予市明浜町＊=1.5                                                             
                               １ 宇和島市三間町＊=1.4 西予市宇和町＊=1.3 愛南町城辺＊=1.2 大洲市大洲＊=1.1                       
                                   宇和島市津島町＊=1.0 愛南町一本松＊=1.0 伊方町湊浦＊=1.0 松野町松丸＊=1.0 愛南町柏＊=0.8        
                                   宇和島市住吉町=0.7 宇和島市吉田町＊=0.6 宇和島市丸穂＊=0.5 西予市野村町=0.5                     
                   高知県      ２ 大月町弘見＊=2.0 宿毛市桜町＊=1.6                                                               
                               １ 宿毛市片島=1.2 土佐清水市天神町＊=0.8 黒潮町佐賀＊=0.7 四万十市古津賀＊=0.6                     
                                   三原村来栖野＊=0.6                                                                              
                   大分県      ２ 佐伯市上浦＊=1.7 佐伯市米水津＊=1.5 佐伯市鶴見＊=1.5                                            
                               １ 佐伯市春日町＊=1.4 津久見市宮本町＊=1.3 佐伯市弥生＊=1.2 佐伯市役所＊=1.0                       
                                   津久見市立花町＊=0.9 佐伯市蒲江蒲江浦=0.6                                                       
                   宮崎県      １ 延岡市北川町川内名白石＊=1.1 延岡市北浦町古江＊=0.9 高千穂町三田井=0.7                          
  
   39   8  09 13   日向灘                   32°44.5’Ｎ     132°28.8’Ｅ        30km       Ｍ: 2.9 
                   高知県      １ 大月町弘見＊=0.5                                                                                
  
   40   8  09 25   日向灘                   32°44.6’Ｎ     132°28.9’Ｅ        30km       Ｍ: 3.2 
                   愛媛県      １ 愛南町船越＊=0.7 松野町松丸＊=0.5                                                               
                   高知県      １ 大月町弘見＊=1.0                                                                                
  
   41   8  10 54   福島県沖                 37°01.8’Ｎ     141°20.6’Ｅ        50km       Ｍ: 5.0 
                   福島県      ４ 田村市大越町＊=3.7 いわき市三和町=3.6                                                           
                               ３ 須賀川市岩瀬支所＊=3.4 白河市新白河＊=3.3 白河市郭内=3.3 双葉町両竹＊=3.3 田村市滝根町＊=3.2    
                                   田村市常葉町＊=3.2 楢葉町北田＊=3.1 須賀川市八幡山＊=3.1 福島広野町下北迫大谷地原＊=3.0         
                                   玉川村小高＊=3.0 小野町小野新町＊=3.0 浪江町幾世橋=3.0 中島村滑津＊=2.9 田村市船引町=2.9        
                                   白河市大信＊=2.9 古殿町松川新桑原＊=2.9 須賀川市八幡町＊=2.8 富岡町本岡＊=2.8                   
                                   川内村上川内早渡＊=2.8 いわき市平梅本＊=2.8 天栄村下松本＊=2.8 田村市都路町＊=2.7               
                                   郡山市湖南町＊=2.7 川内村上川内小山平＊=2.7 葛尾村落合落合＊=2.7 飯舘村伊丹沢＊=2.7             
                                   泉崎村泉崎＊=2.6 白河市東＊=2.6 西郷村熊倉＊=2.6 浅川町浅川＊=2.6 猪苗代町城南=2.6              
                                   猪苗代町千代田＊=2.6 二本松市油井＊=2.5 郡山市開成＊=2.5 大熊町野上＊=2.5                       
                                   南相馬市小高区＊=2.5 相馬市中村＊=2.5                                                           
                               ２ 白河市表郷＊=2.4 二本松市針道＊=2.4 国見町藤田＊=2.4 鏡石町不時沼＊=2.4                         
                                   福島伊達市霊山町＊=2.4 本宮市本宮＊=2.4 南相馬市原町区高見町＊=2.4 小野町中通＊=2.3             
                                   二本松市金色＊=2.3 郡山市朝日=2.3 いわき市平四ツ波＊=2.3 いわき市錦町＊=2.3                     
                                   白河市八幡小路＊=2.3 川俣町五百田＊=2.3 平田村永田＊=2.3 三春町大町＊=2.2                       
                                   南相馬市鹿島区西町＊=2.2 福島伊達市月舘町＊=2.2 棚倉町棚倉中居野=2.2 本宮市白岩＊=2.2           
                                   矢祭町戸塚＊=2.2 川内村下川内=2.2 福島広野町下北迫苗代替＊=2.1 大玉村南小屋=2.1                 
                                   福島市五老内町＊=2.1 矢吹町一本木＊=2.1 矢祭町東舘＊=2.1 石川町長久保＊=2.1 福島市松木町=2.1    
                                   福島伊達市前川原＊=2.0 福島伊達市梁川町＊=2.0 塙町塙＊=2.0 新地町谷地小屋＊=2.0                 
                                   南相馬市原町区三島町=2.0 須賀川市長沼支所＊=2.0 福島市桜木町＊=1.9 磐梯町磐梯＊=1.9             
                                   桑折町東大隅＊=1.9 大玉村玉井＊=1.9 いわき市小名浜=1.9 福島伊達市保原町＊=1.9                   
                                   南相馬市原町区本町＊=1.9 福島市飯野町＊=1.8 古殿町松川横川=1.7 天栄村湯本支所＊=1.7             
                                   会津若松市東栄町＊=1.6 喜多方市塩川町＊=1.6 南相馬市鹿島区栃窪=1.6 湯川村清水田＊=1.5           
                                   会津美里町新鶴庁舎＊=1.5 会津坂下町市中三番甲＊=1.5                                             
                               １ 鮫川村赤坂中野＊=1.3 喜多方市高郷町＊=1.3 下郷町高陦＊=1.3 西会津町登世島＊=1.3                 
                                   棚倉町棚倉舘ヶ丘＊=1.2 会津若松市北会津町＊=1.2 柳津町柳津＊=1.2 下郷町塩生＊=1.1               
                                   会津美里町本郷庁舎＊=1.1 会津若松市材木町=1.1 西会津町野沢=1.0 二本松市小浜＊=1.0               
                                   会津美里町高田庁舎＊=0.9 喜多方市松山町＊=0.6 南会津町滝原＊=0.6 南会津町田島=0.5               
                   茨城県      ３ 日立市助川小学校＊=2.6 日立市十王町友部＊=2.6 高萩市安良川＊=2.6 笠間市石井＊=2.6               
                                   常陸太田市町屋町=2.5                                                                            
                               ２ 常陸太田市高柿町＊=2.4 城里町小勝＊=2.4 水戸市内原町＊=2.3 日立市役所＊=2.3 笠間市中央＊=2.3    
                                   笠間市笠間＊=2.3 高萩市本町＊=2.2 北茨城市磯原町＊=2.2 東海村東海＊=2.2 常陸大宮市山方＊=2.2    
                                   常陸大宮市野口＊=2.2 城里町石塚＊=2.2 桜川市羽田＊=2.2 北茨城市中郷町＊=2.1 大子町池田＊=2.1    
                                   常陸大宮市北町＊=2.1 常陸太田市金井町＊=2.1 土浦市常名=2.1 筑西市門井＊=2.0 桜川市真壁＊=2.0    
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                                   ひたちなか市南神敷台＊=2.0 小美玉市堅倉＊=1.9 石岡市柿岡=1.9 常陸太田市大中町＊=1.9             
                                   鉾田市汲上＊=1.9 常陸大宮市上小瀬＊=1.9 笠間市下郷＊=1.8 桜川市岩瀬＊=1.8 那珂市瓜連＊=1.8      
                                   水戸市金町=1.8 小美玉市上玉里＊=1.8 小美玉市小川＊=1.7 常陸大宮市高部＊=1.7 取手市寺田＊=1.7    
                                   かすみがうら市上土田＊=1.7 ひたちなか市東石川＊=1.6 茨城町小堤＊=1.6 常陸大宮市中富町=1.6       
                                   つくばみらい市福田＊=1.6 常陸太田市町田町＊=1.6 石岡市若宮＊=1.6 つくば市研究学園＊=1.6         
                                   つくば市小茎＊=1.6 鉾田市造谷＊=1.5 土浦市田中＊=1.5 土浦市藤沢＊=1.5 那珂市福田＊=1.5          
                                   石岡市八郷＊=1.5 龍ケ崎市役所＊=1.5 城里町阿波山＊=1.5 茨城鹿嶋市鉢形=1.5                       
                                   茨城鹿嶋市宮中＊=1.5 美浦村受領＊=1.5 稲敷市江戸崎甲＊=1.5 筑西市舟生=1.5                       
                               １ 取手市井野＊=1.4 つくば市天王台＊=1.4 坂東市山＊=1.4 稲敷市伊佐津＊=1.4 稲敷市結佐＊=1.4        
                                   かすみがうら市大和田＊=1.4 行方市山田＊=1.4 行方市麻生＊=1.4 鉾田市鉾田=1.4                     
                                   筑西市海老ヶ島＊=1.3 常総市新石下＊=1.3 下妻市鬼怒＊=1.3 潮来市堀之内=1.3 潮来市辻＊=1.3        
                                   常総市水海道諏訪町＊=1.2 茨城古河市仁連＊=1.2 下妻市本城町＊=1.2 阿見町中央＊=1.2               
                                   五霞町小福田＊=1.2 坂東市役所＊=1.2 稲敷市役所＊=1.2 筑西市下中山＊=1.2                         
                                   つくばみらい市加藤＊=1.1 境町旭町＊=1.1 守谷市大柏＊=1.1 ひたちなか市山ノ上町=1.1               
                                   大洗町磯浜町＊=1.1 結城市結城＊=1.1 稲敷市須賀津＊=1.1 牛久市中央＊=1.1 行方市玉造＊=1.1        
                                   神栖市溝口＊=1.0 河内町源清田＊=1.0 茨城古河市下大野＊=1.0 坂東市岩井=1.0 取手市藤代＊=0.9      
                                   八千代町菅谷＊=0.9 利根町布川=0.8                                                               
                   宮城県      ２ 岩沼市桜＊=2.3 名取市増田＊=2.2 大河原町新南＊=2.2 宮城川崎町前川＊=2.2 蔵王町円田＊=2.1        
                                   山元町浅生原＊=2.1 石巻市桃生町＊=2.0 塩竈市旭町＊=2.0 仙台青葉区作並＊=2.0 丸森町鳥屋＊=1.9    
                                   仙台空港=1.8 村田町村田＊=1.8 松島町高城=1.8 大崎市松山＊=1.8 白石市亘理町＊=1.7                
                                   亘理町下小路＊=1.7 柴田町船岡=1.7 大崎市田尻＊=1.7 七ヶ宿町関＊=1.6 仙台若林区遠見塚＊=1.6      
                                   石巻市大街道南＊=1.6 大崎市古川三日町=1.5 登米市中田町=1.5 利府町利府＊=1.5                     
                               １ 宮城加美町中新田＊=1.4 登米市迫町＊=1.4 大崎市鹿島台＊=1.4 仙台青葉区落合＊=1.4                 
                                   仙台宮城野区五輪=1.4 仙台太白区山田＊=1.4 仙台泉区将監＊=1.4 東松島市矢本＊=1.4                 
                                   東松島市小野＊=1.4 大衡村大衡＊=1.4 登米市南方町＊=1.3 色麻町四竈＊=1.3 仙台青葉区大倉=1.3      
                                   涌谷町新町裏=1.3 丸森町上滝=1.2 登米市登米町＊=1.2 仙台青葉区雨宮＊=1.2 登米市米山町＊=1.2      
                                   栗原市若柳＊=1.2 南三陸町志津川=1.2 大崎市古川大崎=1.2 大崎市古川北町＊=1.2                     
                                   七ヶ浜町東宮浜＊=1.2 大郷町粕川＊=1.2 登米市豊里町＊=1.2 仙台宮城野区苦竹＊=1.1                 
                                   石巻市北上町＊=1.0 登米市石越町＊=1.0 栗原市築館＊=1.0 宮城美里町北浦＊=1.0 栗原市瀬峰＊=1.0    
                                   栗原市高清水＊=1.0 登米市東和町＊=1.0 栗原市一迫＊=0.9 石巻市前谷地＊=0.9 多賀城市中央＊=0.9    
                                   気仙沼市赤岩=0.9 気仙沼市笹が陣＊=0.9 気仙沼市唐桑町＊=0.9 富谷市富谷＊=0.9 栗原市栗駒=0.8      
                                   石巻市泉町=0.8 大崎市三本木＊=0.8 石巻市相野谷＊=0.8 宮城加美町小野田＊=0.8 大和町吉岡＊=0.7    
                                   栗原市金成＊=0.7 栗原市志波姫＊=0.7 石巻市鮎川浜＊=0.5                                          
                   山形県      ２ 米沢市アルカディア=1.7 米沢市林泉寺＊=1.5 上山市河崎＊=1.5                                      
                               １ 米沢市駅前=1.2 米沢市金池＊=1.2 東根市中央＊=1.1 中山町長崎＊=1.1 南陽市三間通＊=1.0            
                                   天童市老野森＊=1.0 山辺町緑ケ丘＊=0.9 河北町谷地=0.9 山形川西町上小松＊=0.9 高畠町高畠＊=0.8    
                                   西川町大井沢＊=0.7 村山市中央＊=0.7 河北町役場＊=0.5 大石田町緑町＊=0.5                         
                   栃木県      ２ 那須町寺子＊=2.4 大田原市湯津上＊=2.3 那須烏山市中央=2.1 真岡市石島＊=2.0 高根沢町石末＊=1.9    
                                   宇都宮市明保野町=1.8 市貝町市塙＊=1.8 芳賀町祖母井＊=1.8 日光市今市本町＊=1.6                   
                                   宇都宮市中里町＊=1.6 益子町益子=1.6 茂木町茂木＊=1.6 栃木那珂川町馬頭＊=1.6                     
                                   小山市神鳥谷＊=1.5 真岡市田町＊=1.5                                                             
                               １ 大田原市本町＊=1.4 那須塩原市鍋掛＊=1.4 那須塩原市あたご町＊=1.4 鹿沼市晃望台＊=1.4             
                                   那須烏山市大金＊=1.4 大田原市黒羽田町=1.3 鹿沼市今宮町＊=1.3 栃木さくら市喜連川＊=1.3           
                                   那須烏山市役所＊=1.3 下野市田中＊=1.3 下野市笹原＊=1.3 那須塩原市共墾社＊=1.2                   
                                   那須塩原市塩原庁舎＊=1.2 栃木市岩舟町静＊=1.2 真岡市荒町＊=1.2 給給給給給給給給給給給給給=1.2   
                                   日光市鬼怒川温泉大原＊=1.1 那須塩原市中塩原＊=1.1 足利市大正町＊=1.1 栃木市旭町=1.0             
                                   栃木市藤岡町藤岡＊=1.0 日光市瀬川=1.0 日光市芹沼＊=1.0 矢板市本町＊=1.0                         
                                   茂木町北高岡天矢場＊=0.9 野木町丸林＊=0.9 栃木さくら市氏家＊=0.9 宇都宮市旭＊=0.9               
                                   佐野市高砂町＊=0.9 鹿沼市口粟野＊=0.8 那須塩原市蟇沼=0.8 宇都宮市塙田＊=0.7 塩谷町玉生＊=0.7    
                                   栃木市万町＊=0.7 日光市足尾町中才＊=0.7 佐野市中町＊=0.7 佐野市葛生東＊=0.7                     
                                   小山市中央町＊=0.6 日光市藤原庁舎＊=0.6 日光市足尾町通洞＊=0.5                                  
                   群馬県      ２ 渋川市赤城町＊=1.6                                                                              
                               １ 沼田市利根町＊=1.1 桐生市黒保根町＊=1.1 大泉町日の出＊=1.1 邑楽町中野＊=1.1                     
                                   伊勢崎市西久保町＊=1.0 太田市西本町＊=1.0 前橋市粕川町＊=0.9 千代田町赤岩＊=0.9                 
                                   沼田市西倉内町=0.8 沼田市白沢町＊=0.8 前橋市富士見町＊=0.8 高崎市高松町＊=0.8                   
                                   館林市美園町＊=0.8 渋川市吹屋＊=0.8 群馬明和町新里＊=0.7 沼田市下久屋町＊=0.7                   
                                   桐生市新里町＊=0.7 板倉町板倉=0.7 伊勢崎市今泉町＊=0.6 太田市浜町＊=0.6 太田市粕川町＊=0.6      
                                   前橋市堀越町＊=0.6 前橋市鼻毛石町＊=0.5 館林市城町＊=0.5 桐生市織姫町=0.5 伊勢崎市境＊=0.5      
                   千葉県      ２ 野田市鶴奉＊=1.6 白井市復＊=1.6 香取市役所＊=1.5                                                
                               １ 八千代市大和田新田＊=1.4 印西市笠神＊=1.4 香取市佐原平田=1.3 千葉中央区都町＊=1.3               
                                   千葉花見川区花島町＊=1.3 習志野市鷺沼＊=1.3 鎌ケ谷市新鎌ケ谷＊=1.3 印西市大森＊=1.3             
                                   香取市仁良＊=1.2 山武市埴谷＊=1.2 野田市東宝珠花＊=1.2 成田国際空港=1.2 柏市旭町=1.2            
                                   印西市美瀬＊=1.2 旭市南堀之内＊=1.1 千葉美浜区ひび野=1.1 成田市名古屋=1.1 柏市柏＊=1.1          
                                   栄町安食台＊=1.1 千葉稲毛区園生町＊=1.0 千葉若葉区小倉台＊=1.0 船橋市湊町＊=1.0                 
                                   東金市日吉台＊=0.9 多古町多古=0.9 芝山町小池＊=0.9 成田市松子＊=0.9 四街道市鹿渡＊=0.9          
                                   八街市八街＊=0.9 富里市七栄＊=0.9 千葉美浜区稲毛海岸＊=0.8 千葉佐倉市海隣寺町＊=0.8             
                                   柏市大島田＊=0.8 浦安市日の出=0.8 神崎町神崎本宿＊=0.8 千葉中央区中央港=0.8                     
                                   我孫子市我孫子＊=0.7 山武市松尾町富士見台=0.7 千葉中央区千葉市役所＊=0.7 香取市岩部＊=0.6       
                                   東金市東新宿=0.5                                                                                
                   青森県      １ 階上町道仏＊=1.0                                                                                
                   岩手県      １ 一関市室根町＊=1.3 一関市千厩町＊=1.2 一関市東山町＊=1.1 住田町世田米＊=1.1                     
                                   一関市藤沢町＊=1.1 盛岡市薮川＊=0.9 一関市花泉町＊=0.9 釜石市中妻町＊=0.9                       
                                   大船渡市大船渡町=0.8 奥州市前沢＊=0.8 北上市相去町＊=0.7 宮古市田老＊=0.6 遠野市青笹町＊=0.6    
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 地震   震源時    震央地名      緯度 経度      深さ        規模  

 番号   日 時 分  各 地 の 震 度 （計 測 震 度） 

   奥州市胆沢＊=0.6 一関市大東町=0.5 陸前高田市高田町＊=0.5 宮古市区界＊=0.5   
      埼玉県     １ 加須市大利根＊=1.3 春日部市金崎＊=1.2 宮代町笠原＊=1.2 久喜市下早見=1.1   

  さいたま見沼区堀崎＊=1.0 東松山市松葉町＊=1.0 春日部市谷原新田＊=0.9 さいたま北区宮原＊=0.9    
  熊谷市江南＊=0.9 加須市騎西＊=0.9 鴻巣市川里＊=0.9 嵐山町杉山＊=0.9 本庄市児玉町=0.8   
 滑川町福田＊=0.8 富士見市鶴馬＊=0.8 幸手市東＊=0.8 川島町下八ツ林＊=0.8 白岡市千駄野＊=0.8     
  行田市南河原＊=0.8 加須市北川辺＊=0.8 上尾市本町＊=0.7 草加市高砂＊=0.7 戸田市上戸田＊=0.7     
  和光市広沢＊=0.7 熊谷市大里＊=0.7 羽生市東＊=0.7 鴻巣市中央＊=0.7 鴻巣市吹上富士見＊=0.7 
  深谷市川本＊=0.7 久喜市青葉＊=0.7 久喜市鷲宮＊=0.7 吉見町下細谷＊=0.7 埼玉美里町木部＊=0.7     
  桶川市泉＊=0.6 三郷市中央＊=0.6 熊谷市妻沼＊=0.6 吉川市きよみ野＊=0.6 行田市本丸＊=0.6
  久喜市栗橋＊=0.6 さいたま浦和区高砂=0.6 さいたま南区別所＊=0.6 さいたま緑区中尾＊=0.6 
  加須市三俣＊=0.6 秩父市近戸町＊=0.6 東松山市市ノ川＊=0.6 志木市中宗岡＊=0.6 
  さいたま西区指扇＊=0.5 ときがわ町桃木＊=0.5 狭山市入間川＊=0.5 秩父市上町=0.5
  給給給給給給給給給給給給給=0.5 長瀞町野上下郷＊=0.5 深谷市花園＊=0.5 久喜市菖蒲＊=0.5  
  北本市本町＊=0.5 鶴ヶ島市三ツ木＊=0.5 埼玉三芳町藤久保＊=0.5 毛呂山町中央＊=0.5

      東京都     １ 東京渋谷区本町＊=1.2 東京千代田区大手町=1.1 調布市西つつじヶ丘＊=1.0 東京中野区中野＊=0.9     
  東京中野区江古田＊=0.9 東京杉並区桃井＊=0.9 東京文京区大塚＊=0.8 東京杉並区高井戸＊=0.8
  東京江戸川区中央=0.8 西東京市中町＊=0.8 東京中央区勝どき＊=0.7 東京北区西ヶ原＊=0.7   
 東京北区神谷＊=0.7 東京荒川区東尾久＊=0.7 東京練馬区光が丘＊=0.7 東京葛飾区立石＊=0.7  
  三鷹市野崎＊=0.7 東大和市中央＊=0.7 東京品川区平塚＊=0.6 東京練馬区東大泉＊=0.6
  東京足立区神明南＊=0.6 東京江東区越中島＊=0.5 東京世田谷区成城＊=0.5 東京足立区伊興＊=0.5      
  東京江戸川区船堀＊=0.5 国分寺市戸倉=0.5     

      神奈川県   １ 川崎宮前区宮前平＊=0.8 川崎川崎区宮前町＊=0.6
      新潟県     １ 阿賀町鹿瀬中学校＊=0.9 阿賀町豊川＊=0.8 阿賀町鹿瀬支所＊=0.5 新潟秋葉区新津東町＊=0.5

   42   8  11 10   福島県沖     37°02.2’Ｎ     141°18.8’Ｅ 48km       Ｍ: 3.3 
      福島県     １ いわき市三和町=0.5 福島広野町下北迫大谷地原＊=0.5   

   43   8  16 25   青森県津軽南部 40°40.1’Ｎ     140°28.2’Ｅ  9km       Ｍ: 2.4 
      青森県     １ 藤崎町西豊田＊=0.8  

   44   8  22 42   宮崎県南部山沿い   32°03.4’Ｎ     130°49.3’Ｅ  7km       Ｍ: 2.7 
      宮崎県     １ えびの市加久藤＊=0.6

   45   9  00 36   胆振地方中東部 42°43.1’Ｎ     141°54.7’Ｅ        29km       Ｍ: 4.0 
      北海道     ３ 安平町早来北進＊=2.8 安平町追分柏が丘＊=2.8 厚真町鹿沼=2.6 厚真町京町＊=2.5

２ 新千歳空港=2.4 恵庭市京町＊=2.2 千歳市若草＊=2.1 むかわ町穂別＊=2.1 平取町振内＊=2.0  
   千歳市北栄=1.8 千歳市支笏湖温泉＊=1.7 むかわ町松風＊=1.7
１ 由仁町新光＊=1.2 札幌東区元町＊=1.0 日高地方日高町門別＊=0.9 札幌白石区北郷＊=0.8   
  胆振伊達市大滝区本町＊=0.8 登別市桜木町＊=0.8 三笠市幸町＊=0.8 函館市泊町＊=0.6
  鹿部町宮浜＊=0.6 余市町浜中町＊=0.6 北広島市共栄＊=0.6 夕張市若菜=0.5

   46   9  02 55   千葉県北東部 35°45.1’Ｎ     140°40.3’Ｅ 49km       Ｍ: 3.0 
      千葉県     １ 多古町多古=0.9      

   47   9  17 02   茨城県南部   36°01.7’Ｎ     139°55.7’Ｅ        41km       Ｍ: 3.2 
      茨城県     １ 水戸市内原町＊=1.4 小美玉市上玉里＊=1.4 笠間市下郷＊=1.1 笠間市石井＊=1.0 城里町石塚＊=0.9 

  土浦市常名=0.9 石岡市柿岡=0.9 土浦市藤沢＊=0.8 小美玉市小川＊=0.8 つくば市小茎＊=0.8  
  石岡市若宮＊=0.7 笠間市笠間＊=0.7 かすみがうら市大和田＊=0.7 石岡市八郷＊=0.6
  笠間市中央＊=0.6 城里町小勝＊=0.6 桜川市羽田＊=0.6 かすみがうら市上土田＊=0.5
  桜川市岩瀬＊=0.5     

      栃木県     １ 栃木市旭町=0.6      

   48   9  18 23   福岡県北西沖 33°42.6’Ｎ     130°14.9’Ｅ         9km       Ｍ: 3.2 
      福岡県     １ 新宮町緑ヶ浜＊=0.8 糸島市志摩初=0.8 福岡古賀市駅東＊=0.7 福岡西区今宿＊=0.7

  糸島市前原東＊=0.6 糸島市二丈深江＊=0.6     

   49   9  20 32   八丈島近海   33°04.2’Ｎ     139°50.3’Ｅ  2km       Ｍ: 2.3 
      東京都     １ 八丈町樫立=0.5      

   50  10  00 21   東海道南方沖 33°14.4’Ｎ     138°05.5’Ｅ       367km       Ｍ: 5.2 
      栃木県     ２ 高根沢町石末＊=1.5  

１ 宇都宮市明保野町=1.3 真岡市石島＊=1.1 下野市笹原＊=1.0 下野市田中＊=0.9 佐野市高砂町＊=0.9 
   栃木市岩舟町静＊=0.8 真岡市田町＊=0.8 益子町益子=0.6 宇都宮市中里町＊=0.6   

      福島県     １ 浪江町幾世橋=1.1    
      茨城県     １ 笠間市石井＊=1.2 小美玉市上玉里＊=1.2 筑西市舟生=1.2 笠間市下郷＊=1.1 坂東市岩井=0.7

   笠間市笠間＊=0.6 城里町小勝＊=0.6 日立市助川小学校＊=0.6 石岡市柿岡=0.6     
      群馬県     １ 邑楽町中野＊=0.7 桐生市黒保根町＊=0.6 渋川市吹屋＊=0.5
      埼玉県     １ 熊谷市大里＊=1.0 春日部市金崎＊=0.8 さいたま緑区中尾＊=0.8 葛尾村落合落合＊=0.7     

  宮代町笠原＊=0.7 草加市高砂＊=0.6 さいたま大宮区天沼町＊=0.6 さいたま南区別所＊=0.5   
   久喜市菖蒲＊=0.5     

      千葉県     １ 市原市姉崎＊=1.3 鴨川市八色=1.1 館山市長須賀=0.9 鴨川市横渚＊=0.8 千葉美浜区ひび野=0.8
  君津市久留里市場＊=0.7 浦安市日の出=0.6 千葉中央区都町＊=0.6   

      東京都     １ 東京千代田区大手町=0.9 東京中央区勝どき＊=0.7 東京渋谷区宇田川町＊=0.7 東京北区西ヶ原＊=0.5   
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 地震   震源時    震央地名                   緯度              経度               深さ        規模   
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                                   東京練馬区東大泉＊=0.5                                                                          
                   神奈川県    １ 横浜中区山手町=1.3 川崎中原区小杉町＊=0.7                                                       
  
   51  10  11 28   宮崎県南部山沿い         32°03.4’Ｎ     130°49.3’Ｅ         7km       Ｍ: 2.8 
                   宮崎県      １ えびの市加久藤＊=0.9                                                                            
  
   52  10  13 38   山形県置賜地方           38°06.6’Ｎ     139°55.8’Ｅ         8km       Ｍ: 2.7 
                   山形県      １ 長井市ままの上＊=0.9                                                                            
  
   53  10  20 27   長野県中部               36°24.1’Ｎ     137°58.4’Ｅ        10km       Ｍ: 3.0 
                   長野県      ２ 筑北村西条＊=2.0                                                                                
                               １ 筑北村坂井=1.4 筑北村坂北＊=1.3 青木村田沢青木＊=1.1 麻績村麻＊=1.0 安曇野市豊科＊=1.0          
                                   安曇野市明科＊=0.9 生坂村役場＊=0.8 松本市丸の内＊=0.7 大町市美麻＊=0.6 松川村役場＊=0.6        
                                   松本市会田＊=0.5 長野池田町池田＊=0.5 松本市美須々＊=0.5                                        
  
   54  10  22 16   熊本県熊本地方           32°45.7’Ｎ     130°41.5’Ｅ        13km       Ｍ: 2.5 
                   熊本県      １ 熊本西区春日=1.4 熊本中央区大江＊=1.0 宇城市松橋町=0.5                                          
  
   55  11  01 05   宮崎県南部山沿い         32°03.6’Ｎ     130°49.4’Ｅ         6km       Ｍ: 3.4 
                   宮崎県      ３ えびの市加久藤＊=2.5                                                                            
                               １ 小林市中原＊=1.4 小林市真方=1.1 宮崎市高岡町内山＊=1.1 小林市役所＊=0.9 西都市上の宮＊=0.9      
                                   綾町南俣健康センター＊=0.8 綾町役場＊=0.7 小林市野尻町東麓＊=0.7 高原町西麓＊=0.6               
                                   小林市細野＊=0.6 国富町本庄＊=0.5                                                               
                   熊本県      １ 錦町一武＊=1.4 八代市坂本町＊=0.9 人吉市西間下町=0.9 人吉市蟹作町＊=0.9 湯前町役場＊=0.7        
                                   あさぎり町岡原＊=0.7 あさぎり町免田東＊=0.6                                                     
                   鹿児島県    １ 伊佐市菱刈前目＊=1.3 湧水町吉松＊=1.2 伊佐市大口鳥巣＊=1.1 湧水町栗野＊=0.9                     
                                   霧島市横川町中ノ＊=0.7 伊佐市大口山野=0.6                                                       
  
   56  11  01 24   宮崎県南部山沿い         32°03.4’Ｎ     130°49.4’Ｅ         7km       Ｍ: 2.3 
                   宮崎県      １ えびの市加久藤＊=0.7                                                                            
  
   57  11  01 53   宮崎県南部山沿い         32°03.3’Ｎ     130°49.3’Ｅ         7km       Ｍ: 2.9 
                   熊本県      １ 錦町一武＊=0.6 人吉市西間下町=0.5                                                               
                   宮崎県      １ えびの市加久藤＊=1.3 小林市真方=0.6 小林市中原＊=0.5                                            
  
   58  11  09 26   国後島付近               43°39.7’Ｎ     146°21.6’Ｅ       106km       Ｍ: 4.7 
                   北海道      ２ 根室市落石東＊=2.3 根室市牧の内＊=1.8 根室市珸瑶瑁＊=1.8 別海町常盤=1.7                         
                               １ 標津町北２条＊=1.4 根室市厚床＊=1.4 別海町本別海＊=1.3 標茶町塘路＊=1.3 根室市弥栄=1.0          
                                   根室市豊里=1.0 羅臼町岬町＊=1.0 釧路町別保＊=0.9 弟子屈町弟子屈＊=0.6 鶴居村鶴居東＊=0.6        
                                   白糠町西１条＊=0.6 厚岸町真栄＊=0.5                                                             
  
   59  11  10 17   茨城県沖                 36°22.0’Ｎ     140°58.2’Ｅ        46km       Ｍ: 3.9 
                   茨城県      ２ 日立市助川小学校＊=1.6 高萩市安良川＊=1.5                                                       
                               １ 水戸市内原町＊=1.4 東海村東海＊=1.4 鉾田市汲上＊=1.4 城里町小勝＊=1.3 笠間市石井＊=1.3          
                                   常陸大宮市上小瀬＊=1.2 ひたちなか市南神敷台＊=1.2 土浦市常名=1.2 常陸大宮市山方＊=1.2           
                                   笠間市笠間＊=1.1 高萩市本町＊=1.1 鉾田市鉾田=1.1 水戸市金町=1.1 大子町池田＊=1.0                
                                   常陸大宮市北町＊=1.0 茨城鹿嶋市宮中＊=1.0 茨城町小堤＊=1.0 笠間市下郷＊=1.0                     
                                   日立市十王町友部＊=0.9 小美玉市堅倉＊=0.9 北茨城市磯原町＊=0.8 ひたちなか市東石川＊=0.8         
                                   茨城鹿嶋市鉢形=0.8 常陸大宮市野口＊=0.8 かすみがうら市上土田＊=0.8 かすみがうら市大和田＊=0.8   
                                   桜川市岩瀬＊=0.8 城里町石塚＊=0.8 日立市役所＊=0.8 土浦市藤沢＊=0.7 石岡市柿岡=0.7              
                                   那珂市瓜連＊=0.7 笠間市中央＊=0.7 常陸太田市高柿町＊=0.7 小美玉市小川＊=0.7                     
                                   北茨城市中郷町＊=0.7 桜川市羽田＊=0.7 小美玉市上玉里＊=0.7 常陸太田市町田町＊=0.7               
                                   鉾田市造谷＊=0.6 筑西市門井＊=0.6 潮来市堀之内=0.6 つくば市研究学園＊=0.5 城里町阿波山＊=0.5    
                   福島県      １ 白河市東＊=1.1 白河市新白河＊=0.5 浅川町浅川＊=0.5                                              
                   栃木県      １ 真岡市石島＊=0.7 芳賀町祖母井＊=0.6 那須烏山市中央=0.5                                          
                   千葉県      １ 香取市仁良＊=0.6                                                                                
  
   60  11  20 18   茨城県沖                 36°46.5’Ｎ     141°21.7’Ｅ        41km       Ｍ: 3.5 
                   茨城県      １ 笠間市石井＊=0.5                                                                                
  
   61  12  01 25   宮崎県南部山沿い         32°03.3’Ｎ     130°49.3’Ｅ         7km       Ｍ: 2.3 
                   宮崎県      １ えびの市加久藤＊=1.0                                                                            
  
   62  12  08 49   茨城県北部               36°40.2’Ｎ     140°39.2’Ｅ         8km       Ｍ: 2.3 
                   茨城県      １ 日立市助川小学校＊=0.5                                                                          
  
   63  12  17 49   茨城県北部               36°26.8’Ｎ     140°34.7’Ｅ        56km       Ｍ: 4.3 
                   福島県      ３ 玉川村小高＊=2.8 矢祭町東舘＊=2.6 白河市新白河＊=2.5                                            
                               ２ 白河市東＊=2.4 浅川町浅川＊=2.3 白河市表郷＊=2.3 棚倉町棚倉中居野=2.3 泉崎村泉崎＊=2.2          
                                   田村市大越町＊=2.1 古殿町松川新桑原＊=2.1 鏡石町不時沼＊=2.0 須賀川市岩瀬支所＊=1.9             
                                   白河市郭内=1.9 西郷村熊倉＊=1.9 白河市八幡小路＊=1.9 中島村滑津＊=1.9 白河市大信＊=1.9          
                                   矢祭町戸塚＊=1.9 須賀川市八幡山＊=1.9 檜枝岐村上河原＊=1.7 田村市滝根町＊=1.7                   
                                   天栄村湯本支所＊=1.6 石川町長久保＊=1.5 田村市都路町＊=1.5 小野町中通＊=1.5                     
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                                   いわき市錦町＊=1.5                                                                              
                               １ 郡山市開成＊=1.4 須賀川市八幡町＊=1.4 棚倉町棚倉舘ヶ丘＊=1.4 古殿町松川横川=1.4                 
                                   郡山市湖南町＊=1.3 塙町塙＊=1.3 矢吹町一本木＊=1.3 小野町小野新町＊=1.3 田村市船引町=1.3        
                                   いわき市小名浜=1.3 葛尾村落合落合＊=1.3 天栄村下松本＊=1.2 郡山市朝日=1.2 二本松市針道＊=1.2    
                                   川俣町五百田＊=1.2 いわき市三和町=1.2 鮫川村赤坂中野＊=1.2 二本松市油井＊=1.1                   
                                   田村市常葉町＊=1.1 川内村上川内早渡＊=1.1 本宮市本宮＊=1.1 本宮市白岩＊=1.0 浪江町幾世橋=1.0    
                                   平田村永田＊=1.0 三春町大町＊=1.0 飯舘村伊丹沢＊=0.9 南会津町田島=0.9 楢葉町北田＊=0.8          
                                   二本松市金色＊=0.8 福島伊達市霊山町＊=0.7 川内村下川内=0.7 南会津町界＊=0.7                     
                                   南会津町滝原＊=0.7 川内村上川内小山平＊=0.7 福島広野町下北迫大谷地原＊=0.6 大玉村南小屋=0.6     
                                   下郷町塩生＊=0.6 会津美里町本郷庁舎＊=0.6 大玉村玉井＊=0.5 福島市五老内町＊=0.5                 
                   茨城県      ３ 東海村東海＊=3.3 笠間市石井＊=3.1 ひたちなか市東石川＊=3.0 土浦市常名=2.9 笠間市笠間＊=2.9      
                                   大子町池田＊=2.8 常陸大宮市北町＊=2.8 那珂市瓜連＊=2.8 城里町小勝＊=2.8                         
                                   日立市助川小学校＊=2.8 日立市十王町友部＊=2.7 取手市寺田＊=2.7 つくば市研究学園＊=2.7           
                                   常陸太田市高柿町＊=2.7 常陸大宮市野口＊=2.6 水戸市内原町＊=2.6 筑西市門井＊=2.6                 
                                   桜川市岩瀬＊=2.6 桜川市羽田＊=2.6 常陸大宮市山方＊=2.6 土浦市田中＊=2.6 石岡市柿岡=2.5          
                                   城里町石塚＊=2.5 桜川市真壁＊=2.5                                                               
                               ２ 日立市役所＊=2.4 常陸太田市町田町＊=2.4 小美玉市小川＊=2.4 小美玉市上玉里＊=2.4                 
                                   かすみがうら市上土田＊=2.4 水戸市金町=2.3 常陸太田市町屋町=2.3 常陸大宮市中富町=2.3             
                                   城里町阿波山＊=2.3 鉾田市汲上＊=2.2 常陸太田市金井町＊=2.2 小美玉市堅倉＊=2.2                   
                                   土浦市藤沢＊=2.2 常陸太田市大中町＊=2.2 かすみがうら市大和田＊=2.2 つくば市天王台＊=2.1         
                                   坂東市馬立＊=2.1 筑西市舟生=2.1 笠間市中央＊=2.1 ひたちなか市南神敷台＊=2.1                     
                                   常陸大宮市上小瀬＊=2.1 守谷市大柏＊=2.0 笠間市下郷＊=2.0 筑西市海老ヶ島＊=2.0                   
                                   つくば市小茎＊=2.0 五霞町小福田＊=2.0 鉾田市造谷＊=2.0 下妻市本城町＊=1.9 茨城町小堤＊=1.9      
                                   北茨城市磯原町＊=1.9 北茨城市中郷町＊=1.9 石岡市若宮＊=1.9 石岡市八郷＊=1.9 結城市結城＊=1.9    
                                   常陸大宮市高部＊=1.8 美浦村受領＊=1.8 坂東市山＊=1.8 八千代町菅谷＊=1.8 筑西市下中山＊=1.8      
                                   高萩市安良川＊=1.8 つくばみらい市福田＊=1.7 境町旭町＊=1.7 大洗町磯浜町＊=1.7                   
                                   那珂市福田＊=1.7 稲敷市江戸崎甲＊=1.7 常総市新石下＊=1.7 行方市麻生＊=1.6 坂東市役所＊=1.5      
                                   阿見町中央＊=1.5 茨城古河市下大野＊=1.5 茨城古河市仁連＊=1.5 茨城鹿嶋市鉢形=1.5                 
                               １ 高萩市本町＊=1.4 下妻市鬼怒＊=1.4 取手市井野＊=1.4 茨城鹿嶋市宮中＊=1.4 行方市玉造＊=1.4        
                                   鉾田市鉾田=1.4 常総市水海道諏訪町＊=1.4 牛久市中央＊=1.3 坂東市岩井=1.3 稲敷市役所＊=1.3        
                                   稲敷市伊佐津＊=1.3 つくばみらい市加藤＊=1.3 ひたちなか市山ノ上町=1.2 龍ケ崎市役所＊=1.2         
                                   稲敷市須賀津＊=1.0 行方市山田＊=1.0 茨城古河市長谷町＊=1.0 潮来市辻＊=1.0 稲敷市結佐＊=1.0      
                                   潮来市堀之内=0.8 利根町布川=0.7 取手市藤代＊=0.7 神栖市溝口＊=0.6                               
                   栃木県      ３ 市貝町市塙＊=3.0 益子町益子=2.7 那須烏山市中央=2.7 真岡市石島＊=2.6 大田原市湯津上＊=2.5        
                               ２ 足利市大正町＊=2.4 真岡市田町＊=2.4 茂木町茂木＊=2.4 芳賀町祖母井＊=2.4                         
                                   栃木さくら市喜連川＊=2.3 栃木那珂川町馬頭＊=2.3 日光市鬼怒川温泉大原＊=2.2                      
                                   宇都宮市明保野町=2.2 那須烏山市大金＊=2.2 宇都宮市中里町＊=2.1 佐野市高砂町＊=2.1               
                                   真岡市荒町＊=2.1 日光市今市本町＊=2.0 高根沢町石末＊=2.0 小山市神鳥谷＊=2.0                     
                                   栃木市藤岡町藤岡＊=1.9 鹿沼市晃望台＊=1.9 栃木さくら市氏家＊=1.9 那須烏山市役所＊=1.9           
                                   下野市田中＊=1.9 下野市笹原＊=1.9 那須町寺子＊=1.8 日光市藤原庁舎＊=1.8 栃木市岩舟町静＊=1.7    
                                   大田原市黒羽田町=1.7 宇都宮市旭＊=1.7 宇都宮市中岡本町＊=1.7 鹿沼市今宮町＊=1.6                 
                                   那須塩原市あたご町＊=1.6 茂木町北高岡天矢場＊=1.6 坂東市岩井=1.6 那須塩原市塩原庁舎＊=1.5       
                                   大田原市本町＊=1.5                                                                              
                               １ 日光市芹沼＊=1.4 日光市日蔭＊=1.4 那須塩原市鍋掛＊=1.4 那須塩原市共墾社＊=1.4 栃木市旭町=1.4    
                                   日光市足尾町中才＊=1.3 日光市足尾町通洞＊=1.3 塩谷町玉生＊=1.3 宇都宮市塙田＊=1.3               
                                   佐野市中町＊=1.3 佐野市葛生東＊=1.3 佐野市田沼町＊=1.3 野木町丸林＊=1.3 日光市瀬川=1.3          
                                   日光市湯元＊=1.3 栃木市万町＊=1.2 鹿沼市口粟野＊=1.2 日光市御幸町＊=1.2                         
                                   栃木市西方町本城＊=1.1 那須塩原市蟇沼=1.0 上三川町しらさぎ＊=1.0 那須塩原市中塩原＊=1.0         
                                   栃木市大平町富田＊=0.9 矢板市本町＊=0.9 小山市中央町＊=0.8 壬生町通町＊=0.7                     
                                   栃木市都賀町家中＊=0.6                                                                          
                   群馬県      ２ 桐生市黒保根町＊=2.1 渋川市赤城町＊=2.1 沼田市利根町＊=1.8 大泉町日の出＊=1.8                   
                                   片品村鎌田＊=1.7 太田市西本町＊=1.7 館林市美園町＊=1.6 千代田町赤岩＊=1.5                       
                               １ 桐生市新里町＊=1.4 伊勢崎市今泉町＊=1.4 伊勢崎市西久保町＊=1.4 太田市浜町＊=1.4                 
                                   邑楽町中野＊=1.4 太田市大原町＊=1.3 板倉町板倉=1.3 みなかみ町鹿野沢＊=1.2 桐生市織姫町=1.2      
                                   群馬明和町新里＊=1.1 伊勢崎市東町＊=1.1 沼田市西倉内町=1.1 渋川市吹屋＊=1.0                     
                                   みどり市笠懸町＊=1.0 みどり市大間々町＊=1.0 前橋市粕川町＊=1.0 伊勢崎市境＊=0.9                 
                                   太田市新田金井町＊=0.9 沼田市下久屋町＊=0.9 沼田市白沢町＊=0.9 みどり市東町＊=0.9               
                                   館林市城町＊=0.8 神流町生利＊=0.8 太田市粕川町＊=0.7 東吾妻町原町=0.7 前橋市富士見町＊=0.7      
                                   高崎市高松町＊=0.7 渋川市伊香保町＊=0.7 前橋市鼻毛石町＊=0.6 高崎市足門町＊=0.6                 
                                   東吾妻町本宿＊=0.6 前橋市堀越町＊=0.6 前橋市昭和町=0.5                                          
                   埼玉県      ２ 春日部市粕壁＊=1.8 東松山市松葉町＊=1.7 久喜市下早見=1.7 春日部市金崎＊=1.7 宮代町笠原＊=1.7    
                                   嵐山町杉山＊=1.6 熊谷市江南＊=1.6 幸手市東＊=1.5                                                
                               １ 羽生市東＊=1.4 さいたま見沼区堀崎＊=1.4 加須市大利根＊=1.3 久喜市青葉＊=1.3 行田市本丸＊=1.2    
                                   さいたま北区宮原＊=1.2 鴻巣市川里＊=1.1 滑川町福田＊=1.1 埼玉美里町木部＊=1.0                   
                                   ときがわ町桃木＊=1.0 春日部市谷原新田＊=1.0 北本市本町＊=1.0 吉川市きよみ野＊=1.0               
                                   白岡市千駄野＊=1.0 行田市南河原＊=1.0 本庄市児玉町=1.0 深谷市川本＊=1.0 久喜市鷲宮＊=1.0        
                                   川越市新宿町＊=0.9 上尾市本町＊=0.9 草加市高砂＊=0.9 桶川市泉＊=0.9 東松山市市ノ川＊=0.9        
                                   蓮田市黒浜＊=0.9 坂戸市千代田＊=0.9 さいたま西区指扇＊=0.9 鴻巣市吹上富士見＊=0.9               
                                   秩父市近戸町＊=0.9 熊谷市妻沼＊=0.8 長瀞町野上下郷＊=0.8 和光市広沢＊=0.8 深谷市花園＊=0.8      
                                   加須市騎西＊=0.8 川島町下八ツ林＊=0.8 埼玉三芳町藤久保＊=0.7 毛呂山町中央＊=0.7                 
                                   越生町越生＊=0.7 熊谷市宮町＊=0.7 さいたま大宮区天沼町＊=0.7 熊谷市大里＊=0.7                   
                                   吉見町下細谷＊=0.7 川越市旭町=0.7 狭山市入間川＊=0.7 加須市北川辺＊=0.7 鶴ヶ島市三ツ木＊=0.6    
                                   鴻巣市中央＊=0.6 松伏町松伏＊=0.6 深谷市仲町＊=0.6 さいたま大宮区大門＊=0.6                     
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 地震   震源時    震央地名                   緯度              経度               深さ        規模   

 番号   日 時 分  各 地 の 震 度 （計 測 震 度） 
 
                                   さいたま浦和区高砂=0.6 戸田市上戸田＊=0.6 朝霞市本町＊=0.6 新座市野火止＊=0.6                   
                                   加須市三俣＊=0.6 久喜市栗橋＊=0.6 三郷市中央＊=0.6 八潮市中央＊=0.5 宇都宮市旭＊=0.5            
                                   秩父市上町=0.5 小川町大塚＊=0.5 鳩山町大豆戸=0.5 熊谷市桜町=0.5                                 
                   千葉県      ２ 野田市鶴奉＊=2.2 白井市復＊=1.9 鎌ケ谷市新鎌ケ谷＊=1.7 野田市東宝珠花＊=1.6 柏市柏＊=1.6        
                                   柏市旭町=1.5                                                                                    
                               １ 柏市大島田＊=1.3 我孫子市我孫子＊=1.3 成田市名古屋=1.2 八千代市大和田新田＊=1.2                 
                                   浦安市日の出=1.1 栄町安食台＊=1.1 千葉花見川区花島町＊=1.0 千葉美浜区ひび野=1.0                 
                                   習志野市鷺沼＊=1.0 成田市松子＊=0.9 富里市七栄＊=0.9 香取市佐原平田=0.9 香取市仁良＊=0.9        
                                   印西市大森＊=0.8 神崎町神崎本宿＊=0.8 芝山町小池＊=0.8 香取市役所＊=0.8 山武市埴谷＊=0.8        
                                   千葉中央区都町＊=0.8 千葉稲毛区園生町＊=0.8 成田国際空港=0.8 印西市美瀬＊=0.7                   
                                   香取市岩部＊=0.7 千葉若葉区小倉台＊=0.7 船橋市湊町＊=0.7 松戸市根本＊=0.7 市川市南八幡＊=0.6    
                                   東金市東新宿=0.5 東金市日吉台＊=0.5 千葉美浜区稲毛海岸＊=0.5 多古町多古=0.5                     
                   宮城県      １ 岩沼市桜＊=0.8                                                                                  
                   東京都      １ 東京千代田区大手町=1.4 東京中野区江古田＊=1.4 東京渋谷区本町＊=1.3 東京中野区中野＊=1.3         
                                   東京江戸川区中央=1.2 東京杉並区桃井＊=1.1 東京練馬区光が丘＊=1.1 三鷹市野崎＊=1.1               
                                   調布市西つつじヶ丘＊=1.1 東大和市中央＊=1.1 東京練馬区豊玉北＊=1.0 東京文京区大塚＊=0.9         
                                   東京新宿区百人町＊=0.8 東京江東区森下＊=0.8 東京足立区伊興＊=0.8 西東京市中町＊=0.8             
                                   東京文京区スポーツセンタ＊=0.7 東京杉並区高井戸＊=0.7 東京足立区神明南＊=0.7                    
                                   東京葛飾区立石＊=0.7 東京江戸川区鹿骨＊=0.7 東京江戸川区船堀＊=0.7 東京千代田区富士見＊=0.6     
                                   東京中央区勝どき＊=0.6 東京世田谷区三軒茶屋＊=0.6 東京北区西ヶ原＊=0.6 東京荒川区東尾久＊=0.6   
                                   東京千代田区麹町＊=0.5 東京練馬区東大泉＊=0.5 東京江東区越中島＊=0.5 東京品川区平塚＊=0.5       
                                   東京渋谷区宇田川町＊=0.5                                                                        
                   神奈川県    １ 横浜港北区日吉本町＊=1.1 川崎宮前区宮前平＊=0.9 川崎川崎区宮前町＊=0.6 川崎中原区小杉町＊=0.6   
                                   川崎中原区小杉陣屋町=0.5                                                                        
  
   64  13  02 48   宮古島近海               24°41.0’Ｎ     124°50.3’Ｅ        19km       Ｍ: 3.3 
                   沖縄県      １ 多良間村塩川=0.5                                                                                
  
   65  13  04 53   岐阜県飛騨地方           36°00.7’Ｎ     137°24.7’Ｅ         8km       Ｍ: 2.5 
                   岐阜県      ２ 高山市高根町＊=1.5                                                                              
  
   66  13  04 54   岐阜県飛騨地方           36°00.7’Ｎ     137°24.7’Ｅ         8km       Ｍ: 3.1 
                   岐阜県      ２ 高山市高根町＊=1.9                                                                              
                               １ 高山市上宝町本郷＊=1.0 高山市丹生川町坊方＊=0.9 高山市久々野町＊=0.9 高山市朝日町＊=0.7         
                                   高山市奥飛騨温泉郷栃尾＊=0.5 飛騨市神岡町東町＊=0.5                                             
                   長野県      １ 木曽町開田高原西野＊=1.0 木曽町新開＊=0.5                                                       
  
   67  13  16 21   熊本県熊本地方           32°47.9’Ｎ     130°49.6’Ｅ         6km       Ｍ: 2.3 
                   熊本県      １ 菊池市旭志＊=0.7                                                                                
  
   68  14  04 15   大阪府北部               34°48.9’Ｎ     135°37.9’Ｅ        11km       Ｍ: 3.3 
                   京都府      ２ 久御山町田井＊=1.9 宇治市宇治琵琶=1.5                                                           
                               １ 京都伏見区向島＊=1.4 八幡市八幡＊=1.3 京田辺市田辺＊=1.1 京都伏見区醍醐＊=1.1                   
                                   城陽市寺田＊=1.0 宇治田原町荒木＊=1.0 京都西京区大枝＊=1.0 宇治市折居台＊=0.9                   
                                   亀岡市余部町＊=0.9 井手町井手＊=0.8 大山崎町円明寺＊=0.8 亀岡市安町=0.8                         
                                   南丹市園部町小桜町＊=0.6 京都中京区河原町御池＊=0.6 京都伏見区竹田＊=0.6 精華町南稲八妻＊=0.5   
                                   向日市寺戸町＊=0.5                                                                              
                   大阪府      ２ 交野市私部＊=2.4 枚方市大垣内＊=2.3 寝屋川市役所＊=1.9 高槻市桃園町=1.8 高槻市消防本部＊=1.7    
                                   高槻市立第２中学校＊=1.6 四條畷市中野＊=1.5                                                     
                               １ 箕面市箕面=1.4 茨木市東中条町＊=1.2 島本町若山台＊=1.1 箕面市粟生外院＊=0.8 大東市新町＊=0.7    
                   滋賀県      １ 大津市南郷＊=0.7 大津市国分＊=0.6                                                               
                   奈良県      １ 大和郡山市北郡山町＊=1.3 高取町観覚寺＊=0.8 生駒市東新町＊=0.6 平群町吉新＊=0.6                 
                                   斑鳩町法隆寺西＊=0.6 広陵町南郷＊=0.5                                                           
  
   69  14  09 27   宮城県沖                 38°54.1’Ｎ     142°06.2’Ｅ        44km       Ｍ: 3.5 
                   岩手県      １ 大船渡市猪川町=0.6                                                                              
                   宮城県      １ 気仙沼市笹が陣＊=0.5 気仙沼市唐桑町＊=0.5                                                       
  
   70  14  17 04   宮城県沖                 37°51.6’Ｎ     142°29.0’Ｅ        44km       Ｍ: 4.8 
                   宮城県      ３ 石巻市桃生町＊=2.5                                                                              
                               ２ 涌谷町新町裏=2.2 塩竈市旭町＊=2.2 登米市迫町＊=1.8 登米市南方町＊=1.8 松島町高城=1.8            
                                   東松島市矢本＊=1.6 登米市米山町＊=1.6 宮城美里町北浦＊=1.5 大崎市田尻＊=1.5                     
                                   石巻市大街道南＊=1.5                                                                            
                               １ 登米市中田町=1.4 登米市豊里町＊=1.4 南三陸町志津川=1.4 大崎市鹿島台＊=1.4 石巻市相野谷＊=1.4    
                                   石巻市前谷地＊=1.4 仙台宮城野区五輪=1.3 石巻市北上町＊=1.3 登米市登米町＊=1.3                   
                                   名取市増田＊=1.3 利府町利府＊=1.3 岩沼市桜＊=1.3 大崎市古川三日町=1.2 仙台泉区将監＊=1.2        
                                   大崎市松山＊=1.2 登米市東和町＊=1.2 宮城美里町木間塚＊=1.2 宮城川崎町前川＊=1.2                 
                                   亘理町下小路＊=1.2 大崎市古川北町＊=1.1 大郷町粕川＊=1.1 栗原市若柳＊=1.1 栗原市高清水＊=1.1    
                                   大崎市古川大崎=1.1 東松島市小野＊=1.0 栗原市瀬峰＊=1.0 仙台若林区遠見塚＊=1.0 石巻市泉町=1.0    
                                   栗原市一迫＊=1.0 宮城加美町中新田＊=1.0 栗原市築館＊=1.0 気仙沼市笹が陣＊=0.9                   
                                   気仙沼市唐桑町＊=0.9 蔵王町円田＊=0.9 色麻町四竈＊=0.9 仙台青葉区作並＊=0.9                     
                                   登米市津山町＊=0.9 栗原市栗駒=0.9 大衡村大衡＊=0.9 三春町大町＊=0.8 仙台宮城野区苦竹＊=0.8      
                                   南三陸町歌津＊=0.8 丸森町鳥屋＊=0.7 気仙沼市赤岩=0.7 七ヶ浜町東宮浜＊=0.6 大和町吉岡＊=0.6      
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   石巻市大瓜=0.5 石巻市鮎川浜＊=0.5 仙台青葉区大倉=0.5  
      岩手県     ２ 一関市藤沢町＊=1.5  

１ 盛岡市薮川＊=1.2 一関市千厩町＊=1.0 一関市室根町＊=1.0 大船渡市大船渡町=0.9
  釜石市中妻町＊=0.8 北上市相去町＊=0.8 奥州市前沢＊=0.8 一関市花泉町＊=0.8 平泉町平泉＊=0.7     
   一関市東山町＊=0.6 盛岡市山王町=0.6 北上市柳原町=0.5 住田町世田米＊=0.5     

      福島県     ２ 国見町藤田＊=1.6    
１ 浪江町幾世橋=1.4 双葉町両竹＊=1.3 楢葉町北田＊=1.2 二本松市油井＊=1.1 玉川村小高＊=1.1
  田村市大越町＊=1.1 大玉村南小屋=1.0 福島伊達市霊山町＊=1.0 新地町谷地小屋＊=1.0
  郡山市湖南町＊=0.9 桑折町東大隅＊=0.9 天栄村下松本＊=0.9 田村市滝根町＊=0.9 相馬市中村＊=0.9   
  福島市松木町=0.8 川俣町五百田＊=0.8 飯舘村伊丹沢＊=0.8 南相馬市鹿島区西町＊=0.8
  いわき市三和町=0.7 福島伊達市梁川町＊=0.6 郡山市朝日=0.6 白河市新白河＊=0.6 田村市船引町=0.6   
  須賀川市八幡山＊=0.6 田村市常葉町＊=0.6 南相馬市原町区高見町＊=0.6 田村市都路町＊=0.6  
  福島市桜木町＊=0.5   

      茨城県     １ 笠間市石井＊=0.5    

   71  14  17 53   千葉県南東沖 34°52.8’Ｎ     139°56.2’Ｅ        52km       Ｍ: 3.5 
      千葉県     １ 南房総市岩糸＊=1.1 南房総市白浜町白浜＊=0.8 南房総市谷向＊=0.6 館山市北条＊=0.6  

   館山市長須賀=0.5     
      静岡県     １ 東伊豆町奈良本＊=0.7

   72  15  01 02   小笠原諸島西方沖  26°32.1’Ｎ     140°42.4’Ｅ       466km       Ｍ: 5.3 
      東京都     １ 小笠原村母島=1.2 小笠原村父島三日月山=0.7 小笠原村父島西町=0.6

   73  15  11 07   沖縄本島近海 26°17.1’Ｎ     127°47.6’Ｅ        19km       Ｍ: 2.9 
      沖縄県     １ 南城市大里仲間＊=1.2 南城市佐敷字佐敷＊=0.9 宜野湾市野嵩＊=0.8 南城市知念久手堅＊=0.8

  与那原町上与那原＊=0.7 沖縄市美里＊=0.7 八重瀬町東風平＊=0.6 南風原町兼城＊=0.5

   74  15  22 14   秋田県内陸南部    39°29.3’Ｎ     140°25.4’Ｅ        10km       Ｍ: 3.0 
      秋田県     ３ 大仙市神宮寺＊=2.7  

１ 大仙市刈和野＊=1.0 大仙市大曲花園町＊=0.9 仙北市西木町上桧木内＊=0.8 大仙市高梨＊=0.7

   75  16  01 28   岩手県沿岸南部 39°15.8’Ｎ     141°43.1’Ｅ        62km       Ｍ: 4.6 
      岩手県     ３ 一関市千厩町＊=3.3 一関市室根町＊=2.6 宮古市区界＊=2.6

２ 住田町世田米＊=2.4 盛岡市馬場町＊=2.4 盛岡市薮川＊=2.4 一関市大東町=2.4 一関市東山町＊=2.3 
  大船渡市大船渡町=2.3 矢巾町南矢幅＊=2.3 盛岡市山王町=2.3 釜石市中妻町＊=2.2 盛岡市渋民＊=2.2   
  一関市花泉町＊=2.2 八幡平市田頭＊=2.2 一関市藤沢町＊=2.2 北上市相去町＊=2.1 
  花巻市石鳥谷町＊=2.0 普代村銅屋＊=2.0 遠野市宮守町＊=2.0 奥州市胆沢＊=2.0   
陸前高田市高田町＊=2.0 花巻市大迫町=1.9 遠野市青笹町＊=1.9 釜石市只越町=1.9 平泉町平泉＊=1.9
奥州市江刺＊=1.9 花巻市東和町＊=1.9 奥州市衣川＊=1.9 大船渡市猪川町=1.8
紫波町紫波中央駅前＊=1.8 滝沢市鵜飼＊=1.8 宮古市田老＊=1.7 宮古市茂市＊=1.7 山田町大沢＊=1.7
宮古市川井＊=1.7 野田村野田＊=1.6 山田町八幡町=1.6 西和賀町沢内川舟＊=1.6 奥州市前沢＊=1.6
岩手町五日市＊=1.6 八幡平市大更=1.6 久慈市枝成沢=1.6 奥州市水沢大鐘町=1.5 大船渡市盛町＊=1.5
一関市川崎町＊=1.5 花巻市大迫総合支所＊=1.5

１ 宮古市五月町＊=1.4 久慈市川崎町=1.4 雫石町千刈田=1.4 一戸町高善寺＊=1.4 八幡平市野駄＊=1.4 
  花巻市材木町＊=1.4 金ケ崎町西根＊=1.4 葛巻町葛巻元木=1.3 北上市柳原町=1.3 九戸村伊保内＊=1.3   
  久慈市長内町＊=1.2 岩泉町岩泉＊=1.2 岩手洋野町種市=1.2 二戸市浄法寺町＊=1.2 宮古市鍬ヶ崎=1.2   
 西和賀町沢内太田＊=1.2 奥州市水沢佐倉河＊=1.2 軽米町軽米＊=1.1 八幡平市叺田＊=1.1     
  二戸市福岡=1.0 田野畑村田野畑=1.0 岩手洋野町大野＊=1.0 葛巻町消防分署＊=1.0 大槌町小鎚＊=0.9   
  岩泉町大川＊=0.9 葛巻町役場＊=0.8 宮古市長沢=0.8 雫石町西根上駒木野=0.8 西和賀町川尻＊=0.8     
  一関市竹山町＊=0.7 田野畑村役場＊=0.6

      宮城県     ３ 南三陸町志津川=3.1 気仙沼市笹が陣＊=2.6 涌谷町新町裏=2.5 栗原市若柳＊=2.5 気仙沼市赤岩=2.5 
２ 気仙沼市唐桑町＊=2.4 登米市東和町＊=2.4 石巻市北上町＊=2.4 石巻市桃生町＊=2.4
  登米市中田町=2.3 登米市豊里町＊=2.2 登米市登米町＊=2.2 登米市迫町＊=2.2 石巻市相野谷＊=2.2     
  大崎市田尻＊=2.1 栗原市栗駒=2.1 色麻町四竈＊=2.1 登米市南方町＊=2.0 栗原市一迫＊=2.0   
  宮城美里町北浦＊=1.9 大崎市古川大崎=1.9 大崎市古川北町＊=1.9 大崎市松山＊=1.9
  石巻市前谷地＊=1.9 東松島市矢本＊=1.9 登米市米山町＊=1.8 大崎市鹿島台＊=1.8 
  仙台青葉区作並＊=1.8 石巻市泉町=1.8 登米市石越町＊=1.8 登米市津山町＊=1.8 栗原市志波姫＊=1.8   
  大崎市古川三日町=1.8 大衡村大衡＊=1.8 栗原市金成＊=1.7 気仙沼市本吉町西川内=1.7
  名取市増田＊=1.7 岩沼市桜＊=1.7 亘理町下小路＊=1.7 南三陸町歌津＊=1.7 石巻市大街道南＊=1.7     
  宮城美里町木間塚＊=1.7 栗原市築館＊=1.7 栗原市瀬峰＊=1.7 気仙沼市本吉町津谷＊=1.6     
  栗原市高清水＊=1.6 宮城加美町中新田＊=1.5   
１ 仙台青葉区大倉=1.4 仙台宮城野区苦竹＊=1.4 松島町高城=1.4 大崎市鳴子＊=1.3 塩竈市旭町＊=1.3 
  東松島市小野＊=1.3 栗原市花山＊=1.3 蔵王町円田＊=1.2 宮城川崎町前川＊=1.2   
  仙台若林区遠見塚＊=1.2 仙台泉区将監＊=1.2 石巻市大瓜=1.2 宮城加美町小野田＊=1.2
  栗原市鶯沢＊=1.2 大郷町粕川＊=1.1 仙台宮城野区五輪=1.1 大河原町新南＊=1.0 山元町浅生原＊=1.0   
  下妻市鬼怒＊=1.0 仙台太白区山田＊=0.9 仙台空港=0.9 石巻市雄勝町＊=0.9 柴田町船岡=0.9  
  大崎市三本木＊=0.9 宮城加美町宮崎＊=0.8 仙台青葉区雨宮＊=0.8 仙台青葉区落合＊=0.8     
  利府町利府＊=0.8 大崎市岩出山＊=0.8 大和町吉岡＊=0.5  

      青森県     ２ 階上町道仏＊=2.3 八戸市南郷＊=1.6 五戸町古舘=1.5     
１ 青森南部町苫米地＊=1.4 八戸市湊町=1.2 八戸市内丸＊=1.1 三戸町在府小路町＊=1.1
   東北町上北南＊=1.0 おいらせ町中下田＊=0.8 七戸町森ノ上＊=0.8 八戸市島守=0.5 

      秋田県     １ 秋田美郷町六郷東根=1.4 大仙市北長野＊=1.3 仙北市西木町上桧木内＊=1.3 仙北市角館町小勝田＊=1.2  
  大仙市高梨＊=1.1 大仙市神宮寺＊=1.1 仙北市角館町東勝楽丁=1.1 仙北市西木町上荒井＊=1.0 
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                                   大仙市刈和野＊=1.0 秋田市雄和新波＊=0.9 横手市大森町＊=0.9 仙北市田沢湖田沢＊=0.8               
                                   仙北市田沢湖生保内上清水＊=0.8 秋田市河辺和田＊=0.7 横手市大雄＊=0.7 大仙市大曲花園町＊=0.7     
                                   湯沢市沖鶴=0.7 仙北市田沢湖生保内宮ノ後＊=0.6 由利本荘市前郷＊=0.6                              
                   山形県      １ 中山町長崎＊=1.2 河北町谷地=1.1 東根市中央＊=1.0 寒河江市西根＊=0.9 村山市中央＊=0.9            
                                   寒河江市中央＊=0.8 天童市老野森＊=0.8 山辺町緑ケ丘＊=0.7 河北町役場＊=0.7 上山市河崎＊=0.5      
                   福島県      １ 福島伊達市霊山町＊=1.1 相馬市中村＊=1.0 国見町藤田＊=0.9 川俣町五百田＊=0.9                     
                                   田村市大越町＊=0.9 双葉町両竹＊=0.9 二本松市油井＊=0.8 田村市滝根町＊=0.8                       
                                   新地町谷地小屋＊=0.8 いわき市三和町=0.7 飯舘村伊丹沢＊=0.6 南相馬市原町区高見町＊=0.6           
                                   浪江町幾世橋=0.5 天栄村下松本＊=0.5 南相馬市原町区三島町=0.5                                    
  
   76  16  06 21   台湾付近                 23°43.6’Ｎ     121°55.2’Ｅ        31km       Ｍ: 5.4 
                   沖縄県      １ 与那国町久部良=1.2 与那国町役場＊=1.2 竹富町船浮=1.0 与那国町祖納=0.8 石垣市新栄町＊=0.8        
                                   石垣市平久保=0.7 竹富町大原=0.6 竹富町上原＊=0.6 竹富町黒島=0.5                                 
  
   77  16  06 49   茨城県南部               36°00.6’Ｎ     139°53.9’Ｅ        42km       Ｍ: 3.1 
                   茨城県      １ 土浦市藤沢＊=1.1 笠間市下郷＊=1.0 小美玉市上玉里＊=0.8 水戸市内原町＊=0.8 牛久市中央＊=0.5      
                                   つくば市小茎＊=0.5 城里町小勝＊=0.5 小美玉市小川＊=0.5 笠間市石井＊=0.5 笠間市笠間＊=0.5        
                   栃木県      １ 下野市笹原＊=0.7 真岡市石島＊=0.7 栃木市旭町=0.6 下野市田中＊=0.5                               
                   埼玉県      １ 久喜市下早見=0.5                                                                                
                   千葉県      １ 野田市鶴奉＊=0.8                                                                                
  
   78  16  23 45   熊本県天草・芦北地方     32°27.0’Ｎ     130°32.7’Ｅ         9km       Ｍ: 3.2 
                   熊本県      １ 上天草市松島町＊=1.3 八代市平山新町=1.1 八代市坂本町＊=1.0 芦北町田浦町＊=0.9                   
                                   天草市有明町＊=0.7 上天草市姫戸町＊=0.6 上天草市大矢野町=0.5                                    
  
   79  17  02 58   長野県北部               36°55.4’Ｎ     138°27.1’Ｅ         5km       Ｍ: 1.9 
                   長野県      ２ 飯山市飯山福寿町＊=1.5                                                                          
  
   80  17  05 18   茨城県南部               36°02.2’Ｎ     139°52.9’Ｅ        42km       Ｍ: 3.1 
                   栃木県      １ 真岡市石島＊=0.8 下野市笹原＊=0.8                                                               
                   埼玉県      １ 久喜市下早見=0.7 加須市騎西＊=0.5                                                               
  
   81  17  17 16   五島列島近海             32°52.2’Ｎ     128°59.3’Ｅ         7km       Ｍ: 2.3 
                   長崎県      １ 新上五島町若松＊=1.3                                                                            
  
   82  17  18 46   栃木県北部               37°02.7’Ｎ     139°50.3’Ｅ        12km       Ｍ: 2.9 
                   栃木県      １ 那須塩原市中塩原＊=1.3 那須塩原市鍋掛＊=0.5                                                     
  
   83  17  18 46   青森県東方沖             41°25.1’Ｎ     141°44.9’Ｅ        69km       Ｍ: 3.3 
                   北海道      １ 函館市泊町＊=0.9                                                                                
                   青森県      １ 東通村砂子又沢内＊=0.9                                                                          
  
   84  17  23 07   奄美大島近海             28°46.1’Ｎ     129°19.5’Ｅ        73km       Ｍ: 3.9 
                   鹿児島県    １ 瀬戸内町与路島＊=1.4 瀬戸内町西古見=1.3 瀬戸内町加計呂麻島＊=1.2 瀬戸内町請島＊=1.1             
                                   宇検村湯湾＊=0.8                                                                                
  
   85  18  06 29   千葉県北西部             35°41.4’Ｎ     140°06.9’Ｅ        66km       Ｍ: 3.3 
                   千葉県      １ 千葉中央区都町＊=1.3 千葉花見川区花島町＊=0.9 千葉稲毛区園生町＊=0.7 千葉中央区中央港=0.6       
                                   八千代市大和田新田＊=0.5                                                                        
                   神奈川県    １ 川崎中原区小杉町＊=0.7                                                                          
  
   86  18  21 06   種子島近海               29°48.1’Ｎ     130°45.2’Ｅ        58km       Ｍ: 4.5 
                   鹿児島県    １ 中種子町野間＊=1.0 南種子町中之上＊=1.0 屋久島町平内=1.0 屋久島町宮之浦＊=1.0                   
                                   鹿児島十島村悪石島＊=0.9 鹿児島十島村中之島徳之尾=0.9 南種子町西之＊=0.9 屋久島町尾之間＊=0.7   
                                   鹿児島十島村口之島出張所＊=0.7 南種子町中之下=0.5 錦江町田代支所＊=0.5                          
  
   87  19  00 18   宮城県沖                 38°14.5’Ｎ     141°43.7’Ｅ        49km       Ｍ: 3.9 
                   宮城県      ２ 石巻市桃生町＊=1.5                                                                              
                               １ 石巻市鮎川浜＊=1.3 屋久島町平内=0.7 東松島市矢本＊=0.6 大崎市鹿島台＊=0.6 石巻市北上町＊=0.6    
                                   石巻市大街道南＊=0.5                                                                            
                   福島県      １ 相馬市中村＊=0.8                                                                                
  
   88  19  04 23   熊本県熊本地方           32°42.3’Ｎ     130°36.6’Ｅ        11km       Ｍ: 2.6 
                   熊本県      １ 宇城市不知火町＊=0.6                                                                            
  
   89  19  09 03   徳島県北部               34°00.0’Ｎ     133°44.1’Ｅ         9km       Ｍ: 2.3 
                   徳島県      １ 徳島三好市池田総合体育館=0.6                                                                    
  
   90  19  19 01   新潟県中越地方           37°09.0’Ｎ     138°51.1’Ｅ         6km       Ｍ: 2.1 
                   新潟県      １ 十日町市下条＊=1.2                                                                              
  
   91  19  19 25   大阪府北部               34°50.8’Ｎ     135°37.1’Ｅ        12km       Ｍ: 2.8 
                   京都府      １ 宇治市宇治琵琶=0.8                                                                              
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      大阪府     １ 枚方市大垣内＊=0.6  

   92  19  23 36   徳島県北部 34°00.0’Ｎ     133°44.2’Ｅ  9km       Ｍ: 3.0 
      徳島県     ２ 徳島三好市池田総合体育館=2.3  

１ 徳島三好市池田中学校＊=0.8 東みよし町昼間＊=0.5     

   93  20  01 26   父島近海     27°04.9’Ｎ     141°51.0’Ｅ 148km       Ｍ: 4.5 
      東京都     １ 小笠原村母島=1.1 小笠原村父島三日月山=0.5 

   94  20  02 16   茨城県沖     36°27.4’Ｎ     141°05.1’Ｅ 45km       Ｍ: 3.4 
      茨城県     １ 日立市助川小学校＊=0.8 高萩市安良川＊=0.5 

   95  20  14 16   西表島付近   23°57.5’Ｎ     123°35.3’Ｅ        32km       Ｍ: 4.5 
      沖縄県     ２ 竹富町船浮=1.6      

１ 竹富町大原=1.0 竹富町波照間=1.0 竹富町上原＊=1.0 竹富町黒島=0.7 石垣市新栄町＊=0.6    

   96  20  15 58   富山県東部   36°29.9’Ｎ     137°29.6’Ｅ         6km       Ｍ: 4.3 
      富山県     ３ 上市町稗田＊=2.6 立山町吉峰=2.5

２ 立山町芦峅寺＊=2.4 舟橋村仏生寺＊=2.3 南砺市利賀村上百瀬＊=1.9 南砺市上平細島＊=1.9  
  富山市石坂=1.9 富山市楡原＊=1.9 富山市新桜町＊=1.8 滑川市寺家町＊=1.7 富山市八尾町福島=1.6     
   立山町米沢＊=1.5 富山市今泉＊=1.5
１ 富山市上二杉＊=1.4 南砺市下梨＊=1.4 射水市加茂中部＊=1.4 富山市花崎＊=1.3 射水市本町＊=1.3 
  氷見市加納＊=1.3 射水市二口＊=1.1 南砺市蛇喰＊=1.1 富山市婦中町笹倉＊=1.1 南砺市城端＊=1.0     
  富山朝日町道下=1.0 南砺市井波＊=1.0 南砺市荒木＊=0.9 魚津市釈迦堂=0.9 射水市橋下条＊=0.9
  高岡市伏木=0.8 黒部市宇奈月町下立＊=0.8 富山市山田湯＊=0.8 射水市小島＊=0.7 黒部市植木＊=0.7   
  魚津市本江＊=0.7 高岡市広小路＊=0.6 入善町入膳＊=0.6 南砺市天池=0.5

      石川県     ２ 珠洲市正院町＊=1.5  
１ 七尾市本府中町=1.3 能登町松波＊=1.3 加賀市直下町=1.0 穴水町大町＊=1.0 能登町宇出津=0.9
  七尾市袖ヶ江町＊=0.8 輪島市鳳至町=0.8 かほく市浜北＊=0.7 羽咋市柳田町=0.5 金沢市弥生＊=0.5     
   志賀町富来領家町=0.5 志賀町香能＊=0.5

      岐阜県     ２ 高山市奥飛騨温泉郷栃尾＊=2.2 高山市上宝町本郷＊=2.2 飛騨市古川町＊=1.8 飛騨市神岡町東町＊=1.8  
  高山市高根町＊=1.5 飛騨市神岡町殿=1.5 飛騨市宮川町＊=1.5
１ 飛騨市河合町元田＊=1.3 飛騨市河合町角川＊=1.3 高山市丹生川町坊方＊=1.1 高山市国府町＊=1.1     
   白川村鳩谷＊=0.8 高山市消防署＊=0.5

      新潟県     １ 糸魚川市青海＊=0.7 糸魚川市大野＊=0.5     
      福井県     １ 大野市朝日＊=0.7 福井坂井市三国町中央＊=0.6 福井坂井市春江町随応寺＊=0.6   

   97  20  18 12   茨城県南部   35°58.8’Ｎ     140°07.5’Ｅ 59km       Ｍ: 3.0 
      茨城県     １ 土浦市常名=0.5 石岡市柿岡=0.5 

   98  20  18 46   秋田県内陸南部 39°15.5’Ｎ     140°40.7’Ｅ 12km       Ｍ: 3.0 
      岩手県     １ 西和賀町川尻＊=1.2  
      秋田県     １ 東成瀬村田子内＊=0.9 横手市山内土渕＊=0.6 

   99  21  06 00   胆振地方中東部 42°41.3’Ｎ     141°58.2’Ｅ        32km       Ｍ: 3.5 
      北海道     ３ 厚真町鹿沼=2.5      

２ 安平町早来北進＊=1.6 安平町追分柏が丘＊=1.5
１ 新千歳空港=1.3 厚真町京町＊=1.3 登別市桜木町＊=1.2 千歳市支笏湖温泉＊=1.2 恵庭市京町＊=1.0     
  むかわ町穂別＊=1.0 札幌東区元町＊=0.9 千歳市若草＊=0.7 日高地方日高町門別＊=0.6

  100  21  13 13   福島県沖     37°03.9’Ｎ     141°08.1’Ｅ        50km       Ｍ: 4.0 
      福島県     ２ 田村市都路町＊=1.9 いわき市三和町=1.9 楢葉町北田＊=1.9 いわき市錦町＊=1.8 

  川内村上川内早渡＊=1.8 川内村下川内=1.6 福島広野町下北迫大谷地原＊=1.6 矢祭町戸塚＊=1.5
   白河市新白河＊=1.5   
１ 玉川村小高＊=1.4 田村市船引町=1.4 田村市大越町＊=1.4 田村市常葉町＊=1.4 富岡町本岡＊=1.4
  二本松市針道＊=1.3 泉崎村泉崎＊=1.3 矢祭町東舘＊=1.3 いわき市小名浜=1.3     
  いわき市平四ツ波＊=1.3 白河市表郷＊=1.3 飯舘村伊丹沢＊=1.3 小野町小野新町＊=1.3
 小野町中通＊=1.2 川内村上川内小山平＊=1.2 いわき市平梅本＊=1.2 福島広野町下北迫苗代替＊=1.1    
  石川町長久保＊=1.1 田村市滝根町＊=1.1 須賀川市岩瀬支所＊=1.1 浅川町浅川＊=1.1
  古殿町松川新桑原＊=1.1 浪江町幾世橋=1.0 郡山市開成＊=1.0 川俣町五百田＊=1.0 
  二本松市油井＊=1.0 本宮市本宮＊=1.0 棚倉町棚倉中居野=1.0 双葉町両竹＊=1.0 本宮市白岩＊=0.9     
  葛尾村落合落合＊=0.9 二本松市金色＊=0.9 須賀川市八幡町＊=0.8 福島伊達市霊山町＊=0.8   
  鏡石町不時沼＊=0.8 白河市大信＊=0.7 大熊町野上＊=0.7 郡山市朝日=0.7 天栄村下松本＊=0.7 
  須賀川市八幡山＊=0.6 古殿町松川横川=0.6 白河市東＊=0.6 大玉村南小屋=0.6 大玉村玉井＊=0.6
  白河市郭内=0.6

      宮城県     １ 岩沼市桜＊=0.6      
      茨城県     １ 日立市助川小学校＊=1.4 北茨城市磯原町＊=1.3 大子町池田＊=1.3 日立市役所＊=1.2

  東海村東海＊=1.2 常陸大宮市北町＊=1.2 常陸大宮市山方＊=1.2 常陸大宮市上小瀬＊=1.2     
  常陸大宮市野口＊=1.2 城里町小勝＊=1.2 水戸市内原町＊=1.1 高萩市安良川＊=1.1 笠間市石井＊=1.0   
  ひたちなか市南神敷台＊=1.0 城里町石塚＊=1.0 常陸太田市高柿町＊=0.9 日立市十王町友部＊=0.9      
  笠間市笠間＊=0.9 常陸太田市町田町＊=0.9 桜川市羽田＊=0.9 常陸太田市町屋町=0.8
  笠間市下郷＊=0.8 筑西市門井＊=0.8 常陸大宮市高部＊=0.8 高萩市本町＊=0.7 土浦市常名=0.7
 北茨城市中郷町＊=0.7 水戸市金町=0.7 笠間市中央＊=0.7 石岡市柿岡=0.6 桜川市岩瀬＊=0.6   
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  常陸大宮市中富町=0.6 城里町阿波山＊=0.5 ひたちなか市東石川＊=0.5 小美玉市堅倉＊=0.5    
   かすみがうら市上土田＊=0.5    

      栃木県     １ 宇都宮市明保野町=0.9 栃木那珂川町小川＊=0.9 大田原市湯津上＊=0.8 栃木那珂川町馬頭＊=0.8
  芳賀町祖母井＊=0.7 那須烏山市中央=0.7 宇都宮市中里町＊=0.6 茂木町茂木＊=0.5 
  日光市今市本町＊=0.5 

  101  23  03 43   熊本県熊本地方  32°42.1’Ｎ     130°36.6’Ｅ        11km       Ｍ: 2.9 
      熊本県     １ 宇土市浦田町＊=1.3 宇城市不知火町＊=1.2 熊本西区春日=1.1 宇城市松橋町=1.0 

  102  23  10 46   紀伊水道     34°07.6’Ｎ     135°06.5’Ｅ  8km       Ｍ: 2.5 
      和歌山県   １ 海南市下津＊=1.1 有田市初島町＊=0.8 有田市箕島=0.5  

  103  23  11 41   胆振地方中東部 42°37.4’Ｎ     141°57.6’Ｅ        31km       Ｍ: 3.5 
      北海道     ２ 厚真町鹿沼=1.9 安平町追分柏が丘＊=1.9 札幌東区元町＊=1.5     

１ 安平町早来北進＊=1.4 むかわ町松風＊=1.4 千歳市支笏湖温泉＊=1.3 新千歳空港=1.1
  厚真町京町＊=1.1 むかわ町穂別＊=1.1 平取町本町＊=1.0 札幌厚別区もみじ台＊=0.7
  日高地方日高町門別＊=0.6 平取町振内＊=0.5   

  104  23  11 50   長野県南部   35°48.6’Ｎ     138°06.4’Ｅ         7km       Ｍ: 3.3 
      長野県     ２ 伊那市高遠町荊口=1.9

１ 伊那市長谷溝口＊=1.1 伊那市高遠町西高遠＊=0.7 南箕輪村役場＊=0.6
      山梨県     １ 山梨北杜市長坂町＊=1.2 山梨北杜市小淵沢町＊=1.0 山梨北杜市高根町＊=0.6     

  105  23  18 04   宮城県沖     37°52.9’Ｎ     142°29.7’Ｅ 43km       Ｍ: 4.1 
      宮城県     １ 石巻市桃生町＊=1.2  

  106  24  04 22   東海道南方沖 33°41.5’Ｎ     138°31.9’Ｅ 43km       Ｍ: 3.5 
      静岡県     １ 東伊豆町奈良本＊=0.7

  107  24  07 37   紀伊水道     34°07.1’Ｎ     135°07.1’Ｅ  4km       Ｍ: 2.6 
      和歌山県   ２ 有田市初島町＊=1.5  

１ 海南市下津＊=1.4 有田市箕島=0.9

  108  24  09 47   茨城県北部   36°47.8’Ｎ     140°31.8’Ｅ        11km       Ｍ: 3.2 
      茨城県     ２ 常陸太田市大中町＊=1.7

１ 大子町池田＊=1.1 茨城町小堤＊=0.9 日立市助川小学校＊=0.9      
      福島県     １ 矢祭町戸塚＊=1.3    

  109  24  09 51   紀伊水道     34°07.2’Ｎ     135°07.1’Ｅ  4km       Ｍ: 2.7 
      和歌山県   ２ 海南市下津＊=1.9 有田市初島町＊=1.9

１ 有田市箕島=1.3      

  110  24  20 09   岩手県沖     39°03.0’Ｎ     142°15.3’Ｅ 63km       Ｍ: 3.3 
      岩手県     １ 釜石市只越町=0.5 住田町世田米＊=0.5

  111  24  22 47   岩手県沖     40°25.3’Ｎ     141°58.3’Ｅ        20km       Ｍ: 3.4 
      青森県     １ 階上町道仏＊=1.4 八戸市湊町=0.6
      岩手県     １ 岩手洋野町種市=0.6 久慈市枝成沢=0.5 軽米町軽米＊=0.5 九戸村伊保内＊=0.5   

  112  24  23 51   苫小牧沖     41°48.9’Ｎ     141°29.1’Ｅ       127km       Ｍ: 4.2 
      北海道     ２ 函館市泊町＊=1.7    

１ 安平町追分柏が丘＊=0.5
      青森県     ２ 階上町道仏＊=2.0 東通村砂子又沢内＊=1.9 野辺地町田狭沢＊=1.8 八戸市湊町=1.5

１ 平内町小湊=1.4 八戸市内丸＊=1.4 野辺地町野辺地＊=1.3 五戸町倉石中市＊=1.3   
  東通村砂子又蒲谷地=1.3 六ヶ所村尾駮=1.2 青森南部町苫米地＊=1.2 むつ市金谷＊=1.1
  むつ市金曲=1.1 東通村白糠＊=1.0 五戸町古舘=1.0 東北町上北南＊=1.0 むつ市川内町＊=0.9   
  八戸市南郷＊=0.9 三沢市桜町＊=0.9 むつ市大畑町中島＊=0.8 六ヶ所村出戸=0.7   
  東北町塔ノ沢山＊=0.7 むつ市大畑町奥薬研=0.6 東通村尻屋＊=0.5   

      岩手県     １ 軽米町軽米＊=1.3 久慈市枝成沢=1.2 岩手洋野町大野＊=1.0 久慈市長内町＊=0.7 久慈市川崎町=0.7     
  岩手洋野町種市=0.6 盛岡市薮川＊=0.5 宮古市田老＊=0.5 九戸村伊保内＊=0.5     

  113  25  03 54   択捉島南東沖 43°44.7’Ｎ     148°04.0’Ｅ  0km       Ｍ: 5.6 
      北海道     １ 標津町北２条＊=0.5 根室市落石東＊=0.5     

  114  25  04 02   大阪府北部   34°51.4’Ｎ     135°38.0’Ｅ 12km       Ｍ: 2.5 
      京都府     １ 八幡市八幡＊=0.8 久御山町田井＊=0.5

  115  25  14 44   日向灘 31°44.9’Ｎ     131°59.0’Ｅ        26km       Ｍ: 4.1 
      宮崎県     ２ 国富町本庄＊=1.5    

１ 宮崎市松橋＊=1.4 西都市上の宮＊=1.2 宮崎美郷町田代＊=1.1 宮崎市霧島=1.1 川南町川南＊=1.1     
  宮崎市橘通東＊=1.1 綾町役場＊=1.0 日南市油津=0.9 高鍋町上江＊=0.9 宮崎市田野町体育館＊=0.8     
  綾町南俣健康センター＊=0.8 西都市聖陵町＊=0.8 宮崎都農町役場＊=0.6 木城町高城＊=0.5    
  高原町西麓＊=0.5 新富町上富田=0.5
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      鹿児島県   １ 錦江町田代支所＊=0.8

  116  25  15 33   日向灘 31°45.2’Ｎ     131°58.6’Ｅ        27km       Ｍ: 4.0 
      宮崎県     １ 国富町本庄＊=1.4 宮崎市松橋＊=1.1 宮崎市霧島=1.0 綾町役場＊=1.0 宮崎市高岡町内山＊=0.9

  宮崎美郷町田代＊=0.9 宮崎市橘通東＊=0.9 川南町川南＊=0.8 高鍋町上江＊=0.7   
  宮崎市田野町体育館＊=0.7 綾町南俣健康センター＊=0.7 西都市聖陵町＊=0.7 日南市油津=0.6  

  117  25  17 07   紀伊水道     34°07.0’Ｎ     135°07.2’Ｅ  4km       Ｍ: 1.8 
      和歌山県   １ 有田市初島町＊=0.5  

  118  25  20 34   広島県北部   34°58.9’Ｎ     132°49.3’Ｅ 13km       Ｍ: 2.4 
      広島県     １ 庄原市高野町＊=0.6  

  119  25  23 51   胆振地方中東部 42°48.8’Ｎ     142°00.6’Ｅ 34km       Ｍ: 2.7 
      北海道     １ 安平町追分柏が丘＊=0.8  

  120  26  03 57   栃木県南部   36°34.8’Ｎ     139°29.0’Ｅ  7km       Ｍ: 2.4 
      栃木県     １ 日光市足尾町中才＊=0.5

  121  26  07 20   岐阜県美濃中西部  35°47.0’Ｎ     136°53.0’Ｅ 12km       Ｍ: 2.9 
      岐阜県     １ 郡上市八幡町旭＊=0.7

  122  26  12 07   群馬県南部   36°27.1’Ｎ     139°09.2’Ｅ        13km       Ｍ: 2.5 
      群馬県     １ 桐生市新里町＊=0.8 渋川市赤城町＊=0.7 前橋市富士見町＊=0.6   

  123  26  14 44   淡路島付近   34°21.7’Ｎ     134°53.7’Ｅ 12km       Ｍ: 2.7 
      兵庫県     １ 洲本市山手＊=1.0 洲本市物部=0.6

  124  26  17 20   国後島付近   44°12.3’Ｎ     146°42.1’Ｅ       146km       Ｍ: 4.2 
      北海道     １ 別海町本別海＊=0.7 根室市落石東＊=0.7 別海町常盤=0.5

  125  26  19 29   詳細不明     
      東京都     １ 小笠原村母島=0.8    

  126  27  00 38   宮城県沖     38°28.0’Ｎ     141°57.4’Ｅ 42km       Ｍ: 3.6 
      宮城県     １ 登米市東和町＊=0.5  

  127  27  01 48   宮城県沖     38°43.1’Ｎ     142°15.3’Ｅ        39km       Ｍ: 4.6 
      岩手県     ２ 一関市千厩町＊=2.2 釜石市中妻町＊=2.0 一関市藤沢町＊=1.9 住田町世田米＊=1.8

   一関市室根町＊=1.7 遠野市青笹町＊=1.5 平泉町平泉＊=1.5 宮古市五月町＊=1.5 花巻市大迫町=1.5     
１ 宮古市田老＊=1.4 大船渡市猪川町=1.4 釜石市只越町=1.4 矢巾町南矢幅＊=1.4 遠野市宮守町＊=1.3 
  一関市東山町＊=1.3 奥州市衣川＊=1.3 盛岡市薮川＊=1.3 北上市相去町＊=1.3 山田町大沢＊=1.2
  一関市竹山町＊=1.2 陸前高田市高田町＊=1.2 奥州市前沢＊=1.2 盛岡市山王町=1.1 盛岡市渋民＊=1.1   
  奥州市胆沢＊=1.1 金ケ崎町西根＊=1.0 奥州市江刺＊=1.0 山田町八幡町=1.0 滝沢市鵜飼＊=1.0
  一関市花泉町＊=1.0 大船渡市大船渡町=1.0 八幡平市田頭＊=0.9 宮古市区界＊=0.9 
  花巻市石鳥谷町＊=0.8 一関市大東町=0.8 花巻市東和町＊=0.8 宮古市鍬ヶ崎=0.8 宮古市茂市＊=0.7     
  北上市柳原町=0.7 花巻市大迫総合支所＊=0.7 盛岡市馬場町＊=0.6 宮古市長沢=0.6 宮古市川井＊=0.6   
  一関市川崎町＊=0.5 大船渡市盛町＊=0.5 久慈市枝成沢=0.5 葛巻町葛巻元木=0.5 八幡平市大更=0.5     

      宮城県     ２ 気仙沼市唐桑町＊=1.7 石巻市桃生町＊=1.6 気仙沼市赤岩=1.5 気仙沼市笹が陣＊=1.5 栗原市栗駒=1.5   
   南三陸町志津川=1.5   
１ 石巻市鮎川浜＊=1.4 石巻市北上町＊=1.4 涌谷町新町裏=1.3 登米市迫町＊=1.3 栗原市若柳＊=1.2     
  登米市豊里町＊=1.2 大崎市古川三日町=1.1 大崎市田尻＊=1.1 岩沼市桜＊=1.1 登米市東和町＊=1.1     
  登米市中田町=1.0 登米市登米町＊=1.0 宮城美里町北浦＊=1.0 大崎市古川大崎=1.0 栗原市築館＊=1.0   
 栗原市鶯沢＊=1.0 栗原市金成＊=1.0 石巻市前谷地＊=1.0 宮城美里町木間塚＊=0.9 
  石巻市相野谷＊=0.9 栗原市一迫＊=0.9 常陸太田市町屋町=0.9 大崎市鳴子＊=0.8 大崎市松山＊=0.8     
  栗原市志波姫＊=0.8 栗原市高清水＊=0.8 仙台青葉区作並＊=0.8 登米市米山町＊=0.8    
  石巻市大街道南＊=0.8 気仙沼市本吉町西川内=0.8 蔵王町円田＊=0.7 栗原市花山＊=0.7
  栗原市瀬峰＊=0.7 大崎市古川北町＊=0.7 色麻町四竈＊=0.7 石巻市雄勝町＊=0.7 名取市増田＊=0.7     
  宮城加美町中新田＊=0.6 南三陸町歌津＊=0.6 松島町高城=0.6 仙台宮城野区苦竹＊=0.6
  石巻市泉町=0.6

      青森県     １ 階上町道仏＊=1.2 八戸市南郷＊=0.9 青森南部町苫米地＊=0.7 八戸市湊町=0.6 五戸町古舘=0.5
   八戸市内丸＊=0.5     

      福島県     １ 田村市大越町＊=0.8  

  128  27  09 54   富山県東部   36°29.8’Ｎ     137°29.3’Ｅ         7km       Ｍ: 3.4 
      岐阜県     ２ 高山市上宝町本郷＊=2.0 飛騨市神岡町東町＊=1.6

１ 飛騨市古川町＊=1.3 高山市奥飛騨温泉郷栃尾＊=1.0 飛騨市神岡町殿=1.0 高山市丹生川町坊方＊=0.8   
   飛騨市河合町角川＊=0.8 飛騨市宮川町＊=0.7   

      富山県     １ 立山町吉峰=1.0 立山町芦峅寺＊=0.8 上市町稗田＊=0.8 富山市楡原＊=0.5 南砺市上平細島＊=0.5

  129  27  14 16   宮城県沖     37°55.6’Ｎ     141°33.1’Ｅ 89km       Ｍ: 3.7 
      岩手県     １ 住田町世田米＊=0.8  
      福島県     １ 南相馬市鹿島区西町＊=0.7     
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 地震   震源時    震央地名      緯度 経度      深さ        規模  

 番号   日 時 分  各 地 の 震 度 （計 測 震 度） 

  130  27  16 42   釧路沖 42°45.2’Ｎ     145°28.9’Ｅ 46km       Ｍ: 3.6 
      北海道     １ 根室市牧の内＊=0.6 根室市厚床＊=0.5

  131  28  12 22   長野県南部   35°51.3’Ｎ     137°35.9’Ｅ  6km       Ｍ: 2.0 
 長野県     １ 木曽町三岳＊=0.5    

  132  28  13 22   紀伊水道     34°01.3’Ｎ     135°08.9’Ｅ  6km       Ｍ: 2.8 
      和歌山県   ２ 湯浅町青木＊=1.9 由良町里＊=1.8

１ 和歌山広川町広＊=1.1 有田市初島町＊=0.7   

  133  28  22 03   択捉島南東沖 43°51.3’Ｎ     148°17.8’Ｅ         0km       Ｍ: 5.0 
      北海道     １ 根室市落石東＊=1.3 標津町北２条＊=1.2 根室市珸瑶瑁＊=1.0 別海町常盤=0.9 別海町本別海＊=0.7 

   羅臼町緑町＊=0.6     
      岩手県     １ 盛岡市薮川＊=0.6    

  134  29  05 12   紀伊水道     34°06.9’Ｎ     135°06.9’Ｅ         5km       Ｍ: 2.9 
      和歌山県   ２ 有田市初島町＊=2.3 海南市下津＊=1.9

１ 有田市箕島=1.0 紀美野町下佐々＊=0.8 湯浅町青木＊=0.6

  135  29  05 36   トカラ列島近海 29°44.6’Ｎ     129°58.9’Ｅ 99km       Ｍ: 3.9 
      鹿児島県   １ 鹿児島十島村諏訪之瀬島＊=1.1 鹿児島十島村中之島徳之尾=0.9 鹿児島十島村悪石島＊=0.7   

  136  29  17 16   京都府北部   35°18.8’Ｎ     135°16.8’Ｅ 12km       Ｍ: 2.7 
      京都府     １ 京丹波町本庄＊=0.7  

  137  30  04 08   十勝地方南部 42°19.6’Ｎ     143°06.8’Ｅ 51km Ｍ: 5.3 
 (注)  30  04 08   十勝地方南部 42°19.4’Ｎ     143°07.8’Ｅ 53km Ｍ: 4.9 

      北海道     ４ 浦河町築地＊=3.7 浦河町潮見=3.6
３ 浦河町野深=3.4 幕別町忠類錦町＊=3.4 更別村更別＊=3.4 十勝大樹町東本通＊=3.4
  芽室町東２条＊=3.3 十勝大樹町生花＊=3.3 浦幌町桜町＊=3.2 様似町栄町＊=3.2 新冠町北星町＊=3.1   
  鹿追町東町＊=3.1 新ひだか町静内山手町=3.0 平取町振内＊=2.9 中札内村東２条＊=2.8
  十勝清水町南４条=2.8 十勝池田町西１条＊=2.8 新得町２条＊=2.8 厚真町鹿沼=2.7 
  安平町早来北進＊=2.7 むかわ町松風＊=2.7 むかわ町穂別＊=2.7 本別町向陽町＊=2.6
  新ひだか町静内御幸町＊=2.6 新ひだか町三石旭町＊=2.6 安平町追分柏が丘＊=2.5   
  豊頃町茂岩本町＊=2.5 厚真町京町＊=2.5 千歳市支笏湖温泉＊=2.5 広尾町並木通=2.5
  広尾町白樺通=2.5     
２ 札幌白石区北郷＊=2.4 函館市新浜町＊=2.4 三笠市幸町＊=2.4 日高地方日高町門別＊=2.4   
  釧路市音別町中園＊=2.4 千歳市若草＊=2.3 新ひだか町静内御園=2.3 えりも町えりも岬＊=2.3 
  足寄町南１条＊=2.3 帯広市東４条=2.3 帯広市東６条＊=2.3 幕別町本町＊=2.3 本別町北２丁目=2.3     
  釧路市音別町尺別=2.3 釧路市阿寒町中央＊=2.3 札幌東区元町＊=2.3 千歳市北栄=2.3
  岩見沢市栗沢町東本町＊=2.2 江別市緑町＊=2.2 長沼町中央＊=2.2 室蘭市寿町＊=2.2 新千歳空港=2.2   
  白糠町西１条＊=2.2 別海町西春別＊=2.2 音更町元町＊=2.2 南富良野町役場＊=2.1 占冠村中央＊=2.1   
  胆振伊達市大滝区本町＊=2.1 札幌北区太平＊=2.1 札幌厚別区もみじ台＊=2.1 札幌北区篠路＊=2.1      
  えりも町目黒＊=2.1 札幌北区新琴似＊=2.1 新篠津村第４７線＊=2.1 栗山町松風＊=2.1
  幕別町忠類明和=2.0 札幌清田区平岡＊=2.0 余市町浜中町＊=2.0 新ひだか町静内農屋＊=2.0   
  釧路市黒金町＊=2.0 恵庭市京町＊=2.0 美唄市西５条=2.0 釧路町別保＊=2.0 函館市泊町＊=2.0
  南幌町栄町＊=2.0 苫小牧市旭町＊=2.0 登別市桜木町＊=2.0 札幌手稲区前田＊=1.9 
  上士幌町上士幌＊=1.9 足寄町上螺湾=1.9 白老町大町=1.9 日高地方日高町日高＊=1.9
  函館市川汲町＊=1.9 小樽市勝納町=1.9 士幌町士幌＊=1.9 北広島市共栄＊=1.9     
  札幌豊平区月寒東＊=1.9 江別市高砂町=1.8 標津町北２条＊=1.8 釧路市阿寒町阿寒湖温泉＊=1.8
  平取町本町＊=1.8 苫小牧市末広町=1.8 標茶町塘路＊=1.7 えりも町本町=1.7 北見市公園町=1.7
  別海町常盤=1.7 石狩市聚富=1.7 上士幌町清水谷＊=1.7 岩見沢市５条=1.7 月形町円山公園＊=1.6
  平取町仁世宇=1.6 中富良野町本町＊=1.6 中標津町丸山＊=1.6 弟子屈町弟子屈＊=1.6 釧路市幸町=1.6   
  岩見沢市鳩が丘＊=1.6 別海町本別海＊=1.6 由仁町新光＊=1.6 美唄市西３条＊=1.6 白老町緑丘＊=1.6   
  札幌南区石山＊=1.6 当別町白樺＊=1.5 置戸町拓殖＊=1.5 鹿部町宮浜＊=1.5 渡島森町砂原＊=1.5
  根室市厚床＊=1.5 石狩市花川=1.5 余市町朝日町=1.5 石狩市花畔＊=1.5 滝川市大町=1.5
１ 小樽市花園町＊=1.4 浦臼町ウラウスナイ＊=1.4 夕張市若菜=1.4 岩見沢市北村赤川＊=1.4   
  南富良野町幾寅=1.4 訓子府町東町＊=1.4 新得町トムラウシ＊=1.4 根室市落石東＊=1.4
  北見市南仲町＊=1.3 札幌西区琴似＊=1.3 胆振伊達市梅本=1.3 新十津川町中央＊=1.3
  鶴居村鶴居東＊=1.3 赤井川村赤井川＊=1.3 奈井江町奈井江＊=1.3 上砂川町上砂川＊=1.3     
  喜茂別町喜茂別＊=1.2 津別町幸町＊=1.2 北竜町竜西=1.2 北竜町和＊=1.2 湧別町栄町＊=1.2   
  石狩市厚田＊=1.2 登別市鉱山=1.2 恵庭市漁平=1.2 陸別町陸別＊=1.2 渡島森町御幸町=1.2     
  渡島森町上台町＊=1.2 雨竜町フシコウリウ＊=1.2 札幌中央区北２条=1.2 札幌南区川沿＊=1.2  
  富良野市若松町=1.2 上富良野町大町=1.2 倶知安町南１条=1.1 函館市尾札部町=1.1 弟子屈町美里=1.1   
  厚岸町尾幌=1.1 厚岸町真栄＊=1.1 札幌中央区南４条＊=1.1 中標津町養老牛=1.1 砂川市西６条＊=1.1   
  根室市珸瑶瑁＊=1.1 石狩市浜益＊=1.1 長万部町平里＊=1.0 函館市日ノ浜町＊=1.0 七飯町桜町=1.0     
  富良野市末広町＊=1.0 仁木町西町＊=1.0 壮瞥町滝之町＊=1.0 七飯町本町＊=1.0 増毛町見晴町＊=1.0   
  芦別市旭町=0.9 美幌町東３条=0.9 函館市美原=0.9 洞爺湖町栄町＊=0.9 北見市留辺蘂町上町=0.9
 積丹町美国町＊=0.9 北見市留辺蘂町富士見＊=0.9 美瑛町忠別＊=0.9 北見市常呂町常呂＊=0.8 
  室蘭市山手町=0.7 弟子屈町サワンチサップ＊=0.7 留萌市幸町＊=0.7 遠軽町丸瀬布金湧山=0.7 
  知内町重内＊=0.7 佐呂間町永代町＊=0.6 美瑛町本町＊=0.6 遠軽町学田＊=0.6 浜中町湯沸=0.6  
  根室市牧の内＊=0.5 厚沢部町木間内＊=0.5 深川市１条＊=0.5
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 地震   震源時    震央地名                   緯度              経度               深さ        規模   

 番号   日 時 分  各 地 の 震 度 （計 測 震 度） 
 
                   青森県      ２ 東通村砂子又沢内＊=2.4 階上町道仏＊=2.1 むつ市大畑町中島＊=1.7 東通村砂子又蒲谷地=1.7           
                                   八戸市南郷＊=1.5 野辺地町田狭沢＊=1.5 野辺地町野辺地＊=1.5 むつ市金曲=1.5                       
                               １ 外ヶ浜町蟹田＊=1.4 七戸町森ノ上＊=1.4 平内町小湊=1.3 おいらせ町中下田＊=1.3 むつ市金谷＊=1.3    
                                   青森市浪岡＊=1.2 八戸市湊町=1.2 三沢市桜町＊=1.2 東北町上北南＊=1.2 五戸町古舘=1.2              
                                   青森南部町苫米地＊=1.2 藤崎町水木＊=1.1 八戸市内丸＊=1.1 七戸町七戸＊=1.1 六戸町犬落瀬＊=1.1    
                                   おいらせ町上明堂＊=1.1 日光市瀬川=1.1 横浜町寺下＊=1.0 つがる市稲垣町＊=1.0                     
                                   むつ市川内町＊=1.0 東北町塔ノ沢山＊=0.9 六ヶ所村尾駮=0.9 藤崎町西豊田＊=0.9                     
                                   五戸町倉石中市＊=0.9 青森市花園=0.9 風間浦村易国間＊=0.9 佐井村長後＊=0.9                       
                                   十和田市西二番町＊=0.8 十和田市西十二番町＊=0.8 蓬田村蓬田＊=0.8 三戸町在府小路町＊=0.8         
                                   田舎館村田舎館＊=0.8 平川市猿賀＊=0.8 黒石市市ノ町＊=0.8 五所川原市金木町＊=0.7                 
                                   つがる市木造＊=0.6 東通村尻屋＊=0.6 東通村白糠＊=0.6 外ヶ浜町平舘＊=0.6 今別町今別＊=0.6        
                                   むつ市大畑町奥薬研=0.6 つがる市車力町＊=0.5                                                     
                   岩手県      １ 盛岡市薮川＊=1.0 軽米町軽米＊=0.9 久慈市枝成沢=0.8 八幡平市田頭＊=0.6                           
  
  138  30  08 52   父島近海                 27°13.0’Ｎ     141°52.0’Ｅ       117km       Ｍ: 4.2 
                   東京都      ２ 小笠原村母島=2.1                                                                                
                               １ 小笠原村父島三日月山=0.6                                                                        
  
  139  30  09 03   鹿児島湾                 31°37.7’Ｎ     130°46.2’Ｅ         6km       Ｍ: 2.3 
                   鹿児島県    １ 鹿児島市桜島赤水新島＊=0.5                                                                      
  
  140  30  11 39   宮古島近海               24°43.8’Ｎ     125°24.8’Ｅ        45km       Ｍ: 3.5 
                   沖縄県      １ 宮古島市上野支所＊=1.1 宮古島市城辺福北=1.0 宮古島市伊良部国仲=1.0 宮古島市下地＊=1.0           
                                   宮古島市平良下里=1.0 宮古島市城辺福西＊=0.7 宮古島市平良西里＊=0.6                              
  
  141  30  14 16   神奈川県東部             35°24.7’Ｎ     139°29.2’Ｅ       115km       Ｍ: 3.7 
                   東京都      １ 西東京市中町＊=1.3 東京千代田区大手町=0.9                                                       
                   神奈川県    １ 横浜旭区今宿東町＊=1.1 横浜緑区十日市場町＊=1.1 横浜旭区川井宿町＊=0.9 横浜磯子区磯子＊=0.9     
                                   横浜保土ケ谷区神戸町＊=0.7 横浜保土ケ谷区上菅田町＊=0.7 三浦市城山町＊=0.7                      
                                   川崎中原区小杉町＊=0.6 横浜神奈川区神大寺＊=0.6 相模原中央区上溝＊=0.6                          
  
  142  30  22 48   熊本県熊本地方           32°42.7’Ｎ     130°42.5’Ｅ        11km       Ｍ: 2.0 
                   熊本県      １ 熊本西区春日=0.6                                                                                
  
  143  31  03 46   宮崎県北部山沿い         32°43.7’Ｎ     131°15.8’Ｅ       125km       Ｍ: 3.7 
                   愛媛県      １ 大洲市肱川町＊=0.6                                                                              
                   宮崎県      １ 高千穂町三田井=0.7                                                                              
  
  144  31  13 00   宮城県沖                 38°48.9’Ｎ     141°35.1’Ｅ        73km       Ｍ: 3.6 
                   岩手県      １ 住田町世田米＊=1.1 釜石市中妻町＊=1.0 一関市室根町＊=0.8 一関市千厩町＊=0.8                     
                                   大船渡市猪川町=0.6                                                                              
                   宮城県      １ 気仙沼市唐桑町＊=1.1 気仙沼市笹が陣＊=0.7 南三陸町志津川=0.7 登米市中田町=0.6                   
                                   石巻市北上町＊=0.5                                                                              
  
  145  31  16 53   岩手県沖                 40°21.3’Ｎ     142°05.0’Ｅ        50km       Ｍ: 3.4 
                   青森県      １ 階上町道仏＊=0.8                                                                                
                   岩手県      １ 九戸村伊保内＊=0.7                                                                              
  
  146  31  23 10   福島県沖                 37°20.5’Ｎ     141°33.6’Ｅ        45km       Ｍ: 5.0 
                   宮城県      ３ 石巻市桃生町＊=2.6                                                                              
                               ２ 岩沼市桜＊=2.3 仙台空港=1.9 山元町浅生原＊=1.8 東松島市矢本＊=1.7 名取市増田＊=1.7              
                                   塩竈市旭町＊=1.7 登米市中田町=1.6 登米市迫町＊=1.6 大崎市田尻＊=1.6 松島町高城=1.6              
                                   大河原町新南＊=1.6 宮城川崎町前川＊=1.6 仙台青葉区作並＊=1.5 石巻市大街道南＊=1.5               
                                   蔵王町円田＊=1.5 宮城美里町木間塚＊=1.5 東松島市小野＊=1.5 大崎市松山＊=1.5                     
                                   亘理町下小路＊=1.5 色麻町四竈＊=1.5                                                             
                               １ 宮城加美町中新田＊=1.4 涌谷町新町裏=1.4 登米市米山町＊=1.4 大崎市古川三日町=1.4                 
                                   大衡村大衡＊=1.4 大崎市古川大崎=1.3 柴田町船岡=1.3 仙台若林区遠見塚＊=1.3 利府町利府＊=1.3      
                                   登米市登米町＊=1.3 仙台宮城野区五輪=1.2 登米市豊里町＊=1.2 仙台泉区将監＊=1.2                   
                                   石巻市前谷地＊=1.2 栗原市築館＊=1.2 大郷町粕川＊=1.2 大崎市鹿島台＊=1.2 村田町村田＊=1.2        
                                   栗原市若柳＊=1.2 仙台青葉区落合＊=1.2 石巻市北上町＊=1.1 栗原市高清水＊=1.1                     
                                   登米市石越町＊=1.1 南三陸町志津川=1.1 栗原市瀬峰＊=1.1 宮城美里町北浦＊=1.0                     
                                   仙台太白区山田＊=1.0 栗原市一迫＊=1.0 登米市東和町＊=1.0 石巻市相野谷＊=1.0                     
                                   大崎市古川北町＊=1.0 七ヶ浜町東宮浜＊=1.0 気仙沼市赤岩=1.0 白石市亘理町＊=1.0                   
                                   栗原市志波姫＊=1.0 丸森町鳥屋＊=1.0 栗原市栗駒=1.0 仙台宮城野区苦竹＊=1.0 札幌北区太平＊=0.9    
                                   気仙沼市笹が陣＊=0.9 仙台青葉区大倉=0.9 仙台青葉区雨宮＊=0.9 七ヶ宿町関＊=0.8                   
                                   多賀城市中央＊=0.8 気仙沼市唐桑町＊=0.8 大和町吉岡＊=0.8 栗原市金成＊=0.8 石巻市泉町=0.8        
                                   富谷市富谷＊=0.8 石巻市鮎川浜＊=0.7 丸森町上滝=0.7 登米市津山町＊=0.6                           
                   福島県      ２ 楢葉町北田＊=2.4 富岡町本岡＊=2.4 福島広野町下北迫大谷地原＊=2.2 田村市大越町＊=2.2             
                                   田村市滝根町＊=2.2 浪江町幾世橋=2.2 双葉町両竹＊=2.1 いわき市三和町=2.1                         
                                   川内村上川内早渡＊=2.0 玉川村小高＊=1.9 いわき市平四ツ波＊=1.9 新地町谷地小屋＊=1.9             
                                   飯舘村伊丹沢＊=1.9 南相馬市鹿島区西町＊=1.9 本宮市白岩＊=1.8 平田村永田＊=1.8                   
                                   田村市都路町＊=1.7 白河市新白河＊=1.7 須賀川市岩瀬支所＊=1.7 天栄村下松本＊=1.7                 
                                   葛尾村落合落合＊=1.7 相馬市中村＊=1.7 川内村下川内=1.6 南相馬市原町区高見町＊=1.6               
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 地震   震源時    震央地名      緯度 経度      深さ        規模 

 番号   日 時 分  各 地 の 震 度 （計 測 震 度） 

  福島伊達市霊山町＊=1.6 福島広野町下北迫苗代替＊=1.5 小野町小野新町＊=1.5     
  川内村上川内小山平＊=1.5 田村市常葉町＊=1.5 大熊町野上＊=1.5 本宮市本宮＊=1.5
  南相馬市鹿島区栃窪=1.5 桑折町東大隅＊=1.5 国見町藤田＊=1.5 南相馬市小高区＊=1.5
１ 郡山市湖南町＊=1.4 白河市表郷＊=1.4 二本松市油井＊=1.4 川俣町五百田＊=1.4 鏡石町不時沼＊=1.4   
  いわき市錦町＊=1.4 白河市東＊=1.3 泉崎村泉崎＊=1.3 中島村滑津＊=1.3 田村市船引町=1.3   
  福島伊達市梁川町＊=1.3 福島伊達市月舘町＊=1.3 須賀川市八幡山＊=1.2 二本松市金色＊=1.2  
  二本松市針道＊=1.2 石川町長久保＊=1.2 小野町中通＊=1.2 福島市五老内町＊=1.2 
  南相馬市原町区三島町=1.2 白河市郭内=1.2 福島市桜木町＊=1.1 福島伊達市前川原＊=1.1     
  福島伊達市保原町＊=1.1 郡山市朝日=1.1 郡山市開成＊=1.1 いわき市平梅本＊=1.1 大玉村南小屋=1.1   
  西郷村熊倉＊=1.1 福島市松木町=1.1 浅川町浅川＊=1.0 古殿町松川新桑原＊=1.0 白河市大信＊=1.0     
  いわき市小名浜=1.0 須賀川市八幡町＊=1.0 棚倉町棚倉中居野=1.0 白河市八幡小路＊=0.9     
  三春町大町＊=0.9 大玉村玉井＊=0.9 福島市飯野町＊=0.8 南相馬市原町区本町＊=0.8
  須賀川市長沼支所＊=0.8 矢祭町戸塚＊=0.7 矢祭町東舘＊=0.7

      岩手県     １ 一関市千厩町＊=1.3 一関市室根町＊=1.3 一関市東山町＊=1.0 一関市花泉町＊=1.0 平泉町平泉＊=0.9   
  奥州市前沢＊=0.9 一関市藤沢町＊=0.9 釜石市中妻町＊=0.8 住田町世田米＊=0.8   
  大船渡市大船渡町=0.8 奥州市衣川＊=0.8 盛岡市薮川＊=0.7 北上市相去町＊=0.7 一関市大東町=0.6     
  遠野市青笹町＊=0.5 盛岡市山王町=0.5 一関市竹山町＊=0.5

      山形県     １ 米沢市アルカディア=0.8 米沢市林泉寺＊=0.8 上山市河崎＊=0.7 中山町長崎＊=0.7 河北町谷地=0.6 
   天童市老野森＊=0.5 高畠町高畠＊=0.5

      茨城県     １ 笠間市石井＊=1.4 日立市助川小学校＊=1.3 水戸市内原町＊=1.2 常陸大宮市山方＊=1.2     
  城里町小勝＊=1.2 笠間市笠間＊=1.1 東海村東海＊=1.1 大子町池田＊=1.1 日立市十王町友部＊=1.0     
  常陸太田市高柿町＊=1.0 土浦市常名=1.0 桜川市岩瀬＊=1.0 常陸大宮市北町＊=0.9 那珂市瓜連＊=0.9   
  城里町石塚＊=0.9 高萩市安良川＊=0.9 北茨城市磯原町＊=0.9 笠間市中央＊=0.8   
  ひたちなか市南神敷台＊=0.8 常陸大宮市野口＊=0.8 小美玉市小川＊=0.8 小美玉市堅倉＊=0.8  
  石岡市柿岡=0.8 筑西市門井＊=0.8 桜川市羽田＊=0.8 鉾田市汲上＊=0.8 日立市役所＊=0.8     
  高萩市本町＊=0.8 石岡市若宮＊=0.7 筑西市舟生=0.7 北茨城市中郷町＊=0.7 笠間市下郷＊=0.7
  小美玉市上玉里＊=0.7 かすみがうら市上土田＊=0.6 水戸市金町=0.6 桜川市真壁＊=0.6
  常陸大宮市上小瀬＊=0.6 常陸太田市町屋町=0.6 ひたちなか市東石川＊=0.6 土浦市藤沢＊=0.5  
  取手市寺田＊=0.5 稲敷市江戸崎甲＊=0.5

      栃木県     １ 市貝町市塙＊=1.3 大田原市湯津上＊=1.0 那須町寺子＊=1.0 益子町益子=1.0 宇都宮市明保野町=0.9 
  那須烏山市中央=0.9 真岡市石島＊=0.8 日光市今市本町＊=0.7 栃木那珂川町小川＊=0.7
   芳賀町祖母井＊=0.6 宇都宮市中里町＊=0.5 栃木那珂川町馬頭＊=0.5 

      群馬県     １ 渋川市赤城町＊=0.7 邑楽町中野＊=0.5  
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1 2 3 4 5弱 5強 6弱 6強 7 計 記事

平成30年（2018年）

１月 80 37 11 3 131

２月 72 24 8 3 107
「平成28年（2016年）熊本地震」の地震活動

（震度１以上合計:11回）

３月 108 46 12 2 1 169
１日　西表島付近（震度５弱）

地震活動（震度５弱：１回、震度３：３回、震度２：８回、

震度１：29回）

４月 111 48 14 6 1 1 181

９日　島根県西部（震度５強）

地震活動（震度５強：１回、震度４：４回、震度３：４回、

震度２：14回、震度１：24回）

14日　根室半島南東沖（震度５弱）

トカラ列島近海の地震活動

（震度１以上合計:19回）

５月 100 42 12 5 1 1 161

「平成28年（2016年）熊本地震」の地震活動

（震度４：１回、震度２：３回、震度１：10回）

12日　長野県北部（震度５弱）

地震活動（震度５弱：１回、震度３：３回、震度２：２回、

震度１：５回）

25日　長野県北部（震度５強）

地震活動（震度５強：１回、震度３：１回、震度２：６回、

震度１：10回）

６月 127 49 17 5 1 1 200

「平成28年（2016年）熊本地震」の地震活動

（震度１以上合計:12回）

千葉県東方沖から千葉県北東部及び南部付近にかけての地震

活動（震度４：２回、震度３：６回、震度２：８回、震度

１：10回）

17日　群馬県南部（震度５弱）

18日　大阪府北部（震度６弱）※１

地震活動（震度６弱：１回、震度４：１回、震度３：４回、

震度２：11回、震度１：25回）

７月 109 34 10 5 1 159

大阪府北部の地震活動（※１の周辺）

（震度３：１回、震度２：３回、震度１：９回）

７日　千葉県東方沖（震度５弱）

地震活動（震度５弱：１回、震度２：３回、震度１：７回）

８月 89 29 11 2 131

９月 229 113 46 19 1 1 409
「平成30年北海道胆振東部地震」の地震活動

（震度７：１回、震度５弱：１回、震度４：16回、震度３：

33回、震度２：75回、震度１：151回）

10月 106 51 16 10 1 184
「平成30年北海道胆振東部地震」の地震活動

（震度５弱：１回、震度４：４回、震度３：２回、震度２：

６回、震度１：22回）

11月 148 38 10 5 201

「平成30年北海道胆振東部地震」の地震活動

（震度４：１回、震度２：４回、震度１：８回）

岐阜県飛騨地方（長野・岐阜県境付近）の地震活動

（震度２：６回、震度１：43回）

12月 100 33 11 2 146

平成30年計 1379 544 178 67 7 2 1 0 1 2179

過去１年計 1379 544 178 67 7 2 1 0 1 2179 （平成30年１月～12月）

 

注) 「記事」の欄には主に震度５弱以上を観測した地震、または震度１以上を 10回以上観測した地震活動について記載した。

● 付録２ 過去１年間に震度１以上を観測した地震の最大震度別の月別回数
<平成30年（2018年）１月～12月> 
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M3.0

～

M3.9

M4.0

～

M4.9

M5.0

～

M5.9

M6.0

～

M6.9

M7.0

以上

計

M3.0

以上

計

M4.0

以上

記事

平成30年（2018年）

１月 385 80 9 1 475 90 24日　青森県東方沖（M6.3）

２月 436 85 18 4 543 107

４日　台湾付近（M6.5）

７日　台湾付近（M6.7）

７日　台湾付近（M6.1）

８日　台湾付近（M6.2）

３月 344 63 11 418 74

４月 349 72 11 1 433 84 ９日　島根県西部（M6.1）

５月 339 56 11 406 67

６月 357 68 5 1 431 74 18日　大阪府北部（M6.1）

７月 328 73 14 1 416 88 ７日　千葉県東方沖（M6.0）

８月 365 95 11 2 473 108
17日03時21分　硫黄島近海（M6.3）

17日03時23分　硫黄島近海（M6.6）

９月 586 120 14 3 723 137

「平成30年北海道胆振東部地震」の地震活動

６日　胆振地方中東部（M6.7）

15日　沖縄本島近海（M6.2）

16日　沖縄本島近海（M6.0）

10月 410 80 14 2 506 96
23日　与那国島近海（M6.1）

24日　与那国島近海（M6.3）

11月 362 77 9 2 450 88
２日　オホーツク海南部（M6.1）

５日　国後島付近（M6.3）

12月 308 66 13 387 79

平成30年計 4569 935 140 17 0 5661 1092

過去１年計 4569 935 140 17 0 5661 1092 （平成30年１月～12月）

注) 日本及びその周辺: 原則、北緯 20～49度、東経 120～154度の範囲。「記事」の欄には主に M6.0以上の地震を記載した。

● 付録３ 日本及びその周辺におけるﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ(M)別の月別地震回数
<平成30年（2018年）１月～12月> 
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年  月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 計

平成19年
（2007年)

0(48) 0(33) 0(39) 0(120)

平成20年
（2008年)

0(35) 0(41) 0(48) 1(42) 1(70) 3(75) 2(63) 0(47) 1(58) 0(46) 1(40) 0(57) 9(622)

平成21年
（2009年)

0(44) 0(39) 0(34) 0(34) 0(24) 0(54) 0(36) 2(65) 0(47) 1(44) 0(39) 0(47) 3(507)

平成22年
（2010年)

0(53) 1(44) 1(50) 0(36) 0(27) 0(35) 0(47) 0(51) 1(40) 1(50) 0(40) 1(34) 5(507)

平成23年
（2011年)

0(50) 0(74) 45(1191) 26(770) 5(425) 5(304) 5(248) 3(239) 4(188) 1(163) 2(135) 1(136) 97(3923)

平成24年
（2012年)

2(149) 3(141) 3(142) 2(128) 1(129) 3(118) 0(102) 1(107) 0(70) 0(109) 0(77) 1(134) 16(1406)

平成25年
（2013年)

0(81) 2(99) 0(53) 3(103) 0(91) 0(83) 0(102) 2(97) 1(61) 0(80) 0(93) 1(67) 9(1010)

平成26年
（2014年)

0(70) 0(70) 1(68) 0(62) 0(53) 0(57) 2(97) 1(96) 1(68) 0(84) 1(87) 0(75) 6(887)

平成27年
（2015年)

0(67) 1(88) 0(90) 1(77) 3(71) 0(84) 1(74) 0(88) 0(81) 0(92) 1(86) 0(75) 7(973)

平成28年
（2016年)

1(76) 0(71) 0(65) 20(228) 1(101) 2(89) 0(95) 0(71) 1(80) 3(92) 2(124) 1(86) 31(1178)

平成29年
（2017年)

0(77) 0(72) 0(61) 0(60) 0(52) 1(55) 1(79) 1(73) 2(52) 1(53) 0(57) 1(77) 7(768)

平成30年
（2018年)

2(64) 0(61) 1(76) 2(80) 1(52) 2(70) 1(55) 0(58) 2(158) 4(97) 1(68) 0(69) 16(908)

●付録４．緊急地震速報の提供状況

平成 30年 12月に緊急地震速報（警報）を発表した地震はなかった。また、緊急地震速報（予報）を

発表した回数は 69回であった。 

平成 19年 10月～平成 30年 12月に発表した緊急地震速報の月別回数 

※ 表中の数字は緊急地震速報（警報）の発表回数、( )内の数字は緊急地震速報（予報）の発表回数を示す。

 緊急地震速報（警報及び予報）の提供には、気象庁の地震計の観測データに加え、国立研究開発法

人防災科学技術研究所の地震観測データを利用している。 
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●付録５．長周期地震動階級１以上を観測した地震

平成 30年 12月に、長周期地震動階級 ※１以上を観測した地震はなかった。

平成 25年３月～平成 30年 12 月に長周期地震動階級１以上を観測した地震の月別回数 
（平成 25年３月 28日の長周期地震動に関する観測情報（試行）※※の提供開始以降） 

※ 長周期地震動階級に関する詳細は、本誌「付録 10．長周期地震動階級関連解説表」を参照。
※※ 長周期地震動に関する観測情報（試行）に関する詳細は、地震・火山月報（防災編）平成 25 年４月号

「特集３．長周期地震動に関する観測情報（試行）について」を参照。 

年  月  1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 計 

平成 25年 
（2013年） 

１ ４ １ ０ ０ １ １ １ １ １ 11 

平成 26年 
（2014年） 

０ １ １ ０ １ １ ３ ０ １ １ １ ０ 10 

平成 27年 

（2015年） 
０ ３ ０ １ ２ ０ ２ ０ ０ ０ １ ０ ９ 

平成 28年 

（2016年） 
１ ０ ０ 13 １ １ ０ ２ ０ ２ ４ １ 25 

平成 29年 
（2017年） 

１ ２ ０ ０ ０ １ ２ ０ １ １ ０ １ ９ 

平成 30年 
（2018年） 

１ ０ １ １ １ ２ ２ ０ ２ ２ ０ ０ 12 

長周期地震動階級関連解説表 
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●平成 30 年（2018 年）の日本の地震活動
［概況］ 
2018年に国内で被害を伴った地震は

４＊回（2017 年は５回）発生した。死
者・行方不明者を伴った地震は、６月
18 日に大阪府北部で発生した地震
（M6.1）と「平成 30 年北海道胆振東部
地震」の２回（2017 年はなし）であっ
た。 
震度１以上を観測した地震は 2,179

回（2017 年は 2,025 回）、最大震度４
以上を観測した地震は 78 回（2017 年
は 40 回）、最大震度５弱以上を観測し
た地震は 11 回（2017 年は８回）であ
り、2018 年中に観測した最大の震度
は、９月６日に胆振地方中東部で発生
した地震（M6.7）で観測された震度７
であった（図１）。 
M6.0 以上の地震は 17 回（2017 年は

９回）発生した。過去 96年間の地震回
数の中央値が 16 回であることから、ほ
ぼ平均的な発生回数であった（図４）。
2018 年中で最大規模の地震は、２月７
日に発生した台湾付近の地震（M6.7）
と９月６日に胆振地方中東部で発生し
た地震（M6.7）であった（図２）。 
日本で津波を観測した地震（海外で

発生した地震を含む）は、５月６日に
鳥島近海で発生した地震（M5.7）の１
回であった（2017 年はなし）（図４）。
津波注意報、警報の発表はなかった。 

* ９月６日以降に、北海道胆振地方で発生
した一連の地震活動（「平成 30 年北海道胆振
東部地震」）により生じた被害については１
回として扱った。

図１ 平成 30 年（2018 年）に最大震度４以上を 

観測した地震の震央分布図 

図２ 平成 30 年（2018 年）に発生した 

M6.0 以上の地震の震央分布図 

4/9 島根県西部 
M6.1 最大震度５強 

最大震度５強以上を観測した地震に矢印をつけた 

2018 年中で最大規模の地震に矢印をつけた 

6/18 大阪府北部 
M6.1 最大震度６弱 

2/7 台湾付近 
M6.7 最大震度２ 

9/6 胆振地方中東部 
M6.7 最大震度７ 

5/25 長野県北部 
M5.2 最大震度５強 

9/6 胆振地方中東部 
M6.7 最大震度７ 
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2018 年の１年間に
最大震度４以上を
観測した地震回数 
（最大震度別） 

図３ 平成 30 年（2018 年）に震度１以上を観測した日別回数（全国及び各地方別） 
６つの地方（北海道地方、東北地方、関東・中部地方（三重県を含む）、近畿・中国・四国地方、

九州地方及び沖縄地方）に分割した。 

最大震度 回数

４ 67

５弱 7

５強 2

６弱 1

６強 0

７ 1

合計 78

「平成 30 年北海道胆振東部地震」 

６/18 大阪府北部 

11/23～ 岐阜県飛騨地方 

４/９ 島根県西部 
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過去の地震回数

の上位（下位） 
10%のライン 

＊２ 

図４ 全国の M≧6.0、震度１以上および津波を観測した年別地震回数（1923－2018 年） 
＊１ M≧6.0 の過去 96 年間（1923～2018 年）の中央値は 16 回／年であった。 
＊２ 震度１以上を観測した地震の回数を比較するにあたっては、近年、震度観測点が増えたことを考慮する必要

がある。ここでは、地方公共団体の震度計のデータを活用開始した時期（1997 年 11 月）を考慮し、1998 年
を区切りとして、その前後で各々中央値を求めて比較した。なお、中央値からの偏差が大きい 1965～1967 年
には松代群発地震、2000 年には新島・神津島の地震活動、2011 年には「平成 23 年（2011 年）東北地方太平
洋沖地震」、2016 年には「平成 28 年（2016 年）熊本地震」が発生している。 

＊３ 海外で発生した地震を含む。また、過去の津波を観測した地震回数については、津波の観測点数や観測手法
等が異なるため、一概に比較することができないことを考慮する必要がある。 
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○北海道地方の地震活動

図５ 北海道地方の震央分布図（2018年１月１日～12 月 31日、M≧3.0） 

［概況］ 

2018年に北海道地方で震度４以上を観測した地震は 32回（2017年は４回）であった。 
2018年中の主な地震活動は次のとおりである。

 １月 14 日 18 時 07 分に浦河沖の深さ 41km で

M4.7の地震（図５中のａ）が発生し、北海道浦河

町で震度４を観測したほか、北海道と青森県、岩

手県で震度３～１を観測した。 

 ４月 14 日 04 時 00 分に根室半島南東沖の深さ

53km で M5.4 の地震（図５中のｂ）が発生し、北

海道中標津町で震度５弱を観測したほか、北海道

と青森県で震度４～１を観測した。この地震は、

太平洋プレート内部で発生した。 

 ４月 24 日 17 時 53 分に根室半島南東沖の深さ

87km で M5.4 の地震（図５中のｃ）が発生し、北

海道浜中町、別海町、根室市で震度４を観測した

ほか、北海道から宮城県にかけて震度３～１を観

測した。この地震は、太平洋プレート内部（二重

地震面の下面）で発生した。 

 ５月 18 日 03 時 42 分に釧路沖の深さ 47km で

M5.8の地震（図５中のｄ）が発生し、北海道根室

市で震度４を観測したほか、北海道と青森県で震

度３～１を観測した。この地震は、太平洋プレー

トと陸のプレートの境界で発生した。

７月16日02時13分に日高地方東部の深さ55km

で M4.9の地震（図５中のｅ）が発生し、北海道浦

河町と幕別町で震度４を観測したほか、北海道と

青森県、岩手県で震度３～１を観測した。この地

震は、太平洋プレートと陸のプレートの境界で発

生した。 

 ９月６日 03 時 07 分に胆振地方中東部の深さ

37km で M6.7 の地震（図５中のｆ）が発生し、北

海道厚真町で震度７を観測したほか、北海道から

中部地方の一部にかけて震度６強～１を観測した。 

この地震は、陸のプレート内で発生した。その後、

ｆ 

ｇ 

ｈ 

ａ 

ｂ 
ｃ 

ｄ 
ｅ 

ｉ 
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北海道の胆振地方中東部では地震活動が活発な状

態で推移し、一連の地震活動により最大震度５弱

を観測した地震が２回、最大震度４を観測した地

震が 21回発生した。 

 これらの地震活動により、死者 41 人、住家全壊

415 棟などの被害が生じた（11 月６日 10 時 00分

現在、総務省消防庁による）。気象庁は今回の地震

活動について、胆振地方東部を中心に顕著な被害

が発生したことから、その名称を「平成 30年北海

道胆振東部地震」と定めた。 

11月２日20時01分にオホーツク海南部の深さ
487kmでM6.1の地震（図５中のｇ）が発生し、北海
道から岩手県の太平洋沿岸で震度２～１を観測し

た。この地震は、太平洋プレート内部で発生した。 

11 月５日 04 時 26 分に国後島付近の深さ 20km

で M6.3の地震（図５中のｈ）が発生し、北海道標

津町、羅臼町で震度４を観測したほか、北海道東

部を中心に震度３～１を観測した。この地震は、

陸のプレートの地殻内で発生した。

 12月30日04時08分に十勝地方南部の深さ51km

で M5.3の地震（図５中のｉ）が発生し、北海道浦

河町で震度４を観測したほか、北海道と青森県、

岩手県で震度３～１を観測した。この地震は、太

平洋プレートと陸のプレートの境界で発生した。 
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○東北地方の地震活動

図６ 東北地方の震央分布図（2018年１月１日～12月31日 M≧3.0） 
「平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震」の余震域を太い点線で示す。 

下段は、上段の領域Ａを拡大したものである。 

ａ 

ｊ 

Ａ 

ｂ 

ｃ 

ｇ 

ｋ 

ｌ 

ｉ 

ｅ 

ｄ 

ｆ 

ｈ 
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［概況］ 

2018年に東北地方で震度４以上を観測した地震は 14回（2017年は 15回）であった。 
2018年中の主な地震活動は次のとおりである。 

・「平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震」の余震域内で発生した主な地震活動

２月26日01時28分に福島県沖の深さ40kmでM5.8の
地震（図６中のａ）が発生し、福島県で最大震度４
を観測したほか、東北地方から中部地方にかけて震
度３～１を観測した。 

３月 23日 06時 32分に宮城県沖の深さ 45㎞で
M5.1の地震（図６中のｂ）が発生し、宮城県大崎
市で最大震度４を観測したほか、東北地方と茨城県
で震度３～１を観測した。この地震は、太平洋プレ
ートと陸のプレートの境界で発生した。 

５月13日01時49分に宮城県沖の深さ50kmでM4.8の
地震（図６中のｃ）が発生し、宮城県南三陸町で震
度４を観測したほか、東北地方と茨城県で震度３～
１を観測した。この地震は、太平洋プレートと陸の
プレートの境界で発生した。 

７月31日17時42分に福島県沖の深さ21kmでM5.8の
地震（図６中のｄ）が発生し、福島県、宮城県で震
度４を観測したほか、東北地方から関東地方及び新
潟県にかけて震度３～１を観測した。この地震は、
陸のプレートの地殻内で発生した。

８月11日06時11分に福島県沖の深さ20kmでM5.0の
地震（図６中のｅ）が発生し、福島県楢葉町で震度
４を観測したほか、東北地方から関東地方及び新潟
県にかけて、震度３～１を観測した。この地震は、
陸のプレートの地殻内で発生した。

10月22日19時47分に福島県沖の深さ49kmでM5.0の
地震（図６中のｆ）が発生し、福島県相馬市で震度
４を観測したほか、東北地方と関東地方で、震度３
～１を観測した。この地震は、太平洋プレートと陸
のプレートの境界で発生した。 

10月26日03時36分に宮城県沖の深さ49kmでM5.7の
地震（図６中のｇ）が発生し、岩手県、宮城県で震
度４を観測したほか、北海道から長野県にかけて、
震度３～１を観測した。この地震は、太平洋プレー
トと陸のプレートの境界で発生した。

11月23日23時30分に福島県沖の深さ50kmでM5.0の
地震（図６中のｈ）が発生し、福島県楢葉町、川内
村で震度４を観測したほか、東北地方と関東地方及
び新潟県で、震度３～１を観測した。この地震は、
太平洋プレートと陸のプレートの境界で発生した。 

12月８日10時54分に福島県沖の深さ50kmでM5.0の
地震（図６のｉ）が発生し、福島県いわき市、田村
市で震度４を観測したほか、東北地方、関東地方及
び新潟県で震度３～１を観測した。 

・「平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震」の余震域外で発生した主な地震活動

１月24日19時51分に青森県東方沖の深さ34kmで
M6.3の地震（図６中のｊ）が発生し、北海道、青森
県及び岩手県で最大震度４を観測したほか、北海道
から関東地方及び新潟県にかけて震度３～１を観測
した。この地震は、太平洋プレートと陸のプレート
の境界で発生した。 

５月７日05時00分に岩手県内陸北部の深さ98kmで
M5.1の地震（図６中のｋ）が発生し、岩手県盛岡市
で震度４を観測したほか、北海道、東北地方、新潟
県で震度３～１を観測した。この地震は、太平洋プ
レート内部で発生した。

７月２日02時27分に青森県東方沖の深さ64kmで
M4.9の地震（図６中のｌ）が発生し、青森県東通村
で震度４を観測したほか、北海道、青森県、岩手県
で震度３～１を観測した。この地震は、太平洋プレ
ートと陸のプレートの境界で発生した。 
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気象庁作成 

 
 

 

 
 
 
 

［概況］ 

2018 年に関東・中部地方で震度４以上を観測した地震は 21回（2017年は 14回）であった。 
2018 年中の主な地震活動は次のとおりである。 

３月 30日 08時 17分に茨城県沖の深さ 56kmで
M5.1の地震（図７中のａ）が発生し、福島県、
茨城県及び栃木県で震度４を観測したほか、東北
地方から関東甲信越地方及び静岡県にかけて震
度３～１を観測した。この地震は、太平洋プレー
トと陸のプレートの境界で発生した。

５月17日12時12分に千葉県北東部の深さ52km
でM5.3の地震（図７中のｂ）が発生し、千葉県旭
市、多古町、横芝光町で震度４を観測したほか、
東北地方南部、静岡県、関東甲信越地方で震度３
～１を観測した。この地震は、太平洋プレートと
フィリピン海プレートの境界で発生した。

図７ 関東・中部地方の震央分布図（2018 年１月１日～12月 31日、 M≧3.0）
「平成 23年（2011年）東北地方太平洋沖地震」の余震域を太い点線で示す。 

○関東・中部地方の地震活動

ｂ,    

ｏ 

ｊ 

ａ, 

ｈ 

７月 17日 04時 34分に茨城県沖の深さ 52kmで
M4.8の地震（図７中のｃ）が発生し、茨城県で
最大震度４を観測したほか、東北地方南部から関
東地方にかけて震度３～１を観測した。この地震
は、太平洋プレートと陸のプレートの境界で発生
した。 

９月５日 05時 11分に茨城県沖の深さ 60kmで
M5.5の地震（図７中のｄ）が発生し、茨城県日
立市及び高萩市で最大震度４を観測したほか、東
北・関東・甲信越地方及び静岡県で震度３～１を 
観測した。この地震は、太平洋プレート内部で発
生した。 

・「平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震」の余震域内で発生した主な地震活動 

ｋ 

ｇ 

ｄ 

ｅ 

ｉ 

ｌ 

ｍ 
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ｐ, 
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ｒ 
ｓ 
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10 月４日 00 時 15 分に千葉県東方沖の深さ
31kmで M4.7 の地震（図７中のｅ）が発生し、茨
城県神栖市及び千葉県銚子市で震度４を観測し
たほか、関東地方と福島県で震度３～１を観測し
た。 

10 月 12 日 13 時 15 分に千葉県北東部の深さ
52kmで M5.2の地震（図７中のｆ）が発生し、千
葉県山武市、多古町及び横芝光町で震度４を観測
したほか、東北地方南部、関東甲信越地方及び静
岡県で震度３～１を観測した。この地震は、太平
洋プレートとフィリピン海プレートの境界で発
生した。 

・「平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震」の余震域外で発生した主な地震活動 

１月６日 00時 54分に東京湾の深さ 71kmで
M4.7の地震（図７中のｇ）が発生し、東京都、
神奈川県で最大震度４を観測したほか、東北地方
南部から関東甲信越地方及び静岡県で震度３～
１を観測した。この地震は、太平洋プレートとフ
ィリピン海プレートの境界で発生した。 

２月 13日 14時 39分に長野県南部の深さ６km
で M4.1 の地震（図７中のｈ）が発生し、長野県
木曽町で震度４を観測したほか、中部地方で震度
３～１を観測した。この地震は、地殻内で発生し
た。 

４月 14日 15時 13分に愛知県西部の深さ６km
で M4.5の地震（図７中のｉ）が発生し、愛知県
西尾市、高浜市、幸田町で震度４を観測したほか、
東海・甲信・近畿地方及び福井県で震度３～１を
観測した。この地震は、地殻内で発生した。 

５月 12日 10時 29分に長野県北部の深さ 11km
で M5.2 の地震（図７中のｊ）が発生し、長野県
長野市、大町市、小川村で震度５弱を観測したほ
か、中部地方と関東地方で震度４～１を観測し
た。この地震は、地殻内で発生した。 

５月 25日 21時 13分に長野県北部の深さ６km
で M5.2 の地震（図７中のｋ）が発生し、長野県
栄村で震度５強を観測したほか、東北地方南部か
ら関東・中部地方にかけて震度４～１を観測し
た。この地震は、地殻内で発生した。 

６月３日から千葉県東方沖から千葉県北東部
及び千葉県南部付近にかけて（図７中の領域ｌ）
地震活動が活発となり、６月 30 日までに最大震
度１以上を観測した地震が 26回発生した。最大
震度４を観測した地震は、６月 16日 11時 09分
の M4.4 の地震及び６月 26 日 19 時 46 分の M4.3
の地震である。いずれの地震もフィリピン海プレ
ートと陸のプレートの境界で発生した。 

６月 17日 15時 27分に群馬県南部の深さ 14km
で M4.6 の地震（図７中のｍ）が発生し、群馬県
で最大震度５弱を観測したほか、関東甲信越地方
と福島県で震度４～１を観測した。この地震は、
地殻内で発生した。 

７月７日20時23分に千葉県東方沖の深さ57km
で M6.0の地震（図７中のｎ）が発生し、千葉県
長南町で最大震度５弱を観測したほか、関東地方
を中心に東北地方南部から中部地方にかけて震
度４～１を観測した。この地震は、太平洋プレー
ト内部で発生した。

９月 10日 23時 58分に千葉県南東沖の深さ
35kmで M4.7の地震（図７中のｏ）が発生し、千
葉県鴨川市で最大震度４を観測したほか、関東地
方と静岡県で震度３～１を観測した。この地震
は、フィリピン海プレート内部で発生した。 

９月 18日 17時 11分に埼玉県南部の深さ 77km
で M4.3 の地震（図７中のｐ）が発生し、埼玉県
加須市で震度４を観測したほか、関東甲信地方と
福島県、静岡県で震度３～１を観測した。この地
震は、太平洋プレートとフィリピン海プレートの
境界で発生した。 

10 月７日 10 時 14 分に愛知県東部の深さ 42km
で M5.0 の地震（図７中のｑ）が発生し、長野県
根羽村及び売木村で震度４を観測したほか、東海
地方を中心に関東地方から近畿地方にかけて震
度３～１を観測した。この地震は、フィリピン海
プレート内部で発生した。 

10月 15日 16時 10分に栃木県北部の深さ３km
で M3.7の地震（図７中のｒ）が発生し、栃木県
日光市で最大震度４を観測したほか、福島県、栃
木県及び群馬県で震度２～１を観測した。この地
震は、地殻内で発生した。 

11月 27日 08時 33分に茨城県南部の深さ 44km
で M5.0の地震（図７中のｓ）が発生し、茨城県、
栃木県、群馬県及び埼玉県で震度４を観測したほ
か、東北地方南部、関東甲信越地方及び静岡県で
震度３～１を観測した。この地震は、フィリピン
海プレートと陸のプレートの境界で発生した。 
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○近畿・中国・四国地方の地震活動

図８ 近畿・中国・四国地方の震央分布図（2018 年１月１日～12月 31日、M≧3.0） 

［概況］ 

２月 19日 03時 31分に豊後水道の深さ 40kmで

M5.0の地震（図８中のａ）が発生した。この地震

の約４秒後に、ほぼ同じ場所で M5.0 の地震が発

生した。これらの地震により愛媛県、高知県、大

分県で震度４を観測したほか、中国・四国・九州

地方で震度３～１を観測した。これらの地震は、

フィリピン海プレート内部で発生した。

４月９日 01 時 32 分に島根県西部の深さ 12km

で M6.1 の地震（図８中のｂ）が発生し、島根県

大田市で震度５強を観測したほか、中部地方から

九州地方にかけて震度５弱～１を観測した。この

地震は地殻内で発生した。この地震の震源付近で

は、同日、最大震度４を観測した地震が４回発生

するなど地震活動が活発となった。 

６月 18日 07 時 58分に大阪府北部の深さ 13km

で M6.1 の地震（図８中のｃ）が発生し、大阪府

で震度６弱を観測したほか、近畿地方を中心に、

関東地方から九州地方の一部にかけて震度５強

～１を観測した。この地震は、地殻内で発生した。

この地震により、死者６人、住家全壊 18 棟など

の被害が生じた（11月６日 10時 00分現在、総務

省消防庁による）。この地震の震源付近では、最

大震度４の地震が１回、最大震度３の地震が５回

発生するなど地震活動が活発となった。 

６月 26日 17 時 00分に広島県北部の深さ 12km

で M5.0の地震（図８中のｄ）が発生し、広島県、

島根県で震度４を観測したほか、中国・四国地方

と兵庫県、福岡県、大分県で震度３～１を観測し

た。この地震は、地殻内で発生した。 

11 月２日 16 時 53 分に紀伊水道の深さ 44km で

M5.4 の地震（図８中のｅ）が発生し、和歌山県、

徳島県で震度４を観測したほか、東海地方から四

国地方にかけて震度３～１を観測した。また、11

月５日 08時 19分にもこの地震の震源付近で M4.6

の地震が発生し、和歌山県で最大震度３を観測し

た。これらの地震はフィリピン海プレート内部で

発生した。 

2018年に近畿･中国・四国地方で震度４以上を観測した地震は 10回（2017年はなし）であった。 
2018年中の主な活動は次のとおりである。 

ａ 

ｂ ｃ ｄ 

e 
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○九州地方の地震活動

５月６日 21 時 13 分に熊本県熊本地方の深
さ 11km で M3.9 の地震（図９中のａ）が発生
し、熊本県宇城市で震度４を観測したほか、
熊本県を中心に九州地方で震度３～１を観測
した。この地震は地殻内で発生した。 

図９ 九州地方の震央分布図（2018 年１月１日～12 月 31 日、M≧3.0） 

［概況］ 

2018 年に九州地方で震度４以上を観測した地震は５回（2017 年は 11 回）であった。 
2018 年中の主な地震活動は次のとおりである。 

ｃ 

ｂ 

ｄ 

ａ 

６月 12 日 04 時 54分に大隅半島東方沖の深
さ 28km で M5.6 の地震（図９中のｂ）が発生
し、宮崎県の串間市、日南市、宮崎市で震度
４を観測したほか、九州地方、四国地方、中
国地方で震度３～１を観測した。この地震は
フィリピン海プレートと陸のプレートの境界
で発生した。
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７月 25 日 07 時 31分に熊本県熊本地方の深
さ５km で M4.4 の地震（図９中のｃ）が発生し、
熊本県の御船町、嘉島町、益城町で震度４を
観測したほか、熊本県を中心に九州地方及び
山口県で震度３～１を観測した。この地震は
地殻内で発生した。 

８月 22日 18時 23分に熊本県熊本地方の深
さ 12km で M4.1 の地震（図９中のｄ）が発生
し、熊本県熊本市で震度４を観測したほか、
熊本県を中心に九州地方で震度３～１を観測
した。この地震は地殻内で発生した。 
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○沖縄地方の地震活動 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  

図 10 沖縄地方の震央分布図（2018 年１月１日～12 月 31 日、M≧3.0） 

［概況］ 

2018 年に沖縄地方で震度４以上を観測した地震は１回（2017 年はなし）であった。 
2018 年中の主な活動は次のとおりである。 

 

 ２月４日から２月中旬にかけて、台湾付近（図
10 中の領域ａ）で地震活動が活発になり、４日
22時 56分に台湾付近の深さ 10kmで M6.5の地震
（日本国内で最大震度２）、７日 00 時 50 分に深
さ 10km で M6.7 の地震（日本国内で最大震度２）
が発生した。 
 
 ３月１日 22 時 42 分に西表島付近の深さ 15km
で M5.6 の地震（図 10 中のｂ）が発生し、沖縄
県竹富町（西表島）で最大震度５弱を観測した
ほか、宮古島から与那国島にかけて震度４～１
を観測した。この地震は陸のプレートの地殻内
で発生した。その後、地震活動が活発となり、
３月 31 日までに震度１以上を観測した地震が、
40 回発生した。 

９月 15 日から沖縄本島近海（図 10 中の領域
ｃ）で地震活動が活発になり、15 日 17 時 05 分
に最大規模の M6.2 の地震（最大震度１）、16 日
01 時 24 分に M6.0 の地震（最大震度２）が発生
するなど、９月 30 日までに震度１以上を観測す
る地震が６回発生した。 

 
10 月 23 日 13 時 34 分に与那国島近海の深さ

26km で M6.1 の地震（図 10 中のｄ）が発生し、
沖縄県与那国町で最大震度３を観測したほか、
多良間島から与那国島にかけて震度２～１を観
測した。この地震の震央付近では、24 日 01 時
04 分に M6.3 の地震（図 10 中のｅ）が発生し、
与那国町で最大震度３を観測したほか、宮古島
から与那国島にかけて震度２～１を観測した。 

ａ ｃ 

ｂ 

ｄ ｅ 
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○その他の地域の地震活動

ａ 

図 11 日本周辺で発生した主な地震の震央分布図（2018 年１月１日～12 月 31 日、M≧5.5） 

［概況］ 

2018 年に日本周辺で発生した M6.0 以上の地震は 17 回（2017 年は９回）であった。 
2018 年中に図５～10 の領域外で発生した主な活動は次のとおりである。 

図５（北海道地方） 

図６（東北地方） 

図７（関東・中部地方） 

図９（九州地方） 

図 10（沖縄地方） 

５月６日 15時 03分に鳥島近海で M5.7の地震
（図 11 中のａ）が発生した。この地震は、フィ
リピン海プレートの地殻内で発生した。気象庁
は、同日 15 時 20 分に津波予報（若干の海面変
動）を発表した。この地震に伴い、東京都の八
丈島八重根で 0.3m の津波を観測したほか、伊豆
諸島と静岡県で微弱な津波を観測した。

８月 17 日 03 時 21 分に硫黄島近海で M6.3 の
地震（震度１以上を観測した地点なし、図 11 中
のｂ）が発生した。また、同日 03 時 23 分にも
硫黄島近海の深さ 11km（CMT 解による）で M6.6
の地震（図 11 中のｃ）が発生し、東京都小笠原
村で震度１を観測した。この地震は、太平洋プ
レートとフィリピン海プレートの境界で発生し
た。

ａ 

ｂ 
ｃ 

図８（近畿・中国・四国地方） 
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○日本国内で津波を伴った地震

ａ 

図 12 日本周辺で発生した津波を伴った地震の震央分布図（2018 年１月１日～12 月 31 日、M≧5.5） 

［概況］ 

2018 年に日本国内で津波を伴った地震は１回（2017 年はなし）であった。 
なお、海外で発生した地震による津波も日本では観測されなかった。 

ａ 

５月６日 15時 03分に鳥島近海で M5.7の地震
（図 12 中のａ）が発生した。この地震は、フィ
リピン海プレートの地殻内で発生した。気象庁
は、津波予報（若干の海面変動）を発表した。
この地震に伴い、東京都の八丈島八重根で 0.3m
の津波を観測したほか、伊豆諸島と静岡県で微
弱な津波を観測した。今回の震央付近では、2015
年５月３日の地震（M5.9）でも八丈島八重根で
0.6m の津波を観測している。
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●南海トラフ沿いの地震活動

 

○南海トラフ巨大地震の想定震源域およびその周辺の地震活動：

【M5.0 以上の地震】 

月/日 時:分：秒 震央地名 深さ 

（km） 

M 最大 

震度 

発生場所 

２/19 03:31:36 豊後水道 40 5.0 
４ 

フィリピン海プレート内部

２/19 03:31:40 豊後水道 39 5.0 フィリピン海プレート内部

10/７ 10:14:19 愛知県東部 42 5.0 ４ フィリピン海プレート内部

11/２ 16:53:54 紀伊水道 44 5.4 ４ フィリピン海プレート内部

※震源の深さは、精度がやや劣るものは表記していない。

震央分布図（2018年１月１日～12月 31日、深さ０～150km、M≧3.5） 
・図中の吹き出しは、南海トラフ巨大地震の想定震源域（領域 a内）M5.0以上の地震。

・震源の深さは、精度がやや劣るものは表記していない。

・発震機構解の横に「S」の表記があるものは、精度がやや劣るものである。

ａ

平成30年12月　地震・火山月報（防災編）

111



 
 

 

 

○深部低周波地震（微動）活動の全体概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 活動場所 活動の期間 
（１） 紀伊半島西部 １月２日～１月６日 
（２） 紀伊半島中部 ２月 11日～２月 15日 
（３） 四国西部、四国中部、四国東部 ２月 21日～３月 31日 
（４） 紀伊半島北部 ４月 13日～４月 21日 
（５） 四国中部 ６月 13日～６月 19日 
（６） 東海 ６月 19日～６月 30日 
（７） 四国東部 ６月 20日～６月 26日 
（８） 紀伊半島中部、紀伊半島西部 ６月 22日～６月 25日 
（９） 東海 ６月 27日～６月 28日 
（10） 四国西部 ７月 10日～７月 28日 
（11） 四国西部 ７月 18日～７月 20日 

（12） 四国中部 ８月６日～８月 13日 

（13） 紀伊半島北部、東海 ９月 18日～10月 17日 

（14） 四国西部 ９月 29日～10月 15日 

（15） 四国東部、四国中部 10月 10日～10月 15日 

（16） 四国東部、四国中部 10月 30日～11月９日 

（17） 紀伊半島西部 11月３日～11月６日 

（18） 四国西部 12月 17日～12月 21日 

 
深部低周波地震（微動）の活動期間は「南海トラフ地震に関連する情報（定例）について」による。 

深部低周波地震（微動）の震央分布図 

（2018年１月１日～12月 31 日） 

領域 a内の深部低周波地震（微動）の時空間分布図（A-B投影） 

領域 a B A 

主な深部低周波地震（微動）活動 

※2018年３月 22日から、深部低周波地震（微動）の処理方法の変更（Matched Filter法の導入）
により、それ以前と比較して検知能力が変わっている。 

A 

B 

３月 22日 
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●平成 30 年（2018 年）の日本及びその周辺で発生した主な地震

図１ 平成 30年（2018年）の日本及びその周辺で発生した主な地震の震央分布図 

掲載基準 

・「マグニチュード 6.0以上」 

・「被害を伴った」 

・「震度４以上を観測した」 

・「津波を観測した」 

下拡大図参照 
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月 日 時 分 度 分 度 分

1 1 6 00 54 東京湾 35゜ 38.6' 140゜ 1.3' 71 4.7 4.8 ･ ･ S ･

４：東京都　  東京渋谷区本町＊

　　神奈川県　 相模原南区相模大野＊

　　など１都１県17地点

2 1 14 18 07 浦河沖 41゜ 56.2' 143゜ 2.8' 41 4.7 4.5 ･ ･ S ･ ４：北海道　浦河町潮見

3 1 24 19 51 青森県東方沖 41゜ 0.5' 142゜ 26.8' 34 6.3 6.4 M ･ S ･

４：青森県　　 五戸町古舘

　　北海道　　 様似町栄町＊

　　岩手県　  盛岡市薮川＊ 　など１道２県10地点

緊急地震速報（警報）を発表

4 2 4 22 56 台湾付近 24゜ 7.0' 121゜ 42.2' 10 6.5 6.2 M ･ ･ ･ ２：沖縄県　  与那国町役場＊

5 2 7 00 50 台湾付近 24゜ 5.2' 121゜ 40.6' 10 6.7 6.3 M ･ ･ ･ ２：沖縄県　  与那国町役場＊

6 2 7 04 15 台湾付近 23゜ 59.2' 121゜ 43.4' 0 6.1 5.5 M ･ ･ ･ 国内で震度１以上を観測した地点はなし

7 2 8 00 21 台湾付近 24゜ 2.8' 121゜ 45.8' 4 6.2 5.7 M ･ ･ ･ 国内で震度１以上を観測した地点はなし

8 2 13 14 39 長野県南部 35゜ 51.9' 137゜ 35.6' 6 4.1 － ･ ･ S ･ ４：長野県　　 木曽町三岳＊

9 2 19 03 31 32゜ 54.2' 132゜ 9.7' 40 5.0 － ･ ･ S ･

10 2 19 03 31 32゜ 53.6' 132゜ 8.9' 39 5.0 － ･ ･ S ･

11 2 26 01 28 福島県沖 37゜ 32.2' 141゜ 45.7' 40 5.8 5.6 ･ ･ S ･ ４：福島県　　 国見町藤田＊　　 など１県1２地点

12 3 1 22 42 西表島付近 24゜ 14.9' 123゜ 49.2' 15 5.6 5.2 ･ ･ S ･
５弱：沖縄県　 竹富町大原

緊急地震速報（警報）を発表

13 3 23 06 32 宮城県沖 38゜ 52.8' 142゜ 4.6' 45 5.1 5.0 ･ ･ S ･ ４：宮城県　  大崎市田尻＊

14 3 30 08 17 茨城県沖 36゜ 26.5' 140゜ 37.2' 56 5.1 － ･ ･ S ･ ４：茨城県　　 東海村東海＊　　 など３県23地点

15 4 9 01 32 島根県西部 35゜ 11.0' 132゜ 35.2' 12 6.1 5.7 M H S ･

５強：島根県　 大田市大田町＊

緊急地震速報（警報）を発表

被害：重傷２人、軽傷７人、住家被害633棟など

（７月27日現在）

16 4 9 01 43 島根県西部 35゜ 10.0' 132゜ 35.4' 10 4.5 － ･ ･ S ･ ４：島根県　  大田市大田町＊

17 4 9 01 56 島根県西部 35゜ 11.0' 132゜ 34.5' 10 4.8 4.6 ･ ･ S ･ ４：島根県　  大田市大田町＊

18 4 9 02 10 島根県西部 35゜ 10.3' 132゜ 35.0' 10 4.9 4.7 ･ ･ S ･ ４：島根県　  大田市大田町＊　　島根美郷町粕淵＊

19 4 9 05 05 島根県西部 35゜ 10.4' 132゜ 35.2' 9 4.6 4.4 ･ ･ S ･ ４：島根県　  大田市大田町＊

20 4 14 04 00 根室半島南東沖 43゜ 10.5' 145゜ 44.2' 53 5.4 5.4 ･ ･ S ･
５弱：北海道　 中標津町丸山＊

緊急地震速報（警報）を発表

21 4 14 15 13 愛知県西部 34゜ 49.4' 137゜ 7.6' 6 4.5 4.3 ･ ･ S ･
４：愛知県　  西尾市矢曽根町＊　高浜市稗田町＊

 幸田町菱池＊      西尾市一色町

22 4 24 17 53 根室半島南東沖 43゜ 14.3' 145゜ 49.5' 87 5.4 5.5 ･ ･ S ･ ４：北海道　　 根室市珸瑶瑁＊　 など１道６地点

23 5 6 15 03 鳥島近海 31゜ 16.1' 140゜ 8.3' 14 5.7 5.3 ･ ･ ･ T

津波予報（若干の海面変動）を発表

津波観測：八丈島八重根で0.3mの津波を観測したほか、伊

豆諸島と静岡県で微弱な津波を観測

24 5 6 21 13 熊本県熊本地方 32゜ 39.4' 130゜ 40.1' 11 3.9 － ･ ･ S ･ ４：熊本県　  宇城市不知火町＊　宇城市豊野町＊

25 5 7 05 00 岩手県内陸北部 39゜ 35.7' 141゜ 9.6' 98 5.1 5.1 ･ ･ S ･ ４：岩手県　  盛岡市薮川＊

26 5 12 10 29 長野県北部 36゜ 37.9' 137゜ 54.0' 11 5.2 5.0 ･ ･ S ･

５弱：長野県　 長野市信州新町新町＊　長野市中条＊

大町市美麻＊　　　　　小川村高府＊

緊急地震速報（警報）を発表。

27 5 13 01 49 宮城県沖 38゜ 31.8' 141゜ 48.9' 50 4.8 4.7 ･ ･ S ･ ４：宮城県　  南三陸町志津川

28 5 17 12 12 千葉県北東部 35゜ 42.9' 140゜ 43.8' 52 5.3 5.4 ･ ･ S ･
４：千葉県　  旭市南堀之内＊　　多古町多古

 横芝光町宮川＊  横芝光町栗山＊

29 5 18 03 42 釧路沖 42゜ 43.5' 145゜ 28.2' 47 5.8 5.8 ･ ･ S ･ ４：北海道　　 根室市厚床＊

30 5 25 21 13 長野県北部 36゜ 56.4' 138゜ 35.3' 6 5.2 5.0 ･ ･ S ･ ５強：長野県　 栄村北信＊

31 6 12 04 54 大隅半島東方沖 31゜ 11.3' 131゜ 33.5' 28 5.6 5.5 ･ ･ S ･

４：宮崎県　  宮崎市松橋＊　　宮崎市橘通東＊

日南市吾田東＊　日南市南郷町南町＊

串間市都井＊

32 6 16 11 09 千葉県北東部 35゜ 21.0' 140゜ 19.4' 26 4.4 4.4 ･ ･ S ･ ４：千葉県　  一宮町一宮　　長南町長南＊

33 6 17 15 27 群馬県南部 36゜ 27.3' 139゜ 10.3' 14 4.6 4.6 ･ H S ･

５弱：群馬県　 渋川市赤城町＊

緊急地震速報（警報）を発表

被害：住家一部破損４棟（６月25日現在）

34 6 18 07 58 大阪府北部 34゜ 50.6' 135゜ 37.3' 13 6.1 5.6 M H S ･

６弱：大阪府　 大阪北区茶屋町＊　高槻市立第２中学校＊

枚方市大垣内＊　　茨木市東中条町＊

箕面市粟生外院＊

緊急地震速報（警報）を発表

被害：死者６人、負傷者443人、住家全壊18棟など（11月６

日現在）

35 6 19 00 31 大阪府北部 34゜ 51.5' 135゜ 36.4' 10 4.1 － ･ ･ S ･
４：京都府　  京都伏見区向島＊　大山崎町円明寺＊

　　大阪府　　 枚方市大垣内＊　　島本町若山台＊

36 6 26 17 00 広島県北部 34゜ 55.8' 132゜ 52.3' 12 5.0 4.6 ･ ･ S ･

４：島根県　 　飯南町下赤名＊

　　広島県　　 広島三次市三次町＊　広島三次市君田町＊

庄原市高野町＊　　　庄原市口和町＊

37 6 26 19 46 千葉県南部 35゜ 20.9' 140゜ 20.7' 26 4.3 4.4 ･ ･ S ･ ４：千葉県　  一宮町一宮　　長南町長南＊

38 7 2 02 27 青森県東方沖 41゜ 29.6' 142゜ 3.8' 64 4.9 5.0 ･ ･ S ･ ４：青森県　  東通村砂子又沢内＊

39 7 7 20 23 千葉県東方沖 35゜ 9.9' 140゜ 35.5' 57 6.0 5.9 M ･ S ･
５弱：千葉県　 長南町長南＊

緊急地震速報（警報）を発表

40 7 16 02 13 日高地方東部 42゜ 19.2' 142゜ 59.8' 55 4.9 5.1 ･ ･ S ･ ４：北海道　　 浦河町潮見 幕別町忠類錦町＊

豊後水道（注５）
４：愛媛県　  宇和島市津島町＊

　　大分県　　 佐伯市鶴見＊   　など３県５地点

最大震度・被害状況など

（注４）
緯度 経度 深さ

(km)
Ｍw

M H S T

(注３)Ｍ
No.

震源時
震央地名

震源要素（注１）(注２)

表１ 図１中の「マグニチュード 6.0 以上」、「被害を伴った」、「震度４以上を観測した」、「津波を観測

した」のいずれかに該当する地震の表
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 月 日 時 分 度 分 度 分

41 7 17 04 34 茨城県沖 36゜ 25.8' 140゜ 41.5' 52 4.8 4.7 ･ ･ S ･

４：茨城県　  水戸市金町　　　　　水戸市千波町＊

日立市十王町友部＊　常陸太田市高柿町＊

茨城町小堤＊　　　　鉾田市汲上＊

42 7 25 07 31 熊本県熊本地方 32゜ 43.3' 130゜ 47.8' 5 4.4 4.1 ･ ･ S ･
４：熊本県　 　御船町御船＊ 嘉島町上島＊

益城町惣領

43 7 31 17 42 福島県沖 37゜ 9.9' 141゜ 13.7' 21 5.8 5.5 ･ ･ S ･

４：宮城県　  宮城加美町中新田＊　　色麻町四竈＊

涌谷町新町裏 大崎市古川三日町

大崎市松山＊ 大崎市田尻＊

岩沼市桜＊ 東松島市矢本＊

　　福島県　　 天栄村下松本＊ 相馬市中村＊

双葉町両竹＊ 新地町谷地小屋＊

南相馬市鹿島区西町＊

44 8 11 06 11 福島県沖 37゜ 9.9' 141゜ 11.7' 20 5.0 4.9 ･ ･ S ･ ４：福島県　  楢葉町北田＊

45 8 17 03 21 硫黄島近海 37° 5.2' 141° 9.3' 44 6.3 ― M ･ ･ ･ 国内で震度１以上を観測した地点はなし

46 8 17 03 23 硫黄島近海 23゜ 41.9' 143゜ 13.0' 11* 6.6 6.4 M ･ ･ ･ １：東京都　　 小笠原村母島

47 8 22 18 23 熊本県熊本地方 32゜ 42.8' 130゜ 39.7' 12 4.1 ― ･ ･ S ･ ４：熊本県　  熊本西区春日

48 9 5 05 11 茨城県沖 36゜ 28.5' 141゜ 20.2' 60 5.5 5.4 ･ ･ S ･
４：茨城県　  日立市助川小学校＊　日立市十王町友部＊

高萩市安良川＊

49 9 6 3 7 胆振地方中東部 42゜ 41.4' 142゜ 0.4' 37 6.7 6.6 M H S ･

７：北海道　  厚真町鹿沼

６強：北海道　 厚真町京町＊　　　　安平町早来北進＊

安平町追分柏が丘＊　むかわ町松風＊

むかわ町穂別＊

「平成30年北海道胆振東部地震」

緊急地震速報（警報）を発表

被害：死者41人、負傷者749人、住家全壊415棟、住家半壊

1,346棟など（11月６日現在、総務省消防庁による）

50 9 6 3 17 胆振地方中東部 42゜ 37.6' 141゜ 57.8' 33 4.7 ― ･ H S ･

４：北海道　　 札幌市東区元町＊　　厚真町鹿沼

むかわ町松風＊

「平成30年北海道胆振東部地震」

51 9 6 3 20 胆振地方中東部 42゜ 34.3' 141゜ 56.9' 36 5.5 ― ･ H S ･

４：北海道　　 札幌市東区元町＊　　むかわ町松風＊

日高地方日高町門別＊

「平成30年北海道胆振東部地震」

52 9 6 3 23 胆振地方中東部 42゜ 47.8' 141゜ 58.5' 32 4.8 ― ･ H S ･
４：北海道　   安平町追分柏が丘＊

「平成30年北海道胆振東部地震」

53 9 6 3 32 胆振地方中東部 42゜ 43.4' 141゜ 59.9' 34 4.6 ― ･ H S ･
４：北海道　   厚真町鹿沼

「平成30年北海道胆振東部地震」

54 9 6 4 10 胆振地方中東部 42゜ 40.7' 141゜ 59.3' 32 4.7 ― ･ H S ･

４：北海道　　 厚真町鹿沼 むかわ町松風＊

むかわ町穂別＊

「平成30年北海道胆振東部地震」

55 9 6 6 4 胆振地方中東部 42゜ 41.1' 141゜ 59.5' 31 4.4 ― ･ H S ･
４：北海道　   むかわ町穂別＊

「平成30年北海道胆振東部地震」

56 9 6 6 11 胆振地方中東部 42゜ 40.2' 142゜ 0.9' 38 5.4 5.4 ･ H S ･

５弱：北海道　 厚真町鹿沼 むかわ町松風＊

緊急地震速報（警報）を発表

「平成30年北海道胆振東部地震」

57 9 7 13 25 胆振地方中東部 42゜ 42.0' 141゜ 58.2' 35 4.5 ― ･ H S ･
４：北海道　   厚真町鹿沼

「平成30年北海道胆振東部地震」

58 9 7 22 43 胆振地方中東部 42゜ 44.7' 142゜ 1.3' 36 4.4 4.4 ･ H S ･
４：北海道　   厚真町鹿沼

「平成30年北海道胆振東部地震」

59 9 8 18 21 胆振地方中東部 42゜ 41.7' 141゜ 58.1' 34 4.2 ― ･ H S ･
４：北海道　   厚真町鹿沼

「平成30年北海道胆振東部地震」

60 9 9 22 55 胆振地方中東部 42゜ 46.8' 141゜ 59.0' 35 4.9 4.9 ･ H S ･

４：北海道　   千歳市北栄 千歳市若草＊

厚真町鹿沼　など６点

「平成30年北海道胆振東部地震」

61 9 10 23 58 千葉県南東沖 35゜ 9.9' 140゜ 13.5' 35 4.7 4.5 ･ ･ S ･ ４：千葉県　  鴨川市八色　　鴨川市横渚＊

62 9 11 4 58 胆振地方中東部 42゜ 42.7' 142゜ 0.3' 31 4.5 ― ･ H S ･
４：北海道　   厚真町鹿沼

「平成30年北海道胆振東部地震」

63 9 11 19 7 胆振地方中東部 42゜ 49.2' 141゜ 59.7' 34 4.2 ― ･ H S ･
４：北海道　   厚真町鹿沼

「平成30年北海道胆振東部地震」

64 9 12 18 24 胆振地方中東部 42゜ 40.5' 141゜ 59.1' 33 4.5 4.4 ･ H S ･
４：北海道　   厚真町鹿沼

「平成30年北海道胆振東部地震」

65 9 14 6 54 胆振地方中東部 42゜ 40.6' 141゜ 57.1' 26 4.6 4.6 ･ H S ･

４：北海道　   厚真町鹿沼 安平町早来北進＊

むかわ町穂別＊

「平成30年北海道胆振東部地震」

66 9 15 17 5 沖縄本島近海 26゜ 40.2' 129゜ 40.6' 34 6.2 5.7 M ･ ･ ･ １：沖縄県　  名護市港＊　  など２県14点

67 9 16 1 24 沖縄本島近海 26゜ 37.4' 129゜ 35.6' 43 6.0 5.6 M ･ ･ ･ ２：沖縄県　  今帰仁村仲宗根＊　恩納村恩納＊

68 9 17 2 51 胆振地方中東部 42゜ 43.0' 141゜ 51.7' 28 4.6 4.5 ･ H S ･

４：北海道　   札幌市東区元町＊　札幌白石区北郷＊

厚真町鹿沼　　   など７点

「平成30年北海道胆振東部地震」

69 9 18 17 11 埼玉県南部 36゜ 9.9' 139゜ 47.9' 77 4.3 ― ･ ･ S ･ ４：埼玉県　  加須市大利根＊

70 9 30 17 54 日高地方西部 42゜ 32.9' 141゜ 59.3' 37 4.9 5.0 ･ H S ･

４：北海道　   札幌市東区元町＊　札幌白石区北郷＊

厚真町鹿沼　　   など７点

「平成30年北海道胆振東部地震」

71 10 1 11 22 胆振地方中東部 42゜ 47.6' 142゜ 0.6' 35 4.7 4.6 ･ H S ･

４：北海道　   千歳市若草＊ 千歳市支笏湖温泉＊

厚真町鹿沼 安平町追分柏が丘＊

「平成30年北海道胆振東部地震」

72 10 4 0 15 千葉県東方沖 35゜ 48.5' 140゜ 58.2' 31 4.7 4.6 ･ ･ S ･

４：茨城県　　 神栖市波崎＊

　　千葉県　　 銚子市川口町 銚子市若宮町＊

緊急地震速報（警報）を発表

最大震度・被害状況等
（注４）

緯度 経度 深さ

(km)
ＭwＭ

No.
震源時

震央地名
震源要素（注１）（注２）

M H S T
(注３)
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（注１）震源要素は再調査後、修正することがある。 
（注２）深さに*が付いている地震は、CMT 解の深さを用いている。 
（注３）ＭＨＳＴの各項目について、Ｍ:M6.0 以上の地震､Ｈ:被害を伴った地震､Ｓ:震度４以上を観測した地震､Ｔ:津波を観測した地震、と

して該当項目にそれぞれの記号を記した。ただし、「平成 30 年北海道胆振東部地震」の活動による被害は、正確に分離できないため、
記載した地震すべてについて、Ｈの記号を記した。また、被害の詳細については、９月６日 03 時 07 分の地震にのみ記載した。 

（注４）最大震度の観測点名にある＊印は地方公共団体もしくは国立研究開発法人防災科学技術研究所の震度観測点の情報である。被害の報

告は出典の記載がないものは総務省消防庁による。 
（注５）２月 19 日に豊後水道で発生した２つの地震は、ほぼ同時刻に、同規模の地震が発生しており、震度の分離ができない。 

月 日 時 分 度 分 度 分

73 10 5 8 58 胆振地方中東部 42゜ 35.5' 141゜ 57.9' 31 5.2 5.1 ･ H S ･

５弱：北海道　 厚真町鹿沼 むかわ町穂別＊

平取町振内＊

「平成30年北海道胆振東部地震」

緊急地震速報（警報）を発表

74 10 7 10 14 愛知県東部 35゜ 02.2' 137゜ 34.4' 42 5.0 ― ･ ･ S ･ ４：長野県　　 根羽村役場＊ 売木村役場＊

75 10 8 21 53 胆振地方中東部 42゜ 37.6' 141゜ 57.7' 32 4.3 ― ･ H S ･
４：北海道　　 札幌市東区元町＊

「平成30年北海道胆振東部地震」

76 10 9 2 45 胆振地方中東部 42゜ 37.5' 141゜ 57.5' 32 4.3 4.4 ･ H S ･
４：北海道　　 厚真町鹿沼

「平成30年北海道胆振東部地震」

77 10 12 9 14 胆振地方中東部 42゜ 35.5' 141゜ 56.8' 23 4.6 4.6 ･ H S ･
４：北海道　　 厚真町鹿沼

「平成30年北海道胆振東部地震」

78 10 12 13 15 千葉県北東部 35゜ 44.7' 140゜ 41.3' 52 5.2 5.3 ･ ･ S ･
４：千葉県　　 多古町多古 横芝光町宮川＊

横芝光町栗山＊　　山武市松尾町五反田＊

79 10 15 16 10 栃木県北部 36゜ 48.4' 139゜ 23.2' 3 3.7 ― ･ ･ S ･ ４：栃木県　　 日光市湯元＊

80 10 22 19 47 福島県沖 37゜ 31.0' 141゜ 26.6' 49 5.0 4.9 ･ ･ S ･ ４：福島県　  相馬市中村＊

81 10 23 13 34 与那国島近海 23゜ 57.3' 122゜ 35.7' 26 6.1 5.8 M ･ ･ ･ ３：沖縄県　　 与那国町久部良　　与那国町役場＊

82 10 24 1 4 与那国島近海 23゜ 58.1' 122゜ 36.1' 28 6.3 5.7 M ･ ･ ･
３：沖縄県　　 与那国町久部良　　与那国町役場＊

緊急地震速報（警報）を発表

83 10 26 3 36 宮城県沖 38゜ 16.7' 141゜ 48.6' 49 5.7 5.7 ･ ･ S ･

４：岩手県　　 一関市花泉町＊　　一関市千厩町＊

　　宮城県　　 気仙沼市赤岩　　 など２県14点

緊急地震速報（警報）を発表

84 11 2 16 53 紀伊水道 33゜ 41.7' 135゜ 11.7' 44 5.4 5.4 ･ ･ S ･

４：和歌山県　 有田市初島町＊　　湯浅町青木＊

　　徳島県　　 那珂町和食＊　　 など２県15点

緊急地震速報（警報）を発表

85 11 2 20 1 オホーツク海南部 47゜ 8.5' 147゜ 6.5' 487 6.1 6.0 M ･ ･ ･ ２：北海道　　 函館市新浜町＊　 など２県４点

86 11 5 4 26 国後島付近 44゜ 36.5' 145゜ 48.3' 20 6.3 6.0 M ･ S ･ ４：北海道　　 標津町北２条＊　　羅臼町岬町＊

87 11 14 19 7 胆振地方中東部 42゜ 41.8' 141゜ 57.9' 32 4.7 4.7 ･ H S ･

４：北海道　　 厚真町鹿沼　　　　厚真町京町＊

安平町早来北進＊　むかわ町穂別＊

「平成30年北海道胆振東部地震」

88 11 23 23 30 福島県沖 37゜ 4.3' 141゜ 10.3' 50 5.0 4.8 ･ ･ S ･ ４：福島県　　 楢葉町北田＊ 川内村上川内早渡＊

89 11 27 8 33 茨城県南部 36゜ 4.3' 139゜ 51.8' 44 5.0 4.9 ･ ･ S ･

４：茨城県　　 笠間市石井＊　　　坂東市馬立＊

　　栃木県　　 日光市今市本町＊　宇都宮市明保野町

　　群馬県　　 邑楽町中野＊

　　埼玉県　　 加須市騎西＊　　 など４県24点

90 12 8 10 54 福島県沖 37゜ 1.9' 141゜ 20.7' 50 5.0 5.0 ･ ･ S ･ ４：福島県　　 田村市大越町＊　　いわき市三和町

91 12 30 4 8 十勝地方南部 42゜ 19.7' 143° 6.8' 51 5.3 5.3 ･ ･ S ･ ４：北海道　　 浦河町潮見 浦河町築地＊

最大震度・被害状況など

（注４）
緯度 経度 深さ

(km)
ＭwＭ

No.
震源時

震央地名

震源要素（注１）（注２）
M H S T

(注３)
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● 平成 30年（2018年）の都道府県別の震度観測回数表

都道府県名 震度１ 震度２ 震度３ 震度４ 震度５弱 震度５強 震度６弱 震度６強 震度７ 合計

北海道 284 135 46 28 3 0 0 0 1 497
青森県 87 44 12 3 0 0 0 0 0 146
岩手県 149 53 17 3 0 0 0 0 0 222
宮城県 123 46 21 4 0 0 0 0 0 194
秋田県 40 9 3 0 0 0 0 0 0 52
山形県 36 9 2 0 0 0 0 0 0 47
福島県 129 63 13 7 0 0 0 0 0 212
茨城県 138 75 31 5 0 0 0 0 0 249
栃木県 89 36 13 3 0 0 0 0 0 141
群馬県 61 19 7 1 1 0 0 0 0 89
埼玉県 66 20 7 2 0 0 0 0 0 95
千葉県 117 52 22 6 1 0 0 0 0 198
東京都 74 35 6 1 0 0 0 0 0 116
神奈川県 60 21 2 1 0 0 0 0 0 84
新潟県 33 12 2 1 0 0 0 0 0 48
富山県 2 3 1 0 0 0 0 0 0 6
石川県 9 5 2 0 0 0 0 0 0 16
福井県 13 3 0 1 0 0 0 0 0 17
山梨県 30 9 3 0 0 0 0 0 0 42
長野県 90 28 9 2 1 1 0 0 0 131
岐阜県 80 20 3 1 0 0 0 0 0 104
静岡県 51 16 8 0 0 0 0 0 0 75
愛知県 16 5 4 2 0 0 0 0 0 27
三重県 18 7 0 1 0 0 0 0 0 26
滋賀県 18 9 1 0 1 0 0 0 0 29
京都府 58 18 7 1 0 1 0 0 0 85
大阪府 49 17 6 1 0 0 1 0 0 74
兵庫県 33 12 1 0 1 0 0 0 0 47
奈良県 23 13 2 0 1 0 0 0 0 39
和歌山県 67 21 4 1 0 0 0 0 0 93
鳥取県 29 8 2 1 0 0 0 0 0 40
島根県 37 20 6 5 0 1 0 0 0 69
岡山県 20 7 2 1 0 0 0 0 0 30
広島県 29 11 1 2 0 0 0 0 0 43
徳島県 24 8 2 1 0 0 0 0 0 35
香川県 14 5 2 1 0 0 0 0 0 22
愛媛県 17 11 1 2 0 0 0 0 0 31
高知県 15 7 1 1 0 0 0 0 0 24
山口県 13 9 3 0 0 0 0 0 0 25
福岡県 9 9 1 0 0 0 0 0 0 19
佐賀県 7 6 1 0 0 0 0 0 0 14
長崎県 24 6 0 0 0 0 0 0 0 30
熊本県 79 40 4 3 0 0 0 0 0 126
大分県 15 6 2 1 0 0 0 0 0 24
宮崎県 34 8 5 1 0 0 0 0 0 48
鹿児島県 107 29 8 0 0 0 0 0 0 144
沖縄県 90 26 8 0 1 0 0 0 0 125

全国 1379 544 178 67 7 2 1 0 1 2179
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１ ２ ３ ４ ５弱 ５強 ６弱 ６強 ７ 合計

石狩市花川 17 13 4 0 1 0 0 0 0 35

石狩市聚富 32 15 3 0 1 0 0 0 0 51

札幌中央区北２条 21 9 0 1 0 0 0 0 0 31

江別市高砂町 38 14 4 0 1 0 0 0 0 57

千歳市北栄 76 28 6 1 0 1 0 0 0 112

新千歳空港 99 40 11 2 0 0 1 0 0 153

恵庭市漁平 17 7 1 0 1 0 0 0 0 26

八雲町上の湯 7 0 1 0 0 0 0 0 0 8

函館市美原 20 4 0 1 0 0 0 0 0 25

函館市尾札部町 19 8 0 1 0 0 0 0 0 28

七飯町桜町 17 4 0 1 0 0 0 0 0 22

渡島森町御幸町 19 7 0 1 0 0 0 0 0 27

渡島松前町福山 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2

渡島松前町清部 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2

知内町小谷石 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2

檜山江差町姥神 4 0 1 0 0 0 0 0 0 5

せたな町北檜山区豊岡 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

小樽市勝納町 26 13 1 1 0 0 0 0 0 41

積丹町日司町 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2

余市町朝日町 18 4 0 1 0 0 0 0 0 23

倶知安町南１条 11 3 0 1 0 0 0 0 0 15

島牧村江ノ島 2 1 0 0 0 0 0 0 0 3

寿都町新栄 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

岩内町高台 6 0 1 0 0 0 0 0 0 7

奥尻町松江 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

北竜町竜西 11 0 1 0 0 0 0 0 0 12

芦別市旭町 11 2 0 1 0 0 0 0 0 14

滝川市大町 9 5 0 1 0 0 0 0 0 15

夕張市若菜 29 7 1 1 0 0 0 0 0 38

岩見沢市５条 21 8 0 1 0 0 0 0 0 30

美唄市西５条 18 7 0 1 0 0 0 0 0 26

士別市東６条 1 0 1 0 0 0 0 0 0 2

士別市朝日町 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

名寄市大通 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2

旭川市宮前１条 4 0 0 1 0 0 0 0 0 5

上川地方上川町越路 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

富良野市若松町 10 2 0 1 0 0 0 0 0 13

上富良野町大町 6 0 1 0 0 0 0 0 0 7

南富良野町幾寅 6 0 1 0 0 0 0 0 0 7

羽幌町南３条 2 0 1 0 0 0 0 0 0 3

羽幌町焼尻 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

初山別村有明 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

留萌市大町 2 0 1 0 0 0 0 0 0 3

稚内市恵北 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

稚内市開運 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

宗谷枝幸町岬町 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

宗谷枝幸町本町 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

礼文町上泊埼 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

利尻富士町鬼脇 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2

震度地

方
観測点

石

狩

・

渡

島

檜

山

・

後

志

空

知

・

上

川

留

萌

・

宗

谷

１ ２ ３ ４ ５弱 ５強 ６弱 ６強 ７ 合計

網走市台町 6 1 0 0 0 0 0 0 0 7

美幌町東３条 4 5 0 0 0 0 0 0 0 9

斜里町本町 3 5 0 0 0 0 0 0 0 8

北見市公園町 1 2 1 0 0 0 0 0 0 4

北見市留辺蘂町上町 3 0 0 0 0 0 0 0 0 3

北見市常呂町吉野 3 0 0 0 0 0 0 0 0 3

紋別市南が丘町 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2

遠軽町丸瀬布金湧山 5 1 0 0 0 0 0 0 0 6

雄武町雄武 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

胆振伊達市梅本 30 6 0 1 0 0 0 0 0 37

室蘭市山手町 12 0 1 0 0 0 0 0 0 13

苫小牧市末広町 67 22 5 1 1 0 0 0 0 96

登別市鉱山 43 10 0 1 0 0 0 0 0 54

白老町大町 36 17 4 0 1 0 0 0 0 58

厚真町鹿沼 180 82 38 18 2 0 0 0 1 321

平取町仁世宇 23 8 1 1 0 0 0 0 0 33

新ひだか町静内山手町 59 18 7 0 0 1 0 0 0 85

新ひだか町静内御園 17 7 1 1 0 0 0 0 0 26

浦河町野深 23 7 3 1 0 0 0 0 0 34

浦河町潮見 40 6 3 4 0 0 0 0 0 53

えりも町本町 1 5 0 0 0 0 0 0 0 6

足寄町上螺湾 8 4 1 0 0 0 0 0 0 13

帯広市東４条 14 6 1 1 0 0 0 0 0 22

十勝清水町南４条 19 7 1 1 0 0 0 0 0 28

幕別町忠類明和 7 2 1 0 0 0 0 0 0 10

本別町北２丁目 14 7 1 0 0 0 0 0 0 22

広尾町並木通 15 7 2 0 0 0 0 0 0 24

広尾町白樺通 13 5 2 0 0 0 0 0 0 20

弟子屈町美里 9 5 0 0 0 0 0 0 0 14

釧路市幸町 14 4 1 0 0 0 0 0 0 19

釧路市音別町尺別 12 1 1 0 0 0 0 0 0 14

厚岸町尾幌 14 5 3 0 0 0 0 0 0 22

浜中町湯沸 13 5 2 0 0 0 0 0 0 20

中標津町養老牛 14 1 2 0 0 0 0 0 0 17

標津町古多糠 2 3 2 0 0 0 0 0 0 7

羅臼町春日 4 1 3 0 0 0 0 0 0 8

別海町常盤 28 13 3 2 0 0 0 0 0 46

根室市弥栄 12 2 2 1 0 0 0 0 0 17

根室市豊里 7 3 2 0 0 0 0 0 0 12

網

走

・

胆

振

日

高

・

十

勝

釧

路

・

根

室

地

方
観測点

震度

● 平成 30年（2018年）の観測点別の震度観測回数表

 

・ 気象庁の震度観測点（平成 30年 10 月 1 日現在）について記載した。
・ 表の「観測点」欄の「注）」は、計数期間注意（欄外記載）。

北海道地方 
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１ ２ ３ ４ ５弱 ５強 ６弱 ６強 ７ 合計

青森市花園 15 6 2 0 0 0 0 0 0 23

五所川原市栄町 3 1 1 0 0 0 0 0 0 5

五所川原市太田 1 2 0 0 0 0 0 0 0 3

平内町小湊 3 12 3 0 0 0 0 0 0 18

弘前市和田町 3 1 0 0 0 0 0 0 0 4

弘前市弥生 5 2 0 0 0 0 0 0 0 7

鰺ヶ沢町本町 4 2 0 0 0 0 0 0 0 6

深浦町長慶平 2 1 0 0 0 0 0 0 0 3

深浦町深浦岡町 3 1 0 0 0 0 0 0 0 4

八戸市島守 13 3 0 0 0 0 0 0 0 16

八戸市湊町 54 19 2 0 0 0 0 0 0 75

七戸町北天間舘 4 1 0 0 0 0 0 0 0 5

六ヶ所村尾駮 28 3 2 0 0 0 0 0 0 33

六ヶ所村出戸 16 1 1 0 0 0 0 0 0 18

五戸町古舘 44 18 3 1 0 0 0 0 0 66

むつ市金曲 34 12 1 1 0 0 0 0 0 48

むつ市大畑町奥薬研 13 2 0 0 0 0 0 0 0 15

東通村砂子又蒲谷地 34 7 3 1 0 0 0 0 0 45

宮古市鍬ヶ崎 34 6 1 0 0 0 0 0 0 41

宮古市長沢 15 2 0 0 0 0 0 0 0 17

久慈市川崎町 21 4 1 0 0 0 0 0 0 26

久慈市枝成沢 40 8 2 0 0 0 0 0 0 50

山田町八幡町 25 11 0 0 0 0 0 0 0 36

田野畑村田野畑 17 2 0 0 0 0 0 0 0 19

岩手洋野町種市 24 5 1 0 0 0 0 0 0 30

大船渡市大船渡町 61 18 5 0 0 0 0 0 0 84

大船渡市猪川町 49 16 2 0 0 0 0 0 0 67

釜石市只越町 46 16 1 0 0 0 0 0 0 63

盛岡市山王町 42 8 2 0 0 0 0 0 0 52

二戸市福岡 18 4 1 0 0 0 0 0 0 23

雫石町千刈田 15 3 0 0 0 0 0 0 0 18

雫石町西根上駒木野 9 1 0 0 0 0 0 0 0 10

葛巻町葛巻元木 24 5 0 0 0 0 0 0 0 29

八幡平市大更 22 6 1 0 0 0 0 0 0 29

花巻市大迫町 38 6 1 0 0 0 0 0 0 45

北上市柳原町 33 6 2 0 0 0 0 0 0 41

一関市大東町 50 14 3 0 0 0 0 0 0 67

奥州市水沢大鐘町 17 6 0 0 0 0 0 0 0 23

気仙沼市赤岩 57 21 5 1 0 0 0 0 0 84

気仙沼市本吉町西川内 21 6 1 0 0 0 0 0 0 28

涌谷町新町裏 24 22 8 2 0 0 0 0 0 56

栗原市栗駒 42 14 1 0 0 0 0 0 0 57

登米市中田町 45 22 6 0 0 0 0 0 0 73

南三陸町志津川 65 21 6 2 0 0 0 0 0 94

大崎市古川三日町 40 16 5 1 0 0 0 0 0 62

大崎市古川大崎 27 18 4 0 0 0 0 0 0 49

仙台空港 27 12 2 0 0 0 0 0 0 41

柴田町船岡 34 9 2 0 0 0 0 0 0 45

丸森町上滝 20 5 3 0 0 0 0 0 0 28

仙台青葉区大倉 26 8 2 0 0 0 0 0 0 36

仙台宮城野区五輪 25 11 2 0 0 0 0 0 0 38

石巻市泉町 41 12 3 0 0 0 0 0 0 56

石巻市大瓜 19 6 0 0 0 0 0 0 0 25

松島町高城 36 20 4 0 0 0 0 0 0 60

観測点
震度

青

森

県

岩

手

県

宮

城

県

県
１ ２ ３ ４ ５弱 ５強 ６弱 ６強 ７ 合計

能代市緑町 6 1 0 0 0 0 0 0 0 7

能代市常盤山谷 2 1 0 0 0 0 0 0 0 3

男鹿市男鹿中 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

五城目町西磯ノ目 5 1 0 0 0 0 0 0 0 6

秋田市山王 4 0 0 0 0 0 0 0 0 4

秋田市雄和女米木 5 1 0 0 0 0 0 0 0 6

由利本荘市石脇 5 0 0 0 0 0 0 0 0 5

大館市比内町味噌内 5 0 0 0 0 0 0 0 0 5

北秋田市花園町 7 4 0 0 0 0 0 0 0 11

横手市雄物川町今宿 6 0 0 0 0 0 0 0 0 6

湯沢市沖鶴 5 2 0 0 0 0 0 0 0 7

秋田美郷町六郷東根 5 3 0 0 0 0 0 0 0 8

仙北市角館町東勝楽丁 5 0 0 0 0 0 0 0 0 5

鶴岡市馬場町 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2

鶴岡市温海川 7 1 0 0 0 0 0 0 0 8

酒田市飛島 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

酒田市亀ケ崎 5 4 0 0 0 0 0 0 0 9

遊佐町遊佐 3 3 0 0 0 0 0 0 0 6

遊佐町小原田 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

新庄市東谷地田町 9 2 0 0 0 0 0 0 0 11

山形金山町中田 3 0 0 0 0 0 0 0 0 3

山形市緑町 4 1 0 0 0 0 0 0 0 5

河北町谷地 20 3 0 0 0 0 0 0 0 23

米沢市駅前 6 3 1 0 0 0 0 0 0 10

米沢市アルカディア 9 6 2 0 0 0 0 0 0 17

山形小国町岩井沢 6 1 0 0 0 0 0 0 0 7

白鷹町黒鴨 7 1 0 0 0 0 0 0 0 8

福島市松木町 37 7 2 0 0 0 0 0 0 46

郡山市朝日 48 8 5 0 0 0 0 0 0 61

白河市郭内 44 9 6 0 0 0 0 0 0 59

大玉村南小屋 39 10 4 0 0 0 0 0 0 53

棚倉町棚倉中居野 60 13 4 1 0 0 0 0 0 78

古殿町松川横川 28 9 0 0 0 0 0 0 0 37

田村市船引町 62 13 9 0 0 0 0 0 0 84

いわき市小名浜 48 9 6 0 0 0 0 0 0 63

いわき市三和町 71 20 5 2 0 0 0 0 0 98

川内村下川内 50 15 4 0 0 0 0 0 0 69

浪江町幾世橋 69 19 7 1 0 0 0 0 0 96

南相馬市原町区三島町 34 8 4 0 0 0 0 0 0 46

南相馬市鹿島区栃窪 27 9 3 0 0 0 0 0 0 39

会津若松市材木町 7 3 1 0 0 0 0 0 0 11

西会津町野沢 12 3 1 0 0 0 0 0 0 16

猪苗代町城南 10 6 2 0 0 0 0 0 0 18

柳津町大成沢 4 1 0 0 0 0 0 0 0 5

南会津町田島 15 3 0 0 0 0 0 0 0 18

県 観測点
震度

秋

田

県

山

形

県

福

島

県

東北地方 
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１ ２ ３ ４ ５弱 ５強 ６弱 ６強 ７ 合計

水戸市金町 65 21 2 2 0 0 0 0 0 90

常陸太田市町屋町 37 18 4 0 0 0 0 0 0 59

ひたちなか市山ノ上町 27 8 3 0 0 0 0 0 0 38

常陸大宮市中富町 32 7 3 0 0 0 0 0 0 42

土浦市常名 97 31 6 1 0 0 0 0 0 135

石岡市柿岡 91 20 7 1 0 0 0 0 0 119

茨城鹿嶋市鉢形 53 17 5 0 0 0 0 0 0 75

潮来市堀之内 44 8 7 0 0 0 0 0 0 59

利根町布川 25 9 1 0 0 0 0 0 0 35

坂東市岩井 42 12 4 0 0 0 0 0 0 58

筑西市舟生 58 17 6 1 0 0 0 0 0 82

鉾田市鉾田 45 10 3 0 0 0 0 0 0 58

日光市瀬川 21 6 1 0 0 0 0 0 0 28

日光市中宮祠 10 2 0 0 0 0 0 0 0 12

大田原市黒羽田町 17 6 1 0 0 0 0 0 0 24

那須塩原市蟇沼 10 4 0 0 0 0 0 0 0 14

宇都宮市明保野町 71 18 3 1 0 0 0 0 0 93

栃木市旭町 37 13 0 1 0 0 0 0 0 51

益子町益子 44 18 3 1 0 0 0 0 0 66

那須烏山市中央 43 16 4 0 0 0 0 0 0 63

沼田市西倉内町 23 8 1 1 0 0 0 0 0 33

中之条町日影 6 2 2 0 0 0 0 0 0 10

片品村東小川 13 4 0 0 0 0 0 0 0 17

東吾妻町原町 11 2 1 0 0 0 0 0 0 14

前橋市昭和町 9 1 0 1 0 0 0 0 0 11

桐生市織姫町 13 5 2 0 0 0 0 0 0 20

富岡市七日市 10 3 0 0 0 0 0 0 0 13

板倉町板倉 18 6 2 0 0 0 0 0 0 26

熊谷市桜町 11 7 1 0 0 0 0 0 0 19

本庄市児玉町 17 6 1 0 0 0 0 0 0 24

久喜市下早見 46 10 4 1 0 0 0 0 0 61

鳩山町大豆戸 10 1 0 0 0 0 0 0 0 11

川越市旭町 13 5 1 0 0 0 0 0 0 19

飯能市苅生 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2

さいたま浦和区高砂 34 7 2 0 0 0 0 0 0 43

秩父市上町 14 2 0 0 0 0 0 0 0 16

小鹿野町両神薄 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

銚子市川口町 20 11 3 1 0 0 0 0 0 35

東金市東新宿 36 12 3 0 0 0 0 0 0 51

多古町多古 45 13 3 2 0 0 0 0 0 63

一宮町一宮 44 13 5 3 0 0 0 0 0 65

長柄町大津倉 27 8 1 0 0 0 0 0 0 36

香取市佐原平田 45 9 6 0 0 0 0 0 0 60

山武市松尾町富士見台 41 11 3 1 0 0 0 0 0 56

千葉中央区中央港 32 20 2 0 0 0 0 0 0 54

千葉美浜区ひび野 36 18 4 0 0 0 0 0 0 58

成田市花崎町
注） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

成田国際空港 25 13 3 0 0 0 0 0 0 41

成田市名古屋
注） 24 6 0 0 0 0 0 0 0 30

柏市旭町 36 14 2 0 0 0 0 0 0 52

浦安市日の出 33 10 2 0 0 0 0 0 0 45

館山市長須賀 30 8 1 1 0 0 0 0 0 40

木更津市太田 26 4 1 0 0 0 0 0 0 31

勝浦市墨名 33 12 5 1 0 0 0 0 0 51

鴨川市八色 32 5 1 2 0 0 0 0 0 40

鴨川市内浦 16 3 3 0 0 0 0 0 0 22

南房総市上堀 12 2 2 0 0 0 0 0 0 16

埼

玉

県

千

葉

県

県 観測点
震度

茨

城

県

栃

木

県

群

馬

県

１ ２ ３ ４ ５弱 ５強 ６弱 ６強 ７ 合計

東京千代田区大手町 52 10 2 0 0 0 0 0 0 64

東京港区海岸 27 3 1 1 0 0 0 0 0 32

東京新宿区西新宿 14 1 1 0 0 0 0 0 0 16

東京墨田区横川 8 5 0 0 0 0 0 0 0 13

東京江東区青海 8 2 2 0 0 0 0 0 0 12

東京国際空港 24 5 2 0 0 0 0 0 0 31

東京杉並区阿佐谷 10 3 0 0 0 0 0 0 0 13

東京江戸川区中央 32 10 2 0 0 0 0 0 0 44

八王子市大横町 9 3 0 0 0 0 0 0 0 12

国分寺市戸倉 21 6 1 0 0 0 0 0 0 28

青梅市東青梅 8 0 0 0 0 0 0 0 0 8

神津島村金長 8 4 1 0 0 0 0 0 0 13

伊豆大島町差木地 8 1 0 0 0 0 0 0 0 9

伊豆大島町元町 3 3 0 0 0 0 0 0 0 6

伊豆大島町岡田 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

東京利島村東山 8 2 0 0 0 0 0 0 0 10

新島村大原 6 2 1 0 0 0 0 0 0 9

新島村式根島 5 2 1 0 0 0 0 0 0 8

三宅村神着 2 2 0 0 0 0 0 0 0 4

三宅村坪田 5 2 1 0 0 0 0 0 0 8

御蔵島村西川 4 1 0 0 0 0 0 0 0 5

八丈町樫立 5 1 0 0 0 0 0 0 0 6

八丈町三根 4 1 0 0 0 0 0 0 0 5

青ヶ島村 1 3 1 0 0 0 0 0 0 5

小笠原村父島西町 7 1 0 0 0 0 0 0 0 8

小笠原村父島三日月山 8 2 0 0 0 0 0 0 0 10

小笠原村母島 13 6 0 0 0 0 0 0 0 19

横浜中区山手町 34 11 2 0 0 0 0 0 0 47

川崎中原区小杉陣屋町 23 3 1 0 0 0 0 0 0 27

横須賀市光の丘 26 3 1 0 0 0 0 0 0 30

茅ヶ崎市茅ヶ崎 21 4 2 0 0 0 0 0 0 27

小田原市久野 4 1 0 0 0 0 0 0 0 5

秦野市曽屋 16 3 0 0 0 0 0 0 0 19

湯河原町中央 23 8 1 0 0 0 0 0 0 32

相模原中央区中央 4 2 1 0 0 0 0 0 0 7

相模原緑区若柳 4 0 0 0 0 0 0 0 0 4

東

京

都

神

奈

川

県

都

県
観測点

震度

関東地方 

注） 
「成田市花崎町」 平成 30年 3月 21日まで 
「成田市名古屋」  平成 30年 7月 12日から 
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１ ２ ３ ４ ５弱 ５強 ６弱 ６強 ７ 合計

糸魚川市一の宮 2 0 1 0 0 0 0 0 0 3

上越市中ノ俣 0 2 0 0 0 0 0 0 0 2

上越市大手町 4 1 0 0 0 0 0 0 0 5

長岡市幸町 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

小千谷市城内 5 1 0 0 0 0 0 0 0 6

出雲崎町米田 4 2 0 0 0 0 0 0 0 6

魚沼市下折立 1 2 0 0 0 0 0 0 0 3

南魚沼市六日町 10 5 1 0 0 0 0 0 0 16

村上市塩町 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2

五泉市村松乙 3 1 0 0 0 0 0 0 0 4

粟島浦村笹畑 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

阿賀野市畑江 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

胎内市新和町 2 1 0 0 0 0 0 0 0 3

新潟空港 5 0 0 0 0 0 0 0 0 5

新潟中央区美咲町 7 0 0 0 0 0 0 0 0 7

新潟秋葉区程島 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

新潟西蒲区役所 5 1 0 0 0 0 0 0 0 6

佐渡市相川金山 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

佐渡市相川三町目 3 0 0 0 0 0 0 0 0 3

富山市石坂 3 1 0 0 0 0 0 0 0 4

富山市八尾町福島 3 1 0 0 0 0 0 0 0 4

魚津市釈迦堂 4 0 0 0 0 0 0 0 0 4

立山町吉峰 4 0 1 0 0 0 0 0 0 5

富山朝日町道下 4 0 0 0 0 0 0 0 0 4

高岡市伏木 3 1 0 0 0 0 0 0 0 4

小矢部市泉町 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2

南砺市天池 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2

七尾市本府中町 5 0 1 0 0 0 0 0 0 6

輪島市鳳至町 5 2 0 0 0 0 0 0 0 7

輪島市舳倉島 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

珠洲市三崎町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

羽咋市柳田町 2 1 0 0 0 0 0 0 0 3

志賀町富来領家町 4 0 0 0 0 0 0 0 0 4

能登町宇出津 4 1 0 0 0 0 0 0 0 5

金沢市西念 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

小松市小馬出町 0 3 0 0 0 0 0 0 0 3

加賀市直下町 5 1 0 0 0 0 0 0 0 6

津幡町加賀爪 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2

福井市豊島 3 1 1 0 0 0 0 0 0 5

勝山市旭町 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2

越前市高瀬 1 2 0 0 0 0 0 0 0 3

福井坂井市三国町陣ヶ岡 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2

敦賀市松栄町 6 1 1 0 0 0 0 0 0 8

福井美浜町新庄 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2

高浜町宮崎 5 2 0 1 0 0 0 0 0 8

甲府市飯田 10 1 0 0 0 0 0 0 0 11

身延町大磯小磯 8 0 0 0 0 0 0 0 0 8

甲州市塩山下於曽 9 1 0 0 0 0 0 0 0 10

大月市大月 10 1 0 0 0 0 0 0 0 11

上野原市上野原
注） 3 1 0 0 0 0 0 0 0 4

上野原市四方津
注） 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

富士河口湖町船津 24 3 1 0 0 0 0 0 0 28

長野市箱清水 4 3 0 1 0 0 0 0 0 8

長野市松代 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2

大町市役所 4 0 1 0 0 0 0 0 0 5

山ノ内町平穏 2 1 0 0 0 0 0 0 0 3

松本市沢村 3 1 0 0 0 0 0 0 0 4

上田市上田古戦場公園 6 2 0 0 0 0 0 0 0 8

諏訪市湖岸通り 11 4 0 0 0 0 0 0 0 15

佐久市下小田切 6 1 0 0 0 0 0 0 0 7

軽井沢町追分 9 3 0 0 0 0 0 0 0 12

安曇野市穂高支所 5 1 0 0 0 0 0 0 0 6

筑北村坂井 6 1 1 0 0 0 0 0 0 8

飯田市高羽町 8 3 1 0 0 0 0 0 0 12

伊那市高遠町荊口 6 3 0 0 0 0 0 0 0 9

辰野町中央 4 1 0 0 0 0 0 0 0 5

飯島町飯島 5 2 0 0 0 0 0 0 0 7

泰阜村梨久保 7 1 0 0 0 0 0 0 0 8

山

梨

県

長

野

県

震度

新

潟

県

富

山

県

石

川

県

福

井

県

県 観測点
１ ２ ３ ４ ５弱 ５強 ６弱 ６強 ７ 合計

高山市丹生川町森部 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

高山市桐生町 2 1 0 0 0 0 0 0 0 3

飛騨市神岡町殿 2 1 0 0 0 0 0 0 0 3

下呂市森 2 1 0 0 0 0 0 0 0 3

中津川市かやの木町 4 2 0 0 0 0 0 0 0 6

美濃加茂市太田町 2 2 0 0 0 0 0 0 0 4

白川町黒川 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2

岐阜市加納二之丸 2 2 1 0 0 0 0 0 0 5

揖斐川町三輪 2 1 1 0 0 0 0 0 0 4

岐阜山県市谷合運動場 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2

郡上市八幡町島谷 2 2 0 0 0 0 0 0 0 4

熱海市網代 15 3 0 0 0 0 0 0 0 18

伊東市大原 3 2 0 0 0 0 0 0 0 5

下田市加増野 4 0 0 0 0 0 0 0 0 4

南伊豆町石廊崎 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2

伊豆市中伊豆グラウンド 30 5 2 0 0 0 0 0 0 37

三島市東本町 5 3 0 0 0 0 0 0 0 8

富士宮市弓沢町 17 4 0 0 0 0 0 0 0 21

富士市富士総合運動公園 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2

御殿場市萩原 10 1 0 0 0 0 0 0 0 11

島田市中央町 2 2 1 0 0 0 0 0 0 5

島田市川根町家山 3 1 0 0 0 0 0 0 0 4

静岡駿河区曲金 10 1 1 0 0 0 0 0 0 12

静岡清水区千歳町 7 2 0 0 0 0 0 0 0 9

牧之原市鬼女新田 3 2 1 0 0 0 0 0 0 6

掛川市篠場 2 1 0 0 0 0 0 0 0 3

袋井市新屋 7 2 0 0 0 0 0 0 0 9

御前崎市御前崎 3 1 0 0 0 0 0 0 0 4

浜松中区高丘東 2 2 0 0 0 0 0 0 0 4

浜松北区三ヶ日町 5 2 0 0 0 0 0 0 0 7

浜松北区滝沢町 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2

豊橋市向山 5 3 1 0 0 0 0 0 0 9

新城市乗本 5 2 0 0 0 0 0 0 0 7

新城市矢部 7 4 3 0 0 0 0 0 0 14

田原市石神町 3 1 0 0 0 0 0 0 0 4

田原市福江町 3 3 0 0 0 0 0 0 0 6

名古屋千種区日和町 3 3 0 0 0 0 0 0 0 6

岡崎市若宮町 2 3 1 0 0 0 0 0 0 6

一宮市千秋 7 2 1 0 0 0 0 0 0 10

豊田市小坂本町 6 1 2 0 0 0 0 0 0 9

豊田市大洞町 4 3 1 0 0 0 0 0 0 8

西尾市一色町 3 3 0 1 0 0 0 0 0 7

常滑市新開町 8 1 2 0 0 0 0 0 0 11

中部国際空港 3 1 1 0 0 0 0 0 0 5

南知多町豊浜 1 3 0 0 0 0 0 0 0 4

愛西市稲葉町 3 1 1 0 0 0 0 0 0 5

四日市市日永 5 0 1 0 0 0 0 0 0 6

鈴鹿市西条 10 2 1 0 0 0 0 0 0 13

津市島崎町 7 0 1 0 0 0 0 0 0 8

津市片田薬王寺町 3 0 1 0 0 0 0 0 0 4

松阪市上川町 6 1 1 0 0 0 0 0 0 8

伊賀市緑ヶ丘本町 5 0 1 0 0 0 0 0 0 6

尾鷲市南陽町 3 1 1 0 0 0 0 0 0 5

三重御浜町寺谷総合公園 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2

三重紀北町十須 3 1 1 0 0 0 0 0 0 5

伊勢市矢持町 2 1 0 0 0 0 0 0 0 3

志摩市志摩町和具 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

岐

阜

県

静

岡

県

愛

知

県

三

重

県

県 観測点
震度

中部地方 

注） 
「上野原市上野原」 平成 30年 7月 11日まで 
「上野原市四方津」 平成 30年 10月 1日から 
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１ ２ ３ ４ ５弱 ５強 ６弱 ６強 ７ 合計

彦根市城町 6 1 0 1 0 0 0 0 0 8

大津市御陵町 8 1 0 1 0 0 0 0 0 10

大津市南小松 11 2 1 0 0 0 0 0 0 14

近江八幡市桜宮町 9 3 0 1 0 0 0 0 0 13

甲賀市水口町 6 0 1 0 0 0 0 0 0 7

東近江市君ヶ畑町 2 0 1 0 0 0 0 0 0 3

福知山市内記 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2

舞鶴市下福井 2 0 1 0 0 0 0 0 0 3

京丹後市弥栄町吉沢 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2

京都中京区西ノ京 15 3 0 1 0 0 0 0 0 19

宇治市宇治琵琶 25 12 2 0 1 0 0 0 0 40

亀岡市安町 22 5 1 0 1 0 0 0 0 29

京丹波町坂原 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2

大阪中央区大手前 5 2 0 1 0 0 0 0 0 8

大阪国際空港 8 4 0 0 1 0 0 0 0 13

高槻市桃園町 26 8 2 0 0 1 0 0 0 37

箕面市箕面 20 7 2 0 0 1 0 0 0 30

岸和田市岸城町 3 1 1 0 0 0 0 0 0 5

富田林市本町 5 1 1 0 0 0 0 0 0 7

関西国際空港 1 1 1 0 0 0 0 0 0 3

大阪堺市中区深井清水町 4 1 1 0 0 0 0 0 0 6

観測点
震度

滋

賀

県

京

都

府

大

阪

府

府

県 １ ２ ３ ４ ５弱 ５強 ６弱 ６強 ７ 合計

豊岡市桜町 6 0 2 0 0 0 0 0 0 8

兵庫香美町香住区三川 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2

朝来市和田山町枚田 7 1 1 0 0 0 0 0 0 9

神戸中央区脇浜 8 0 0 1 0 0 0 0 0 9

明石市中崎 10 2 0 1 0 0 0 0 0 13

西宮市宮前町 9 5 0 0 1 0 0 0 0 15

加古川市加古川町 5 1 1 0 0 0 0 0 0 7

三木市細川町 6 0 0 1 0 0 0 0 0 7

三田市下深田 7 0 0 1 0 0 0 0 0 8

加西市下万願寺町 4 0 1 0 0 0 0 0 0 5

篠山市北新町 7 2 0 1 0 0 0 0 0 10

加東市社 5 0 1 0 0 0 0 0 0 6

姫路市神子岡前 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2

相生市旭 4 1 1 0 0 0 0 0 0 6

宍粟市山崎町中広瀬 2 1 0 0 0 0 0 0 0 3

洲本市物部 13 3 0 1 0 0 0 0 0 17

南あわじ市福良 4 3 1 0 0 0 0 0 0 8

淡路市富島（旧）
注） 3 0 0 1 0 0 0 0 0 4

淡路市長澤 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2

淡路市富島
注） 3 1 0 0 0 0 0 0 0 4

奈良市西紀寺町 7 1 0 1 0 0 0 0 0 9

桜井市初瀬 12 6 0 1 0 0 0 0 0 19

平群町鳴川 4 0 1 0 0 0 0 0 0 5

大淀町桧垣本 4 2 0 1 0 0 0 0 0 7

天川村洞川 3 3 1 0 0 0 0 0 0 7

和歌山市男野芝丁 16 5 1 0 0 0 0 0 0 22

有田市箕島 13 3 1 0 0 0 0 0 0 17

御坊市薗 16 5 1 0 0 0 0 0 0 22

高野町高野山中学校 2 3 1 0 0 0 0 0 0 6

みなべ町土井 6 3 0 1 0 0 0 0 0 10

紀の川市粉河 11 1 1 0 0 0 0 0 0 13

田辺市中辺路町近露 3 2 1 1 0 0 0 0 0 7

新宮市新宮 2 2 1 0 0 0 0 0 0 5

白浜町消防本部 4 0 1 0 0 0 0 0 0 5

串本町潮岬 3 1 1 0 0 0 0 0 0 5

古座川町高池 3 2 1 0 0 0 0 0 0 6

県 観測点
震度

兵

庫

県

奈

良

県

和

歌

山

県

近畿地方 

注） 
「淡路市富島(旧）」 平成 30年 8月 8日まで 
「淡路市富島」 平成 30年 8月 9日から 
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１ ２ ３ ４ ５弱 ５強 ６弱 ６強 ７ 合計

鳥取市吉方 4 0 2 0 0 0 0 0 0 6

岩美町浦富 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2

智頭町智頭 2 2 1 0 0 0 0 0 0 5

倉吉市岩倉長峯 3 0 0 0 0 0 0 0 0 3

米子市博労町 11 3 0 1 0 0 0 0 0 15

境港市東本町 11 3 1 1 0 0 0 0 0 16

松江市西生馬町 6 0 1 0 0 0 0 0 0 7

松江市西津田 5 2 0 1 0 0 0 0 0 8

出雲市今市町 7 6 0 1 0 0 0 0 0 14

出雲市坂浦町 6 0 1 0 0 0 0 0 0 7

雲南市大東町大東 8 7 1 0 1 0 0 0 0 17

浜田市大辻町 9 0 1 0 0 0 0 0 0 10

益田市匹見町石谷 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2

島根美郷町君谷 14 5 3 0 1 0 0 0 0 23

隠岐の島町西町 2 2 0 0 0 0 0 0 0 4

隠岐の島町山田 2 2 0 0 0 0 0 0 0 4

津山市林田 0 2 0 0 0 0 0 0 0 2

新見市新見 2 1 0 0 0 0 0 0 0 3

美作市尾谷 3 0 0 0 0 0 0 0 0 3

倉敷市新田 6 3 1 0 0 0 0 0 0 10

備前市伊部 3 2 0 0 0 0 0 0 0 5

赤磐市上市 6 0 2 0 0 0 0 0 0 8

浅口市天草公園 7 2 1 0 0 0 0 0 0 10

岡山北区桑田町 4 2 0 0 0 0 0 0 0 6

岡山北区足守 7 0 1 0 0 0 0 0 0 8

広島三次市十日市中 6 1 2 0 0 0 0 0 0 9

庄原市西城町熊野 0 2 0 0 0 0 0 0 0 2

北広島町都志見 9 2 1 0 0 0 0 0 0 12

北広島町有田 9 1 1 0 0 0 0 0 0 11

三原市円一町 9 1 1 0 0 0 0 0 0 11

広島空港 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

福山市松永町 9 2 1 0 0 0 0 0 0 12

広島中区上八丁堀 5 2 0 0 0 0 0 0 0 7

呉市宝町 6 4 1 0 0 0 0 0 0 11

呉市倉橋町鳶ヶ巣 7 2 0 0 0 0 0 0 0 9

東広島市黒瀬町 8 2 1 0 0 0 0 0 0 11

萩市土原 7 1 2 0 0 0 0 0 0 10

萩市見島宇津 3 2 0 0 0 0 0 0 0 5

下関市竹崎 5 2 1 0 0 0 0 0 0 8

下関市豊浦町川棚 3 0 0 0 0 0 0 0 0 3

宇部市野中 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

岩国市今津 10 1 1 0 0 0 0 0 0 12

田布施町下田布施 6 4 1 0 0 0 0 0 0 11

山口市前町 4 3 0 0 0 0 0 0 0 7

防府市寿 4 3 0 0 0 0 0 0 0 7

下松市瀬戸 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

山

口

県

広

島

県

県 観測点
震度

鳥

取

県

島

根

県

岡

山

県

１ ２ ３ ４ ５弱 ５強 ６弱 ６強 ７ 合計

徳島市大和町 9 3 2 0 0 0 0 0 0 14

鳴門市撫養町 4 2 1 0 0 0 0 0 0 7

吉野川市鴨島町 6 4 1 0 0 0 0 0 0 11

美馬市脇町（旧）
注） 1 2 0 0 0 0 0 0 0 3

美馬市穴吹ふれスポ公園 5 0 0 0 0 0 0 0 0 5

美馬市脇町
注） 2 1 0 0 0 0 0 0 0 3

徳島三好市池田総合体育館 11 5 0 0 0 0 0 0 0 16

阿南市富岡町 5 4 1 0 0 0 0 0 0 10

那賀町横石 4 2 1 0 0 0 0 0 0 7

高松市伏石町（旧）
注） 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2

高松空港 5 0 0 0 0 0 0 0 0 5

高松市伏石町
注） 3 2 0 0 0 0 0 0 0 5

東かがわ市西村 6 4 1 0 0 0 0 0 0 11

土庄町甲 7 1 3 0 0 0 0 0 0 11

坂出市王越町 2 2 0 0 0 0 0 0 0 4

観音寺市坂本町 9 3 1 0 0 0 0 0 0 13

多度津町家中 6 2 1 0 0 0 0 0 0 9

今治市南宝来町二丁目 8 1 1 0 0 0 0 0 0 10

新居浜市一宮町 4 1 0 0 0 0 0 0 0 5

西条市丹原町鞍瀬 3 2 0 0 0 0 0 0 0 5

松山市北持田町 9 1 0 0 0 0 0 0 0 10

宇和島市住吉町 5 1 1 0 0 0 0 0 0 7

八幡浜市広瀬 3 1 0 0 0 0 0 0 0 4

大洲市豊茂 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

西予市野村町 4 2 0 0 0 0 0 0 0 6

愛媛鬼北町成川 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

室戸市吉良川町 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

室戸市室戸岬町 3 1 0 0 0 0 0 0 0 4

安芸市西浜 3 3 0 0 0 0 0 0 0 6

高知市本町 8 0 1 0 0 0 0 0 0 9

高知市春野町芳原 5 0 0 0 0 0 0 0 0 5

須崎市山手町 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

香美市土佐山田町宝町 4 0 0 0 0 0 0 0 0 4

香美市物部町神池 4 0 0 0 0 0 0 0 0 4

宿毛市片島 6 1 1 0 0 0 0 0 0 8

土佐清水市有永 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

土佐清水市足摺岬 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2

四万十町窪川中津川 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

黒潮町入野 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

愛

媛

県

高

知

県

県 観測点
震度

徳

島

県

香

川

県

中国地方 四国地方 

注） 
「美馬市脇町（旧）」 平成 30年 7月 1日まで 
「美馬市脇町」 平成 30年 7月 2日から 

「高松市伏石町（旧）」  平成 30年 5月 21日まで 
「高松市伏石町」 平成 30年 5月 22日から 
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１ ２ ３ ４ ５弱 ５強 ６弱 ６強 ７ 合計

福岡空港 2 3 0 0 0 0 0 0 0 5

福岡中央区大濠 4 0 1 0 0 0 0 0 0 5

福岡早良区板屋 2 1 1 0 0 0 0 0 0 4

福津市手光 3 0 0 0 0 0 0 0 0 3

糸島市志摩初 5 1 0 0 0 0 0 0 0 6

北九州八幡東区桃園 4 0 0 0 0 0 0 0 0 4

苅田町若久 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

飯塚市川島 3 1 0 0 0 0 0 0 0 4

福智町上野 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

大牟田市笹林 5 0 0 0 0 0 0 0 0 5

久留米市津福本町 5 4 1 0 0 0 0 0 0 10

八女市黒木町北木屋 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2

筑前町下高場 1 3 0 0 0 0 0 0 0 4

唐津市西城内 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2

佐賀市駅前中央 8 0 1 0 0 0 0 0 0 9

太良町多良 3 0 0 0 0 0 0 0 0 3

嬉野市不動山 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

佐世保市干尽町 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2

平戸市岩の上町 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2

長崎市南山手 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

長崎市黒浜町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

長崎市長浦町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

諫早市東小路町 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

雲仙市国見町 5 1 0 0 0 0 0 0 0 6

雲仙市小浜町雲仙 10 3 0 0 0 0 0 0 0 13

長崎対馬市厳原町東里 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

長崎対馬市上県町飼所 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

長崎対馬市美津島町鴨居瀬 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

壱岐市芦辺町中野 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

五島市富江町繁敷 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

五島市木場町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

南阿蘇村中松 7 4 0 0 0 0 0 0 0 11

八代市平山新町 10 5 0 0 0 0 0 0 0 15

八代市泉町 10 0 0 0 0 0 0 0 0 10

玉名市築地 3 0 0 0 0 0 0 0 0 3

宇土市新小路町
注） 10 4 1 0 0 0 0 0 0 15

益城町木山
注） 1 4 0 0 0 0 0 0 0 5

益城町惣領
注） 6 2 0 1 0 0 0 0 0 9

宇城市松橋町 15 6 4 0 0 0 0 0 0 25

熊本西区春日 38 10 2 1 0 0 0 0 0 51

人吉市西間下町 8 1 0 0 0 0 0 0 0 9

多良木町多良木 0 2 0 0 0 0 0 0 0 2

芦北町芦北 9 4 0 0 0 0 0 0 0 13

上天草市大矢野町 13 4 1 0 0 0 0 0 0 18

天草市本町 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

天草市牛深町 7 0 0 0 0 0 0 0 0 7

中津市上宮永 3 0 0 0 0 0 0 0 0 3

国東市国見町西方寺 4 0 0 0 0 0 0 0 0 4

国東市鶴川 4 2 1 0 0 0 0 0 0 7

大分市明野北 3 1 0 0 0 0 0 0 0 4

別府市鶴見 6 1 0 0 0 0 0 0 0 7

別府市天間 5 0 1 0 0 0 0 0 0 6

臼杵市乙見 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2

佐伯市蒲江蒲江浦 8 2 2 0 0 0 0 0 0 12

佐伯市堅田 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2

佐伯市蒲江猪串浦 2 1 1 0 0 0 0 0 0 4

豊後大野市三重町 4 0 1 0 0 0 0 0 0 5

日田市中津江村合瀬 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

日田市三本松 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

玖珠町帆足 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

大

分

県

観測点
震度

福

岡

県

佐

賀

県

長

崎

県

熊

本

県

県
１ ２ ３ ４ ５弱 ５強 ６弱 ６強 ７ 合計

延岡市北方町未 6 1 0 0 0 0 0 0 0 7

延岡市天神小路 7 1 1 0 0 0 0 0 0 9

日向市亀崎 5 0 0 0 0 0 0 0 0 5

日向市大王谷運動公園 5 3 0 0 0 0 0 0 0 8

新富町上富田 4 1 1 0 0 0 0 0 0 6

宮崎都農町川北 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2

高千穂町三田井 11 4 1 0 0 0 0 0 0 16

宮崎市霧島 8 1 1 0 0 0 0 0 0 10

日南市油津 4 1 1 0 0 0 0 0 0 6

日南市北郷町大藤 1 0 1 0 0 0 0 0 0 2

串間市奈留 1 0 1 0 0 0 0 0 0 2

都城市菖蒲原 2 1 1 0 0 0 0 0 0 4

都城市高崎町江平 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

小林市真方 11 2 1 0 0 0 0 0 0 14

鹿児島市東郡元 8 0 1 0 0 0 0 0 0 9

鹿児島市下福元 6 0 0 0 0 0 0 0 0 6

枕崎市高見町 5 2 0 0 0 0 0 0 0 7

阿久根市赤瀬川 5 1 0 0 0 0 0 0 0 6

指宿市山川新生町 4 1 0 0 0 0 0 0 0 5

薩摩川内市中郷 8 0 1 0 0 0 0 0 0 9

さつま町宮之城屋地 3 0 0 0 0 0 0 0 0 3

霧島市隼人町内山田 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2

鹿児島空港
注） 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2

伊佐市大口山野 6 0 0 0 0 0 0 0 0 6

鹿屋市新栄町 7 2 1 0 0 0 0 0 0 10

錦江町田代麓 2 2 0 0 0 0 0 0 0 4

志布志市志布志町志布志 2 1 1 0 0 0 0 0 0 4

鹿児島十島村中之島徳之尾 6 2 0 0 0 0 0 0 0 8

薩摩川内市下甑町青瀬 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

西之表市住吉 3 0 0 0 0 0 0 0 0 3

西之表市西之表 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

南種子町中之下 3 0 0 0 0 0 0 0 0 3

屋久島町小瀬田 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

屋久島町口永良部島池田 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

屋久島町平内 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2

瀬戸内町西古見 12 3 0 0 0 0 0 0 0 15

龍郷町屋入 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

喜界町滝川 11 0 0 0 0 0 0 0 0 11

奄美市名瀬港町 14 3 1 0 0 0 0 0 0 18

天城町当部 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

和泊町国頭 5 1 0 0 0 0 0 0 0 6

知名町瀬利覚 8 2 1 0 0 0 0 0 0 11

与論町麦屋 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2

名護市宮里 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2

名護市豊原 4 0 0 0 0 0 0 0 0 4

国頭村奥 7 3 0 0 0 0 0 0 0 10

粟国村浜 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2

伊平屋村我喜屋 3 0 0 0 0 0 0 0 0 3

那覇市樋川 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2

那覇空港 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

読谷村座喜味 3 0 0 0 0 0 0 0 0 3

南城市玉城字玉城 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

久米島町山城 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

久米島町謝名堂 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2

南大東村在所 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

南大東村池之沢 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

北大東村黄金山 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2

多良間村塩川 5 1 0 0 0 0 0 0 0 6

宮古島市平良下里 7 0 0 0 0 0 0 0 0 7

宮古島市城辺福北 12 1 0 0 0 0 0 0 0 13

宮古島市平良池間 3 0 0 0 0 0 0 0 0 3

宮古島市伊良部国仲 9 0 0 0 0 0 0 0 0 9

宮古島市上野新里 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2

石垣市登野城 5 1 1 0 0 0 0 0 0 7

石垣市新川 3 1 0 0 0 0 0 0 0 4

石垣市平久保 5 2 1 0 0 0 0 0 0 8

与那国町祖納 5 4 0 0 0 0 0 0 0 9

与那国町久部良 7 2 3 0 0 0 0 0 0 12

竹富町大原 48 15 4 0 1 0 0 0 0 68

竹富町黒島 17 2 0 1 0 0 0 0 0 20

竹富町波照間 15 1 0 1 0 0 0 0 0 17

竹富町船浮 27 9 0 1 0 0 0 0 0 37

県 観測点
震度

宮

崎

県

鹿

児

島

県

沖

縄

県

九州地方及び沖縄地方 

注） 
「益城町木山」 平成 30年 6月 17日まで 
「益城町惣領」 平成 30年 6月 18日から 

「宇土市新小路町」 平成 30年 7月 11日まで 

「鹿児島空港」 平成 30年 3月 22日から 

平成30年12月　地震・火山月報（防災編）

124



●平成 30 年（2018 年）に主な観測点で震度１以上を観測した回数分布

（主な観測点：全国の主な気象官署（気象庁本庁、父島気象観測所、日本海海洋気象センター、管区気

象台、沖縄気象台、地方気象台、測候所）で震度観測を行っている地点） 

南西諸島 
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 気象庁作成 

震度 1 2 3 4 5弱 5強 6弱 6強 7 計 震度 1 2 3 4 5弱 5強 6弱 6強 7 計

2009年1月 62 28 5 1 0 0 0 0 0 96 2014年1月 92 50 8 2 0 0 0 0 0 152

2月 70 27 6 7 0 0 0 0 0 110 2月 84 48 10 4 0 0 0 0 0 146

3月 59 26 5 0 0 0 0 0 0 90 3月 101 48 8 1 0 1 0 0 0 159

4月 73 19 9 2 0 0 0 0 0 103 4月 92 44 13 4 0 0 0 0 0 153

5月 75 27 8 1 0 0 0 0 0 111 5月 125 45 15 1 1 0 0 0 0 187

6月 89 30 7 3 0 0 0 0 0 129 6月 92 34 12 5 0 0 0 0 0 143

7月 71 22 10 2 0 0 0 0 0 105 7月 118 46 9 5 2 0 0 0 0 180

8月 99 39 19 4 1 0 1 0 0 163 8月 103 43 9 5 1 0 0 0 0 161

9月 86 34 8 3 0 0 0 0 0 131 9月 141 37 11 5 2 0 0 0 0 196

10月 57 33 11 5 0 0 0 0 0 106 10月 92 35 10 5 0 0 0 0 0 142

11月 67 30 8 1 0 0 0 0 0 106 11月 177 67 16 5 1 0 1 0 0 267

12月 260 84 28 7 2 0 0 0 0 381 12月 111 38 13 4 0 0 0 0 0 166

計 1068 399 124 36 3 0 1 0 0 1631 計 1328 535 134 46 7 1 1 0 0 2052

2010年1月 72 27 5 6 0 0 0 0 0 110 2015年1月 94 39 13 3 0 0 0 0 0 149

2月 74 19 7 2 1 0 0 0 0 103 2月 100 42 8 3 0 2 0 0 0 155

3月 69 24 8 2 1 0 0 0 0 104 3月 90 33 17 2 0 0 0 0 0 142

4月 71 23 5 2 0 0 0 0 0 101 4月 85 38 8 2 0 0 0 0 0 133

5月 65 23 4 2 0 0 0 0 0 94 5月 108 37 10 2 2 2 0 0 0 161

6月 59 19 11 1 1 0 0 0 0 91 6月 107 38 10 4 1 0 0 0 0 160

7月 72 27 7 3 1 0 0 0 0 110 7月 84 36 11 2 1 1 0 0 0 135

8月 65 24 8 1 0 0 0 0 0 98 8月 97 41 23 4 0 0 0 0 0 165

9月 80 30 10 3 0 0 0 0 0 123 9月 80 37 11 1 1 0 0 0 0 130

10月 106 36 15 6 1 0 0 0 0 164 10月 106 46 12 5 0 0 0 0 0 169

11月 64 25 9 3 0 0 0 0 0 101 11月 113 33 13 5 0 0 0 0 0 164

12月 86 17 10 1 0 0 0 0 0 114 12月 110 54 13 1 0 0 0 0 0 178

計 883 294 99 32 5 0 0 0 0 1313 計 1174 474 149 34 5 5 0 0 0 1841

2011年1月 49 18 8 2 0 0 0 0 0 77 2016年1月 115 35 13 2 2 0 0 0 0 167

2月 108 38 12 5 0 0 0 0 0 163 2月 92 36 9 4 0 0 0 0 0 141

3月 2341 1120 412 120 21 6 2 3 1 4026 3月 74 29 10 2 0 0 0 0 0 115

4月 1167 549 201 46 12 2 2 1 0 1980 4月 1798 891 335 100 10 5 3 2 2 3146

5月 587 258 78 18 2 0 0 0 0 943 5月 417 183 54 9 1 0 0 0 0 664

6月 450 187 60 14 2 2 0 0 0 715 6月 247 86 27 7 1 0 1 0 0 369

7月 393 148 35 11 2 3 0 0 0 592 7月 174 71 33 5 1 0 0 0 0 284

8月 362 153 34 14 3 0 0 0 0 566 8月 155 66 12 4 1 0 0 0 0 238

9月 301 106 44 10 1 2 0 0 0 464 9月 125 57 24 4 1 0 0 0 0 211

10月 303 101 32 3 0 1 0 0 0 440 10月 378 136 44 12 0 0 1 0 0 571

11月 232 88 28 6 2 1 0 0 0 357 11月 237 114 19 6 1 0 0 0 0 377

12月 224 97 32 4 0 0 0 0 0 357 12月 204 74 21 4 0 0 1 0 0 304

計 6517 2863 976 253 45 17 4 4 1 10680 計 4016 1778 601 159 18 5 6 2 2 6587

2012年1月 221 84 27 10 2 0 0 0 0 344 2017年1月 98 42 9 4 0 0 0 0 0 153

2月 196 83 24 6 1 1 0 0 0 311 2月 85 44 13 2 1 0 0 0 0 145

3月 232 80 23 4 3 1 0 0 0 343 3月 99 44 12 2 0 0 0 0 0 157

4月 171 83 19 6 2 0 0 0 0 281 4月 123 40 18 3 0 0 0 0 0 184

5月 162 67 20 3 0 1 0 0 0 253 5月 114 42 6 2 0 0 0 0 0 164

6月 154 66 19 5 0 0 0 0 0 244 6月 153 42 18 3 0 2 0 0 0 218

7月 166 62 22 8 1 0 0 0 0 259 7月 115 48 9 2 2 1 0 0 0 177

8月 150 82 15 5 1 1 0 0 0 254 8月 136 56 15 3 0 0 0 0 0 210

9月 129 46 9 1 0 0 0 0 0 185 9月 118 52 13 4 0 1 0 0 0 188

10月 168 71 27 5 1 0 0 0 0 272 10月 92 41 9 0 1 0 0 0 0 143

11月 124 44 11 6 0 0 0 0 0 185 11月 95 34 11 4 0 0 0 0 0 144

12月 136 48 16 6 1 0 0 0 0 207 12月 96 34 9 3 0 0 0 0 0 142

計 2009 816 232 65 12 4 0 0 0 3138 計 1324 519 142 32 4 4 0 0 0 2025

2013年1月 124 45 12 5 2 0 0 0 0 188 2018年1月 80 37 11 3 0 0 0 0 0 131

2月 171 62 26 4 0 2 0 0 0 265 2月 72 24 8 3 0 0 0 0 0 107

3月 95 50 14 3 0 0 0 0 0 162 3月 108 46 12 2 1 0 0 0 0 169

4月 183 62 18 6 1 1 1 0 0 272 4月 111 48 14 6 1 1 0 0 0 181

5月 134 52 17 2 0 1 0 0 0 206 5月 100 42 12 5 1 1 0 0 0 161

6月 108 56 9 6 0 0 0 0 0 179 6月 127 49 17 5 1 0 1 0 0 200

7月 137 54 18 5 0 0 0 0 0 214 7月 109 34 10 5 1 0 0 0 0 159

8月 133 56 16 3 0 1 0 0 0 209 8月 89 29 11 2 0 0 0 0 0 131

9月 110 41 6 5 0 1 0 0 0 163 9月 229 113 46 19 1 0 0 0 1 409

10月 97 50 13 5 0 0 0 0 0 165 10月 106 51 16 10 1 0 0 0 0 184

11月 126 43 20 4 1 0 0 0 0 194 11月 148 38 10 5 0 0 0 0 0 201

12月 106 41 18 4 1 0 0 0 0 170 12月 100 33 11 2 0 0 0 0 0 146

計 1524 612 187 52 5 6 1 0 0 2387 計 1379 544 178 67 7 2 1 0 1 2179

●過去 10 年間（2009 年～2018 年）の最大震度別の月別地震回数

: 約 150 点 2002年 ３月 20日～ : 約 3,250 点 2011年 １月 ６日～ : 約 4,270 点

1995年 ４月 13日～ : 約 300 点 2003年 ３月 10日～ : 約 3,440 点 2013年 １月 ７日～ : 約 4,300 点

1996年 10月 １日～ : 約 600 点 2004年 ５月 26日～ : 約 3,520 点 2014年 １月 ７日～ : 約 4,380 点

1997年 11月 １日～ : 約 1,200 点 2006年 ３月 １日～ : 約 3,920 点 2015年 ３月 26日～ : 約 4,380 点

1998年 ６月 15日～ : 約 1,500 点 2007年 ３月 １日～ : 約 4,220 点 2016年 ３月 29日～ : 約 4,390 点

2000年 １月 12日～ : 約 2,500 点 2009年 ８月 21日～ : 約 4,230 点 2017年 11月 16日～ : 約 4,380 点

2001年 ３月 22日～ : 約 2,700 点 2010年 ７月 １日～ : 約 4,250 点 2018年 10月 １日 現在 4,376 点

～1995年 ４月 12日

震度観測点数の変遷は以下の通り。
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● 平成 30 年（2018年）の緊急地震速報の提供状況

平成 30 年に緊急地震速報（予報）を発表した回数は 908 回、そのうち緊急地震速報（警報）を発表

した回数は 16回であった（表１、表２参照）。 

地震発生日時 震央地名 
マグニチュ

ード（Ｍ）

最大 

震度 

予想最大 

震度 

警報発表までの 

経過時間（秒） 

平成 30年 01月 05日 11時 02分 茨城県沖 4.5 ３ ５強 19.4 

平成 30年 01月 24日 19時 51分 青森県東方沖 6.3 ４ ５弱 4.4 

平成 30年 03月 01日 22時 42分 西表島付近 5.6 ５弱 ５弱 7.4 

平成 30年 04月 09日 01時 32分 島根県西部 6.1 ５強 ５弱 5.9 

平成 30年 04月 14日 04時 00分 根室半島南東沖 5.4 ５弱 ５弱 8.0 

平成 30年 05月 12日 10時 29分 長野県北部 5.2 ５弱 ５弱 5.4 

平成 30年 06月 17日 15時 27分 群馬県南部 4.6 ５弱 ５弱 7.5 

平成 30年 06月 18日 07時 58分 大阪府北部 6.1 ６弱 ６弱 3.2 

平成 30年 07月 07日 20時 23分 千葉県東方沖 6.0 ５弱 ５弱 13.5 

平成 30年 09月 06日 03時 07分 胆振地方中東部 6.7 ７ ７ 7.3 

平成 30年 09月 06日 06時 11分 胆振地方中東部 5.4 ５弱 ５強 4.2 

平成 30年 10月 04日 00時 15分 千葉県東方沖 4.7 ４ ５弱 7.4 

平成 30年 10月 05日 08時 58分 胆振地方中東部 5.2 ５弱 ５弱 6.5 

平成 30年 10月 24日 01時 04分 与那国島近海 6.3 ３ ５弱 16.4 

平成 30年 10月 26日 03時 36分 宮城県沖 5.7 ４ ５弱 8.2 

平成 30年 11月 02日 16時 53分 紀伊水道 5.4 ４ ５弱 11.4 

※表中の「予想最大震度」は緊急地震速報（警報）で発表した予想震度の最大値、「警報発表までの経過時間（秒）」は地震検知から緊

急地震速報（警報）第１報発表までの経過時間（秒）を示す。 

（震度５弱以上を観測し、緊急地震速報（警報）を発表しなかった地震） 

地震発生日時 震央地名 
マグニチュード

（Ｍ）

最大 

震度 

予想最大 

震度 

平成 30年 05月 25日 21時 13分 長野県北部 5.2 ５強 ４ 

※表中の「予想最大震度」は緊急地震速報（予報）の最終報で発表した予想震度の最大値を示す。

表１．平成 30年に緊急地震速報を発表した月別回数 

表２．平成 30年に緊急地震速報（警報）を発表した地震 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

緊急地震速報（予報） 64 61 76 80 52 70 55 58 158 97 68 69 908

緊急地震速報（警報） 2 0 1 2 1 2 1 0 2 4 1 0 16

合計年月
平成 30 年
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●平成 30 年（2018 年）に長周期地震動階級１以上を観測した地震

平成 30年（2018 年）に長周期地震動階級 ※１以上を観測した地震は 12回あった（平成 29年は９回）。

表１ 平成 30年に長周期地震動階級１以上を観測した地震 

No 震源時 震央地名 
深さ 

（km） 
Ｍ 

最大 

階級 

最大の長周期地震動階級を 

観測した地域（地点） 

1 １月 24日 19時 51分 青森県東方沖 34 6.3 １ 宮城県北部（登米市中田町） 

2 ３月 １日 22時 42分 西表島付近 15 5.6 １ 沖縄県西表島（竹富町黒島、竹富町波照間、 

竹富町大原） 

3 ４月 ９日 01時 32分 島根県西部 12 6.1 ２ 島根県東部（出雲市今市町） 

4 ５月 12日 10時 29分 長野県北部 11 5.2 １ 長野県北部（長野市箱清水） 

5 ６月 12日 04時 54分 大隅半島東方沖 28 5.6 １ 宮崎県南部山沿い（都城市菖蒲原） 

6 ６月 18日 07時 58分 大阪府北部 13 6.1 ２ 大阪府北部（箕面市箕面、高槻市桃園町 

大阪国際空港） 

兵庫県南東部（西宮市宮前町） 

奈良県（奈良市西紀寺町） 

7 ７月 ７日 20時 23分 千葉県東方沖 57 6.0 １ 茨城県南部（土浦市常名） 

千葉県北西部（浦安市日の出） 

8 ７月 31日 17時 42分 福島県沖 21 5.8 １ 宮城県北部（大崎市古川大崎） 

9 ９月 ６日 03時 08分 胆振地方中東部 37 6.7 ４ 石狩地方南部（新千歳空港） 

胆振地方中東部（厚真町鹿沼） 

10 ９月 ６日 06時 11分 胆振地方中東部 38 5.4 １ 石狩地方南部（新千歳空港） 

胆振地方中東部（厚真町鹿沼） 

11 10月 ５日 08時 58分 胆振地方中東部 31 5.2 １ 胆振地方中東部（厚真町鹿沼） 

12 10月 26日 03時 36分 宮城県沖 49 5.7 １ 宮城県北部（登米市中田町） 

【注】震源要素は気象庁による。震源要素、震央地名は長周期地震動に関する観測情報（試行）※※の発表時の値（速報値）とは

異なる場合がある。 

※ 長周期地震動階級に関する詳細は、本誌「付録 10．長周期地震動階級関連解説表」を参照。

※※長周期地震動に関する観測情報（試行）に関する詳細は、地震・火山月報（防災編）平成 25年４月号「特集３．長周期地震動

に関する観測情報（試行）について」を参照。 
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●2018 年の日本の主な火山活動

【北海道地方】 

知 E

し れ

AAE床 E

と こ

AAE硫黄山 E

い お う ざ ん

A［噴火予報（活火山であることに留意）］ 

７月の上空からの観測（国土交通省北海道開発

局の協力による）では、噴気は認められなかった。

また、北西側中腹の爆裂火口の弱い地熱域に特段

の変化はなかった。 

AE羅臼 E

ら う す

AAE岳 E

だ け

A［噴火予報（活火山であることに留意）］ 

７月の上空からの観測（国土交通省北海道開発

局の協力による）では、噴気や地熱域は認められ

なかった。 

AE天頂山 E

てんちょうざん

A［噴火予報（活火山であることに留意）］ 

７月の上空からの観測（国土交通省北海道開発

局の協力による）では、噴気や地熱域は認められ

なかった。 

AE摩 E

ま

AA E周 E

しゅう

A［噴火予報（活火山であることに留意）］ 

５月及び６月に実施した現地調査では、噴気や

地熱域は認められなかった。 

アトサヌプリ［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火

山であることに留意）］

３月 20日と 11月 16 日にアトサヌプリの西約

２km付近で、いずれもマグニチュード 1.2（暫定

値）の地震が発生し、弟子屈町サワンチサップで

震度１を観測した。地震発生前後でアトサヌプリ

の火山活動に変化はなく、それ以外の期間につい

ても、地震活動及び噴気活動は低調で、地殻変動

にも特段の変化はなかった。 

７月に実施した現地調査及び上空からの観測

（国土交通省北海道開発局の協力による）では、

各火口の状況に特段の変化はなかった。 

AE雄 E

お

AAE阿寒 E

あ か ん

AAE岳 E

だ け

A［噴火予報（活火山であることに留意）］ 

７月に実施した現地調査、７月及び 11 月の上

空からの観測（国土交通省北海道開発局、第一管

区海上保安本部の協力による）では、北西斜面の

弱い噴気を伴った地熱域に特段の変化はなかっ

た。 

AE雌E

め

AAE阿寒 E

あ か ん

AAE岳E

だけ

A［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山で

あることに留意）］ 

９月から10月にかけ、ポンマチネシリ火口の海

面下１㎞より浅い所を震源とする地震がやや増

加した。10月15日に振幅が小さく継続時間の短い

火山性微動が発生し、ポンマチネシリ火口近傍に

設置した傾斜計１）でごくわずかな変動を観測し

た。 

11月20日からポンマチネシリ火口の標高０km

より浅い所を震源とする地震が増加し、11月23

日にはさらに増加し、振幅の大きな地震も多くな

った。このことからごく小規模な水蒸気噴火の発

生する可能性が高まったと判断し、11月23日に火

口周辺警報を発表し、噴火警戒レベルを１（活火

山であることに留意）から２（火口周辺規制）に

引き上げた。11月24日以降、地震回数は減少し、

その後は少ない状態で経過した。 

この地震増加を受け、11月23日及び12月19日に

現地調査を、11月27日及び12月11日に上空からの

観測（第一管区海上保安本部、国土交通省北海道

開発局の協力による）を実施したが、熱活動の高

まりは認められなかった。また、噴煙及び噴気活

動は低調に経過し、地殻変動にも変化は認められ

ないことから、ごく小規模な水蒸気噴火の発生す

る可能性は低くなったと判断し、12月21日に噴火

予報を発表して、噴火警戒レベルを２から１に引

き下げた。 

中マチネシリ火口付近及び東山腹の地震回数

は増減を繰り返しているが、2014年以前と比べて

やや多い状態にある。 

全磁力連続観測２）では、2016年10月頃からみ

られていたポンマチネシリ96-1火口近傍の地下

の温度低下の可能性を示す全磁力の増加は、2018

年８月頃から停滞している。 

GNSS３）連続観測では、2016年10月下旬以降、

雌阿寒岳の北東側に膨張源が推定される変動が

観測されており、2017年５月以降、その変動は小

さくなったがわずかに継続している。GNSS繰り返

し観測では、10月の観測結果から、2016年以降み

られていた山体浅部の収縮と考えられる変動は

停滞していると推定される。 

大雪山 E

たいせつざん

A［噴火予報（活火山であることに留意）］ 

地震活動及び噴気活動は低調に経過した。 

８月に実施した現地調査では、噴気の状況や地

熱域に特段の変化はなかった。 

AE十勝 E

と か ち

AAE岳 E

だ け

A［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であ

ることに留意）］ 

５月29日以降、62-2火口付近の浅い所を震源と

する火山性地震の一時的な増加や火山性微動が

時々観測されている。62-2火口付近の地震回数は

2010年頃からやや多い状態となっている。グラウ

ンド火口周辺や旧噴火口付近などの地震活動は

低調に経過した。

６月、７月及び９月に実施した現地調査、７月

の上空からの観測では、62-2火口の噴煙や振子沢

噴気孔群の噴気の量は、2017年秋の現地調査と比

較して多い状態が継続していたが、地熱域の状況

に変化は認められなかった。 
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GNSS連続及び繰り返し観測では、2006年以降、

62-2火口直下浅部の膨張を示すと考えられる変

動が観測されていたが、2017年秋頃から停滞し、

2018年春頃から収縮を示すと考えられる変動に

転じている。一方、長期的にみると、噴煙高の高

い状態、地熱域の拡大や温度上昇、地震の一時的

な増加など、火山活動の活発化を示唆する現象が

観測されているので、今後の火山活動の推移に注

意が必要である。

AE樽前山 E

たるまえさん

A［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であ

ることに留意）］ 

噴気活動は低調に経過した。３月及び 10 月の

上空からの観測（第一管区海上保安本部及び陸上

自衛隊第７師団の協力による）、５月の現地調査

では、山頂溶岩ドーム周辺の状況に特段の変化は

なく、山頂溶岩ドームの高温状態が継続していた。

また、2009 年以降の山頂溶岩ドーム付近の収縮

傾向も継続していた。 

地震活動は低調に経過した。地震は山頂溶岩ド

ーム直下の浅い所及び山体の西側で発生した。 

A E倶多楽E

く っ た ら

A［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であ

ることに留意）］ 

３月18日及び12月７日に地震がやや増加した

以外は、地震活動は低調に経過した。 

噴気活動は低調に経過した。４月に実施した現

地調査では、日和山山頂爆裂火口の状況に特段の

変化はなく、噴気温度は 2007 年以降のやや高い

状態が継続していた。笠山では地中温度が 94℃

で 2015 年以降上昇が続いている。地獄谷爆裂火

口や大湯沼爆裂火口では特段の変化は認められ

なかった。また、10 月の上空からの観測（陸上

自衛隊第７師団の協力による）では、噴気や火口

の状況に特段の変化は認められなかった。 

大正地獄では２月及び３月に小規模な熱湯噴

出が確認されている。大正地獄での熱湯噴出はこ

れまでも発生しており、局所的な現象であるため、

火山活動の活発化に直接つながるものではない

と考えられる。 

GNSS 連続観測では、2017 年７月以降、日和山

東－白老の基線でわずかな伸びがみられている

が、表面現象や地震活動に特段の変化は認められ

ない。また４月に実施した GNSS 繰り返し観測で

は日和山周辺の基線に縮みが認められる。 

AE有珠山 E

う す ざ ん

A［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であ

ることに留意）］ 

地震活動及び噴気活動は低調に経過した。 

10月の現地調査及び上空からの観測（陸上自衛

隊第７師団の協力による）では、火口の噴気の状

況や地熱域に特段の変化はなかった。 

GNSS連続観測では、1977年から1978年の噴火以

降、1982年３月まで続いた山体隆起は沈降に転じ

現在も継続している。 

AE北海道E

ほっかいどう

AAE駒ヶ岳E

こ ま が た け

A［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火

山であることに留意）］ 

地震活動は2017年11月26日に山頂の浅い所を

震源とする規模の小さな地震が増加した後、2018

年１月にかけてわずかに増加する日もあったが、

その後は少ない状態で経過した。 

噴気活動は低調で、地殻変動にも特段の変化は

なかった。 

５月の現地調査、10月の上空からの観測（北海

道の協力による）では、火口の噴気の状況や地熱

域に特段の変化は認められなかった。また、５月

に実施したGNSS繰り返し観測では昭和４年火口

の東側の基線で引き続き伸びが認められた。 

AE恵山E

え さ ん

A［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であるこ

とに留意）］ 

地震活動及び噴気活動は低調で、特段の変化は

なかった。 

10月及び11月に実施した現地調査では、火口の

噴気の状況や地熱域に特段の変化はなかった。 

GNSS連続観測では、火山活動によると考えられ

る地殻変動は認められない。GNSS繰り返し観測で

は、恵山ドームを含む基線で伸長方向の動きが観

測されている。 

【東北地方】 

A E恐山 E

おそれざん

A［噴火予報（活火山であることに留意）］ 

８月の現地調査では、宇曽利山湖北岸の噴気や

地熱域に大きな変化は認められなかった。 

A E岩木山 E

い わ き さ ん

A［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山である

ことに留意）］ 

監視カメラでは、噴気は確認されなかった。 

火山性地震は観測されず、地殻変動にも特段の

変化はなかった。 

八甲田山 E

は っ こ う だ さ ん

A［噴火予報（活火山であることに留意）］ 

監視カメラでは、噴気は確認されなかった。 

４月に火山性地震が一時的に増加したが、その

他の期間、地震活動は低調に経過した。地殻変動

には特段の変化はなかった。 

７月及び 11 月の現地調査では、地獄沼周辺の

噴気や地熱域、地中温度の状況に特段の変化は認

められなかった。 

AE十和田 E

と わ だ

A［噴火予報（活火山であることに留意）］ 

監視カメラでは、噴気は確認されなかった。 

４月に火山性地震が一時的に増加したが、その
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他の期間、地震活動は低調に経過した。地殻変動

には特段の変化はなかった。 

 

AE秋田焼山 E

あ き た や け や ま

A［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であ

ることに留意）］ 

地震活動及び噴気活動は低調で、地殻変動にも

特段の変化はなかった。 

 

A E岩手山 E

い わ て さ ん

A［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山である

ことに留意）］ 

地震活動及び噴気活動は低調で、地殻変動にも

特段の変化はなかった。 

７月の上空からの観測（岩手県の協力による）

では、岩手山山頂付近、黒倉山山頂、黒倉山東側

崖面、西小沢及び大地獄谷の噴気や融雪域の状況

に特段の変化は認められなかった。６月及び 10

月の現地調査では、大地獄谷、黒倉山及び網張元

湯の噴気や地熱域の状況に特段の変化は認めら

れなかった。 

 

AE秋田駒ヶ岳 E

あ き た こ ま が た け

A［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山で

あることに留意）］ 

２月から８月にかけて低周波地震 ４）が発生し

た。また、４月３日に振幅の小さな火山性微動が

発生した。火山性微動、低周波地震発生前後も含

めて、傾斜計など地殻変動データに特段の変化は

認められなかった。女
め

岳
だ け

の山頂付近の噴気や地

熱域に特段の変化は認められなかった。 

３月から 11 月にかけての上空からの観測（陸

上自衛隊東北方面隊及び岩手県の協力による）で

は、女岳山頂付近の地形や噴気の状況に特段の変

化はなく、男女
お な め

岳
だ け

付近にも特段の異常は認めら

なかった。６月から 10 月にかけての現地調査で

は、女岳の山頂北部、北斜面、及び南東火口の地

熱域や噴気の状況に大きな変化は認められず、男

女岳付近にも特段の異常は認めらなかった。GNSS

繰り返し観測では、火山活動によると考えられる

変化は認められなかった。 

 

鳥海山 E

ちょうかいさん

A［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山である

ことに留意）］ 

監視カメラでは、噴気は観測されなかった。 

火山性地震は観測されず、地殻変動にも特段の

変化はなかった。 

 

栗駒山 E

く り こ ま や ま

A［噴火予報（活火山であることに留意）］ 

地震活動及び噴気活動は低調で、地殻変動にも

特段の変化はなかった。 

７月の上空からの観測（岩手県の協力による）、

５月及び８月の現地調査では、ゼッタ沢上流、ゆ

げ山、地獄釜の地熱域に特段の変化はなく、昭和

湖及びその周辺に地熱域は認められなかった。 

 

AE鳴子 E

な る こ

A［噴火予報（活火山であることに留意）］ 

８月及び 11 月の現地調査では、潟沼周辺の噴

気や地熱域の状況に特段の変化は認められなか

った。 

 

A E 蔵 王 山 E

ざおうざん（ざおうさん）

A［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山

であることに留意）］ 

１月 28 日から２月８日にかけて火山性微動が

６回発生した。このうち１月 30 日 14 時 18 分に

観測された火山性微動の最大振幅（坊平観測点の

上下成分）は、2010 年９月の観測開始以降最大

となった。また、坊平観測点及び熊野岳観測点に

設置された傾斜計では、１月 28 日の火山性微動

に先行して熊野岳の南方向が隆起する明瞭な地

殻変動が観測され、火山性微動発生後も継続して

いた。 

これらのことから、今後小規模な噴火が発生す

る可能性があると判断し、１月 30 日 14 時 38 分

に火口周辺警報を発表し、噴火警戒レベルを２

（火口周辺規制）に引き上げた。 

２月４日以降地殻変動に変化はなく、２月９日

以降火山性微動は観測されておらず、また、１月

31 日から３月３日にかけて実施した上空からの

観測（陸上自衛隊東北方面隊の協力による）等で

は、御釜周辺や丸山沢噴気地熱地帯及び振子沢を

含む蔵王山周辺に異常は認められなかった。 

これらのことから、蔵王山では想定火口域（馬

の背カルデラ）から概ね 1.2kmの範囲に影響を及

ぼす噴火の発生する可能性が低くなったと判断

し、６日 14時 00分に噴火予報を発表し、噴火警

戒レベルを２（火口周辺規制）から１（活火山で

あることに留意）に引き下げた。 

その後、監視カメラでは、丸山沢で最高で 200

ｍの噴気を確認した。 

坊平の傾斜計では、６月頃にも火山性微動に先

行して、熊野岳の南方向が隆起する同様の地殻変

動が観測された。GNSS 連続観測では、特段の変

化はなかった。 

３月７日の上空からの観測（宮城県警の協力に

よる）、並びに６月から７月にかけての現地調査

では、御釜とその周辺に噴気及び地熱域はみられ

ず、丸山沢の地熱域や噴気の状況に特段の変化は

認められなかった。2015 年に温泉湧出が認めら

れた振子沢付近に、高温域は認められなかった。

７月に実施した GNSS 繰り返し観測では、火山活

動によると考えられる変化は認められなかった。 

 

A E吾妻山 E

あ づ ま や ま

A［火口周辺警報（噴火警戒レベル２、火口周辺

規制）］ 

７月 22 日に火山性微動が発生し、それ以降浄

土平観測点に設置している傾斜計で、西北西（大

穴火口方向）上がりの傾斜変動が継続した。また、
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９月 15 日には吾妻小富士東観測点の上下成分で

最大振幅が 6.7μm/s、継続時間が約４分 40秒の

火山性微動が発生した。 

これらのことから、今後小規模な噴火が発生す

る可能性があると判断し、９月 15 日 13 時 00 分

に火口周辺警報を発表し、噴火警戒レベルを２

（火口周辺規制）に引き上げた。 

それ以降も火山性微動は繰り返し発生し、10

月から 11 月にかけては多い状態で経過した。火

山性地震は８月中旬頃から増減を繰り返しなが

ら多い状態で経過している。 

GNSS 連続観測では、５月頃から大穴火口を囲

む基線で伸びの変化が認められている。 

監視カメラでは、噴気に特段の変化はないが、

熱映像データの解析では、10 月中旬頃から大穴

火口及びその周辺で地熱域の拡大が認められて

いる。 

３月から 10 月にかけての上空からの観測（陸

上自衛隊東北方面隊の協力による）では大穴火口

北西で地熱域の拡大がみられ、新たな噴気を観測

した。５月から９月にかけての現地調査では、大

穴火口北西で大穴火口外の北側で、地熱域のわず

かな拡大がみられた。７月に実施した火山ガス観

測では、火山ガス（二酸化硫黄）の放出量 ５）は

１日あたり 10 トン未満と少ない状態であった。

大穴火口北西に設置している火山ガス観測装置

による観測では、７月下旬頃から噴気に含まれる

二酸化硫黄（SO２）と硫化水素（H２S）の組成比

（SO２/H２S）が高くなりはじめ、９月頃から高い

値が継続しており、火山活動が活発であることを

示している。 

安達太良山 E

あ だ た ら や ま

A［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山で

あることに留意）］ 

監視カメラでは、噴気は確認されなかった。 

地震活動は低調で、地殻変動にも特段の変化は

なかった。 

３月の上空からの観測（陸上自衛隊東北方面隊

の協力による）では、沼ノ平火口付近の地熱域に

特段の変化はなく、噴気は認められなかった。 

A E磐梯山 E

ばんだいさん

A［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山である

ことに留意）］ 

５月に火山性地震が一時的に増加したが、その

ほかの期間、地震活動は低調に経過した。噴気活

動は低調で、地殻変動にも特段の変化はなかった。 

３月の上空からの観測（陸上自衛隊東北方面隊

の協力による）では、沼ノ平噴気地帯及び山体北

側火口壁噴気地帯の噴気と地熱域に特段の変化

は認められなかった。 

【関東・中部地方、伊豆・小笠原諸島】 

AE那須 E

な す

AAE岳 E

だ け

A［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であ

ることに留意）］ 

地震活動及び噴煙活動は低調で、地殻変動にも

特段の変化はなかった。 

AE日光 E

にっこう

AAE白根山 E

し ら ね さ ん

A［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山

であることに留意）］ 

地震活動は低調で、地殻変動にも特段の変化は

なかった。監視カメラでは噴気は観測されなかっ

た。 

A E草津 E

く さ つ

AA E白根山 E

し ら ね さ ん

A（ A E白根山 E

し ら ね さ ん

A（ AE湯 E

ゆ

AA E釜 E

が ま

AA E付近 E

ふ き ん

A））［火口周辺

警報（噴火警戒レベル２、火口周辺規制））］ 

４月 21 日から湯釜付近浅部を震源とする火山

性地震が増加し、ほぼ同時期から湯釜浅部の膨張

を示唆する地殻変動が認められた。火山活動が高

まっていると考えられ、今後、火口周辺に影響を

及ぼす噴火の可能性があると判断し、４月 22 日

に火口周辺警報を発表し、噴火警戒レベルを１

（活火山であることに留意）から２（火口周辺規

制）に引き上げた。全磁力連続観測でも、４月頃

から湯釜近傍地下の温度上昇を示唆する変化が

みられた。 

火山性地震は４月 23 日以降減少し、増減を繰

り返した。東京工業大学の監視カメラ（湯釜火口

内）では、６月下旬から７月上旬にかけて、湯釜

の中央部で灰～灰白色の変色域がみられた。湯釜

浅部の膨張を示唆する地殻変動は８月下旬頃に

は概ね停滞し、全磁力連続観測は湯釜近傍地下の

温度上昇を示唆する変化は７月末ごろから停滞

した。地震活動も９月上旬頃から静穏な状態で経

過したことから、火口周辺に影響を及ぼす噴火の

可能性は低くなったと判断し、９月 21 日に噴火

予報を発表し、噴火警戒レベルを２（火口周辺規

制）から１（活火山であることに留意）に引き下

げた。 

９月 28 日に湯釜付近浅部を震源とする火山性

地震が増加したことから、火山活動が再び高まっ

たと判断し、28 日に火口周辺警報を発表し、噴

火警戒レベルを１（活火山であることに留意）か

ら２（火口周辺規制）に引き上げた。 

火山性地震は９月 30 日以降減少したが、増減

を繰り返している。10 月はじめ頃から、湯釜付

近浅部の膨張を示唆する地殻変動が再び観測さ

れている。 

GNSS 連続観測では、2018 年に入ってから草津

白根山の北西もしくは西側深部の膨張を示唆す

る変化がみられていたが、10 月頃から停滞して

いる。 

現地調査や上空からの観測では、引続き釜火口

壁北側、水釜火口の北から北東側の斜面に地熱域
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が認められたが、地熱域の広がりや温度に顕著な

変化は認められなかった。 

A E草津 E

く さ つ

AA E白根山 E

し ら ね さ ん

A（ AE本白根山 E

も と し ら ね さ ん

A）［火口周辺警報（噴火警

戒レベル２、火口周辺規制）］ 

１月 23 日 10 時 02 分に噴火が発生したことか

ら、１月 23 日に火口周辺警報を発表した。噴火

した場所は、鏡池北火口北側の火口列と西側の火

口および鏡池火口底の火口列であった。この噴火

の前後で、振幅の大きな火山性微動が 09 時 59

分から約８分間観測され、傾斜計では 10 時 00

分頃から約２分間で本白根山の北側付近が隆起

し、その直後の数分間で沈降する変化が観測され

た。主な噴出物は傾斜計で沈降が観測された時間

帯に放出されたと考えられる。噴火の発生以降、

火口付近ごく浅部で火山性地震が多発した。わず

かな傾斜変動を伴う振幅の小さな火山性微動が、

24日と 25日に発生した。 

１月 31 日以降、気温が低く風が弱いときに、

鏡池北火口北側の火口列付近でごく弱い噴気が

観測されていたが、２月 22 日を最後に観測され

ていない。火口付近ごく浅部で多発した火山性地

震は徐々に減少し、５月頃からは少ない状態で経

過しているが、６月から８月にかけてと 10 月下

旬から 12 月上旬にかけて発生頻度が高まるなど、

地震活動は継続している。また、逢ノ峰付近でも

時々地震が発生している。 

GNSS 連続観測では、2018 年に入ってから草津

白根山の北西もしくは西側深部の膨張を示唆す

る変化がみられていたが、10 月頃から停滞して

いる。 

現地調査や上空からの観測では、噴火した複数

の火口周辺で地熱域等は認められなかった。 

A E浅間山 E

あ さ ま や ま

A［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であ

ることに留意）］ 

浅間山では、火山性地震はやや少ない状態とな

り、浅間山の西側の膨張を示すと考えられる地殻

変動もみられていない。また、山頂火口からの噴

煙や火山ガス（二酸化硫黄）の放出量も少ない状

態となっている。これらのことから、浅間山の火

山活動は低下しており、火口から 500ｍを超える

範囲に影響を及ぼす噴火の可能性は低くなった

と判断し、８月 30 日に噴火予報を発表し、噴火

警戒レベルを２（火口周辺規制）から１（活火山

であることに留意）に引き下げた。 

山頂火口からの噴煙は、2018 年５月頃から、

概ね少ない状態となっており、火口縁上概ね 200

ｍ以下で経過した。夜間、高感度の監視カメラで

観測できる程度の微弱な火映 ６）が 2018 年７月

19日に観測された。10月 10日に実施した現地調

査では、山頂火口内に弱い白色及び青白色の噴煙

が認められた。赤外熱映像装置 ７）による観測で

は、噴気孔とその周囲に高温域が認められたが、

高温領域の分布に変化はなく、火山活動が高まっ

ている様子は認められなかった。 

火山ガス（二酸化硫黄）の放出量は５月以降、

少ない状態となっており、１日あたり概ね 100～

200トンで経過した。 

山頂火口直下のごく浅い所を震源とする体に

感じない火山性地震は、2018 年６月頃からやや

少ない状態で経過している。2018 年５月頃から

比較的振幅の大きい BH型地震８）が時々発生して

いたが、８月上旬以降みられなくなっている。火

山性微動は、少ない状態で経過した。 

傾斜計で、2016年 12月頃からみられていた浅

間山の西側の膨張を示すと考えられる地殻変動

は、2018年に入ってから停滞している。また GNSS

連続観測でも、浅間山の西部の一部の基線で、

2017 年秋頃からみられていたわずかな伸びの変

化は、最近は停滞している。 

光波測距観測 ９）では、特段の変化はみられて

いない。 

新潟 E

にいがた

AAE焼山 E

やけやま

A［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山で

あることに留意）］ 

噴煙活動及び地震活動は、低下した状態が続い

ている。 

噴煙は、2015 年夏頃からやや高く上がる傾向

が認められ、2015年 12月下旬からは噴煙量も多

くなったが、2016 年秋から噴煙高度は低下した

状態で経過している。 

火山性地震は、2015 年３月頃から回数が増加

しだし、2016 年５月１日にはさらに増加し、低

周波地震も発生したが、その後、回数は減少し、

2017年頃からは、低調に経過している。 

GNSS 連続観測では、2016 年１月頃から新潟焼

山を南北に挟む基線で伸びがみられていたが、

2016年夏以降は停滞傾向が認められる。 

10月に実施した現地調査では、B噴気孔では弱

い噴気が高さ 20ｍ程度まで上がっている程度で、

特段の変化は認められなかった。また、山頂東部

では高温領域に変化は認められなかった。 

10 月に北陸地方整備局松本砂防事務所の協力

により実施した上空からの観測では、噴気の勢い

は弱く、B 噴気孔から高さ 10～20ｍ程度まで、C

噴気孔から高さ２～３ｍ程度まで上がっている

ことを確認した。赤外熱映像装置による観測では、

B 噴気孔およびその周辺で高温領域が認められ

たが、2017年５月 12日の観測と比較して、顕著

な変化は認められなかった。 

AE弥陀ヶ原 E

み だ が は ら

A［噴火予報（活火山であることに留意）］ 

弥陀ヶ原近傍を震源とする地震活動は低調に

経過した。立山地獄谷では、活発な熱活動が継続

している。地殻変動には特段の変化はなかった。 
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10 月の現地調査では、地獄谷周辺で引き続き

活発な噴気活動が認められた。赤外熱映像装置に

よる観測では、地獄谷周辺などに引き続き高温域

がみられ、その分布は 2017年 10 月と比較して特

段の変化はなかった。 

AE焼 E

や け

AAE岳 E

だ け

A［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山である

ことに留意）］ 

山頂付近の地震活動及び噴気活動は低調で、地

殻変動にも特段の変化はなかった。 

11月と 12月に焼岳の周辺の地震活動が活発化

した。11 月 22 日から山頂の北西１km から２km

付近のやや深いところを震源とする地震活動が

活発化したが、11 月 25 日以降、地震活動は低下

している。12月４日 20時頃から５日にかけて山

頂の東２km 付近のやや深いところを震源とする

地震が一時的に増加した。これらの地震は、いず

れも北西－南東方向の圧縮の力を受けて発生し

ており、この周辺で発生している地震に共通にみ

られる特徴である。焼岳の周辺では、2011 年、

2014 年など過去にもまとまった地震活動が見ら

れているが、火山活動の活発化はみられていない。

また、今回の地震活動に伴って、噴気活動や浅部

の地震活動に変化は認められていない。 

AE乗 E

の り

AAE鞍 E

く ら

AAE岳 E

だ け

A［噴火予報（活火山であることに留意）］ 

地震活動は低調で、地殻変動にも特段の変化は

なかった。監視カメラでは噴気は観測されなかっ

た。 

A E御嶽山 E

おんたけさん

A［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であ

ることに留意）］ 

噴煙活動や山頂直下付近の地震活動は緩やか

な低下が続いている。７月に実施した山頂付近の

現地調査では、引き続き 2014 年火口列の一部の

噴気孔から勢いよく噴気が出ているのを確認し

た。 

GNSS 連続観測の一部の基線では、2014 年 10

月以降山体の収縮によると考えられる縮みの傾

向が続いている。 

A E白山 E

はくさん

A［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山である

ことに留意）］ 

地震活動は低調で、地殻変動にも特段の変化は

なかった。監視カメラでは噴気は観測されなかっ

た。 

A E富士山 E

ふ じ さ ん

A［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であ

ることに留意）］ 

地震活動は低調に経過している。深さ 15km 付

近を震源とする深部低周波地震は少ない状況で

経過している。監視カメラでは噴気は観測されず、

地殻変動にも特段の変化はなかった。 

A E箱根山 E

は こ ね や ま

A［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であ

ることに留意）］ 

大涌谷の火口や噴気孔及び温泉供給施設から

引き続き噴気が勢いよく噴出しており、５月 16

日夜から５月 17日にかけては、一部の噴気孔で、

霧状に泥水を巻き上げたことにより、噴気孔から

風下側約 30ｍの範囲が黒く変色しているのを確

認した。５月 17 日に実施した現地調査では、噴

気孔周辺に噴石や小石の飛散はみられなかった。

また、赤外熱映像装置による観測では、大涌谷周

辺の高温域に大きな変化は認められなかった。 

火山性地震の発生は少なく、地震活動は低調に

経過している。低周波地震及び火山性微動は観測

されていない。 

GNSS 連続観測、気象庁と神奈川県温泉地学研

究所が設置している傾斜計及び気象庁の湯河原

鍛冶屋の体積ひずみ計 P

10）
Pでは、火山活動に関連

する変動はみられていない。 

A E伊豆 E

い ず

AAE東部 E

と う ぶ

AA E火山群 E

か ざ ん ぐ ん

A［噴火予報（噴火警戒レベル１、

活火山であることに留意）］ 

地震活動は低調で、地殻変動にも特段の変化は

なかった。監視カメラでは噴気は観測されなかっ

た。 

なお、１月、２月、８月、11 月に伊豆半島東

方沖や伊豆大島近海を震源とする地震が一時的

に増加し、最大震度１以上を観測する地震を複数

回観測したが、火山活動による地殻変動は観測さ

れず、火山活動に関係はないとみている。 

AE伊豆 E

い ず

AAE大島 E

おおしま

A［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山で

あることに留意）］ 

GNSS等による観測では、地下深部へのマグマの

供給によると考えられる島全体の長期的な膨張

傾向が、続いている。それに加えて約１年周期で

膨張と収縮を繰り返す変動がみられ、最近では、

2018年４月頃から膨張傾向がみられている。 

この周期的な変動の膨張の時期に、カルデラ周

辺で地震活動が活発化する傾向があるが、2018

年は地震回数は少ない状態で経過した。 

定期的に行っている現地調査や監視カメラで

は、三原山山頂火口内やその周辺、剣ガ峰付近や

三原新山付近の噴気活動は低調で、地熱域にも特

段の変化は認められなかった。 

AE新島 E

にいじま

A［噴火予報（活火山であることに留意）］ 

地震活動は低調で、地殻変動にも特段の変化は

なかった。監視カメラでは噴気は観測されなかっ

た。 
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AE神津島 E

こ う づ し ま

A［噴火予報（活火山であることに留意）］ 

地震活動は低調で、地殻変動にも特段の変化は

なかった。監視カメラでは噴気は観測されなかっ

た。 

AE三宅 E

み や け

AAE島 E

じ ま

A［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であ

ることに留意）］ 

山頂火口からの噴煙の高さは、概ね100ｍ以下

で経過している。火山ガス（二酸化硫黄）の放出

量は１日あたり数十トン以下で経過している。 

山頂直下の浅部を震源とする地震は少ない状

態で経過している。 

毎月の現地調査では、山頂火口南側内壁に位置

する主火孔及びその周辺で引き続き高温領域が

認められたが、火口内の状況に特段の変化は認め

られなかった。 

GNSS連続観測によると、2006年頃から山体深部

の膨張を示す地殻変動がみられていたが、2017

年１月頃から変化が鈍化している。2000年以降み

られていた山体浅部の収縮を示す地殻変動は

2016年５月頃から停滞している。 

AE八丈島 E

はちじょうじま

A［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であ

ることに留意）］ 

地震活動は低調で、地殻変動にも特段の変化は

なかった。監視カメラでは噴気は観測されなかっ

た。 

A E青ヶ島 E

あ お が し ま

A［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であ

ることに留意）］ 

地震活動は低調で、地殻変動にも特段の変化は

なかった。監視カメラでは、丸山西斜面に噴気は

観測されなかった。 

ベヨネース 列岩
れつがん

［噴火予報（活火山であることに

留意）］ 

海上保安庁及び第三管区海上保安本部の観測

によると、明神礁付近では、2017 年 11月を最後

に変色水や気泡などは観測されていない。このこ

とから、噴火が発生する可能性は低くなっている

と判断し、10月 31 日に噴火警報（周辺海域）を

解除し、噴火予報（活火山であることに留意）に

引き下げた。併せて、噴火による影響が海上まで

及ぶおそれがなくなったことから、火山現象に関

する海上警報を解除した。 

西之島 E

に し の し ま

A[火口周辺警報(火口周辺危険)] 

2017 年８月中旬以降、火山灰や噴石の噴出や

溶岩流の海への流入は認められず、気象衛星ひま

わりの観測でも、西之島の地表面温度は 2017 年

８月頃からは周囲とほとんど変わらない状態と

なっており、火山活動は明らかに低下した状態と

なったことから、噴火が発生する可能性は低くな

っていると判断し、６月 20日に火口周辺警報（入

山危険）から火口周辺警報（火口周辺危険）に引

き下げた。あわせて、噴火による影響が海上まで

及ぶおそれがなくなったことから、火山現象に関

する海上警報を解除した。 

７月 12 日に海上保安庁が上空から実施した観

測で、再び噴火が確認された。翌 13 日に海上保

安庁及び第三管区海上保安本部が上空から実施

した観測で、大きな噴石 11）が火砕丘東側斜面に

形成された新たな火口から 500ｍ程度まで飛散

し、また、火砕丘の山麓部に長さ 200ｍの溶岩流

を確認した。気象衛星ひまわりの観測によると、

西之島の地表面温度は７月 12 日の噴火活動再開

とともに周囲より高い状態となった。これらのこ

とから、７月 13 日に火口周辺警報（入山危険）

及び火山現象に関する海上警報を発表した。 

しかし、７月下旬以降、噴火は確認されず、ま

た気象衛星ひまわりの観測によると、西之島の地

表面温度は周囲とほとんど同じ状態となってお

り、火山活動に明らかな低下が認められ、噴火の

可能性は低くなっている。これらのことから、10

月 31 日に西之島に発表していた火口周辺警報

（入山危険）を、火口周辺警報（火口周辺危険）

に引き下げ、警戒が必要な範囲を 1.5kmから 500

ｍに縮小した。併せて、噴火による影響が海上ま

で及ぶおそれがなくなったことから、火山現象に

関する海上警報を解除した。しかしながら、火口

付近に噴気や高温領域が確認されており、今後の

火山活動の推移に注意が必要である。 

硫黄 E

い お う

AAE島 E

と う

A［火口周辺警報（火口周辺危険）及び火山現

象に関する海上警報］ 

９月８日から火山性地震が増加し、９月 11 日

から 13 日にかけては火山性微動も増加し、特に

９月 11日 20時頃から 13日 12時頃にかけてはほ

ぼ連続的に発生した。GNSS 連続観測では、地震

活動と同時期から通常より大きな隆起が観測さ

れた。また、だいち２号が９月 10 日に観測した

SAR12）データを使用した解析では、急激な地殻変

動が確認された。海上自衛隊硫黄島航空基地が９

月 12 日午前に行った航空機による上空からの観

測では、硫黄島南側の沿岸で、海水が海面から５

～10ｍの高さまで噴出しているのが確認された。

このことから、海底噴火が発生したと推定される。

９月 22 日以降は、地震回数は減少し、地殻変動

も隆起から反転した。 

それ以外の期間は、火山性地震は概ねやや多い

状態で経過した。GNSS 観測によると、地殻変動

は隆起が続いている。監視カメラによる観測では、

島西部の阿蘇台陥没孔からの噴気の高さは概ね

100ｍ以下で経過し、島北西部の井戸ヶ浜からは

噴気は観測されていない。 
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３月と９月に海上自衛隊の協力で現地調査を

行った。阿蘇台陥没孔では、周辺に泥の噴出した

痕跡が確認された。馬背岩付近では、間歇的な湯

の噴出が確認された。井戸ヶ浜、ミリオンダラー

ホール（旧噴火口）、天山、千鳥ヶ浜、北ノ鼻海

岸・北ノ鼻火口、東山、金剛岩、摺鉢山、硫黄ヶ

丘及び翁浜などその他の地域では、噴気や地熱、

地形等の状況は、これまでの現地調査で確認され

ている熱活動や地形に特段の変化は認められな

かった。

福徳 E

ふくとく

AAE岡 E

お か

Aノ AE場 E

ば

A［噴火警報（周辺海域警戒）及び火山

現象に関する海上警報］ 

４月及び７月に海上保安庁が実施した上空か

らの観測で、福徳岡ノ場付近の海面で火山活動に

よるとみられる変色水等は認められなかったも

のの、海上保安庁、第三管区海上保安本部、海上

自衛隊及び気象庁によるこれまでの観測による

と、福徳岡ノ場付近の海面には長期にわたり火山

活動によるとみられる変色水等が確認されてい

る。2010 年２月３日には小規模な海底噴火が発

生している。 

【九州地方、南西諸島】 

A E鶴見 E

つ る み

AA E岳 E

だ け

A・ AE伽藍 E

が ら ん

AA E岳 E

だ け

A［噴火予報（噴火警戒レベル１、

活火山であることに留意）］ 

鶴見岳監視カメラ（大分県）による観測では、

冬季に伽藍岳で稜線上高さ 50～100ｍの噴気を

観測した。火山性地震は少ない状態であった。地

殻変動にも特段の変化はなかった。 

AE九重山 E

くじゅうさん

A［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であ

ることに留意）］ 

硫黄山付近の噴煙活動に特段の変化はみられ

ないが、星生山北尾根に設置している赤外熱映像

装置による観測では、熱異常域において温度の高

い状態が継続している。 

全磁力観測では、2014年以降、硫黄山付近の

噴気孔群地下の温度上昇を示唆する変化が引き

続きみられており、また、火山性地震は少ない状

態で経過したが、Ｂ型地震 13）が時折発生するな

ど、わずかに火山活動が高まっている可能性があ

る。 

GNSS連続観測では、2012年頃から、坊ガツル

－牧ノ戸峠、星生山北山腹－坊ガツル、星生山北

山腹－直入Ａの基線で伸びの傾向、星生山北山腹

－上野の基線で縮みの傾向が認められていたが、

2015年頃から停滞している。 

阿蘇山 E

あ そ さ ん

A［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であ

ることに留意）］ 

噴火は、2016年10月９日以降観測されていない。 

中岳第一火口の噴煙活動に特段の変化はみら

れず、白色の噴煙が火口縁上概ね500ｍ以下で推

移した。５月から10月にかけて、夜間に高感度の

監視カメラで火映を観測した。 

中岳第一火口の緑色の湯だまり14）量は、期間

を通して中岳第一火口底の10割であった。土砂噴

出は観測されていないが、時折、噴湯を観測した。 

赤外熱映像装置による観測では、中岳第一火口

南側火口壁の一部で引き続き熱異常域を確認し

た。５月には熱異常域の拡大が見られ、７月には

赤熱15）を確認した。南西側火口壁の一部でも引

き続き熱異常域を確認した。 

火山性地震は、３月から５月にかけて一時的に

減少したが、概ね多い状態で経過した。 

孤立型微動16）は、３月以降増加し、４月下旬

から６月上旬にかけて一時的に減少したが、概ね

多い状態で経過した。 

火山性微動の振幅は、概ね小さい状態で経過し

た。 

火山ガス（二酸化硫黄）の放出量は、１日あた

り400～1,800トンと、増減を繰り返しながら、概

ねやや多い状態で経過した。 

傾斜計及びGNSS連続観測では、火山活動の活発

化を示唆する変化は認められない。 

雲仙 E

うんぜん

AAE岳 E

だ け

A［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であ

ることに留意）］ 

噴気活動は低調に経過した。 

火山性地震は少ない状態で経過し、震源は主に

普賢岳から平成新山直下の深さ０～２km に分布

した。長期的には 2010 年頃から普賢岳から平成

新山直下の火山性地震の活動がやや活発となっ

ている。火山性微動は観測されなかった。 

10月 16～19日に実施した現地調査では、平成

新山の一部から弱い噴気が認められ、赤外熱映像

装置による観測では平成新山の複数個所に熱異

常域が認められたが、前回（2017年 12月 13～15

日）と比較して特段の変化は認められなかった。 

GNSS 連続観測では、火山活動によると考えら

れる変化は認められなかった。 

AE霧島山 E

きりしまやま

A（えびの高原（AE硫黄山 E

い お う や ま

A）周辺）［火口周辺

警報（噴火警戒レベル２、火口周辺規制）］ 

硫黄山付近では、２月 15 日から浅い所を震源

とする低周波地震が時々発生し、19 日からはご

く微小な地震を含む火山性地震が増加した。また、

活発な噴気活動や熱異常域の拡大及び温度の高

まりが認められるなど、火山活動が高まっており、

今後、小規模な噴火が発生するおそれがあると判

断したことから、２月 20日 11 時 40 分に火口周

辺警報を発表し、噴火警戒レベルを１（活火山で

あることに留意）から２（火口周辺規制）に引き
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上げた。 

４月 19 日の 15 時 34 分頃より火山性微動が発

生し、15時 39分頃に硫黄山の南側でごく小規模

な噴火が発生した。この噴火に伴い、噴火地点の

周辺 100ｍ程度まで大きな噴石が飛散した。この

ことにより、19 日 15 時 55 分に火口周辺警報を

発表し、噴火警戒レベルを２（火口周辺規制）か

ら３（入山規制）に引き上げた。監視カメラによ

る観測では、19日 21時頃まで周辺で噴気地帯の

拡大が認められ、火山灰の噴出は 20 日 06 時 30

分頃まで継続した。 

４月 19日に鹿児島県、20日に九州地方整備局

の協力により上空からの観測を実施した。19 日

の観測では、硫黄山の南側に新たな噴気地帯が形

成され、その周辺に火山灰が堆積しているのを確

認した。20 日の観測では、硫黄山南側の噴気地

帯から複数の噴気が上がり、その周辺では黒灰色

の泥水が断続的に噴出し、時折この飛沫が火口内

に飛散していることを確認した。 

４月 26 日 18 時 15 分頃には硫黄山の西側 500

ｍ付近で一時的に火山灰が含まれる噴煙が上が

る程度の噴火が発生した。この噴火に伴う大きな

噴石の飛散は観測されていない。 

今後想定される噴火の規模から、警戒の必要な

範囲は硫黄山から概ね１km の範囲と判断し、５

月１日 14時 00分に火口周辺警報を発表し、噴火

警戒レベルを３（入山規制）から２（火口周辺規

制）に引き下げた。 

４月 27 日以降、硫黄山では噴火が発生してい

ないが、引き続き活発な噴気・熱泥噴出活動が続

いている。また、５月下旬頃からは硫黄山南監視

カメラでも硫黄山の南側で湯だまりを確認し、大

きさは拡大、縮小を繰り返している。

硫黄山付近では、ごく微小な地震を含む火山性

地震は４月 19 日にかけて概ね多い状態で経過し

た。４月 19 日の噴火後は概ね少ない状態で経過

していたが、５月下旬以降は概ねやや多い状態で

経過している。また、浅い所を震源とする低周波

地震は少ないながらも、引き続き発生している。

８月頃から韓国岳とその周辺で地震が増加し、そ

の後も引き続き地震活動がみられている。 

GNSS連続観測では、硫黄山近傍の基線で、2018

年３月頃から硫黄山の山体の膨張を示す変動が

みられていた。その後、４月 19 日の噴火後に山

体の収縮を示す変動がみられ、５月上旬からその

変動は停滞していたが、６月上旬から再び伸びの

傾向が続いている。また、2017 年７月頃から霧

島山を挟む基線での伸びが継続し、霧島山の深い

場所でのマグマの蓄積が示唆されていたが、新燃

岳の噴火に伴い急激な収縮が観測された。３月中

旬以降、これらの基線長は再び伸びに転じ、鈍化

しているものの継続している。 

AE霧島山 E

きりしまやま

A（AE新燃 E

しんもえ

AAE岳 E

だ け

A）［火口周辺警報（噴火警戒レベル

２、火口周辺規制）］ 

２月 28 日以降、火山性地震の急激な増加がみ

られていたなかで、３月１日 11 時頃、ごく小規

模な噴火が発生し、新燃岳周辺から東側の宮崎県

高原町（新燃岳火口から東約 18 ㎞）までの範囲

で降灰を確認した。噴火発生後に実施した現地調

査では、火山ガス（二酸化硫黄）の放出量が１日

あたり 5,500トンと急増した。これらのことから、

３月１日 16時 40分に火口周辺警報を発表し、噴

火警戒レベル３（入山規制）を切替え、警戒が必

要な範囲を新燃岳火口周辺の概ね２km から概ね

３km の範囲に拡大した。新燃岳で噴火が発生し

たのは 2017年 10月 17日以来であった。 

火山灰を噴出する噴火はその後も３月９日ま

で継続し、３月６日には 2011 年３月１日以来の

爆発的噴火 17）が発生した。爆発的噴火は３月６

日から７日にかけて 34 回発生するなど、断続的

に発生した。新燃岳周辺の傾斜計では、３月６日

09 時頃からえびの岳（新燃岳の北西６km）付近

の収縮と考えられる明瞭な変化が認められた。こ

の付近は、2011 年の新燃岳の噴火に関与したマ

グマだまりがあると推定される領域である。また、

新燃岳火口内には新たな溶岩が蓄積しつつある

ことが確認され、火山ガス（二酸化硫黄）の放出

量は７日には１日あたり 34,000 トンとさらに急

増した。 

３月９日には新燃岳火口の北西側への溶岩の

流下が観測されたが、３月下旬頃にかけて流下速

度は次第に遅くなり、４月中旬以降停滞している。 

３月 10 日の爆発的噴火では、大きな噴石が火

口の中心から 1,800ｍまで飛散した。今後、さら

に噴火活動が活発になる可能性があると判断し、

３月 10 日 05 時 05 分に火口周辺警報を発表し、

噴火警戒レベル３（入山規制）を切替え、警戒が

必要な範囲を火口から概ね３km から概ね４km の

範囲に拡大した。 

火山ガス（二酸化硫黄）の放出量は、３月９日

以降は１日あたり数百～1,000 トン程度と次第

に減少した。国土地理院による人工衛星（ALOS-2）

データの解析では、火口内への溶岩の噴出は３月

９日頃には概ね停止したとみられ、その後、噴火

活動にさらなる活発化は認められていない。これ

らのことから、新燃岳火口から３km を超える範

囲に影響を及ぼす噴火が発生する可能性は低く

なったと判断し、３月 15日 11 時 00 分に火口周

辺警報を発表し、噴火警戒レベル３（入山規制）

を切替え、警戒が必要な範囲を火口から概ね４km

から概ね３kmの範囲に縮小した。 

噴火活動はその後も継続したが、３月中旬以降

は噴火の間隔は次第に長くなった。 

３月 25日の噴火では、ごく小規模な火砕流 18）

が火口縁から西側へ約 400ｍ（新燃岳火口の中心
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から約 800ｍ）流下した。４月５日の噴火では、

ごく小規模な火砕流が火口縁から南東側へ約

400ｍ（新燃岳火口の中心から約 800ｍ）流下し、

噴煙が火口縁上約 8,000ｍと最も高く上がった。 

４月以降も噴火が時々発生したが、火口の中心

から２km を超える大きな噴石の飛散は観測され

ていない。新燃岳周辺の傾斜計では、６月以降、

噴火に伴うわずかな傾斜変動は観測されるもの

の、山体膨張を示す顕著な変化は観測されていな

い。火山ガス（二酸化硫黄）の放出量は、６月以

降は１日あたり 100 トン以下で推移した。２km

を超える範囲に影響を及ぼす噴火が発生する可

能性は低くなったと判断したことから、６月 28

日 11時 00分に火口周辺警報を発表し、噴火警戒

レベルを３（入山規制）から２（火口周辺規制）

に引き下げた。

６月 28日以降、噴火は観測されていない。 

火山性地震は噴火前には一時的に増加する傾

向がみられたほか、増減を繰り返しながら概ね多

い状態で推移したが、11 月中旬頃からは概ね少

ない状態で経過した。火山性微動は、噴火に伴う

もののほか、振幅が小さく継続時間の短い火山性

微動が時々発生した。10月 24日以降、火山性微

動は観測されていない。 

GNSS 連続観測では、2017 年７月頃から霧島山

を挟む基線での伸びが継続していたが、３月６日

から７日にかけて噴火に伴う急激な収縮が観測

された。３月中旬以降、再び伸びに転じ、霧島山

の深い場所でのマグマの蓄積を示すと考えられ

る基線の伸びは鈍化しているものの継続してい

る。 

霧島山 E

きりしまやま

A（ AE御鉢 E

お は ち

A）［噴火予報（噴火警戒レベル１、活

火山であることに留意）］ 

火口縁を越える噴煙は認められなかった。 

御鉢の南西側が振動源と推定される火山性地

震が、２月９日から16日にかけて一時的に増加し

た。また、継続時間の短い火山性微動も２回発生

した。火山活動が高まっており、小規模な噴火が

発生するおそれがあると判断し、９日14時40分に

火口周辺警報を発表し、噴火警戒レベル１（活火

山であることに留意）から２（火口周辺規制）に

引き上げた。 

その後、火山性地震は少ない状態で経過し、火

山性微動は２月10日以降、観測されなかった。近

傍の傾斜計による地殻変動観測等、その他の観測

データにも活動の高まりを示す特段の変化がな

く、上空からの観測でも、火口内及び火口周辺の

状況に特段の変化は認められなかった。このため、

火口周辺に影響を及ぼす噴火の兆候は認められ

なくなったと判断し、３月15日11時00分に噴火予

報を発表し、噴火警戒レベルを２（火口周辺規制）

から１（活火山であることに留意）に引き下げた。 

その後も噴火の兆候は認められず、観測データ

に特段の変化はみられていない。 

A E桜島 E

さくらじま

A［火口周辺警報（噴火警戒レベル３、入山規制）］ 

桜島の噴火活動は、南岳山頂火口を中心に概ね

活発な状態で経過した。年間で噴火 19）が 479 回

（2017年：406回）発生し、このうち爆発的噴火

は 246 回（2017 年：81 回）であった。火口別で

は南岳山頂火口で噴火が475回（2017年：12回）、

爆発的噴火はこのうち 246 回（2017 年：４回）

と増加した。一方、昭和火口の噴火は４回（2017

年：394回）と前年と比べ減少し、爆発的噴火も

発生しなかった（2017年：77回）。 

４月１日 16時 11分の昭和火口の噴火では、小

規模な火砕流が発生し、昭和火口から東側へ約

800ｍ流下した。この噴火は、昭和火口としては

１月８日以来の噴火であった。昭和火口では、４

月２日00時17分の噴火を最後に噴火は発生して

いない。 

南岳山頂火口の噴火活動は、３月～９月頃及び

11 月中旬以降は概ね活発な状態であり、その他

の時期は比較的低調であったが、年間としては概

ね活発な状態で推移した。６月 16 日 07 時 19 分

の爆発的噴火では、多量の噴煙が火口縁上 4,700

ｍまで上がり、火砕流が南岳山頂火口の南西側へ

約 1,300ｍ流下した。南岳山頂火口で火砕流を観

測したのは 2017年３月 25日の噴火で 1,100ｍ流

下して以来であった。同日実施した現地調査及び

電話による聞き取り調査では、鹿児島市、日置市、

南さつま市及び枕崎市で主にこの噴火に伴う降

灰を確認した。７月 16日 15時 38分の噴火では、

多量の噴煙が火口縁上 4,600ｍまで上がり、弾道

を描いて飛散する大きな噴石が４合目（南岳山頂

火口より 1,300～1,700ｍ）まで達した。南岳山

頂火口の噴火により弾道を描いて飛散する大き

な噴石が４合目まで達したのは、2012 年７月 24

日の噴火以来であった。また、同火口では、10

月頃の噴火活動がやや低調な時期を除き、夜間に

高感度の監視カメラで火映を時々観測した。 

６月１日及び10月10日に実施した赤外熱映像

装置による観測では、昭和火口近傍及び南岳南東

側山腹の熱異常域に特段の変化はなかった。10

月 22 日に海上自衛隊第１航空群、九州地方整備

局、それぞれの協力を得て上空からの火口内及び

周辺の状況の観測を実施し、昭和火口の火口底が

火山灰や噴石により閉塞しているのを確認した

ほか、特段の状況変化がないことを確認した。 

火山性地震の年回数は 3,811回で、前年（2017

年：7,295回）に比べ減少した。浅い地震（Ｂ型

地震）は概ね少ない状態で経過した。２月、３月、

６月、12 月には数日程度のやや多い状態となっ

た時期もあったが、より長期にわたり継続した活

動はなかった。やや深い地震（Ａ型地震 20））も、
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少ない状態で経過した。震源は、主に南岳直下の

深さ０～４km 付近及び桜島東部の深さ５～８km

付近、桜島南西部の深さ７～12km 付近に分布し

た。 

火山性微動の継続時間の年合計は 81 時間 15

分で、前年（2017 年：289 時間 40 分）に比べ減

少した。火山性微動は噴火活動に伴うものが多く、

噴火活動が活発だった３～７月頃を中心に微動

の継続時間が増加した。 

桜島島内の傾斜計では、2015 年８月 15日の急

激な変動以降、顕著な山体隆起を示す変化は認め

られていない。６月 16日や７月 16日の噴火など

一部の噴火の発生前に山体のわずかな膨張が、発

生直後にわずかな収縮が観測された。 

GNSS 連続観測では、姶良カルデラ（鹿児島湾

奥部）の地下深部の膨張を示す基線の伸びが３月

頃から停滞したが、長期にわたり供給されたマグ

マが蓄積された状態である。

火山ガス（二酸化硫黄）の放出量は、南岳山頂

火口の噴火活動が活発な時期を中心に多くなっ

た。特に、５月 22日の観測では１日あたり 6,200

トン、12月 12日の観測では 4,500 トンと非常に

多い状態となった。年間では１日あたり 1,000

トン～2,000 トン程度のやや多い状態から 2,000

～4,000 トン程度の多い状態への増加傾向が認

められ、2017 年からの放出量の増加傾向（数 100

トンから 1,000トン前後へ増加）が継続した。

鹿児島地方気象台における観測では、降灰量は

年合計で 1218ｇ/㎡(降灰日数 153 日)で、６月が

最も多く、803ｇ/㎡であった。鹿児島県の降灰量

観測データをもとに解析した 2018 年の総降灰量

は、約 191万トン（2017年：約 91 万トン）であ

った。 

薩摩 E

さ つ ま

AAE硫黄 E

い お う

AAE島 E

じ ま

A［噴火予報（噴火警戒レベル１、活火

山であることに留意）］ 

硫黄岳火口では、期間を通して、白色の噴煙が

火口縁上概ね1,000ｍ以下で経過した。 

火山性地震は、３月に一時的に増加したが、そ

れ以外は少ない状態で経過した。 

GNSS連続観測では、火山活動によると考えられ

る変化は認められなかった。 

３月16日に振幅が小さく継続時間が短い火山

性微動が発生し、３月19日には火山性地震が93

回と増加したため、11時45分に火口周辺警報を発

表し、噴火警戒レベルを１（活火山であることに

留意）から２（火口周辺規制）に引き上げた。３

月22日にも93回と再び増加した。 

その後、火山性地震の日回数は概ね10回以下に

減少し、火山性微動も観測されなかった。また、

GNSS連続観測では、火山活動によると考えられる

特段の変化は認められなかった。 

３月24日、25日及び４月25日、26日に実施した

現地調査では、噴煙や噴気活動、熱異常域の状況

に特段の変化は認められなかった。また、火山ガ

ス（二酸化硫黄）の放出量は１日あたり600トン

及び300トンとやや少ない状態であった。

これらのことから４月27日14時00分に噴火予

報を発表し、噴火警戒レベルを２（火口周辺規制）

から１（活火山であることに留意）に引き下げた。 

５月22日から27日にかけて実施した現地調査

では、３月及び４月と比較して、噴煙の状況に特

段の変化はなかった。また、赤外熱映像装置によ

る観測でも硫黄岳北斜面及び西側斜面の熱異常

域の分布に特段の変化は認められなかった。火山

ガス（二酸化硫黄）の放出量は１日あたり1,500

トンで、前回（４月25日：300トン）から増加し

てやや多い状態であった。

12月19日に九州地方整備局及び近畿地方整備

局の協力により実施した上空からの観測では、こ

れまでの観測と同様、山腹から噴気が上がってい

るのを確認したが、火口周辺の状況に特段の変化

は認められなかった。 

高感度の監視カメラでは、夜間に火映が時々観

測された。 

A E口永良部E

く ち の え ら ぶ

AA E島 E

じま

A[火口周辺警報(噴火警戒レベル３、入山

規制)] 

新岳火口では、10月21日に、2015年６月以来と

なる噴火が発生し、その後も噴火を繰り返した。 

口永良部島では、８月に入り、新岳火口付近の

ごく浅いところを震源とする火山性地震や火山

ガス（二酸化硫黄）の放出量が増加していた中で、

８月15日に新岳の西側山麓のやや深い場所を震

源とする火山性地震が増加した。地震の規模は最

大でマグニチュード1.9（暫定値）とやや大きな

ものであった。この火山性地震の震源は、2015

年５月の噴火前（2015年１月）に発生した地震と

概ね同じ場所であると推定され、新たなマグマの

貫入の可能性を示唆するとともに、今後、火山活

動が更に高まる可能性があると判断したことか

ら、同日10時30分に噴火警報を発表し、噴火警戒

レベルを２（火口周辺規制）から４（避難準備）

に引き上げた。

８月16日以降、新岳の西側山麓のやや深い場所

を震源とする地震は観測されず、新岳火口付近の

ごく浅いところを震源とする火山性地震や火山

ガス（二酸化硫黄）の放出量も減少した。GNSS

連続観測や現地調査においても火山活動の更な

る高まりは認められず、居住地域に重大な被害を

及ぼす噴火が発生する可能性が低くなったと判

断したことから、８月29日10時00分に火口周辺警

報を発表し、噴火警戒レベルを４（避難準備）か

ら３（入山規制）に引き下げた。 

以降、10月中旬頃までは、新岳火口付近のごく

浅い場所を震源とする火山性地震は１日あたり
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概ね10回以下で経過し、噴火直前の10月19日から

再度増加した。一方、火山ガス（二酸化硫黄）の

放出量は、１日あたり1,000トン以上が時々観測

されるなど、増減を繰り返しながら不安定な状態

となっていた。 

10月21日にごく小規模な噴火が発生し、12月13

日まで断続的に発生した。一連の噴火では、噴煙

が最高で2,100ｍまで上がったが、火砕流や噴石

は観測されなかった。 

12月18日16時37分に再び噴火が発生し、火砕流

が火口から西側へ約1,000ｍ流下するとともに、

大きな噴石が新岳火口から700ｍまで飛散した。

第十管区海上保安本部の協力により12月19日に

実施した上空からの赤外熱映像装置による観測

では、新岳火口の西側約1,000ｍ及び東側約500

ｍ付近まで火砕流の痕跡を確認した。 

噴煙は、気象衛星や京都大学のレーダーの観測

により、海抜高度およそ5,000ｍに達したことが

確認された。同日20時55分には、火柱21）が火口

縁上200ｍまで上った。 

同日に実施した現地調査及び聞き取り調査で

は、12月18日の噴火により、鹿児島県屋久島町永

田の一部で路面が見えにくくなる程のやや多量

の降灰を確認するなど、鹿児島県屋久島町及び南

種子町の一部で降灰が確認された。 

12月28日22時09分にも噴火が発生し、噴煙が火

口縁上1,000ｍまで上がり、大きな噴石が火口か

ら500ｍまで飛散した。この噴火に伴い、わずか

な降灰が屋久島の一部で確認された。 

10月以降の噴火や12月18日、28日の噴火に伴う

火山灰を産業技術総合研究所が分析した結果、火

山灰にはマグマに由来すると考えられる本質物

粒子が含まれていることが確認された。 

山麓から実施した赤外熱映像装置による観測

では、期間を通して、新岳火口、新岳火口西側割

れ目付近及び古岳火口東側外壁の熱異常域の温

度と分布に特段の変化は認められなかった。高感

度の監視カメラでは、火映が10～11月の夜間に

時々観測された。 

新岳火口付近のごく浅いところを震源とする

火山性地震は、10月21日以降、断続的に発生する

噴火に伴って多発したことから、火山性地震の年

回数は5,434回と昨年(1,527回)より増加した。震

源が求まった火山性地震は、主に新岳火口付近の

ごく浅いところから１km付近、及び新岳西側山麓

の深さ５～７km付近に分布した。また、火山性微

動も、主に10月以降の噴火に伴って多く発生した。 

12月18日と28日の噴火では、本村東観測点（新

岳の北西約2.8km）に設置している空振計で、そ

れぞれ29.0Paと16.1Paの空振を観測した。 

東京大学大学院理学系研究科、京都大学防災研

究所、屋久島町及び気象庁が実施した観測では、

火山ガス（二酸化硫黄）の放出量は、７月までは

１日あたり60～500トンと2014年８月の噴火前

（１日あたり概ね100トン以下）よりもやや多い

状態で経過していたが、８月以降は１日あたり

100～1,700トンに増加するとともに、1,000トン

以上が時々観測されるなど、増減を繰り返しなが

ら不安定な状態となった。10月の噴火以降は徐々

に減少し、12月以降は数100トン程度で経過した。 

GNSS連続観測では、島内の長い基線において、

2016年１月頃から認められていた緩やかな縮み

の傾向が７月頃に停滞し、その後、一時的に緩や

かな伸びの傾向に変化したが、11月以降、鈍化も

しくは停滞したと考えられる。 

傾斜計では、12月18日16時37分の噴火に伴い新

岳方向がわずかに沈降する傾斜変動が観測され

た。 

 

諏訪之瀬 E

す わ の せ

AAE島 E

じ ま

A［火口周辺警報（噴火警戒レベル２、火

口周辺規制）］ 

御岳火口では、噴火が時々発生した。そのうち

爆発的噴火は 42回（２月：１回、３月：９回、

４月：８回、５月：２回、６月：１回、11月：

21回）で、活発な火山活動が継続した（2017年：

32回）。これらの爆発的噴火に伴い、監視カメ

ラで火口付近に飛散する噴石を時々確認した。 

噴火に伴う噴煙は、概ね火口縁上 1,000ｍ以下で

経過した。３月 27日 09時 29分に発生した噴火

では、灰色の噴煙が火口縁上 2,200ｍの高さまで

上がった（前年の最高 2,800ｍ）。ほぼ年間を通

して夜間に高感度の監視カメラで火映を観測し

た。 

十島村役場諏訪之瀬島出張所によると、御岳の

南南西約４kmの集落で鳴動や降灰を時折確認し

た。降灰を確認した日数は 15日（2017年：９日）

であった。 

火山性地震の年回数は、Ａ型地震：325回（2017

年：1,154回）、Ｂ型地震：972回（2017年：836

回）で、少ない状態で経過した。Ａ型地震は８月

１日に一時的に増加し、同日 07時 13分に発生し

た最大マグニチュード 2.1の地震により、島内の

震度観測点で震度１を観測した。 

火山性微動は、時々発生した。火山性微動の年

間継続時間は、358時間 32分と前年（2017年：

698時間 00分）に比べて減少した。 

GNSS 連続観測では、火山活動によると考えら

れる変化は認められなかった。 

 

AE硫黄 E

い お う

AAE鳥 E

と り

AAE島 E

し ま

A［噴火予報（活火山であることに留意）］ 

気象庁が実施した海上からの観測、海上保安庁

及び第十一管区海上保安本部が実施した上空か

らの観測で、島の北側に位置する硫黄岳火口、島

の中央部に位置するグスク火山火口から、従来か

ら認められている少量の噴気が観測された。３月

及び７月の上空からの観測では、硫黄岳火口の西
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側海岸線に沿って変色水が認められた。 

１）火山活動による山体の傾きを精密に観測する機器。

火山体直下へのマグマの貫入等により変化が観測さ

れることがある。

２）火山体の南側で全磁力を観測した場合、全磁力値が

減少すると火山体内部で温度上昇が、全磁力値が増

加すると火山体内部で温度低下が生じていると推定

される。

３）GNSS（Global Navigation Satellite Systems）とは、

GPS をはじめとする衛星測位システム全般を示す呼

称。

４）火山性地震のうち、Ｐ波、Ｓ波の相が不明瞭で、火

口周辺の比較的浅い場所で発生する地震と考えられ、

主に１～３Hzの低周波成分が卓越した地震。火道内

の火山ガスの移動やマグマの発泡など火山性流体の

動きで発生すると考えられている。火山によっては、

過去の事例から、火山活動が活発化すると多発する

傾向がある事が知られている。

５）火口から放出される火山ガスはマグマが浅部へ上昇

すると放出量が増加する。火山ガスの成分はマグマ

に溶けていた水、二酸化炭素、二酸化硫黄、硫化水

素などである。気象庁ではこれら火山ガス成分のう

ち、二酸化硫黄の放出量を観測し、火山活動の評価

に活用している。

６）赤熱した溶岩や高温の火山ガス等が、噴煙や雲に映

って明るく見える現象。

７）赤外熱映像装置は物体が放射する赤外線を感知して

温度分布を測定する測器である。熱源から離れた場

所から測定することができる利点があるが、測定距

離や大気等の影響で実際の熱源の温度よりも低く測

定される場合がある。

８）火山性地震のうち、Ｓ波の相がやや不明瞭で比較的

高周波（約３Hz以上）の地震。

９）レーザなどを用いて山体に設置した反射鏡までの距

離を測定する観測で、山体の膨張や収縮による距離

の変化を観測するものである。

10）センサーで周囲の岩盤から受ける力による体積の変

化をとらえ、岩石の伸びや縮みを精密に観測する機

器。火山体直下へのマグマの貫入等で変化が観測さ

れることがある。

11）噴石については、大きさによる風の影響の程度の違

いによって飛散範囲が大きく異なる。本文中「大き

な噴石」とは、「風の影響を受けず弾道を描いて飛散

する大きな噴石」のことであり、「小さな噴石」とは、

それより小さく「風に流されて降る小さな噴石」の

ことである。

12) SAR（Synthetic Aperture Radar、合成開口レーダー）

とは人工衛星や航空機に搭載されたアンテナから電

波を送受信して観測するシステムで、昼夜天候を問

わず、地表の様子を詳細に観測できます。同じ場所

について時期の異なる観測データの差をとる（干渉

させる）ことにより、地表の変動を面的に得ること

ができます。

13）火山性地震のうち、Ｐ波、Ｓ波の相が不明瞭で比較

的周期が長く、火口周辺の比較的浅い場所で発生す

る地震。火道内のガスの移動やマグマの発泡などに

より発生すると考えられている。

14）活動静穏期の中岳第一火口には、地下水などを起源

とする約 40～60℃の緑色の湯がたまっており、これ

を湯だまりと呼んでいる。火山活動が活発化するに

つれ、湯だまり温度が上昇・噴湯して湯量の減少や

濁りがみられ、その過程で土砂を噴き上げる土砂分

噴出現象等が起こり始めることが知られている。 

15）地下から高温の火山ガス等が噴出する際に、周辺の

地表面が熱せられて赤く見える現象。

16）阿蘇山特有の微動で、火口直下のごく浅い場所で発

生しており、周期 0.5～1.0 秒、継続時間 10 秒程度

で、中岳西山腹観測点の南北動の振幅が５μm/s 以

上のものを孤立型微動としている。通常、一日あた

り 50～100回発生している。

17）霧島山・諏訪之瀬島では、火道内の爆発による地震

を伴い、火口周辺の観測点で一定基準以上の空気の

振動を観測した噴火を爆発的噴火としている。桜島

では、火道内の爆発による地震を伴い、爆発音、体

に感じる空気の振動、噴石の火口外への飛散、また

は、気象台や島内の観測点で一定基準以上の空気の

振動のいずれかを観測した噴火を爆発的噴火として

いる。

18）火山灰や岩塊、火山ガスや空気が一体となって急速

に山体を流下する現象。火砕流の速度は時速数十 km

から時速百 km以上、温度は数百℃にも達することが

ある。

19）桜島では噴火活動が活発なため、噴火のうち、爆発

的な噴火もしくは噴煙量が中量以上（概ね噴煙の高

さが火口縁上 1,000ｍ以上）の噴火の回数を計数し

ている。資料の噴火回数はこの回数を示す。また、

基準に達しない噴火は、ごく小規模な噴火として噴

火回数に含めていない。

20）火山性地震のうち、Ｐ波、Ｓ波の相が明瞭で比較的

周期の短い地震。一般的に起きる地震と同様、地殻

の破壊によって発生していると考えられ、マグマの

貫入に伴う火道周辺の岩石破壊によって発生してい

ることが知られている。

21）噴火の際、火山噴出物が赤熱状態で噴出されること

により、特に夜間に火口上に火の柱が立ったように

見える現象。
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● 平成 30 年（2018 年）の世界の主な地震

2018 年（以下、日本時間を基準とする）に人
的被害 注を伴った地震は 10回（2017 年は 17回）
であり、Mj（気象庁マグニチュード）もしくは
Mw(モーメントマグニチュード)7.0 以上の地震
は 17 回（2017 年は７回）であった。また、Mj
もしくは Mw8.0 以上の地震は１回（2017 年は１
回）であった（図１及び表１参照）。 
2018 年に世界で発生した地震のうち、最も規

模の大きかった地震は、８月 19日のフィジー諸
島付近の地震（図１中の 11）の Mw8.2（Mw は気
象庁による）であった。 
米国地質調査所（ USGS）の統計によると

（https://earthquake.usgs.gov/）、M8.0以上の
地震の年間発生回数の平均は１回、M7.0～M7.9
の地震の年間発生回数の平均は 15 回であり、
2018年のM7.0以上の地震発生回数は平均的であ
った。 

以下、死者が 100人を超える海外の地震につい
て記述する。 

８月５日、インドネシア、スンバワ島付近の
深さ 34kmで Mw6.9の地震（図１中の 10）が発生
し、インドネシアで死者 555 人等の被害が生じ
た。 

９月 28日、インドネシア、スラウェシ島、ミ
ナハサ半島の深さ 20kmで Mw7.5の地震（図１中
の 18）、及びこれに伴って津波が発生した。死者
2090人以上等の被害が生じた。

図１ 2018年に世界で発生した M7.0以上または人的被害を伴った地震の震央分布 
****：震源要素は、１月 1日～９月 30日は米国地質調査所（USGS）発表の PRELIMINARY DETERMINATION OF EPICENTERS（PDE）に、

10月１日～12月 31日は同所ホームページの“Earthquake Archive Search & URL Builder” （http://earthquake.usgs.gov/ 
earthquakes/search/）による（2019年１月４日現在）。ただし、日本付近で発生した地震の震源要素、及び一部の規模の大
きな地震の Mw（モーメントマグニチュード）については気象庁による（表１参照）。 

****：数字は、表１の番号に対応する。 
****：マグニチュードは表１の値を使用している。海外の地震については、Mw （モーメントマグニチュード）を、Mwが決まって

いない場合は Mj（気象庁マグニチュード）の値を表示している。 

 注：被害状況は、出典のないものは OCHA（UN Office for 

the Coordination of Humanitarian Affairs：国連人道

問題調整事務所）、国内は、総務省消防庁による。
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６ 

３

４

５

７ 
23 

13 

14 
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９,10,12 
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19 

８ 

２
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表１ 2018年に世界で発生したマグニチュード 7.0以上または人的被害を伴った地震の震源要素等

番

号
地震発生時刻 緯度 経度

深さ

(km)
Mj Mw 震央地名

備考（被害状況

など）

北

西

遠

地

1 01月10日11時51分 N17°29.0' W083°31.2' 19 (7.5) ホンジュラス北方 ○

2 01月14日18時18分 S15°46.1' W074°42.6' 39 (7.1) ペルー沿岸 ○

3 01月23日18時31分 N56° 0.2' W149° 9.9' 14 (7.9) アラスカ湾 ○

4 02月07日00時50分 N24° 5.2' E121°40.6' 10 6.7 (6.3) 台湾 死者17人など

5 02月17日08時39分 N16°23.1' W097°58.7' 22 (7.1) メキシコ、オアハカ州 負傷者２人 ○

6 02月26日02時44分 S06° 4.2' E142°45.2' 25 (7.4) ﾊﾟﾌﾟｱﾆｭｰｷﾞﾆｱ、ﾆｭｰｷﾞﾆｱ

地震による地

滑りにより死

者98人以上

○

7 04月09日01時32分 N35°11.0' E132°35.2' 12 6.1 (5.7) 島根県西部
重傷２人、軽

傷７人など

8 06月18日07時58分 N34°50.6' E135°37.3' 13 6.1 (5.6) 大阪府北部 死者６人など

9 07月29日07時47分 S08°14.4' E116°30.5' 14 6.4 ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ、スンバワ島付近 死者17人以上

10 08月05日20時46分 S08°15.5' E116°26.3' 34 (6.9) ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ、スンバワ 死者555人以上 ○

11 08月19日09時19分 S18° 6.8' W178° 9.2' 600 (8.2) フィジー諸島 ○

12 08月19日23時56分 S08°19.1' E116°37.6' 31 6.9 ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ、スンバワ島付近 死者10人

13 08月22日06時31分 N10°46.4' W062°54.1' 147 (7.3) ベネズエラ沿岸 ○

14 08月24日18時04分 S11° 2.1' W070°49.7' 630 (7.1) ペルー／ブラジル国境 ○

15 08月29日12時51分 S22° 1.8' E170° 7.6' 21 (7.1) ローヤリティー諸島南東方 ○

16 09月06日03時07分 N42°41.4' E142° 0.4' 37 6.7 (6.6) 胆振地方中東部 死者41人など ○

17 09月07日00時49分 S18°28.5' E179°21.0' 671 (7.9) フィジー諸島 ○

18 09月28日19時02分 S00°15.4' E119°50.8' 20 (7.5)
インドネシア、スラウェ

シ、ミナハサ半島

死者2090人以

上
○

19 10月11日05時48分 S05°42.1' E151°12.3' 39 (7.0) ﾊﾟﾌﾟｱﾆｭｰｷﾞﾆｱ、ﾆｭｰﾌﾞﾘﾃﾝ付近 ○ ○

20 12月01日02時29分 N61°20.8' W149°57.3' 47 (7.0) 米国、アラスカ州南部 ○

21 12月05日13時18分 S21°57.4' E169°25.1' 10 (7.5) ローヤリティー諸島南東方 ○

22 12月11日11時26分 S58°35.9' W026°27.9' 165 (7.1) サウスサンドウィッチ諸島 ○

23 12月21日02時01分 N55° 6.0' E164°42.0' 17 (7.3) ロシア、コマンドル諸島 ○ ○

24 12月29日12時39分 N05°58.4' E126°49.7' 60 (7.0) ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島、ミンダナオ ○ ○

・ 震源要素は、１月 1日～９月 30日は米国地質調査所（USGS）発表の PRELIMINARY DETERMINATION OF EPICENTERS（PDE）
に、10月１日～12月 31日は同所ホームページの”Earthquake Archive Search & URL Builder”
（http://earthquake.usgs.gov/earthquakes/search/）による（2019 年１月４日現在）。ただし、日本付近で発生した
地震の震源要素、Mwの欄に括弧を付して記載したモーメントマグニチュードは、気象庁による。

・ 地震発生時刻は日本時間［日本時間＝協定世界時＋９時間］である。
・ 被害状況は、出典のないものは OCHA（UN Office for the Coordination of Humanitarian Affairs：国連人道問題調整

事務所）、国内は、総務省消防庁による。
・ 「北西」欄の○印は、気象庁が北西太平洋域に提供している北西太平洋津波情報（NWPTA）（地震・火山月報（防災編）2005

年５月号参照）を発表したことを表す。
・ 「遠地」欄の○印は、気象庁が「遠地地震に関する情報」を発表したことを表す。
・ 深さに「*」を付したものは、気象庁による CMT 解のセントロイドの深さを表す。
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● 2018 年の世界の主な火山活動

平成 30年（2018 年）に被害を伴った噴火が報告された主な火山（日本を除く）＊は以下のとおりであ

る。 

キラウエア（Kilauea） アメリカ（図中Ａ） 標高 1,222ｍ

キラウエアでは、５月３日に長さ 150ｍの割れ目火口から噴火し始めた。その後、複数の割れ目火口

が開口し、溶岩が流れた。５月 17日以降、爆発的噴火も発生し、ワシントン VAACによると５月 17日

04時 15分頃の爆発的噴火では噴煙が 9.1kmまで上昇し、北東に流れた。ハワイ郡市民防衛局によれば、

６月 17日までに 533 戸の家が溶岩流により破壊された。また、ハワイ郡市民防衛局によれば、７月 16

日早朝に海岸付近で発生した爆発的噴火による火砕物がツアーボートに直撃し、乗船していた 23名が

負傷した。 

フエゴ（Fuego） グアテマラ（図中Ｂ） 標高 3,763ｍ

フエゴでは、６月３日に爆発的噴火が発生した。ワシントン VAACによると、噴煙が海抜９kmまで上

昇した。報道によると、火砕流が少なくとも８km流下し、その温度は 700度に達した。ラ・アウロラ国

際空港は３日から４日にかけて閉鎖された。その後も爆発的噴火が度々発生し、火砕流や火山泥流が流

下した。グアテマラの国家災害対策調整委員会（CONRED）によれば、７月３日現在、６月３日の火砕流

で 113人が死亡し、197人が行方不明のままである。また、12,823人が避難している。 

クラカタウ（Krakatau） インドネシア（図中Ｃ） 標高 813ｍ

６月頃から噴火が断続的に続いており、12月 22日に山体崩壊によると考えられる津波が発生した（イ

ンドネシア火山地質災害対策局（PVMBG）による）。ダーウィン VAACによると、12月 23日に噴煙が海抜

約 16km まで上昇しているのが衛星で確認された。 

図 平成 30年（2018 年）に被害を伴った噴火が発生した主な火山（日本を除く）＊ 

平成30年12月　地震・火山月報（防災編）

144



＊ 米国スミソニアン自然史博物館のホームページ“Global Volcanism Program | Smithsonian / USGS Weekly Volcanic 

Activity Report”（http://www.volcano.si.edu/reports_weekly.cfm）、インドネシア火山地質災害対策局のホー

ムページ“Kebencanaan Geologi”（http://www.vsi.esdm.go.id/）、ダーウィン VAACのホームページ“BoM-Darwin

Volcanic Ash Advisory Centre”（http://www.bom.gov.au/info/vaac/）による。日付は全て現地時間。火山名の

読み方は、原則として気象庁：「火山観測指針（参考編）」による。 
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●付録６．気象庁震度階級関連解説表
平成 21年 3月 31日改訂 

使用にあたっての留意事項
（1）気象庁が発表している震度は、原則として地表や低層建物の一階に設置した震度計による観測値です。この資料は、ある震度が観

測された場合、その周辺で実際にどのような現象や被害が発生するかを示すもので、それぞれの震度に記述される現象から震度が
決定されるものではありません。 

（2）地震動は、地盤や地形に大きく影響されます。震度は震度計が置かれている地点での観測値であり、同じ市町村であっても場所に
よって震度が異なることがあります。また、中高層建物の上層階では一般に地表より揺れが強くなるなど、同じ建物の中でも、階
や場所によって揺れの強さが異なります。 

（3）震度が同じであっても、地震動の振幅（揺れの大きさ）、周期（揺れが繰り返す時の 1 回あたりの時間の長さ）及び継続時間など
の違いや、対象となる建物や構造物の状態、地盤の状況により被害は異なります。

（4）この資料では、ある震度が観測された際に発生する被害の中で、比較的多く見られるものを記述しており、これより大きな被害が

発生したり、逆に小さな被害にとどまる場合もあります。また、それぞれの震度階級で示されている全ての現象が発生するわけで
はありません。 

（5）この資料は、主に近年発生した被害地震の事例から作成したものです。今後、5 年程度で定期的に内容を点検し、新たな事例が得

られたり、建物・構造物の耐震性の向上等によって実状と合わなくなった場合には変更します。
（6）この資料では、被害などの量を概数で表せない場合に、一応の目安として、次の副詞・形容詞を用いています。

用語 意味

まれに

わずか
大半
ほとんど

極めて少ない。めったにない。

数量・程度が非常に少ない。ほんの少し。
半分以上。ほとんどよりは少ない。
全部ではないが、全部に近い。

が（も）ある、
が（も）いる

当該震度階級に特徴的に現れ始めることを表し、量的には多くはないがその数量・程度の概数を
表現できかねる場合に使用。

多くなる 量的に表現できかねるが、下位の階級より多くなることを表す。

さらに多くなる 上記の「多くなる」と同じ意味。下位の階級で上記の「多くなる」が使われている場合に使用。 

※ 気象庁では、アンケート調査などにより得られた震度を公表することがありますが、これらは「震度○相当」と表現して、震度計
の観測から得られる震度と区別しています。

● 人の体感・行動、屋内の状況、屋外の状況

震度 
階級 

人の体感・行動 屋内の状況 屋外の状況 

０ 
人は揺れを感じないが、地震計には記

録される。 
－ － 

１ 
屋内で静かにしている人の中には、揺
れをわずかに感じる人がいる。 

－ － 

２ 
屋内で静かにしている人の大半が、揺
れを感じる。眠っている人の中には、
目を覚ます人もいる｡ 

電灯などのつり下げ物が、わずかに揺れ

る。 
－ 

３ 

屋内にいる人のほとんどが、揺れを感
じる。歩いている人の中には、揺れを
感じる人もいる。眠っている人の大半

が、目を覚ます。 

棚にある食器類が音を立てることがある。 電線が少し揺れる。 

４ 
ほとんどの人が驚く。歩いている人の
ほとんどが、揺れを感じる。眠ってい

る人のほとんどが、目を覚ます。 

電灯などのつり下げ物は大きく揺れ､棚に
ある食器類は音を立てる。座りの悪い置物

が、倒れることがある。 

電線が大きく揺れる。自動車を運転してい
て、揺れに気付く人がいる。 

５弱 
大半の人が、恐怖を覚え、物につかま
りたいと感じる。 

電灯などのつり下げ物は激しく揺れ､棚に
ある食器類、書棚の本が落ちることがあ

る。座りの悪い置物の大半が倒れる。固定
していない家具が移動することがあり、不
安定なものは倒れることがある。 

まれに窓ガラスが割れて落ちることがあ

る。電柱が揺れるのがわかる。道路に被害
が生じることがある｡ 

５強 

大半の人が、物につかまらないと歩く

ことが難しいなど、行動に支障を感じ
る。 

棚にある食器類や書棚の本で、落ちるもの
が多くなる。テレビが台から落ちることが
ある。固定していない家具が倒れることが

ある。 

窓ガラスが割れて落ちることがある。補強
されていないブロック塀が崩れることが

ある。据付けが不十分な自動販売機が倒れ
ることがある。自動車の運転が困難とな
り、停止する車もある。 

６弱 立っていることが困難になる。 
固定していない家具の大半が移動し、倒れる
ものもある｡ドアが開かなくなることがある｡ 

壁のタイルや窓ガラスが破損、落下すること
がある。 

６強 立っていることができず、はわないと動く

ことができない。 
揺れにほんろうされ、動くこともできず、
飛ばされることもある。 

固定していない家具のほとんどが移動し、倒

れるものが多くなる。 

壁のタイルや窓ガラスが破損、落下する建物
が多くなる。補強されていないブロック塀のほ
とんどが崩れる。 

７ 
固定していない家具のほとんどが移動したり
倒れたりし、飛ぶこともある｡ 

壁のタイルや窓ガラスが破損､落下する建物

がさらに多くなる。補強されているブロック塀
も破損するものがある。 
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● 木造建物（住宅）の状況

震度
階級 

木造建物（住宅） 

耐震性が高い 耐震性が低い 

５弱 － 壁などに軽微なひび割れ・亀裂がみられることがある。 

５強 － 壁などにひび割れ・亀裂がみられることがある。 

６弱 壁などに軽微なひび割れ・亀裂がみられることがある。 
壁などのひび割れ・亀裂が多くなる。 
壁などに大きなひび割れ・亀裂が入ることがある。 
瓦が落下したり、建物が傾いたりすることがある。倒れるものもある。 

６強 壁などにひび割れ・亀裂がみられることがある。 
壁などに大きなひび割れ・亀裂が入るものが多くなる。 

傾くものや、倒れるものが多くなる。 

７ 
壁などのひび割れ・亀裂が多くなる。 
まれに傾くことがある。 

傾くものや、倒れるものがさらに多くなる。 

（注 1） 木造建物（住宅）の耐震性により２つに区分けした。耐震性は、建築年代の新しいものほど高い傾向があり、概ね昭和 56 年（1981 年）以前は耐震性が低く、昭

和 57 年（1982 年）以降には耐震性が高い傾向がある。しかし、構法の違いや壁の配置などにより耐震性に幅があるため、必ずしも建築年代が古いというだけで耐

震性の高低が決まるものではない。既存建築物の耐震性は、耐震診断により把握することができる。 

（注 2） この表における木造の壁のひび割れ、亀裂、損壊は、土壁（割り竹下地）、モルタル仕上壁（ラス、金網下地を含む）を想定している。下地の弱い壁は、建物の変

形が少ない状況でも、モルタル等が剥離し、落下しやすくなる。 

（注 3） 木造建物の被害は、地震の際の地震動の周期や継続時間によって異なる。平成 20年（2008年）岩手・宮城内陸地震のように、震度に比べ建物被害が少ない事

例もある。

● 鉄筋コンクリート造建物の状況

震度 

階級 

鉄筋コンクリート造建物 

耐震性が高い 耐震性が低い 

５強 － 壁、梁（はり）、柱などの部材に、ひび割れ・亀裂が入ることがある。 

６弱 
壁、梁（はり）、柱などの部材に、ひび割れ・亀裂が入ること
がある。 

壁、梁（はり）、柱などの部材に、ひび割れ・亀裂が多くなる。 

６強 壁、梁（はり）、柱などの部材に、ひび割れ・亀裂が多くなる。 
壁、梁（はり）、柱などの部材に、斜めや X 状のひび割れ・亀裂がみ
られることがある。 

１階あるいは中間階の柱が崩れ、倒れるものがある。 

７ 

壁、梁（はり）、柱などの部材に、ひび割れ・亀裂がさらに多く

なる。 
1 階あるいは中間階が変形し、まれに傾くものがある。 

壁、梁（はり）、柱などの部材に、斜めや X 状のひび割れ・亀裂が多

くなる。 
１階あるいは中間階の柱が崩れ、倒れるものが多くなる。 

（注 1） 鉄筋コンクリート造建物では、建築年代の新しいものほど耐震性が高い傾向があり、概ね昭和 56年（1981 年）以前は耐震性が低く、昭和 57年（1982年）以降

は耐震性が高い傾向がある。しかし、構造形式や平面的、立面的な耐震壁の配置により耐震性に幅があるため、必ずしも建築年代が古いというだけで耐震性の

高低が決まるものではない。既存建築物の耐震性は、耐震診断により把握することができる。 

（注 2） 鉄筋コンクリート造建物は、建物の主体構造に影響を受けていない場合でも、軽微なひび割れがみられることがある。

● 地盤・斜面等の状況

震度 

階級 
地盤の状況 斜面等の状況 

５弱 
亀裂 ※1や液状化 ※2が生じることがある。 落石や崖崩れが発生することがある。 

５強 

６弱 地割れが生じることがある。 崖崩れや地すべりが発生することがある。 

６強 
大きな地割れが生じることがある。 

崖崩れが多発し、大規模な地すべりや山体の崩壊が発生する

ことがある ※3。 ７ 

※1 亀裂は、地割れと同じ現象であるが、ここでは規模の小さい地割れを亀裂として表記している。

※2 地下水位が高い、ゆるい砂地盤では、液状化が発生することがある。液状化が進行すると、地面からの泥水の噴出や地盤沈下が起こり、堤防や岸壁

が壊れる、下水管やマンホールが浮き上がる、建物の土台が傾いたり壊れたりするなどの被害が発生することがある。

※3 大規模な地すべりや山体の崩壊等が発生した場合、地形等によっては天然ダムが形成されることがある。また、大量の崩壊土砂が土石流化すること

もある。
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● ライフライン・インフラ等への影響

ガス供給の停止 安全装置のあるガスメーター（マイコンメーター）では震度５弱程度以上の揺れで遮断装置が作動し、ガ

スの供給を停止する。
さらに揺れが強い場合には、安全のため地域ブロック単位でガス供給が止まることがある ※。

断水、停電の発生 震度５弱程度以上の揺れがあった地域では、断水、停電が発生することがある ※。 

鉄道の停止、高速道路

の規制等 
震度４程度以上の揺れがあった場合には、鉄道、高速道路などで、安全確認のため、運転見合わせ、速度
規制、通行規制が、各事業者の判断によって行われる。（安全確認のための基準は、事業者や地域によって

異なる。） 

電話等通信の障害 地震災害の発生時、揺れの強い地域やその周辺の地域において、電話・インターネット等による安否確認、
見舞い、問合せが増加し、電話等がつながりにくい状況（ふくそう）が起こることがある。 

そのための対策として、震度６弱程度以上の揺れがあった地震などの災害の発生時に、通信事業者により
災害用伝言ダイヤルや災害用伝言板などの提供が行われる。 

エレベーターの停止 地震管制装置付きのエレベーターは、震度５弱程度以上の揺れがあった場合、安全のため自動停止する。
運転再開には、安全確認などのため、時間がかかることがある。 

※ 震度６強程度以上の揺れとなる地震があった場合には、広い地域で、ガス、水道、電気の供給が停止することがある。

● 大規模構造物への影響

長周期地震動※による

超高層ビルの揺れ 

超高層ビルは固有周期が長いため、固有周期が短い一般の鉄筋コンクリート造建物に比べて地震時に作用

する力が相対的に小さくなる性質を持っている。しかし、長周期地震動に対しては、ゆっくりとした揺れ
が長く続き、揺れが大きい場合には、固定の弱いＯＡ機器などが大きく移動し、人も固定しているものに
つかまらないと、同じ場所にいられない状況となる可能性がある。 

石油タンクのスロッ

シング 長周期地震動により石油タンクのスロッシング（タンク内溶液の液面が大きく揺れる現象）が発生し、石
油がタンクから溢れ出たり、火災などが発生したりすることがある。 

大規模空間を有する

施設の天井等の破損、

脱落 
体育館、屋内プールなど大規模空間を有する施設では、建物の柱、壁など構造自体に大きな被害を生じな
い程度の地震動でも、天井等が大きく揺れたりして、破損、脱落することがある。 

※ 規模の大きな地震が発生した場合、長周期の地震波が発生し、震源から離れた遠方まで到達して、平野部では地盤の固有周期に応じて長周期の地震波

が増幅され、継続時間も長くなることがある。

●付録７．気象庁震度階級と計測震度

地震情報などにより発表される震度階級は、観測点における揺れの強さの程度を数値化した計測震度から

換算されるものです。 

震度階級 計測震度 震度階級 計測震度 

０ 0.5 未満 ５弱 4.5 以上 5.0 未満 

１ 0.5 以上 1.5 未満 ５強 5.0 以上 5.5 未満 

２ 1.5 以上 2.5 未満 ６弱 5.5 以上 6.0 未満 

３ 2.5 以上 3.5 未満 ６強 6.0 以上 6.5 未満 

４ 3.5 以上 4.5 未満 ７ 6.5 以上 

「気象庁震度階級表」より抜粋 
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平成 30 年 10 月１日現在、気象庁の観測点（■印）は 671 点、地方公共団体の観測点（●印）は 2,914 点、国

立研究開発法人防災科学技術研究所の観測点（▲印）は 789 点である。

● 付録８．震度観測点（平成 30 年 10 月１日現在）

■ 気象庁観測点

● 地方公共団体の観測点

▲ 防災科学技術研究所の観測点
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北海道地方

東北地方

■ 気象庁観測点

● 地方公共団体の観測点

▲ 防災科学技術研究所の観測点

■ 気象庁観測点

● 地方公共団体の観測点

▲ 防災科学技術研究所の観測点
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関東・中部地方

近畿・中国・四国地方

■ 気象庁観測点

● 地方公共団体の観測点

▲ 防災科学技術研究所の観測点

■ 気象庁観測点

● 地方公共団体の観測点

▲ 防災科学技術研究所の観測点

平成30年12月　地震・火山月報（防災編）

151



九州地方

沖縄地方

■ 気象庁観測点

● 地方公共団体の観測点

▲ 防災科学技術研究所の観測点

■ 気象庁観測点

● 地方公共団体の観測点

▲ 防災科学技術研究所の観測点
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●付録９．

震度６または震度６弱以上を観測した地震の表（1926年～2018年）
※ ＊のついている地点は、地方公共団体もしくは国立研究開発法人防災科学技術研究所の震度観測点、（注）を付した地震については、近接した地
域でほぼ同時刻に発生した地震であるため震度の分離ができないことを示す。
※ 最大震度６または６弱以上を観測した地震について、震源要素と震度５または震度５弱以上を観測した観測点を掲載した。

※ 各観測点の末尾に計測震度（付録７参照）を記す（ただし、計測震度計で観測した期間のみ）。
※ 観測点名称は2018年10月１日現在、情報発表に用いているものである。なお、地震番号１～13に記載してある観測点名称は、原則気象官署名

とし、括弧内に所在地を情報発表に用いる名称で記載した（ただし、当時の所在地が現在と異なる官署については、当時の所在地を情報発

表に用いる名称に準じる形で記載した）。
※ （旧）のついている地点は、観測点の移設により現在とは異なる環境で観測していた地点等を示す。
※ 被害は、死者を伴った地震について死者と行方不明者の人数を記載した。被害は、総務省消防庁による。ただし、※印が付いている被害は

「日本被害地震総覧」による。

地震 

番号 

震源時       震央地名     緯度   経度        深さ    規模      

年    月 日 時 分 各 地 の 震 度  

地震名（地震の通称）・備考 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

1927   3  7 18 27  京都府北部        35°37.9’Ｎ    134°55.8’Ｅ    18km    Ｍ: 7.3 

      兵庫県    ６ 豊岡測候所（豊岡市山王町）      

      ５ 洲本測候所（洲本市小路谷）      

      京都府    ６ 宮津測候所（宮津市鶴賀）     

    ５ 京都地方気象台（京都中京区西ノ京）  

      福井県    ５ 福井地方気象台（福井市日之出）敦賀測候所（敦賀市川崎町）

      奈良県    ５ 奈良地方気象台（橿原市八木町）  

      広島県    ５ 福山測候所（福山市松永町）     

      （北丹後地震） 死者 2,912人 ※、津波あり  

1930  11 26 04 02  静岡県伊豆地方     35°02.5’Ｎ   138°58.4’Ｅ     1km    Ｍ: 7.3 

静岡県    ６ 三島測候所（三島市東本町（旧）） 

      ５ 沼津測候所（沼津市末広町）      

      神奈川県  ５ 横浜地方気象台（横浜中区山手町） 横須賀観測所（横須賀市夏島町）  

   （北伊豆地震） 死者 272人 ※ 

1935   7 11 17 24  静岡県中部        35°01.4’Ｎ    138°23.6’Ｅ    10km    Ｍ: 6.4  

      静岡県    ６ 静岡地方気象台（静岡駿河区曲金（旧））

     （静岡地震） 死者 ９人 ※ 

1941   7 15 23 45  長野県北部        36°39.4’Ｎ    138°11.6’Ｅ     5km    Ｍ: 6.1  

      長野県    ６ 長野地方気象台（長野市箱清水） 

 死者 ５人 ※ 

1943   9 10 17 36  鳥取県東部    35°28.3’Ｎ    134°11.0’Ｅ     0km    Ｍ: 7.2  

      鳥取県    ６ 鳥取地方気象台（鳥取市湖山町南） 

      岡山県    ５ 岡山地方気象台（岡山市内山下）   

      山口県    ５ 萩測候所（萩市江向）   

     （鳥取地震） 死者 1,083人 ※ 

1944  12  7 13 35  三重県南東沖      33°34.4’Ｎ    136°10.5’Ｅ    40km    Ｍ: 7.9

      静岡県    ６ 御前崎測候所（御前崎市御前崎） 

      ５ 浜松測候所（浜松中区鴨江町）    

      三重県    ６ 津地方気象台（津市下弁財町）    

      ５ 亀山測候所（亀山市北町） 尾鷲測候所（尾鷲市南陽町（旧））

      福井県    ５ 福井地方気象台（福井市日之出）敦賀測候所（敦賀市松栄町） 

      山梨県    ５ 甲府地方気象台（甲府市伊勢）    

      岐阜県    ５ 岐阜地方気象台（岐阜市加納二之丸）  

      愛知県    ５ 名古屋地方気象台（名古屋千種区日和町）

      滋賀県    ５ 彦根地方気象台（彦根市城町（旧））  

      奈良県    ５ 奈良地方気象台（橿原市八木町紺屋の坪） 

   （東南海地震） 死者 1,183人 ※、津波あり 

1948   6 28 16 13  福井県嶺北      36°10.3’Ｎ   136°17.4’Ｅ     0km    Ｍ: 7.1  

      福井県    ６ 福井地方気象台（福井市豊島）    

 （福井地震） 死者 3,769人 ※ 

1972  12  4 19 16  八丈島東方沖      33°12’Ｎ      141°05’Ｅ      50km   Ｍ: 7.2  

      東京都    ６ 八丈島測候所（八丈町大賀郷（旧））  

      1972年12月４日八丈島東方沖地震  津波あり 
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地震 

番号 

震源時       震央地名     緯度   経度        深さ    規模      

年    月 日 時 分 各 地 の 震 度  

地震名（地震の通称）・備考 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

1982   3 21 11 32  浦河沖      42°04’Ｎ    142°36’Ｅ      40km    Ｍ: 7.1  

      北海道    ６ 浦河測候所（浦河町潮見（旧））  

昭和57年（1982年）浦河沖地震 

1993   1 15 20 06  釧路沖      42°55.2’Ｎ    144°21.2’Ｅ   101km    Ｍ: 7.5  

      北海道    ６ 釧路地方気象台（釧路市幣舞町（旧））

      ５ 浦河測候所（浦河町潮見（旧）） 帯広測候所（帯広市東４条）広尾測候所（広尾町並木通） 

      青森県    ５ 八戸測候所（八戸市湊町（旧）） 

      平成５年（1993年）釧路沖地震  死者 ２人 ※ 

1994  10  4 22 22  北海道東方沖      43°22.5’Ｎ   147°40.4’Ｅ     28km    Ｍ: 8.2 

 北海道    ６ 釧路地方気象台（釧路市幣舞町（旧）） 厚岸町尾幌

      ５ 浦河測候所（浦河町潮見（旧）） 足寄町上螺湾 広尾測候所（広尾町並木通） 中標津町養老牛 

羅臼町春日  根室測候所（根室市弥栄）

平成６年（1994年）北海道東方沖地震  択捉島など北方四島で死者 11人 ※、津波あり 

1994  12 28 21 19  三陸沖      40°25.8’Ｎ   143°44.7’Ｅ      0km    Ｍ: 7.6 

      青森県    ６ 八戸測候所（八戸市湊町（旧））   

      ５ 青森地方気象台（青森市花園） むつ測候所（むつ市金曲） 

      岩手県    ５ 盛岡地方気象台（盛岡市山王町） 

      平成６年（1994年）三陸はるか沖地震  死者 ３人 ※、津波あり 

1995   1 17 05 46  大阪湾   34°35.9’Ｎ    135°02.1’Ｅ     16km    Ｍ: 7.3

      兵庫県     ７（現地調査により、神戸市、芦屋市、西宮市、宝塚市及び 淡路島北部の一部で震度７を観測） 

 ６ 神戸海洋気象台（神戸中央区中山手）洲本測候所（洲本市小路谷）    

  ５ 豊岡測候所（豊岡市桜町（旧））   

      滋賀県    ５ 彦根地方気象台（彦根市城町（旧））  

      京都府    ５ 京都地方気象台（京都中京区西ノ京）  

平成７年（1995年）兵庫県南部地震   死者 6,434人、行方不明 ３人、津波あり     

1997   5 13 14 38  鹿児島県薩摩地方   31°56.9’Ｎ    130°18.1’Ｅ     9km    Ｍ: 6.4 

      鹿児島県   ６弱 薩摩川内市中郷=5.6  

５強 さつま町宮之城屋地（旧）=5.4 

５弱 阿久根市赤瀬川（旧）=4.8     

1998   9  3 16 58  岩手県内陸北部      39°48.3’Ｎ    140°54.0’Ｅ     8km    Ｍ: 6.2 

      岩手県     ６弱 雫石町長山=5.9      

2000   7  1 16 01  新島・神津島近海    34°11.4’Ｎ    139°11.6’Ｅ    16km    Ｍ: 6.5 

      東京都     ６弱 神津島村金長=5.9 神津島村役場（旧）＊=5.6 

５弱 新島村本村＊=4.8    

   死者 １人 

2000   7  9 03 57  新島・神津島近海    34°12.7’Ｎ    139°13.8’Ｅ    15km    Ｍ: 6.1 

      東京都     ６弱 神津島村役場（旧）＊=5.5     

５強 神津島村金長=5.1    

2000   7 15 10 30  新島・神津島近海    34°25.4’Ｎ    139°14.5’Ｅ    10km    Ｍ: 6.3 

      東京都     ６弱 新島村本村＊=5.6    

５弱 伊豆大島町差木地（旧）=4.9   

2000   7 30 21 25  三宅島近海         33°58.2’Ｎ    139°24.6’Ｅ    17km    Ｍ: 6.5 

      東京都     ６弱 三宅村阿古２=5.6    

５弱 三宅村神着（旧）=4.9 神津島村金長=4.5     

2000   8 18 10 52  新島・神津島近海    34ﾟ 12.0’Ｎ    139ﾟ 14.4’Ｅ     12km    Ｍ: 6.1 

      東京都     ６弱 新島村式根島（旧）=5.5

５強 神津島村役場（旧）＊=5.0     

５弱 神津島村金長=4.9    

2000   8 18 12 49  新島・神津島近海    34°17.6’Ｎ    139°10.4’Ｅ     7km    Ｍ: 5.1 

      東京都     ６弱 新島村式根島（旧）=5.7
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22 

23 

2000  10  6 13 30  鳥取県西部         35°16.4’Ｎ    133°20.9’Ｅ     9km    Ｍ: 7.3

      鳥取県     ６強 鳥取日野町根雨＊=6.3 境港市東本町=6.0     

６弱 鳥取南部町法勝寺＊=5.9 鳥取南部町天萬＊=5.9 伯耆町溝口＊=5.7 境港市上道町＊=5.6 

  伯耆町吉長＊=5.6 米子市淀江町＊=5.6 日吉津村日吉津＊=5.5

５強 米子市博労町（旧）=5.1

５弱 大山町国信＊=4.7 北栄町由良宿＊=4.7 倉吉市関金町大鳥居＊=4.6 湯梨浜町龍島＊=4.6  

   北栄町土下＊=4.6 琴浦町徳万（旧）＊=4.5 大山町御来屋＊=4.5 大山町赤坂＊=4.5 

      島根県     ５強 奥出雲町三成（旧）＊=5.4 安来市安来町（旧）＊=5.3 松江市宍道町昭和（旧）＊=5.0

５弱 松江市八束町波入（旧）＊=4.9 松江市東出雲町揖屋＊=4.9 松江市玉湯町湯町＊=4.8 

   松江市西津田（旧）=4.8 松江市鹿島町佐陀本郷＊=4.8 仁摩町仁万（旧）＊=4.8  

  雲南市大東町大東=4.7 雲南市加茂町加茂中（旧）＊=4.7 八雲村西岩坂（旧）＊=4.6 

  雲南市三刀屋町三刀屋（旧）＊=4.5 出雲市湖陵町二部（旧）＊=4.5  

  江津市桜江町川戸（旧）＊=4.5 島根斐川町荘原町（旧）＊=4.5      

      岡山県     ５強 新見市哲多町本郷＊=5.2 真庭市西河内=5.2 新見市大佐小阪部（旧）＊=5.0 

   新見市新見=5.0 真庭市美甘（旧）＊=5.0

５弱 新庄村役場＊=4.9 真庭市久世（旧）＊=4.9 玉野市宇野＊=4.9 真庭市下呰部＊=4.8  

  真庭市蒜山上福田（旧）＊=4.8 真庭市蒜山上長田＊=4.7 真庭市蒜山下和＊=4.7  

  神郷町下神代（旧）＊=4.7 早島町前潟＊=4.6 岡山北区大供＊=4.6 岡山北区御津金川＊=4.6  

 倉敷市真備町＊=4.6 賀陽町豊野（旧）＊=4.5 真庭市勝山＊=4.5 岡山東区瀬戸町＊=4.5  

  岡山南区片岡＊=4.5 倉敷市船穂町（旧）＊=4.5 笠岡市笠岡＊=4.5 高梁市有漢町（旧）＊=4.5 

      香川県     ５強 土庄町甲=5.0

５弱 東かがわ市湊（旧）＊=4.7 小豆島町池田（旧）＊=4.7 高松市庵治町（旧）＊=4.6 

  高松市国分寺町（旧）＊=4.5 観音寺市坂本町（旧）=4.5 三豊市三野町（旧）＊=4.5 

  豊中町本山（旧）＊=4.5   

      兵庫県     ５弱 淡路市志筑（旧）＊=4.7

      広島県     ５弱 庄原市高野町（旧）＊=4.9 福山市駅家町＊=4.8 大崎上島町中野＊=4.8 

   呉市川尻町（旧）＊=4.6 府中町大通り（旧）＊=4.6 福山市新市町（旧）＊=4.5     

      徳島県     ５弱 徳島市大和町（旧）=4.5 徳島市新蔵町（旧）＊=4.5   

      平成12年（2000年）鳥取県西部地震 

2001   3 24 15 27  安芸灘       34°07.9’Ｎ    132°41.6’Ｅ    46km    Ｍ: 6.7

      広島県     ６弱 東広島市河内町（旧）＊=5.9 熊野町役場（旧）＊=5.5 大崎上島町中野＊=5.5   

５強 呉市川尻町（旧）＊=5.4 呉市倉橋町支所＊=5.4 広島安佐南区緑井＊=5.3 呉市下蒲刈町＊=5.3 

 府中町大通り（旧）＊=5.3 江田島市能美町（旧）＊=5.3 三原市円一町=5.2  

音戸町鰯浜（旧）＊=5.2 廿日市市下平良＊=5.2 呉市広＊=5.2 海田町上市＊=5.2  

三原市久井町（旧）＊=5.2 広島西区己斐＊=5.2 尾道市向島町（旧）＊=5.1  

東広島市安芸津町（旧）＊=5.1 江田島市沖美町＊=5.1 江田島市大柿町（旧）＊=5.1 

呉市豊町（旧）＊=5.1 広島豊浜町豊島（旧）＊=5.1 呉市安浦町（旧）＊=5.0  

北広島町有田（旧）=5.0  三原市本郷南（旧）＊=5.0 広島安佐北区可部南＊=5.0  

東広島市黒瀬町=5.0 東広島市豊栄町（旧）＊=5.0 呉市宝町=5.0

５弱 三原市大和町（旧）＊=4.9 尾道市瀬戸田町（旧）＊=4.9 呉市倉橋町鳶ヶ巣=4.9 

  呉市焼山（旧）＊=4.9 呉市蒲刈町（旧）＊=4.9  

  廿日市市津田＊=4.9 大崎上島町東野（旧）＊=4.9 大崎上島町木江＊=4.8   

  広島中区大手町＊=4.8 広島安芸区中野＊=4.8 世羅町西上原＊=4.8 江田島市江田島町＊=4.7  

  福山市松永町=4.7 福山市内海町（旧）＊=4.7 広島三次市吉舎町（旧）＊=4.7   

  安芸高田市吉田町（旧）＊=4.7  広島福富町久芳（旧）＊=4.7 広島南区宇品海岸＊=4.7   

  廿日市市宮島町（旧）＊=4.7 世羅西町小国（旧）＊=4.6 広島中区上八丁堀=4.6  

  安芸高田市八千代町＊=4.6 坂町役場＊=4.6 広島三次市三良坂町（旧）＊=4.6  

  北広島町都志見=4.5 福山市新市町（旧）＊=4.5 尾道市久保（旧）＊=4.5 尾道市御調町＊=4.5  

      愛媛県     ５強 今治市南宝来町二丁目=5.4 今治市上浦町＊=5.4 今治市大三島町＊=5.4 西条市丹原町鞍瀬=5.3 

  松山市北持田町=5.3 今治市波方町＊=5.2 今治市菊間町＊=5.2 今治市吉海町＊=5.2  

  愛媛松前町筒井＊=5.2 久万高原町久万＊=5.2 西予市三瓶町（旧）＊=5.2 今治市大西町＊=5.1  

  砥部町宮内＊=5.1 愛媛吉田町東小路（旧）＊=5.1 西予市宇和町（旧）＊=5.1  

  上島町弓削（旧）＊=5.1 西条市丹原町池田＊=5.0 上島町生名＊=5.0 上島町岩城（旧）＊=5.0 

５弱 今治市朝倉北＊=4.9 今治市玉川町＊=4.9 西条市新田＊=4.9 

  西条市小松町（旧）＊=4.9  内子町平岡＊=4.9 西予市明浜町 今治市宮窪町＊=4.8  

  松山市中島大浦＊=4.8 伊予市中山町（旧）＊=4.8 八幡浜市保内町＊=4.8 大洲市大洲＊=4.8 

  宇和島市住吉町=4.7 西予市野村町=4.7 今治市関前岡村（旧）＊=4.7 東温市見奈良＊=4.6  

 伊方町湊浦（旧）＊=4.6  宇和島市三間町（旧）＊=4.5 新居浜市一宮町=4.5

      山口県     ５強 和木町和木（旧）＊=5.4 阿東町徳佐（旧）＊=5.3 周防大島町森＊=5.3 

  周防大島町久賀（旧）＊=5.2周防大島町小松＊=5.2 岩国市今津（旧２）=5.1  

  柳井市南町（旧）=5.1 柳井市大畠（旧）＊=5.1 平生町平生（旧）＊=5.1 田布施町役場＊=5.0 

  周防大島町西安下庄＊=5.0  

５弱 下松市大手町（旧）＊=4.8 岩国市由宇町＊=4.8 岩国市玖珂総合支所（旧）＊=4.8 

  岩国市美和町生見＊=4.7 上関町長島（旧）＊=4.7 田布施町下田布施=4.7  

  周南市岐山通り（旧）＊=4.6 光市中央（旧）＊=4.6 山口市小郡下郷＊=4.5 
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24 

25 

26 

27 

28 

  岩国市周東町下久原＊=4.5 光市岩田（旧）＊=4.5    

      島根県     ５弱 邑南町下口羽＊=4.5 浜田市三隅町三隅＊=4.5 江津市桜江町川戸（旧）＊=4.5    

      高知県     ５弱 高知市本町=4.6      

      大分県     ５弱 佐伯市上浦（旧）＊=4.5 

      平成13年（2001年）芸予地震  死者 ２人 

2003   5 26 18 24  宮城県沖       38°49.2’Ｎ    141°39.0’Ｅ    72km    Ｍ: 7.1 

      岩手県     ６弱 大船渡市大船渡町=5.8 一関市室根町（旧）＊=5.7 平泉町平泉（旧）＊=5.6  

   奥州市衣川区（旧）＊=5.6 奥州市江刺区＊=5.5 

５強 岩手洋野町大野（旧）＊=5.4 大船渡市猪川町=5.4 矢巾町南矢幅（旧）＊=5.4 

  金ケ崎町西根＊=5.4 一関市藤沢町＊=5.3 一関市舞川=5.3 遠野市宮守町＊=5.2  

  釜石市只越町=5.2 陸前高田市高田町（旧）＊=5.2 花巻市大迫町=5.2  

  花巻市東和町（旧）＊=5.2 奥州市胆沢区（旧）＊=5.1 一関市川崎町（旧）＊=5.1 

  住田町世田米（旧）＊=5.1 盛岡市玉山区渋民＊=5.0 二戸市福岡（旧）=5.0  

  花巻市材木町（旧）＊=5.0      

５弱 山田町八幡町（旧）=4.9 普代村銅屋（旧）＊=4.9 大槌町新町＊=4.9 一関市大東町（旧）=4.9 

 奥州市水沢区大鐘町=4.9 奥州市前沢区＊=4.9 北上市柳原町=4.8 盛岡市山王町=4.8  

  紫波町日詰（旧）＊=4.8 宮古市茂市＊=4.7 一関市東山町（旧）＊=4.7 八幡平市大更=4.7  

  野田村野田＊=4.7 滝沢市鵜飼＊=4.6 久慈市川崎町=4.6 岩泉町岩泉＊=4.6 大迫町役＊=4.5     

  西和賀町沢内太田＊=4.5  

      宮城県     ６弱 栗原市高清水（旧）＊=5.6 石巻市桃生町（旧）＊=5.6 栗原市栗駒=5.5 

   栗原市金成（旧）＊=5.5 石巻市泉町=5.5 涌谷町新町=5.5  

５強 気仙沼市赤岩=5.4 栗原市志波姫（旧）＊=5.4 登米市米山町＊=5.4 宮城美里町木間塚＊=5.4 

  登米市中田町=5.3 登米市登米町＊=5.3 栗原市一迫（旧）＊=5.3 鹿島台町平渡（旧）＊=5.3 

  栗原市瀬峰（旧）＊=5.2 登米市迫町（旧）＊=5.2 気仙沼市唐桑町＊=5.2  

大崎市田尻（旧）＊=5.2 栗原市若柳（旧）＊=5.2 石巻市前谷地＊=5.2 東松島市矢本＊=5.2 

鳴瀬町小野（旧）＊=5.2 南三陸町志津川（旧）=5.1 大崎市松山＊=5.1 栗原市花山＊=5.1  

宮城加美町小野田＊=5.1 色麻町四竈（旧）＊=5.1 栗原市鶯沢＊=5.0 大崎市古川三日町=5.0 

大崎市岩出山＊=5.0     

５弱 宮城川崎町前川＊=4.9 南方町八の森＊=4.8 宮城美里町北浦＊=4.8 亘理町下小路＊=4.8 

  仙台泉区将監＊=4.8 名取市増田＊=4.7 大河原町新南（旧）＊=4.7 仙台青葉区大倉=4.7 

  石巻市相野谷＊=4.7 気仙沼市本吉町＊=4.7 宮城加美町宮崎＊=4.7 大郷町粕川＊=4.6

  大衡村大衡（旧）＊=4.6 蔵王町円田＊=4.6 石巻市雄勝町（旧）＊=4.6 石巻市大瓜=4.5

      青森県     ５強 階上町道仏（旧）＊=5.1

５弱 八戸市南郷区（旧）＊=4.7 青森南部町苫米地（旧）＊=4.5 五戸町古舘=4.5

      秋田県     ５強 大仙市刈和野＊=5.0    

５弱 横手市大雄（旧）＊=4.9 大仙市大曲花園町（旧）＊=4.7 大仙市高梨（旧）＊=4.7 

   秋田市雄和妙法（旧）＊=4.6 羽後町西馬音内（旧）＊=4.6 湯沢市川連町＊=4.5     

      山形県     ５強 山形中山町長崎（旧）＊=5.1   

５弱 村山市中央＊=4.8 最上町向町（旧）＊=4.5   

      福島県     ５弱 南相馬市鹿島区（旧）＊=4.8 相馬市中村（旧）＊=4.6 田村市都路町（旧）＊=4.5 

  富岡町本岡＊=4.5 南相馬市原町区三島町=4.5 南相馬市小高区（旧）＊=4.5

2003   7 26 00 13  宮城県中部         38°26.0’Ｎ    141°09.8’Ｅ     12km    Ｍ: 5.6 

      宮城県     ６弱 鳴瀬町小野（旧）＊=5.9 東松島市矢本＊=5.5 

５強 鹿島台町平渡（旧）＊=5.4 宮城美里町木間塚＊=5.1     

５弱 大崎市松山＊=4.8 石巻市泉町=4.8 大崎市田尻（旧）＊=4.7 涌谷町新町=4.6 

石巻市前谷地＊=4.5 大郷町粕川＊=4.5   

2003   7 26 07 13  宮城県中部         38°24.3’Ｎ    141°10.2’Ｅ     12km    Ｍ: 6.4 

      宮城県     ６強 東松島市矢本＊=6.2 宮城美里町木間塚＊=6.0 鳴瀬町小野（旧）＊=6.0

６弱 鹿島台町平渡（旧）＊=5.9 涌谷町新町=5.8 石巻市前谷地＊=5.7 宮城美里町北浦＊=5.5 

   石巻市桃生町（旧）＊=5.5      

５強 大崎市松山＊=5.4 石巻市泉町=5.2 大崎市田尻（旧）＊=5.1 大崎市古川三日町=5.0 

   登米市米山町＊=5.0   

５弱 栗原市志波姫（旧）＊=4.9 石巻市相野谷＊=4.9 栗原市一迫（旧）＊=4.8

  栗原市瀬峰（旧）＊=4.8 大郷町粕川＊=4.8 仙台泉区将監＊=4.7 栗原市高清水（旧）＊=4.7 

  登米市迫町（旧）＊=4.7  登米市中田町=4.6 大崎市三本木＊=4.5 栗原市金成（旧）＊=4.5   

2003   7 26 16 56  宮城県中部         38°30.0’Ｎ    141°11.3’Ｅ     12km    Ｍ: 5.5 

      宮城県     ６弱 石巻市前谷地＊=5.7  

５強 宮城美里町木間塚＊=5.4 涌谷町新町=5.2     

５弱 石巻市桃生町（旧）＊=4.7     

2003   9 26 04 50  十勝沖       41°46.7’Ｎ    144°04.7’Ｅ     45km    Ｍ: 8.0

      北海道     ６弱 幕別町本町（旧）＊=5.8 釧路町別保（旧）＊=5.8 新冠町北星町（旧）＊=5.7 
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29 

30 

31 

32 

  浦河町潮見（旧）=5.6 新ひだか町静内ときわ町=5.5 幕別町忠類錦町（旧）＊=5.5 

   豊頃町茂岩本町（旧）＊=5.5 鹿追町東町（旧）＊=5.5 厚岸町尾幌=5.5  

５強 釧路市幸町=5.4 別海町常盤=5.4 更別村更別（旧）＊=5.3 広尾町並木通=5.2 

  本別町北２丁目=5.2 厚真町京町（旧）＊=5.2 釧路市音別町尺別=5.1 足寄町上螺湾=5.1 

  弟子屈町美里（旧）=5.0 帯広市東４条=5.0     

５弱 南幌町栄町（旧）＊=4.9 音更町元町（旧）＊=4.9 十勝清水町南４条=4.9 

  幕別町忠類明和=4.9 北見市公園町=4.8 芽室町東２条（旧）＊=4.8 長沼町中央（旧）＊=4.8 

  苫小牧市しらかば=4.7 上士幌町上士幌（旧）＊=4.7 清里町羽衣町（旧）＊=4.7  

  新篠津村第４７線（旧）＊=4.6 栗山町松風（旧）＊=4.5 訓子府町東町（旧）＊=4.5   

  中富良野町市街地（旧）＊=4.5 岩見沢市栗沢町東本町（旧２）＊=4.5   

   平成15年（2003年）十勝沖地震   死者 １人、行方不明 １人、津波あり 

2003   9 26 06 08  十勝沖       41°42.5’Ｎ    143°41.4’Ｅ     21km    Ｍ: 7.1 

      北海道     ６弱 浦河町潮見（旧）=5.8

５強 新冠町北星町（旧）＊=5.2     

５弱 新ひだか町静内ときわ町=4.8 厚真町京町（旧）＊=4.6   

      青森県     ５弱 むつ市金曲=4.7 東通村砂子又（旧）＊=4.6 野辺地町野辺地＊=4.5 

2004  10 23 17 56  新潟県中越地方      37°17.5’Ｎ    138°52.0’Ｅ     13km    Ｍ: 6.8

      新潟県     ７ 長岡市東川口＊=6.5  

６強 長岡市古志竹沢＊=6.3 小千谷市城内=6.3 長岡市小国町法坂＊=6.0 

６弱 十日町市千歳町＊=5.9 十日町市上山（旧）＊=5.9 魚沼市堀之内（旧）＊=5.9 

  十日町市水口沢（旧）＊=5.7 魚沼市須原（旧）＊=5.7 長岡市浦＊=5.6  

  刈羽村割町新田（旧）＊=5.6  長岡市幸町=5.5 長岡市上岩井＊=5.5 魚沼市今泉＊=5.5 

  長岡市栃尾大町＊=5.5 魚沼市穴沢（旧）＊=5.5  

５強 長岡市中之島（旧）＊=5.4 上越市安塚区安塚＊=5.3 長岡市与板町与板（旧）＊=5.3 

  見附市昭和町（旧）＊=5.3 長岡市小島谷＊=5.2 出雲崎町米田=5.2 魚沼市小出島＊=5.2

  南魚沼市六日町=5.2 南魚沼市浦佐＊=5.2 南魚沼市塩沢庁舎＊=5.2 津南町下船渡＊=5.1 

  十日町市松之山（旧）＊=5.0 十日町市松代（旧）＊=5.0   

５弱 三条市西裏館＊=4.9 三条市新堀＊=4.9 柏崎市中央町（旧）＊=4.9 

  柏崎市西山町池浦（旧）＊=4.9 弥彦村矢作（旧）＊=4.8 柏崎市高柳町岡野町（旧）＊=4.7  

  上越市吉川区原之町＊=4.7 出雲崎町川西＊=4.7 魚沼市米沢=4.7 燕市秋葉町（旧）＊=4.7  

  燕市分水桜町（旧）＊=4.7 新潟市中之口＊=4.7 加茂市幸町＊=4.6 上越市三和区井ノ口＊=4.6 

  新潟市月潟＊=4.6 魚沼市大沢＊=4.6 上越市頸城区百間町＊=4.5 上越市大手町（旧）=4.5  

  燕市吉田日之出町（旧）＊=4.5 上越市木田＊=4.5 上越市浦川原区釜淵＊=4.5  

  新潟西蒲区役所=4.5 上越市牧区柳島＊=4.5 上越市柿崎区柿崎＊=4.5  

福島県     ５弱 只見町只見＊=4.7 西会津町野沢=4.5 柳津町柳津（旧）＊=4.5      

群馬県     ５弱 渋川市北橘町＊=4.7 高崎市高松町＊=4.6 片品村東小川=4.5    

埼玉県     ５弱 久喜市下早見=4.7 

長野県     ５弱 飯綱町芋川（旧）＊=4.6 

  平成16年（2004年）新潟県中越地震  死者 68人 

2004  10 23 18 11  新潟県中越地方      37°15.1’Ｎ    138°49.7’Ｅ     12km    Ｍ: 6.0 

      新潟県     ６強 小千谷市城内=6.0    

６弱 長岡市浦＊=5.7 長岡市小国町法坂＊=5.7     

５弱 出雲崎町米田=4.9 魚沼市堀之内（旧）＊=4.9 柏崎市西山町池浦（旧）＊=4.8 

  長岡市与板町与板（旧）＊=4.8 長岡市小島谷＊=4.8 長岡市栃尾大町＊=4.7 長岡市幸町=4.7    

  長岡市中之島（旧）＊=4.6 十日町市水口沢（旧）＊=4.6魚沼市今泉＊=4.5

2004  10 23 18 34  新潟県中越地方      37°18.3’Ｎ    138°55.8’Ｅ     14km    Ｍ: 6.5 

      新潟県     ６強 長岡市東川口＊=6.2 十日町市千歳町＊=6.1 長岡市小国町法坂＊=6.1

６弱 十日町市水口沢（旧）＊=5.9 小千谷市城内=5.7 南魚沼市六日町=5.7 

  魚沼市堀之内（旧）＊=5.6 魚沼市今泉＊=5.6 十日町市松代（旧）＊=5.6 南魚沼市浦佐＊=5.6 

   魚沼市穴沢（旧）＊=5.5 十日町市上山（旧）＊=5.5 上越市安塚区安塚＊=5.5

５強 魚沼市須原（旧）＊=5.4 長岡市上岩井＊=5.3 出雲崎町米田=5.3 上越市浦川原区釜淵＊=5.3 

  南魚沼市塩沢庁舎＊=5.3 魚沼市小出島＊=5.2 柏崎市高柳町岡野町（旧）＊=5.2  

  長岡市浦＊=5.2 長岡市幸町=5.1 柏崎市西山町池浦（旧）＊=5.1 長岡市小島谷＊=5.1 

  長岡市与板町与板（旧）＊=5.0 上越市大手町（旧）=5.0 魚沼市大沢＊=5.0  

上越市牧区柳島＊=5.0 上越市三和区井ノ口＊=5.0 

５弱 上越市清里区荒牧＊=4.9 十日町市松之山（旧）＊=4.9 見附市昭和町（旧）＊=4.8 

  長岡市栃尾大町＊=4.7 長岡市中之島（旧）＊=4.7 津南町下船渡＊=4.7 魚沼市米沢=4.7

  上越市木田＊=4.6  上越市吉川区原之町＊=4.6 上越市頸城区百間町＊=4.5 三条市新堀＊=4.5 

  柏崎市中央町（旧）＊=4.5 上越市板倉区針（旧）＊=4.5 出雲崎町川西＊=4.5  

  上越大島区上達＊=4.5 上越市柿崎区柿崎＊=4.5 

      群馬県     ５弱 片品村東小川=4.8 渋川市北橘町＊=4.7 沼田市白沢町＊=4.6 群馬昭和村糸井＊=4.5 
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33 

34 

35 

36 

2004  10 23 19 45  新潟県中越地方      37°17.7’Ｎ    138°52.5’Ｅ     12km    Ｍ: 5.7 

      新潟県     ６弱 小千谷市城内=5.7    

５強 長岡市小国町法坂＊=5.0

５弱 魚沼市堀之内（旧）＊=4.7 長岡市浦＊=4.5   

2004  10 27 10 40  新潟県中越地方      37°17.5’Ｎ    139°02.0’Ｅ     12km    Ｍ: 6.1 

      新潟県     ６弱 魚沼市今泉＊=5.6 魚沼市須原（旧）＊=5.5 魚沼市穴沢（旧）＊=5.5

５強 魚沼市堀之内（旧）＊=5.4 魚沼市米沢=5.3 南魚沼市六日町=5.3 魚沼市大沢＊=5.2 

  長岡市幸町=5.1 長岡市上岩井＊=5.1 魚沼市小出島＊=5.1 長岡市栃尾大町＊=5.1 

   小千谷市城内=5.1 長岡市小国町法坂＊=5.0 長岡市浦＊=5.0

５弱 長岡市中之島（旧）＊=4.9 見附市昭和町（旧）＊=4.9 南魚沼市浦佐＊=4.9 

  長岡市小島谷＊=4.7 三条市新堀＊=4.6 長岡市与板町与板（旧）＊=4.6 出雲崎町米田=4.6 

  燕市秋葉町（旧）＊=4.6 上越市安塚区安塚＊=4.5 刈羽村割町新田（旧）＊=4.5  

上越市大手町（旧）=4.5 

      福島県     ５弱 只見町只見＊=4.6    

      群馬県     ５弱 渋川市北橘町＊=4.7 沼田市西倉内町（旧）=4.5 

2005   3 20 10 53  福岡県北西沖       33°44.3’Ｎ    130°10.5’Ｅ      9km    Ｍ: 7.0 

      福岡県     ６弱 福岡中央区舞鶴＊=5.7 糸島市前原西（旧）＊=5.5 福岡東区東浜＊=5.5

 ５強 須恵町須恵＊=5.3 新宮町緑ヶ浜＊=5.3 糸島市志摩初=5.3 大川市酒見＊=5.3 

  福岡西区今宿＊=5.2 嘉麻市上臼井（旧）＊=5.2 福岡早良区百道浜＊=5.2  

  春日市原町（旧）＊=5.1 久留米市津福本町=5.1 福岡中央区大濠=5.1 糸島市二丈深江＊=5.0 

  飯塚市忠隈＊=5.0 粕屋町仲原＊=5.0 久山町久原＊=5.0    

５弱 福岡博多区博多駅前＊=4.9 大野城市曙町＊=4.9 宮若市福丸（旧）＊=4.9  

  みやま市高田町（旧）＊=4.9 筑前町篠隈＊=4.8 福津市津屋崎＊=4.8  

  久留米市北野町（旧）＊=4.8 久留米市城島町＊=4.8 柳川市本町（旧）＊=4.8  

  筑前町下高場=4.8 福岡城南区神松寺＊=4.7 遠賀町今古賀＊=4.7 福岡南区塩原＊=4.7  

  篠栗町篠栗＊=4.7 志免町志免＊=4.7 うきは市浮羽町（旧）＊=4.6  

  北九州八幡西区相生町＊=4.6 宗像市大島（旧）＊=4.6 朝倉市宮野＊=4.6 宗像市東郷＊=4.6 

  小郡市小郡＊=4.6 大木町八町牟田＊=4.6 北九州戸畑区千防＊=4.5 宗像市江口＊=4.5  

  中間市中間＊=4.5 福岡那珂川町西隈＊=4.5 大刀洗町冨多＊=4.5 直方市新町（旧）＊=4.5     

  飯塚市川島（旧）=4.5 飯塚市長尾＊=4.5 宇美町宇美＊=4.5     

      佐賀県     ６弱 みやき町北茂安（旧）＊=5.6   

５強 上峰町坊所（旧）＊=5.1 白石町有明（旧）＊=5.1唐津市七山（旧）＊=5.0

５弱 佐賀市久保田（旧）＊=4.9 白石町福田（旧）＊=4.9 小城市芦刈（旧）＊=4.9 

  神埼市千代田（旧）＊=4.9 唐津市西城内=4.8 鳥栖市宿町（旧）＊=4.8  

  白石町福富（旧）＊=4.8 佐賀市川副（旧）＊=4.7 嬉野市下宿乙（旧）＊=4.7  

  神埼市神埼（旧）＊=4.7 佐賀市諸富（旧）＊=4.7  佐賀市三瀬（旧）＊=4.6  

  多久市北多久町（旧）＊=4.6 江北町山口（旧）＊=4.6 小城市牛津（旧）＊=4.6  

  唐津市北波多（旧）＊=4.6 吉野ヶ里町三田川（旧）＊=4.6 佐賀市大和（旧）＊=4.6 

  武雄市北方（旧）＊=4.5 唐津市呼子（旧）＊=4.5 みやき町中原（旧）＊=4.5  

  小城市三日月（旧）＊=4.5 佐賀市東与賀（旧）＊=4.5     

      長崎県     ５強 壱岐市芦辺町芦辺（旧）＊=5.1 

５弱 壱岐市石田町（旧）＊=4.5     

      大分県     ５弱 中津市三光（旧）＊=4.5      

     死者 １人 

2005   8 16 11 46  宮城県沖           38°08.9’Ｎ    142°16.6’Ｅ     42km    Ｍ: 7.2 

      宮城県     ６弱 宮城川崎町前川＊=5.6

５強 石巻市桃生町（旧）＊=5.3 東松島市矢本＊=5.2 蔵王町円田＊=5.2 栗原市築館（旧）＊=5.2 

  宮城美里町北浦＊=5.1 涌谷町新町=5.1 石巻市門脇＊=5.0 大崎市田尻（旧）＊=5.0 

  名取市増田＊=5.0 登米市迫町（旧）＊=5.0 仙台宮城野区苦竹＊=5.0 仙台泉区将監＊=5.0     

５弱 栗原市金成（旧）＊=4.9 登米市南方町＊=4.9 南三陸町志津川（旧）=4.9  

 南三陸町歌津（旧）＊=4.9 岩沼市桜＊=4.9 山元町浅生原（旧）＊=4.9 石巻市泉町=4.9  

  塩竈市旭町＊=4.9 東松島市小野＊=4.9 宮城美里町木間塚＊=4.8 登米市中田町=4.8  

  登米市米山町＊=4.8 石巻市北上町（旧）＊=4.8 石巻市鮎川浜＊=4.8 石巻市相野谷＊=4.8  

 石巻市前谷地＊=4.8 仙台宮城野区五輪=4.7 仙台若林区遠見塚＊=4.7 栗原市若柳（旧）＊=4.7 

  栗原市高清水（旧）＊=4.7 栗原市志波姫（旧）＊=4.7 大崎市古川三日町=4.7  

  大崎市鹿島台＊=4.7 大衡村大衡（旧）＊=4.7 登米市登米町＊=4.7 栗原市瀬峰（旧）＊=4.6  

 大崎市松山＊=4.6 角田市角田＊=4.6 大河原町新南（旧）＊=4.6 女川町女川浜（旧）＊=4.6  

  亘理町下小路＊=4.6 栗原市栗駒=4.6 村田町村田＊=4.5 柴田町船岡=4.5 大郷町粕川＊=4.5  

  気仙沼市赤岩=4.5 宮城加美町中新田＊=4.5 登米市東和町＊=4.5 白石市亘理町＊=4.5  

  栗原市一迫（旧）＊=4.5 石巻市雄勝町（旧）＊=4.5

      岩手県     ５強 一関市藤沢町＊=5.0  

５弱 一関市室根町（旧）＊=4.9 奥州市前沢区＊=4.8 奥州市衣川区（旧）＊=4.8
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37 

38 

39 

40 

  一関市千厩町（旧）＊=4.8 一関市花泉町（旧）＊=4.7 平泉町平泉（旧）＊=4.7  

  矢巾町南矢幅（旧）＊=4.7 一関市山目＊=4.6 奥州市江刺区＊=4.6 二戸市福岡（旧）=4.6 

  奥州市胆沢区（旧）＊=4.6 陸前高田市高田町（旧）＊=4.6 花巻市東和町（旧）＊=4.6  

  北上市柳原町=4.5 一関市舞川（旧）=4.5 花巻市材木町（旧）＊=4.5 金ケ崎町西根＊=4.5     

      福島県     ５強 新地町谷地小屋（旧2）＊=5.4 相馬市中村（旧）＊=5.3 国見町藤田（旧）＊=5.1 

   川俣町五百田＊=5.1 南相馬市鹿島区（旧）＊=5.0

５弱 二本松市針道（旧）＊=4.8 桑折町東大隅＊=4.8 南相馬市小高区（旧）＊=4.7     

福島市五老内町（旧）＊=4.6  田村市大越町＊=4.6 福島伊達市梁川町＊=4.6

飯舘村伊丹沢（旧）＊=4.6 中島村滑津＊=4.5 田村市都路町（旧）＊=4.5 

  福島伊達市保原町＊=4.5 福島伊達市霊山町＊=4.5 南相馬市原町区三島町=4.5

      茨城県     ５弱 日立市役所（旧）＊=4.5  

2007   3 25 09 41  能登半島沖        37°13.2’Ｎ    136°41.1’Ｅ     11km    Ｍ: 6.9   

      石川県     ６強 輪島市門前町走出（旧）＊=6.4 穴水町大町（旧）＊=6.3 七尾市田鶴浜町（旧）＊=6.2 

   輪島市鳳至町=6.1    

６弱 志賀町香能＊=5.9 中能登町能登部下（旧）＊=5.7 志賀町富来領家町=5.6     

  能登町宇出津=5.6 中能登町末坂（旧）＊=5.5 輪島市河井町＊=5.5 

   志賀町末吉千古（旧）＊=5.5 能登町松波（旧）＊=5.5     

５強 七尾市本府中町=5.3 七尾市袖ヶ江町＊=5.2 珠洲市正院町＊=5.1   

５弱 羽咋市旭町＊=4.9 珠洲市大谷町＊=4.8 中能登町井田（旧）＊=4.8 能登町柳田（旧）＊=4.8 

 宝達志水町子浦＊=4.5 羽咋市柳田町=4.5 かほく市浜北（旧）＊=4.5 

      新潟県     ５弱 刈羽村割町新田（旧２）＊=4.5 

      富山県     ５弱 氷見市加納（旧）＊=4.9 富山市新桜町＊=4.8 舟橋村仏生寺＊=4.7 

射水市加茂中部（旧）＊=4.6  富山市婦中町笹倉＊=4.6 滑川市寺家町＊=4.6 

小矢部市水牧＊=4.6 射水市本町（旧）＊=4.6  射水市戸破＊=4.5 

 平成19年（2007年）能登半島地震   死者 １人、津波あり 

2007   7 16 10 13  新潟県上中越沖      37°33.4’Ｎ    138°36.5’Ｅ     17km    Ｍ: 6.8

      新潟県     ６強 柏崎市中央町（旧）＊=6.3 柏崎市西山町池浦（旧）＊=6.2 長岡市小国町法坂＊=6.1 

   刈羽村割町新田（旧２）＊=6.0   

６弱 出雲崎町米田=5.9 上越市吉川区原之町＊=5.8 上越市柿崎区柿崎＊=5.8 

  長岡市山古志竹沢＊=5.7 柏崎市高柳町岡野町（旧）＊=5.6  

  長岡市上岩井＊=5.6 上越市三和区井ノ口＊=5.5 小千谷市土川＊=5.5 

  長岡市中之島（旧）＊=5.5 出雲崎町川西＊=5.5 

５強 上越市大島区岡＊=5.4 長岡市与板町与板（旧）＊=5.4 長岡市小島谷＊=5.4 

上越市大手町（旧）=5.3 長岡市浦＊=5.3 上越市牧区柳島＊=5.3 上越市頸城区百間町＊=5.3 

三条市新堀＊=5.3 燕市分水桜町（旧）＊=5.3 上越市浦川原区釜淵＊=5.2 上越市五智＊=5.2      

  上越市安塚区安塚＊=5.1 小千谷市城内=5.1 十日町市千歳町＊=5.0 十日町市松代（旧）＊=5.0 

  南魚沼市六日町=5.0 長岡市千手＊=5.0 上越市大潟区土底浜＊=5.0 十日町市高山＊=5.0

５弱 上越市中ノ俣=4.9 見附市昭和町（旧）＊=4.9 上越市名立区名立大町（旧）＊=4.8 

  長岡市寺泊上田町＊=4.8三条市西裏館＊=4.8 十日町市松之山（旧）＊=4.8 上越市木田＊=4.8 

  弥彦村矢作（旧）＊=4.8  上越市清里区荒牧＊=4.7 長岡市幸町=4.7  

  燕市吉田日之出町（旧）＊=4.7 十日町市水口沢（旧）＊=4.7  新潟西蒲区役所=4.7  

  新潟西蒲区巻甲＊=4.7 加茂市幸町＊=4.6 長岡市寺泊一里塚＊=4.6   

  長岡市東川口＊=4.6 南魚沼市塩沢庁舎＊=4.6 五泉市太田＊=4.5 上越市板倉区針（旧）＊=4.5 

  魚沼市堀之内（旧）＊=4.5      

      長野県     ６強 飯綱町芋川（旧）＊=6.2

５強 飯綱町牟礼＊=5.3 中野市豊津＊=5.1 飯山市飯山福寿町＊=5.0 信濃町柏原東裏＊=5.0

５弱 長野市戸隠＊=4.5    

      石川県     ５弱 輪島市鳳至町=4.6 能登町宇出津=4.6 珠洲市正院町＊=4.5  

      平成19年（2007年）新潟県中越沖地震  死者 15人、津波あり 

2007   7 16 15 37  新潟県上中越沖      37°30.2’Ｎ    138°38.6’Ｅ     23km    Ｍ: 5.8 

      新潟県     ６弱 長岡市小島谷＊=5.6 出雲崎町米田=5.5

５強 出雲崎町川西＊=5.2 柏崎市西山町池浦（旧）＊=5.1     

５弱 刈羽村割町新田（旧２）＊=4.9 新潟西蒲区役所=4.8 新潟西蒲区巻甲＊=4.8 

  弥彦村矢作（旧）＊=4.6 長岡市中之島（旧）＊=4.6 燕市分水桜町（旧）＊=4.6 

  上越市大島区岡＊=4.5 上越市柿崎区柿崎＊=4.5 長岡市与板町与板（旧）＊=4.5 

  柏崎市中央町（旧）＊=4.5 小千谷市土川＊=4.5    

2008   6 14 08 43  岩手県内陸南部      39°01.7’Ｎ    140°52.8’Ｅ      8km    Ｍ: 7.2

      岩手県     ６強 奥州市衣川区（旧）＊=6.1     

６弱 奥州市胆沢区（旧）＊=5.5     

５強 平泉町平泉（旧）＊=5.2 金ケ崎町西根＊=5.1 奥州市水沢区大鐘町=5.1 奥州市前沢区＊=5.1 

   北上市二子町＊=5.0 奥州市江刺区＊=5.0 一関市山目＊=5.0  

５弱 一関市花泉町（旧）＊=4.9 奥州市水沢区佐倉河＊=4.8 一関市千厩町（旧）＊=4.7 
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41 

42 

  一関市室根町（旧）＊=4.7 遠野市宮守町＊=4.7 一関市藤沢町＊=4.6 西和賀町川尻＊=4.6 

   一関市舞川=4.6 北上市柳原町=4.5  

      宮城県     ６強 栗原市一迫（旧）＊=6.2     

６弱 栗原市栗駒=5.9 栗原市鶯沢＊=5.8 栗原市築館（旧）＊=5.7 栗原市金成（旧）＊=5.6 

  大崎市古川三日町=5.6 栗原市高清水（旧）＊=5.5 栗原市志波姫（旧）＊=5.5 

   栗原市花山＊=5.5 大崎市鳴子（旧）＊=5.5 大崎市古川北町＊=5.5 大崎市田尻（旧）＊=5.5   

５強 大崎市松山＊=5.4 大崎市岩出山＊=5.4 栗原市若柳（旧）＊=5.3 名取市増田＊=5.3  

  宮城美里町木間塚＊=5.2 登米市南方町＊=5.2 宮城美里町北浦＊=5.2 宮城加美町中新田＊=5.0 

  涌谷町新町=5.0 登米市迫町（旧）＊=5.0 仙台宮城野区苦竹＊=5.0 仙台若林区遠見塚＊=5.0  

  利府町利府＊=5.0     

５弱 登米市米山町＊=4.9 大崎市鹿島台＊=4.9 大河原町新南（旧）＊=4.9 

  石巻市桃生町（旧２）＊=4.9 仙台空港=4.8 色麻町四竈＊=4.8 栗原市瀬峰（旧）＊=4.8 

  宮城加美町小野田＊=4.8 蔵王町円田＊=4.7 登米市中田町=4.7 角田市角田＊=4.7  

  岩沼市桜＊=4.7 仙台宮城野区五輪=4.6 仙台泉区将監＊=4.6    

  石巻市前谷地＊=4.6 大衡村大衡（旧）＊=4.6 大崎市三本木＊=4.5 宮城川崎町前川＊=4.5     

  仙台青葉区大倉=4.5 仙台青葉区作並＊=4.5 仙台青葉区雨宮＊=4.5 宮城加美町宮崎＊=4.5     

      秋田県     ５強 東成瀬村椿川＊=5.2 東成瀬村田子内＊=5.2 湯沢市川連町＊=5.0   

５弱 湯沢市沖鶴=4.9 湯沢市皆瀬＊=4.9 横手市山内土渕（旧）＊=4.8 湯沢市横堀（旧）＊=4.8 

  横手市十文字町＊=4.7 大仙市高梨（旧）＊=4.7 横手市増田町増田＊=4.6  

  横手市平鹿町浅舞（旧）＊=4.6 横手市大森町＊=4.6 横手市大雄（旧）＊=4.6 

秋田美郷町土崎＊=4.6  横手市安田柳堤地内＊=4.5 横手市中央町＊=4.5  

羽後町西馬音内（旧）＊=4.5  

  大仙市大曲花園町（旧）＊=4.5   

      山形県     ５弱 最上町向町（旧）＊=4.7

      福島県     ５弱 新地町谷地小屋（旧２）＊=4.6 

      平成20年（2008年）岩手・宮城内陸地震   死者 17人、行方不明 6人 

2008   7 24 00 26  岩手県沿岸北部      39°43.9’Ｎ    141°38.1’Ｅ    108km    Ｍ: 6.8 

      青森県     ６弱 五戸町古舘=5.8 八戸市南郷区（旧）＊=5.5 八戸市内丸＊=5.5 階上町道仏（旧）＊=5.5     

５強 青森南部町平（旧）＊=5.4 東北町上北南＊=5.2 東通村小田野沢＊=5.0 八戸市湊町=5.0 

５弱 三沢市桜町＊=4.9 七戸町森ノ上＊=4.9 五戸町倉石中市（旧）＊=4.9

  青森南部町苫米地（旧）＊=4.9 東通村砂子又＊=4.8 野辺地町田狭沢＊=4.6

   十和田市西十二番町＊=4.6 おいらせ町中下田＊=4.6 八戸市島守=4.5 十和田市西二番町＊=4.5 

      岩手県     ６弱 野田村野田＊=5.5    

５強 宮古市茂市＊=5.4 普代村銅屋（旧）＊=5.4 大船渡市大船渡町=5.4 久慈市川崎町=5.3

  宮古市田老（旧）＊=5.2 大槌町新町（旧）＊=5.2 二戸市福岡（旧）=5.2 八幡平市田頭＊=5.2  

  北上市二子町＊=5.2 一関市千厩町（旧）＊=5.2 奥州市江刺区＊=5.2 岩手洋野町種市=5.2     

  奥州市前沢区＊=5.1 一関市室根町（旧）＊=5.1 平泉町平泉（旧）＊=5.1 釜石市中妻町＊=5.1  

  山田町大沢（旧）＊=5.0 一戸町高善寺＊=5.0 大船渡市猪川町=5.0 八幡平市野駄（旧）＊=5.0

 軽米町軽米＊=5.0 遠野市宮守町＊=5.0 一関市花泉町（旧）＊=5.0   

５弱 釜石市只越町=4.9 住田町世田米（旧）＊=4.9 盛岡市玉山区薮川＊=4.9 

  花巻市材木町（旧）＊=4.9 遠野市松崎町＊=4.9 一関市山目＊=4.9 奥州市胆沢区（旧）＊=4.9 

  奥州市衣川区（旧）＊=4.9 矢巾町南矢幅（旧）＊=4.8 花巻市石鳥谷町＊=4.8  

  久慈市長内町＊=4.8 花巻市東和町（旧２）＊=4.8 田野畑村田野畑=4.8  

陸前高田市高田町（旧）＊=4.8 一関市藤沢町＊=4.8 宮古市五月町＊=4.8 宮古市川井＊=4.8

盛岡市玉山区渋民＊=4.8 二戸市浄法寺町＊=4.8 岩泉町岩泉＊=4.7 山田町八幡町（旧）=4.7

田野畑村役場＊=4.7 葛巻町消防分署＊=4.6 滝沢市鵜飼＊=4.6 奥州市水沢区大鐘町=4.6

奥州市水沢区佐倉河＊=4.6 九戸村伊保内＊=4.6宮古市区界＊=4.6 花巻市大迫町=4.6

盛岡市山王町=4.6 八幡平市叺田＊=4.5 二戸市石切所（旧）＊=4.5 金ケ崎町西根＊=4.5

宮古市長沢=4.5 紫波町日詰（旧）＊=4.5 葛巻町役場＊=4.5 八幡平市大更=4.5

      宮城県     ５強 栗原市志波姫（旧）＊=5.4 石巻市桃生町（旧２）＊=5.4 涌谷町新町=5.2 

  大崎市古川三日町=5.1 大崎市松山＊=5.1 気仙沼市唐桑町＊=5.0 栗原市若柳（旧）＊=5.0 

   栗原市一迫（旧）＊=5.0  宮城美里町木間塚＊=5.0 大崎市古川北町＊=5.0

５弱 栗原市金成（旧）＊=4.9 登米市米山町＊=4.9 東松島市矢本＊=4.9 登米市中田町=4.8 

  登米市豊里町＊=4.8 登米市迫町（旧）＊=4.8 南三陸町歌津＊=4.8 宮城美里町北浦＊=4.8 

  大崎市田尻（旧）＊=4.8 岩沼市桜＊=4.8 石巻市前谷地＊=4.8 気仙沼市笹が陣＊=4.7  

  南三陸町志津川（旧）=4.7 色麻町四竈＊=4.7栗原市築館（旧）＊=4.7 石巻市門脇＊=4.7  

  気仙沼市赤岩=4.7 栗原市栗駒=4.6 石巻市相野谷＊=4.6 登米市石越町（旧）＊=4.5  

  登米市南方町＊=4.5 大崎市鹿島台＊=4.5 亘理町下小路＊=4.5 

死者 1人 

2009   8 11 05 07  駿河湾      34°47.1’Ｎ    138°29.9’Ｅ     23km    Ｍ: 6.5 

      静岡県     ６弱 牧之原市相良＊=5.9 御前崎市白羽＊=5.9 御前崎市御前崎=5.7 焼津市宗高＊=5.6 

   伊豆市市山（旧）＊=5.5 牧之原市静波＊=5.5   

５強 静岡駿河区曲金（旧）=5.4 焼津市東小川＊=5.3 静岡菊川市赤土＊=5.3 伊豆の国市田京＊=5.2 

  松崎町宮内＊=5.1 東伊豆町奈良本＊=5.1 静岡葵区駒形通＊=5.1 静岡清水区庵原町＊=5.1 
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地震 

番号 

震源時             震央地名               緯度            経度         深さ    規模               

年    月 日 時 分 各 地 の 震 度   

             地震名（地震の通称）・備考                                                          
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                                   伊豆の国市長岡＊=5.1 静岡菊川市堀之内＊=5.1 富士宮市野中＊=5.0 松崎町江奈＊=5.0  

                                   牧之原市鬼女新田=5.0 袋井市浅名＊=5.0 焼津市本町（旧）＊=5.0 西伊豆町仁科＊=5.0 

                              ５弱 沼津市戸田＊=4.9 藤枝市岡部町岡部＊=4.9 吉田町住吉＊=4.9 掛川市西大渕＊=4.9  

                                   掛川市三俣＊=4.9 島田市金谷代官町＊=4.8 河津町田中＊=4.8 伊豆の国市四日町＊=4.8  

                                   静岡葵区追手町市役所＊=4.8 島田市中央町=4.8 静岡葵区追手町県庁＊=4.7  

                                   南伊豆町下賀茂（旧）＊=4.7 袋井市新屋=4.7 御前崎市池新田＊=4.7 南伊豆町入間＊=4.6  

                                   下田市東本郷＊=4.6 島田市川根町=4.6 下田市中＊=4.6 磐田市福田＊=4.5 函南町平井＊=4.5  

                                   静岡葵区峰山=4.5 長泉町中土狩＊=4.5 東伊豆町稲取＊=4.5        

                   長野県     ５弱 泰阜村役場（旧）＊=4.8 

                   死者 1人、津波あり 

  

2011   3 11 14 46  三陸沖     38°06.2’Ｎ    142°51.6’Ｅ    24km    Ｍ: 9.0  

                   宮城県      ７ 栗原市築館（旧）＊=6.6                                          

                              ６強 栗原市若柳（旧）＊=6.3 石巻市桃生町＊=6.3 登米市米山町＊=6.2 大崎市古川三日町=6.2  

                                   大崎市田尻（旧）＊=6.2 宮城川崎町前川＊=6.2 仙台宮城野区苦竹＊=6.2名取市増田＊=6.1            

                                   栗原市高清水（旧）＊=6.1大崎市古川北町＊=6.1宮城美里町木間塚＊=6.1    

                                   東松島市矢本＊=6.1 大崎市鹿島台＊=6.0 栗原市一迫（旧3）＊=6.0 塩竈市旭町＊=6.0 

                                   涌谷町新町裏=6.0 大衡村大衡＊=6.0 蔵王町円田＊=6.0 登米市南方町＊=6.0  

                                   山元町浅生原（旧）＊=6.0  

                              ６弱 栗原市金成（旧）＊=5.9 登米市迫町＊=5.9 大崎市松山＊=5.9 岩沼市桜＊=5.9  

                                   石巻市門脇＊=5.9 石巻市前谷地＊=5.9 気仙沼市赤岩=5.8 角田市角田＊=5.8  

                                   栗原市瀬峰（旧）＊=5.8仙台若林区遠見塚＊=5.8 仙台泉区将監＊=5.8 宮城美里町北浦＊=5.8  

                                   登米市豊里町＊=5.7 仙台青葉区大倉=5.7 登米市登米町＊=5.7 栗原市栗駒=5.7  

                                   東松島市小野＊=5.7 松島町高城=5.7登米市中田町=5.7 白石市亘理町＊=5.6 利府町利府＊=5.6  

                                   大郷町粕川＊=5.6 大河原町新南＊=5.6仙台青葉区作並＊=5.6 仙台宮城野区五輪=5.6  

                                   南三陸町志津川（旧）=5.6南三陸町歌津（旧）＊=5.6 石巻市鮎川浜＊=5.6 富谷町富谷＊=5.5  

                                   仙台空港=5.5 石巻市泉町=5.5 石巻市北上町（旧）＊=5.5 石巻市相野谷＊=5.5  

                                   亘理町下小路＊=5.5登米市東和町＊=5.5 気仙沼市唐桑町＊=5.5仙台青葉区雨宮＊=5.5  

                                   大和町吉岡＊=5.5仙台青葉区落合＊=5.5                                      

                              ５強 気仙沼市笹が陣＊=5.4 宮城加美町中新田＊=5.4 色麻町四竈＊=5.4 栗原市鶯沢＊=5.4                   

                                   大崎市三本木＊=5.4 村田町村田＊=5.4 柴田町船岡=5.4 丸森町鳥屋＊=5.4  

                                   仙台太白区山田＊=5.4 七ヶ浜町東宮浜＊=5.4 登米市石越町＊=5.3 登米市津山町＊=5.3  

                                   大崎市岩出山＊=5.3 宮城加美町小野田＊=5.3 多賀城市中央＊=5.3 栗原市花山＊=5.2  

                                   丸森町上滝=5.1大崎市鳴子（旧）＊=5.1 石巻市大瓜=5.0 七ヶ宿町関＊=5.0  

                                   気仙沼市本吉町津谷＊=5.0                 

                              ５弱 宮城加美町宮崎＊=4.9                                                                            

                   福島県     ６強 国見町藤田（旧２）＊=6.3 大熊町下野上＊=6.3 天栄村下松本＊=6.2 双葉町新山（旧）＊=6.1                 

                                   浪江町幾世橋=6.1 新地町谷地小屋＊=6.1 白河市新白河＊=6.1 富岡町本岡＊=6.0                       

                                   須賀川市八幡町＊=6.0 鏡石町不時沼＊=6.0 楢葉町北田＊=6.0                                        

                              ６弱 郡山市開成＊=5.9 田村市大越町＊=5.9 福島広野町下北迫大谷地原＊=5.9  

                                   須賀川市八幡山＊=5.8二本松市油井＊=5.8 中島村滑津＊=5.8 川内村上川内早渡＊=5.8  

                                   郡山市朝日=5.8 郡山市湖南町＊=5.8白河市表郷＊=5.7 桑折町東大隅＊=5.7  

                                   田村市常葉町＊=5.7 田村市滝根町＊=5.7 いわき市三和町=5.7相馬市中村（旧2）＊=5.7  

                                   大熊町野上＊=5.7 南相馬市原町区高見町＊=5.7 南相馬市鹿島区西町＊=5.7           

                                   田村市都路町＊=5.6 福島伊達市梁川町＊=5.6 いわき市錦町＊=5.6 矢吹町一本木＊=5.6                 

                                   浅川町浅川＊=5.6 小野町小野新町＊=5.6 福島伊達市前川原＊=5.5 福島市五老内町＊=5.5               

                                   本宮市白岩＊=5.5 いわき市小名浜=5.5 川内村上川内小山平＊=5.5 須賀川市長沼支所＊=5.5             

                                   飯舘村伊丹沢＊=5.5 二本松市金色＊=5.5 猪苗代町千代田＊=5.5 川俣町五百田＊=5.5                   

                                   西郷村熊倉＊=5.5 棚倉町棚倉中居野=5.5 玉川村小高＊=5.5 小野町中通＊=5.5                         

                              ５強 白河市郭内=5.4 白河市八幡小路＊=5.4 白河市東＊=5.4 いわき市平四ツ波＊=5.4                       

                                   葛尾村落合落合＊=5.4 南相馬市原町区三島町=5.4 南相馬市原町区本町＊=5.4  

                                   湯川村笈川（旧）＊=5.4 会津美里町新鶴庁舎＊=5.4 大玉村玉井（旧）＊=5.3  

泉崎村泉崎（旧）＊=5.3 平田村永田（旧）＊=5.3古殿町松川新桑原＊=5.3  

田村市船引町（旧）=5.3  

福島伊達市保原町＊=5.3 福島伊達市霊山町＊=5.3本宮市本宮＊=5.3 猪苗代町城南=5.3  

会津坂下町市中三番甲＊=5.3 矢祭町東舘＊=5.2福島伊達市月舘町＊=5.2 福島市松木町=5.2  

福島市桜木町＊=5.2 川内村下川内=5.2 磐梯町磐梯（旧）＊=5.2大玉村曲藤=5.2  

福島広野町下北迫苗代替＊=5.1 白河市大信（旧）＊=5.1 喜多方市塩川町（旧）＊=5.1  

石川町下泉＊=5.1 三春町大町＊=5.1会津若松市東栄町＊=5.0 矢祭町東舘下上野内＊=5.0               

                              ５弱 福島市飯野町＊=4.9 棚倉町棚倉舘ヶ丘＊=4.9 塙町塙＊=4.9 会津若松市材木町（旧）=4.9               

                                   二本松市小浜＊=4.7 鮫川村赤坂中野＊=4.7 会津若松市北会津町＊=4.7  

                                   会津若松市河東町＊=4.7喜多方市高郷町＊=4.7 西会津町野沢=4.7 西会津町登世島＊=4.7  

                                   会津美里町本郷庁舎＊=4.7下郷町塩生＊=4.5 柳津町柳津＊=4.5 会津美里町高田庁舎＊=4.5  

                                   南会津町田島（旧）=4.5喜多方市御清水（旧）＊=4.5                                                                            

                   茨城県     ６強 日立市助川小学校＊=6.4 鉾田市当間＊=6.4 那珂市瓜連＊=6.2 小美玉市上玉里＊=6.1                   

                                   日立市十王町友部＊=6.0 高萩市本町＊=6.0 笠間市中央＊=6.0 常陸大宮市北町＊=6.0  
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地震 

番号 

震源時       震央地名     緯度   経度        深さ    規模      

年    月 日 時 分 各 地 の 震 度  

地震名（地震の通称）・備考 

   筑西市舟生=6.0   

６弱 常陸太田市高柿町（旧）＊=5.9 高萩市安良川＊=5.9 笠間市石井（旧）＊=5.9 

  城里町石塚（旧）＊=5.9城里町阿波山（旧）＊=5.9 つくば市研究学園＊=5.9  

鉾田市汲上＊=5.9水戸市金町=5.8 水戸市中央＊=5.8 水戸市内原町（旧）＊=5.8  

ひたちなか市南神敷台＊=5.8ひたちなか市東石川＊=5.8 常陸大宮市山方＊=5.8  

土浦市下高津＊=5.8 稲敷市役所（旧）＊=5.8行方市山田＊=5.8 水戸市千波町＊=5.7  

北茨城市磯原町＊=5.7 茨城町小堤＊=5.7東海村東海（旧）＊=5.7  

常陸大宮市野口（旧）＊=5.7 土浦市常名=5.7 取手市井野＊=5.7美浦村受領＊=5.7  

筑西市門井（旧）＊=5.7 鉾田市鉾田=5.7 那珂市福田＊=5.6 小美玉市堅倉＊=5.6 

石岡市柿岡=5.6 石岡市石岡＊=5.6 つくば市天王台＊=5.6 茨城鹿嶋市鉢形（旧）=5.6  

潮来市辻（旧）＊=5.6行方市玉造＊=5.6 日立市役所（旧）＊=5.6 小美玉市小川＊=5.5  

茨城鹿嶋市宮中＊=5.5 坂東市山＊=5.5 稲敷市結佐（旧）＊=5.5 かすみがうら市上土田＊=5.5 

行方市麻生（旧）＊=5.5 桜川市岩瀬＊=5.5 桜川市真壁＊=5.5 鉾田市造谷＊=5.5 

常総市新石下＊=5.5 つくばみらい市加藤＊=5.5 笠間市下郷＊=5.5 常陸大宮市中富町=5.5

５強 大子町池田＊=5.4 常陸大宮市高部＊=5.4 常陸大宮市上小瀬＊=5.4 土浦市藤沢（旧）＊=5.4 

  石岡市八郷＊=5.4 下妻市鬼怒＊=5.4 取手市寺田＊=5.4 取手市藤代＊=5.4  

  河内町源清田＊=5.4筑西市海老ヶ島＊=5.4 かすみがうら市大和田＊=5.4 桜川市羽田＊=5.4  

  結城市結城＊=5.3 阿見町中央＊=5.3 坂東市馬立＊=5.3 稲敷市江戸崎甲＊=5.3  

  稲敷市柴崎＊=5.3 筑西市下中山＊=5.3神栖市溝口＊=5.3 つくばみらい市福田（旧）＊=5.3  

  常陸太田市町田町＊=5.3 常陸太田市町屋町=5.2 茨城古河市仁連＊=5.2 龍ケ崎市寺後＊=5.2    

  下妻市本城町＊=5.2 つくば市小茎＊=5.2五霞町小福田＊=5.2 境町旭町＊=5.2 坂東市岩井=5.1 

  大洗町磯浜町＊=5.1 城里町徳蔵＊=5.1茨城古河市下大野＊=5.1 八千代町菅谷＊=5.1  

  守谷市大柏＊=5.0 坂東市役所＊=5.0常陸太田市大中町＊=5.0 神栖市波崎＊=5.0  

  牛久市中央＊=5.0     

     栃木県      ６強 大田原市湯津上＊=6.1 市貝町市塙＊=6.1 高根沢町石末＊=6.1 宇都宮市白沢町（旧）＊=6.0 

   真岡市石島＊=6.0     

６弱 芳賀町祖母井＊=5.9 那須町寺子＊=5.8 栃木那珂川町小川＊=5.8 真岡市田町＊=5.7

  大田原市本町（旧）＊=5.6 真岡市荒町＊=5.6 那須烏山市中央=5.6 那須烏山市大金＊=5.6     

   那須塩原市鍋掛＊=5.5 那須塩原市あたご町＊=5.5 栃木那珂川町馬頭（旧）＊=5.5   

５強 那須塩原市共墾社＊=5.4 小山市神鳥谷＊=5.4 益子町益子=5.4 茂木町茂木＊=5.4 

  栃木さくら市氏家＊=5.4 宇都宮市明保野町=5.3 栃木さくら市喜連川（旧）＊=5.3  

  宇都宮市中里町＊=5.2 鹿沼市晃望台＊=5.2 下野市田中（旧）＊=5.2 大田原市黒羽田町=5.1 

  矢板市本町＊=5.1足利市大正町＊=5.1 茂木町北高岡天矢場＊=5.1 那須烏山市役所＊=5.1  

  下野市小金井＊=5.1 日光市瀬川=5.0 日光市今市本町＊=5.0 那須塩原市塩原庁舎＊=5.0  

  栃木市藤岡町藤岡＊=5.0佐野市高砂町＊=5.0 小山市中央町＊=5.0 上三川町しらさぎ＊=5.0  

  栃木市岩舟町静（旧）＊=5.0 下野市石橋＊=5.0   

５弱 宇都宮市旭＊=4.9 栃木市旭町=4.9 鹿沼市今宮町＊=4.9 塩谷町玉生＊=4.8 

  那須塩原市蟇沼=4.8佐野市葛生東（旧）＊=4.8 野木町丸林＊=4.8  

  日光市鬼怒川温泉大原＊=4.7 日光市芹沼＊=4.7 宇都宮市塙田＊=4.7 壬生町通町＊=4.7  

  日光市中鉢石町＊=4.6 栃木市大平町富田＊=4.6佐野市田沼町（旧）＊=4.6  

鹿沼市口粟野＊=4.6 栃木市都賀町家中＊=4.5 栃木市西方町本城＊=4.5日光市湯元＊=4.5 

日光市足尾町松原＊=4.5 那須塩原市中塩原＊=4.5 

      岩手県     ６弱 一関市山目＊=5.8 一関市千厩町（旧）＊=5.8 矢巾町南矢幅（旧）＊=5.7 釜石市中妻町＊=5.7         

  滝沢市鵜飼＊=5.6 大船渡市大船渡町=5.6 一関市花泉町（旧）＊=5.6 大船渡市猪川町=5.6     

  一関市藤沢町＊=5.6 花巻市大迫町=5.5 奥州市前沢区＊=5.5 奥州市衣川区（旧３）＊=5.5     

  一関市室根町（旧）＊=5.5      

５強 釜石市只越町=5.4 盛岡市玉山区薮川＊=5.4 北上市柳原町=5.4 北上市相去町＊=5.4

  奥州市江刺区＊=5.4 花巻市東和町（旧３）＊=5.3 普代村銅屋（旧）＊=5.3  

  盛岡市玉山区渋民＊=5.3 遠野市松崎町＊=5.3 平泉町平泉（旧）＊=5.3 八幡平市田頭＊=5.2 

  金ケ崎町西根＊=5.2八幡平市野駄（旧）＊=5.2 奥州市水沢区佐倉河＊=5.2  

  花巻市材木町（旧）＊=5.2 住田町世田米（旧）＊=5.1奥州市水沢区大鐘町=5.1  

盛岡市山王町=5.1 一関市東山町（旧）＊=5.1 一関市川崎町（旧）＊=5.1 

山田町大沢（旧）＊=5.1 一関市大東町（旧）=5.0 花巻市石鳥谷町＊=5.0  

宮古市茂市＊=5.0 遠野市宮守町＊=5.0

５弱 宮古市区界＊=4.9 野田村野田＊=4.9 大船渡市盛町＊=4.9 二戸市浄法寺町＊=4.9 

  紫波町日詰（旧）＊=4.9宮古市五月町＊=4.8 一戸町高善寺＊=4.8 八幡平市大更=4.8 

  宮古市鍬ヶ崎=4.8 盛岡市馬場町＊=4.7岩手町五日市＊=4.7 山田町八幡町（旧）=4.7 

  宮古市田老（旧）＊=4.7 宮古市川井＊=4.7軽米町軽米＊=4.6 久慈市川崎町=4.6  

  二戸市石切所（旧）＊=4.6 久慈市長内町＊=4.6雫石町千刈田=4.6 二戸市福岡=4.5  

  宮古市長沢=4.5 花巻市大迫総合支所＊=4.5 葛巻町葛巻元木=4.5     

      群馬県     ６弱 桐生市元宿町＊=5.5  

５強 邑楽町中野＊=5.4 群馬明和町新里＊=5.2 大泉町日の出＊=5.2 沼田市白沢町＊=5.1

  渋川市赤城町（旧）＊=5.1 千代田町赤岩＊=5.1 高崎市高松町＊=5.0 

桐生市新里町（旧）＊=5.0 太田市西本町＊=5.0 前橋市富士見町＊=5.0  

５弱 前橋市粕川町＊=4.9 桐生市織姫町=4.9 桐生市黒保根町＊=4.9 伊勢崎市西久保町＊=4.9     

  太田市浜町＊=4.9 太田市粕川町＊=4.9 館林市城町＊=4.9 吉岡町下野田＊=4.9 
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地震 

番号 

震源時       震央地名     緯度   経度        深さ    規模      

年    月 日 時 分 各 地 の 震 度  

地震名（地震の通称）・備考 

  前橋市堀越町＊=4.8伊勢崎市境＊=4.8 太田市新田金井町＊=4.8 太田市大原町＊=4.8 

  沼田市西倉内町=4.7沼田市利根町＊=4.7 中之条町小雨＊=4.7 伊勢崎市東町＊=4.7  

  館林市美園町＊=4.7 渋川市吹屋＊=4.7板倉町板倉=4.7 安中市安中＊=4.6  

  みどり市笠懸町＊=4.6 沼田市下久屋町＊=4.6 前橋市駒形町＊=4.6 

渋川市伊香保町（旧）＊=4.5      

      埼玉県     ６弱 宮代町笠原＊=5.5    

５強 熊谷市大里＊=5.4 加須市大利根＊=5.4 春日部市谷原新田＊=5.4 吉見町下細谷＊=5.3

  春日部市中央＊=5.3 加須市下三俣＊=5.2 加須市騎西＊=5.2 羽生市東＊=5.2  

  鴻巣市中央＊=5.2久喜市下早見=5.2 久喜市栗橋＊=5.2 行田市本丸＊=5.1  

  加須市北川辺＊=5.1 鴻巣市川里＊=5.1深谷市川本＊=5.1 春日部市金崎＊=5.1  

  草加市高砂＊=5.1 戸田市上戸田＊=5.1 吉川市吉川＊=5.1さいたま大宮区天沼町＊=5.1 

  白岡市千駄野＊=5.1 東松山市松葉町＊=5.0 鴻巣市吹上富士見＊=5.0久喜市鷲宮＊=5.0 

  川口市中青木分室＊=5.0 三郷市幸房＊=5.0 幸手市東＊=5.0 川島町平沼＊=5.0     

  杉戸町清地＊=5.0 さいたま中央区下落合＊=5.0 

５弱 熊谷市江南＊=4.9 行田市南河原＊=4.9 久喜市青葉＊=4.9 久喜市菖蒲＊=4.9 

  埼玉美里町木部＊=4.9和光市広沢＊=4.9 桶川市泉（旧）＊=4.9 八潮市中央＊=4.9  

  鶴ヶ島市三ツ木＊=4.9さいたま岩槻区本町＊=4.9 深谷市花園＊=4.8 川口市青木＊=4.8  

  蕨市中央＊=4.8 志木市中宗岡＊=4.8 坂戸市千代田＊=4.8 毛呂山町中央＊=4.8  

  松伏町松伏＊=4.8 越谷市越ヶ谷（旧）＊=4.7 朝霞市本町＊=4.7 富士見市鶴馬＊=4.7  

  蓮田市黒浜＊=4.7 さいたま浦和区高砂=4.7 秩父市近戸町＊=4.7熊谷市妻沼＊=4.7  

  川口市三ツ和＊=4.6 所沢市北有楽町＊=4.6 狭山市入間川＊=4.6 上尾市本町＊=4.6   

  新座市野火止（旧）＊=4.6 北本市本町（旧）＊=4.6 埼玉三芳町藤久保＊=4.6 秩父市上町=4.6  

  秩父市熊木町＊=4.6 熊谷市桜町=4.6 熊谷市宮町＊=4.6 伊奈町小室＊=4.5  

  本庄市児玉町（旧）=4.5本庄市本庄＊=4.5 横瀬町横瀬＊=4.5 嵐山町杉山＊=4.5  

  上里町七本木＊=4.5 川越市新宿町＊=4.5

千葉県    ６弱 成田市花崎町=5.6 印西市大森＊=5.5 印西市笠神＊=5.5   

 ５強 香取市役所＊=5.4 旭市南堀之内＊=5.3 千葉佐倉市海隣寺町（旧）＊=5.3 香取市羽根川＊=5.2         

  香取市仁良＊=5.2 千葉中央区都町＊=5.2 千葉花見川区花島町＊=5.2  

  千葉美浜区稲毛海岸＊=5.2千葉美浜区真砂＊=5.2 野田市東宝珠花（旧）＊=5.2  

成田国際空港=5.2 印西市美瀬（旧）＊=5.2 白井市復（旧）＊=5.2東金市日吉台＊=5.1  

神崎町神崎本宿＊=5.1 多古町多古=5.1香取市佐原諏訪台＊=5.1千葉中央区千葉市役所＊=5.1  

千葉若葉区小倉台＊=5.1野田市鶴奉（旧）＊=5.1 成田市役所（旧）＊=5.1  

八千代市大和田新田（旧）＊=5.1 浦安市猫実（旧）＊=5.1栄町安食台＊=5.1 旭市萩園＊=5.0 

白子町関（旧）＊=5.0 山武市蓮沼ハ（旧）＊=5.0千葉中央区中央港（旧）=5.0  

成田市中台＊=5.0 成田市松子（旧）＊=5.0習志野市鷺沼（旧）＊=5.0柏市旭町=5.0  

鋸南町下佐久間＊=5.0 銚子市若宮町＊=5.0

 ５弱 旭市ニ（旧）＊=4.9 匝瑳市八日市場ハ＊=4.9 横芝光町宮川＊=4.9 山武市埴谷＊=4.9

  千葉稲毛区園生町＊=4.9 市川市八幡＊=4.9 柏市大島田（旧）＊=4.9  

鎌ケ谷市新鎌ケ谷（旧）＊=4.9四街道市鹿渡（旧）＊=4.9 八街市八街（旧）＊=4.9  

富里市七栄＊=4.9 南房総市谷向（旧）＊=4.9東金市東新宿=4.8旭市高生＊=4.8  

東庄町笹川＊=4.8九十九里町片貝＊=4.8香取市岩部＊=4.8 船橋市湊町（旧）＊=4.8 

我孫子市我孫子＊=4.8銚子市川口町=4.8 いすみ市岬町長者＊=4.7 南房総市岩糸＊=4.7 

東金市東岩崎（旧）＊=4.7芝山町小池（旧）＊=4.7 長生村本郷＊=4.7  

匝瑳市今泉（旧）＊=4.7 山武市殿台（旧）＊=4.7市原市姉崎＊=4.7 流山市平和台＊=4.7  

横芝光町横芝＊=4.6 山武市松尾町松尾＊=4.6 大網白里市大網＊=4.6松戸市根本（旧）＊=4.6 

市原市国分寺台中央＊=4.6酒々井町中央台（旧）＊=4.6 木更津市役所（旧）＊=4.6 

睦沢町下之郷＊=4.6 千葉緑区おゆみ野＊=4.5 柏市柏（旧）＊=4.5 館山市北条（旧）＊=4.5  

茂原市道表＊=4.5 君津市久留里市場＊=4.5 南房総市上堀=4.5

      青森県     ５強 階上町道仏＊=5.4 東北町上北南＊=5.2 八戸市南郷区＊=5.2 おいらせ町中下田＊=5.2

   東通村小田野沢＊=5.1 五戸町古舘=5.0

５弱 七戸町森ノ上＊=4.9 おいらせ町上明堂＊=4.9 六戸町犬落瀬＊=4.8 八戸市内丸＊=4.8

 青森南部町苫米地＊=4.7 十和田市西十二番町＊=4.6 七戸町七戸＊=4.6  

  十和田市西二番町＊=4.6 青森南部町平（旧）＊=4.5 野辺地町田狭沢＊=4.5 

三戸町在府小路町＊=4.5

      秋田県     ５強 秋田市雄和妙法（旧）＊=5.1 大仙市高梨（旧）＊=5.1 大仙市大曲花園町（旧）＊=5.0

５弱 大仙市刈和野＊=4.9 井川町北川尻（旧）＊=4.8 横手市大雄（旧）＊=4.7  

秋田市河辺和田＊=4.6  由利本荘市西目町沼田＊=4.6 秋田市消防庁舎＊=4.5

      山形県     ５強 中山町長崎＊=5.2 米沢市林泉寺＊=5.1 上山市河崎＊=5.0 尾花沢市若葉町＊=5.0 

５弱 河北町谷地=4.9 東根市中央＊=4.8 河北町役場（旧）＊=4.8 南陽市三間通＊=4.8 

  白鷹町荒砥（旧）＊=4.8 酒田市飛鳥＊=4.8 村山市中央＊=4.8 米沢市駅前=4.7  

  高畠町高畠＊=4.7 山形川西町上小松＊=4.7最上町向町（旧）＊=4.7 天童市老野森＊=4.7  

  山辺町緑ヶ丘＊=4.7 酒田市山田＊=4.6 遊佐町遊佐=4.6遊佐町舞鶴（旧）＊=4.6  

  大蔵村清水＊=4.6 戸沢村古口＊=4.6 米沢市金池＊=4.6 庄内町狩川＊=4.5 

  新庄市東谷地田町=4.5 舟形町舟形（旧）＊=4.5 鶴岡市藤島＊=4.5 三川町横山（旧）＊=4.5 

  大石田町緑町＊=4.5   

      東京都     ５強 東京荒川区東尾久＊=5.3 東京千代田区大手町=5.1 東京江東区東陽＊=5.1 
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                                   東京中野区中野＊=5.1東京板橋区高島平＊=5.1 東京足立区千住中居町＊=5.1  

                                   調布市西つつじヶ丘＊=5.1新島村式根島（旧）=5.1 東京墨田区東向島＊=5.0  

                                   東京江東区森下＊=5.0 東京江東区枝川＊=5.0東京中野区江古田＊=5.0 東京杉並区桃井＊=5.0  

                                   東京足立区伊興（旧）＊=5.0 東京足立区神明南＊=5.0 東京江戸川区中央=5.0  

                                   東京江戸川区船堀（旧）＊=5.0 町田市中町（旧）＊=5.0                                    

                              ５弱 東京千代田区麹町＊=4.9 東京中央区勝どき（旧）＊=4.9 東京港区南青山（旧）＊=4.9  

                                   東京文京区大塚＊=4.9 東京大田区本羽田＊=4.9 東京世田谷区成城（旧）＊=4.9  

                                   東京杉並区高井戸＊=4.9 東京荒川区荒川＊=4.9 東京板橋区相生町＊=4.9  

                                   東京練馬区東大泉＊=4.9 東京葛飾区金町（旧２）＊=4.9 東大和市中央＊=4.9   

                                   東京新宿区上落合＊=4.8 東京文京区本郷＊=4.8 東京江東区亀戸＊=4.8  

                                   東京国際空港（旧）=4.8東京北区赤羽南＊=4.8 東京板橋区板橋＊=4.8  

                                   東京練馬区豊玉北＊=4.8東京練馬区光が丘（旧）＊=4.8 東京葛飾区立石＊=4.8  

武蔵野市緑町＊=4.8武蔵野市吉祥寺東町＊=4.8 三鷹市野崎＊=4.8  

東京文京区スポーツセンタ＊=4.7東京台東区千束＊=4.7 東京品川区北品川＊=4.7 

東京大田区多摩川（旧）＊=4.7東京世田谷区三軒茶屋＊=4.7 東京江戸川区鹿骨＊=4.7  

八王子市堀之内＊=4.7  小金井市本町＊=4.7 小平市小川町＊=4.7 日野市神明＊=4.7  

東村山市美住町（旧）＊=4.7 多摩市関戸＊=4.7新島村大原=4.7 新島村本村＊=4.7  

東京足立区中央本町＊=4.6 八王子市石川町＊=4.6東京府中市白糸台＊=4.6  

町田市忠生（旧）＊=4.6 町田市役所＊=4.6 国分寺市戸倉=4.6 稲城市東長沼＊=4.6  

東京千代田区富士見＊=4.6 東京中央区築地＊=4.6 東京中央区日本橋兜町＊=4.6  

東京新宿区百人町＊=4.6 東京台東区東上野＊=4.6 東京墨田区吾妻橋＊=4.6  

東京目黒区中央町＊=4.6東京渋谷区宇田川町（旧）＊=4.6  

                                   東京中野区中央（旧）＊=4.6 東京北区西ヶ原＊=4.6 西東京市中町＊=4.5  

狛江市和泉本町（旧）＊=4.5清瀬市中里＊=4.5 東京品川区広町＊=4.5 東京品川区平塚＊=4.5  

東京大田区大森東＊=4.5 東京世田谷区世田谷＊=4.5 東京世田谷区中町＊=4.5  

東京杉並区阿佐谷=4.5  東京豊島区東池袋（旧）＊=4.5 八王子市大横町=4.5  

東京府中市寿町＊=4.5 調布市小島町＊=4.5  東京港区白金（旧）＊=4.5  

東京新宿区歌舞伎町（旧）＊=4.5 東村山市本町＊=4.5                                  

                   神奈川県   ５強 横浜中区山吹町＊=5.2 寒川町宮山＊=5.2 二宮町中里＊=5.2 小田原市荻窪（旧２）＊=5.2               

                                   横浜神奈川区神大寺＊=5.1 横浜西区浜松町＊=5.1 横浜中区山手町=5.1 横浜中区山下町＊=5.1           

                                   川崎川崎区宮前町＊=5.1 横浜港北区日吉本町＊=5.0 川崎川崎区中島＊=5.0  

                                   川崎川崎区千鳥町＊=5.0     

                              ５弱 横浜西区みなとみらい＊=4.9 横浜保土ケ谷区上菅田町＊=4.9 川崎幸区戸手本町（旧）＊=4.9                  

                                   横浜中区日本大通＊=4.8 横浜南区別所＊=4.8 横浜緑区白山＊=4.8 横浜瀬谷区三ツ境＊=4.8             

                                   横浜青葉区榎が丘＊=4.8 川崎宮前区宮前平＊=4.8 川崎宮前区野川＊=4.8 平塚市浅間町＊=4.8           

                                   茅ヶ崎市茅ヶ崎=4.8 神奈川大井町金子＊=4.8 横浜港北区大倉山＊=4.7  

                                   横浜緑区十日市場町＊=4.7横浜青葉区市ケ尾町＊=4.7 横浜都筑区池辺町＊=4.7  

                                   綾瀬市深谷＊=4.7 厚木市下津古久＊=4.7中井町比奈窪＊=4.7 横浜戸塚区戸塚町＊=4.6  

                                   川崎中原区小杉町＊=4.6 海老名市大谷＊=4.6 厚木市中町＊=4.6 相模原中央区中央=4.6  

                                   相模原緑区久保沢＊=4.6 横浜神奈川区白幡上町＊=4.5横浜戸塚区平戸町＊=4.5  

                                   横浜港南区丸山台東部＊=4.5 横浜港南区丸山台北部＊=4.5横浜旭区上白根町＊=4.5  

                                   横浜瀬谷区中屋敷＊=4.5 横浜泉区岡津町＊=4.5 横浜泉区和泉町＊=4.5大和市下鶴間＊=4.5  

                                   座間市緑ケ丘＊=4.5 伊勢原市伊勢原＊=4.5 南足柄市関本＊=4.5 松田町松田惣領＊=4.5                                                                            

                   山梨県     ５強 忍野村忍草（旧）＊=5.3 中央市成島＊=5.1                                                               

                              ５弱 南アルプス市寺部＊=4.9 山中湖村山中＊=4.9 笛吹市役所（旧）＊=4.8  

                                   富士河口湖町役場＊=4.8 甲府市飯田=4.7 笛吹市一宮町末木＊=4.7 市川三郷町岩間＊=4.7  

                                   中央市大鳥居＊=4.7笛吹市春日居町寺本（旧）＊=4.6 甲州市塩山下於曽=4.6  

                                   甲州市塩山上於曽＊=4.6中央市臼井阿原＊=4.6 富士河口湖町船津=4.6  

                                   富士河口湖町勝山＊=4.6 甲府市相生＊=4.5山梨北杜市長坂町（旧）＊=4.5  

                                   甲州市役所（旧）＊=4.5 甲州市勝沼町勝沼（旧 2）＊=4.5富士川町鰍沢（旧）＊=4.5  

                                   富士河口湖町長浜（旧）＊=4.5                                                 

                   新潟県     ５弱 南魚沼市六日町=4.6 刈羽村割町新田（旧４）＊=4.5                                                         

                   長野県     ５弱 長野南牧村海ノ口＊=4.8 佐久市臼田（旧）＊=4.5 佐久市中込＊=4.5                                         

                   静岡県     ５弱 御殿場市萩原=4.9 御殿場市役所＊=4.8                                                             

                   平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震    死者 19,667人、行方不明者 2,566人（余震による被害含む）、 

津波あり 

 

2011   3 11 15 15  茨城県沖            36°07.2’Ｎ    141°15.1’Ｅ    43km    Ｍ: 7.6 

 (注)       15 17  茨城県沖            35°57.8’Ｎ    141°04.9’Ｅ    34km    Ｍ: 5.9 

(注)       15 16  茨城県沖            36°04.6’Ｎ    141°06.2’Ｅ    39km    Ｍ: 5.7 

                   茨城県     ６強 鉾田市当間＊=6.0                                                                                

                              ６弱 神栖市溝口＊=5.5 鉾田市鉾田=5.5                                                                 

                              ５強 筑西市舟生=5.4 茨城鹿嶋市鉢形（旧）=5.3 日立市助川小学校＊=5.3 茨城町小堤＊=5.2                       

                                   茨城鹿嶋市宮中＊=5.2 城里町石塚（旧）＊=5.2 鉾田市造谷＊=5.2 土浦市下高津＊=5.1                 

                                   水戸市金町=5.1 水戸市千波町＊=5.1 潮来市辻（旧）＊=5.1 稲敷市結佐（旧）＊=5.1  

                                   東海村東海（旧）＊=5.1神栖市波崎＊=5.1 行方市麻生（旧）＊=5.1 水戸市中央＊=5.1  
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45 

46 

47 

48 

  つくばみらい市福田（旧）＊=5.1城里町阿波山（旧）＊=5.0 行方市玉造＊=5.0 

小美玉市小川＊=5.0  

  稲敷市須賀津＊=5.0土浦市常名=5.0 那珂市瓜連＊=5.0 笠間市中央＊=5.0   

５弱 ひたちなか市東石川＊=4.9 石岡市八郷＊=4.9 取手市井野＊=4.9 河内町源清田＊=4.9

  かすみがうら市上土田＊=4.9 かすみがうら市大和田＊=4.9 日立市役所（旧）＊=4.8  

  笠間市石井（旧）＊=4.8つくば市研究学園＊=4.8 阿見町中央＊=4.8  

水戸市内原町（旧）＊=4.8筑西市下中山＊=4.8 筑西市門井（旧）＊=4.8 

常陸大宮市野口（旧）＊=4.8 小美玉市堅倉＊=4.8土浦市藤沢（旧）＊=4.7 石岡市柿岡=4.7 

桜川市真壁＊=4.7 常陸大宮市北町＊=4.7つくば市天王台＊=4.6 桜川市岩瀬＊=4.6  

大洗町磯浜町＊=4.6 桜川市羽田＊=4.6 つくば市小茎＊=4.6 結城市結城＊=4.6  

下妻市本城町＊=4.6 八千代町菅谷＊=4.6 坂東市山＊=4.6 稲敷市江戸崎甲＊=4.6  

稲敷市柴崎＊=4.6 取手市寺田＊=4.6笠間市下郷＊=4.6牛久市中央＊=4.6  

筑西市海老ヶ島＊=4.5 利根町布川=4.5 茨城古河市下大野＊=4.5高萩市安良川＊=4.5 

      栃木県     ５強 真岡市石島＊=5.0    

５弱 真岡市田町＊=4.8 大田原市湯津上＊=4.7 小山市神鳥谷＊=4.7 市貝町市塙＊=4.7 

   真岡市荒町＊=4.5茂木町茂木＊=4.5 那須烏山市中央=4.5 下野市田中（旧）＊=4.5  

      千葉県     ５強 旭市南堀之内＊=5.4 旭市高生＊=5.4 銚子市若宮町＊=5.3 旭市ニ（旧）＊=5.3  

東金市日吉台＊=5.2 旭市萩園＊=5.2 匝瑳市八日市場ハ＊=5.2 香取市役所＊=5.2 

香取市羽根川＊=5.2 成田市花崎町=5.2 匝瑳市今泉（旧）＊=5.1 多古町多古=5.0 

香取市仁良＊=5.0

５弱 銚子市川口町=4.9 東金市東新宿=4.9 九十九里町片貝＊=4.9 香取市岩部＊=4.9 

  横芝光町宮川＊=4.9 山武市殿台（旧）＊=4.9 山武市蓮沼ハ（旧）＊=4.9  

山武市松尾町松尾＊=4.9東金市東岩崎（旧）＊=4.8東庄町笹川＊=4.8 白子町関（旧）＊=4.8  

横芝光町横芝＊=4.8 山武市埴谷＊=4.8市原市姉崎＊=4.8 印西市笠神＊=4.8  

いすみ市岬町長者＊=4.8 香取市佐原諏訪台＊=4.7神崎町神崎本宿＊=4.7成田国際空港=4.7  

成田市中台＊=4.7 印西市大森＊=4.7大網白里市大網＊=4.6千葉中央区中央港（旧）=4.6  

千葉中央区都町＊=4.6 成田市松子（旧）＊=4.6 千葉佐倉市海隣寺町（旧）＊=4.6  

八街市八街（旧）＊=4.6富里市七栄＊=4.6 芝山町小池（旧）＊=4.5 千葉若葉区小倉台＊=4.5 

一宮町一宮（旧）=4.5長生村本郷＊=4.5 成田市役所（旧）＊=4.5 浦安市猫実（旧）＊=4.5 

栄町安食台＊=4.5

福島県 ５弱 白河市新白河＊=4.7 白河市東＊=4.5 鏡石町不時沼＊=4.5 

      埼玉県     ５弱 加須市大利根＊=4.9 春日部市谷原新田＊=4.9 吉川市吉川＊=4.7 川口市中青木分室＊=4.6   

   春日部市中央＊=4.6 八潮市中央＊=4.6 宮代町笠原＊=4.6 草加市高砂＊=4.5

東京都 ５弱 東京江戸川区中央=4.5  

      神奈川県   ５弱 二宮町中里＊=4.6    

2011   3 12 03 59  長野県北部         36°59.1’Ｎ    138°35.8’Ｅ    8km     Ｍ: 6.7   

      長野県     ６強 栄村北信＊=6.4      

５弱 野沢温泉村豊郷＊=4.8   

      新潟県     ６弱 十日町市上山＊=5.9 十日町市松代＊=5.9 津南町下船渡＊=5.7十日町市松之山（旧２）＊=5.6

５強 上越市三和区井ノ口＊=5.0 十日町市水口沢＊=5.0

５弱 上越市安塚区安塚＊=4.9 十日町市高山＊=4.9 長岡市山古志竹沢＊=4.8 上越市牧区柳島＊=4.8         

  十日町市千歳町＊=4.8 南魚沼市塩沢庁舎＊=4.7 長岡市小国町法坂＊=4.7  

  上越市清里区荒牧＊=4.6 出雲崎町米田=4.6 湯沢町神立＊=4.6 南魚沼市六日町=4.6 

南魚沼市塩沢小学校＊=4.6柏崎市高柳町岡野町＊=4.6 上越市頸城区百間町＊=4.6 
上越市大島区岡＊=4.5 刈羽村割町新田（旧４）＊=4.5  

      群馬県     ５強 中之条町小雨＊=5.1   

      死者 ３人（新潟県および長野県による） 

2011   3 12 04 31  長野県北部         36°56.9’Ｎ    138°34.3’Ｅ    1km     Ｍ: 5.9 

      長野県     ６弱 栄村北信＊=5.5      

５弱 野沢温泉村豊郷＊=4.7  

2011   3 12 05 42  長野県北部         36°58.3’Ｎ    138°35.4’Ｅ    4km     Ｍ: 5.3 

      長野県     ６弱 栄村北信＊=5.9   

2011   3 15 22 31  静岡県東部         35°18.5’Ｎ    138°42.8’Ｅ    14km    Ｍ: 6.4 

      静岡県     ６強 富士宮市野中＊=6.3 富士宮市弓沢町=6.0     

５弱 富士宮市猪之頭＊=4.9 御殿場市萩原=4.8 小山町藤曲＊=4.7 富士市本市場＊=4.5 

富士市永田町＊=4.5富士市岩渕＊=4.5    
      山梨県     ５強 富士河口湖町長浜（旧）＊=5.3 山中湖村山中＊=5.2 忍野村忍草（旧）＊=5.0     

５弱 鳴沢村役場（旧）＊=4.9 富士河口湖町船津=4.9 富士河口湖町役場＊=4.8 

  富士吉田市下吉田（旧）＊=4.7 富士吉田市上吉田＊=4.7 南アルプス市鮎沢＊=4.6   

   富士河口湖町勝山＊=4.6 身延町役場＊=4.5 市川三郷町岩間＊=4.5  

      神奈川県   ５弱 小田原市荻窪（旧２）＊=4.7 山北町山北＊=4.5  
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49 

50 

2011   4  7 23 32  宮城県沖         38°12.2’Ｎ    141°55.2’Ｅ    66km    Ｍ: 7.2  

      宮城県     ６強 栗原市若柳（旧）＊=6.2 仙台宮城野区苦竹＊=6.2 栗原市築館（旧）＊=6.1

６弱 大崎市古川北町＊=5.9 東松島市矢本＊=5.9 登米市南方町＊=5.8   

  名取市増田＊=5.8 塩竈市旭町＊=5.8 大崎市古川三日町=5.7 大崎市鹿島台＊=5.7 

  涌谷町新町裏=5.7登米市米山町＊=5.7 利府町利府＊=5.7大衡村大衡＊=5.7  

  女川町鷲神浜＊=5.7 岩沼市桜＊=5.6蔵王町円田＊=5.6 仙台宮城野区五輪=5.6 

  登米市迫町＊=5.6 宮城美里町北浦＊=5.6 栗原市栗駒=5.6宮城川崎町前川＊=5.5  

  仙台青葉区大倉=5.5登米市中田町=5.5 仙台若林区遠見塚＊=5.5石巻市泉町=5.5  

  石巻市門脇（旧）＊=5.5 登米市東和町＊=5.5 松島町高城=5.5  

５強 気仙沼市赤岩=5.4 登米市石越町＊=5.4 石巻市鮎川浜＊=5.4 東松島市小野＊=5.4 

  気仙沼市笹が陣＊=5.3 亘理町下小路＊=5.3 仙台青葉区作並＊=5.3 仙台泉区将監＊=5.3 

  大和町吉岡＊=5.3 南三陸町志津川（旧２）=5.2 大河原町新南＊=5.2 柴田町船岡=5.2  

  気仙沼市本吉町津谷＊=5.2七ヶ浜町東宮浜＊=5.2 登米市豊里町＊=5.2 仙台青葉区雨宮＊=5.1 

  富谷町富谷＊=5.1宮城加美町中新田＊=5.1 色麻町四竈＊=5.0 仙台青葉区落合＊=5.0  

  山元町浅生原（旧）＊=5.0 

５弱 大崎市鳴子（旧）＊=4.9 白石市亘理町＊=4.9 角田市角田＊=4.9 丸森町鳥屋＊=4.9 

   村田町村田＊=4.8仙台太白区山田＊=4.8 石巻市大瓜=4.8 大崎市三本木＊=4.8     

      岩手県     ６弱 一関市山目＊=5.9 一関市花泉町（旧）＊=5.8 奥州市前沢区＊=5.8  

  奥州市衣川区（旧３）＊=5.7 一関市千厩町（旧）＊=5.7 釜石市中妻町＊=5.6 

  奥州市江刺区＊=5.6 矢巾町南矢幅（旧）＊=5.6 一関市東山町（旧）＊=5.5  

  一関市室根町（旧）＊=5.5 平泉町平泉（旧）＊=5.5 大船渡市大船渡町=5.5   

５強 大船渡市猪川町=5.4 盛岡市玉山区薮川＊=5.4 滝沢市鵜飼＊=5.4 奥州市水沢区佐倉河＊=5.4 

  一関市川崎町（旧）＊=5.3 花巻市東和町（旧３）＊=5.3 一関市大東町（旧）=5.3  

金ケ崎町西根＊=5.2 奥州市水沢区大鐘町=5.2 北上市相去町＊=5.2 住田町世田米（旧）＊=5.2 

北上市柳原町=5.2 釜石市只越町=5.1 遠野市松崎町＊=5.1 花巻市材木町（旧）＊=5.0  

八幡平市田頭＊=5.0     

５弱 大船渡市盛町＊=4.9 盛岡市玉山区渋民＊=4.9 花巻市石鳥谷町＊=4.9 盛岡市山王町=4.8      

  普代村銅屋（旧）＊=4.8 宮古市区界＊=4.8 花巻市大迫町=4.7 紫波町日詰（旧）＊=4.6 

    久慈市川崎町=4.5盛岡市馬場町＊=4.5

      青森県     ５強 八戸市南郷区＊=5.0  

５弱 階上町道仏＊=4.9 おいらせ町中下田＊=4.7 青森南部町苫米地＊=4.5 五戸町古舘=4.5

      秋田県     ５強 大仙市大曲花園町（旧）＊=5.1 秋田市雄和妙法（旧）＊=5.0 横手市大雄（旧）＊=5.0

  大仙市刈和野＊=5.0 大仙市高梨（旧）＊=5.0   

５弱 仙北市西木町上桧木内＊=4.6 五城目町西磯ノ目=4.5 秋田市河辺和田＊=4.5 

   湯沢市川連町＊=4.5   

      福島県     ５強 国見町藤田（旧３）＊=5.2 相馬市中村（旧2）＊=5.1 飯舘村伊丹沢＊=5.1

桑折町東大隅＊=5.0 田村市大越町＊=5.0 福島伊達市保原町＊=5.0 新地町谷地小屋＊=5.0 

   南相馬市鹿島区西町＊=5.0      

５弱 川俣町五百田＊=4.9 南相馬市原町区高見町＊=4.9 福島市松木町=4.8 福島市桜木町＊=4.8    

  福島伊達市前川原＊=4.8 福島伊達市霊山町＊=4.8 本宮市本宮＊=4.8 楢葉町北田＊=4.8

  田村市都路町＊=4.7 南相馬市原町区三島町=4.7 二本松市油井＊=4.6 双葉町新山（旧）＊=4.6 

  郡山市朝日=4.6 郡山市開成＊=4.6 天栄村下松本＊=4.5 玉川村小高＊=4.5  

  田村市常葉町＊=4.5田村市滝根町＊=4.5

      山形県     ５弱 尾花沢市若葉町＊=4.9 大蔵村清水＊=4.8 舟形町舟形（旧）＊=4.7 村山市中央＊=4.6 

  中山町長崎＊=4.6河北町谷地=4.6 最上町向町（旧）＊=4.6 東根市中央＊=4.5 

  大石田町緑町＊=4.5新庄市東谷地田町=4.5     

      死者 ４人 

2011   4 11 17 16  福島県浜通り          36°56.7’Ｎ    140°40.3’Ｅ    6km    Ｍ: 7.0   

      福島県     ６弱 中島村滑津＊=5.8 古殿町松川＊=5.8 いわき市錦町＊=5.6 

５強 いわき市小名浜=5.3 鏡石町不時沼＊=5.2 浅川町浅川＊=5.2白河市新白河＊=5.2 

  白河市東＊=5.1天栄村下松本＊=5.1 平田村永田（旧）＊=5.1いわき市三和町=5.0 

   棚倉町棚倉中居野=5.0 

５弱 郡山市開成＊=4.9 矢吹町一本木＊=4.9 石川町下泉＊=4.9 いわき市平四ツ波＊=4.9 

  白河市表郷＊=4.8楢葉町北田＊=4.8 鮫川村赤坂中野＊=4.8 玉川村小高＊=4.7  

  小野町中通＊=4.7 小野町小野新町＊=4.7 双葉町新山（旧）＊=4.7 湯川村笈川（旧）＊=4.7 

  須賀川市八幡山＊=4.7 郡山市朝日=4.6 田村市大越町＊=4.6 本宮市本宮＊=4.6  

  二本松市油井＊=4.6 泉崎村泉崎（旧）＊=4.6 会津坂下町市中三番甲＊=4.6 

郡山市湖南町＊=4.6  

  会津美里町新鶴庁舎＊=4.6 白河市郭内=4.6 白河市八幡小路＊=4.6西郷村熊倉＊=4.5  

  須賀川市長沼支所＊=4.5 西会津町登世島＊=4.5 猪苗代町千代田＊=4.5 

  棚倉町棚倉舘ヶ丘＊=4.5 矢祭町東舘＊=4.5 柳津町柳津＊=4.5 田村市都路町＊=4.5 

  福島伊達市霊山町＊=4.5

      茨城県     ６弱 鉾田市当間＊=5.5    

５強 鉾田市鉾田=5.2 北茨城市磯原町＊=5.1 筑西市舟生=5.1 かすみがうら市上土田＊=5.1
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51 

52 

53 

54 

   小美玉市上玉里＊=5.0 日立市助川小学校＊=5.0 高萩市安良川＊=5.0 鉾田市汲上＊=5.0

５弱 高萩市本町＊=4.9 笠間市中央＊=4.9 ひたちなか市南神敷台＊=4.9 常陸大宮市北町＊=4.9     

  城里町石塚（旧）＊=4.9 土浦市常名=4.9 那珂市福田＊=4.8 日立市役所（旧）=4.8 

  城里町阿波山（旧）＊=4.8 日立市十王町友部＊=4.7 水戸市中央＊=4.7 土浦市下高津＊=4.7    

  石岡市石岡＊=4.7 ひたちなか市東石川＊=4.6 茨城町小堤＊=4.6 那珂市瓜連＊=4.6 

  小美玉市小川＊=4.6 土浦市藤沢（旧）＊=4.6 水戸市千波町＊=4.6 石岡市八郷＊=4.6  

  稲敷市役所（旧）＊=4.6常総市新石下＊=4.6 小美玉市堅倉＊=4.5 石岡市柿岡=4.5  

  つくば市天王台＊=4.5 つくば市研究学園＊=4.5阿見町中央＊=4.5 坂東市馬立＊=4.5  

  坂東市山＊=4.5 大子町池田＊=4.5 行方市山田＊=4.5つくばみらい市加藤＊=4.5  

  常陸大宮市野口（旧）＊=4.5    

      栃木県     ５強 那須町寺子＊=5.1    

５弱 大田原市湯津上＊=4.8 芳賀町祖母井＊=4.7 大田原市本町（旧）＊=4.5 

宇都宮市白沢町（旧）＊=4.5 下野市小金井＊=4.5 

宮城県   ５弱 蔵王町円田＊=4.8 岩沼市桜＊=4.6 涌谷町新町=4.5 

山形県 ５弱 上山市河崎＊=4.7 白鷹町荒砥（旧）＊=4.7 山辺町緑ヶ丘＊=4.6 中山町長崎＊=4.5

      埼玉県     ５弱 春日部市谷原新田＊=4.6 春日部市金崎＊=4.5 

      新潟県     ５弱 阿賀野市岡山町＊=4.5  

      死者 ４人 

2011   4 12 14 07  福島県中通り          37°03.1’Ｎ    140°38.6’Ｅ    15km    Ｍ: 6.4 

      福島県     ６弱 いわき市錦町＊=5.7 いわき市三和町=5.6     

５強 古殿町松川新桑原＊=5.3 いわき市小名浜=5.3 浅川町浅川＊=5.0   

５弱 中島村滑津＊=4.9 楢葉町北田＊=4.8 平田村永田（旧）＊=4.8 白河市東＊=4.7 

白河市新白河＊=4.7     

  石川町下泉＊=4.7 郡山市開成＊=4.6 田村市都路町＊=4.6 いわき市平四ツ波＊=4.6 

  須賀川市八幡山＊=4.5 天栄村下松本＊=4.5  

      茨城県     ６弱 北茨城市磯原町＊=5.5

５強 高萩市本町＊=5.0    

５弱 日立市十王町友部＊=4.9 日立市助川小学校＊=4.8 日立市役所（旧）＊=4.8 

高萩市安良川＊=4.8  鉾田市当間＊=4.7 那珂市福田＊=4.6 ひたちなか市南神敷台＊=4.5 

小美玉市上玉里＊=4.5   

2013   4 13 05 33  淡路島付近         34°25.1’Ｎ     134°49.7’Ｅ    15km    Ｍ: 6.3 

      兵庫県     ６弱 淡路市郡家＊=5.5 淡路市志筑＊=5.5

５強 淡路市久留麻＊=5.3 南あわじ市湊（旧）＊=5.2 南あわじ市広田＊=5.1

５弱 洲本市小路谷=4.8 洲本市五色町都志＊=4.8 南あわじ市福良（旧）=4.7 淡路市中田=4.5 

  淡路市富島（旧）=4.5  

大阪府     ５弱 大阪岬町深日＊=4.5   

徳島県     ５弱 鳴門市鳴門町＊=4.5 

香川県     ５弱 小豆島町安田＊=4.6 東かがわ市湊（旧２）＊=4.5 

2014  11 22 22 08  長野県北部         36°41.5’Ｎ     137°53.4’Ｅ     5km    Ｍ: 6.7 

      長野県     ６弱 長野市戸隠＊=5.7 小川村高府＊=5.7 長野市鬼無里＊=5.6 小谷村中小谷＊=5.6 

５強 長野市箱清水=5.3 長野市中条＊=5.3 白馬村北城＊=5.3 信濃町柏原東裏＊=5.2 

   長野市豊野町豊野＊=5.0  

５弱 長野市信州新町新町＊=4.8 大町市八坂＊=4.8 飯綱町芋川＊=4.7 長野市大岡＊=4.5 

   中野市豊津＊=4.5 飯綱町牟礼＊=4.5  

      新潟県     ５弱 糸魚川市能生＊=4.6 妙高市関川＊=4.5 

2016   4 14 21 26  熊本県熊本地方      32°44.5’Ｎ     130°48.5’Ｅ     11km    Ｍ: 6.5 

熊本県 ７ 益城町宮園＊=6.6 

    ６弱 熊本東区佐土原＊=5.9 熊本西区春日=5.9 西原村小森＊=5.7 嘉島町上島＊=5.7 

宇城市松橋町=5.7 宇城市不知火町＊=5.7 熊本南区城南町＊=5.6 玉名市天水町（旧２）＊=5.5 

宇城市小川町（旧２）＊=5.5 宇城市豊野町＊=5.5 熊本南区富合町＊=5.5 

 ５強 宇土市浦田町＊=5.4 山都町下馬尾＊=5.3 合志市竹迫＊=5.3 熊本中央区大江＊=5.3 

熊本北区植木町＊=5.3 大津町大津＊=5.2 御船町御船＊=5.2 熊本美里町馬場＊=5.2 

氷川町島地＊=5.2 玉名市横島町＊=5.1 熊本美里町永富＊=5.1 菊池市旭志＊=5.0 

菊陽町久保田＊=5.0 

５弱 八代市鏡町＊=4.9 南阿蘇村河陽（旧）＊=4.8 八代市千丁町＊=4.8 甲佐町豊内＊=4.8 

和水町江田＊=4.8 大津町引水＊=4.7 氷川町宮原＊=4.7 上天草市大矢野町=4.7 

天草市五和町＊=4.7 八代市松江城町＊=4.6 上天草市松島町＊=4.6 熊本高森町高森＊=4.5 

阿蘇市内牧＊=4.5 南阿蘇村吉田＊=4.5 八代市平山新町=4.5 菊池市泗水町＊=4.5  

長洲町長洲＊=4.5 合志市御代志＊=4.5

宮崎県      ５弱 椎葉村下福良＊=4.9 

平成28年（2016年）熊本地震  死者 272人 （平成30年10月15日現在） 

※「平成28年（2016年）熊本地震」は54番から60番までの地震を全て含む
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55 

56 

57 

2016   4 14 22 07  熊本県熊本地方      32°46.5’Ｎ     130°50.9’Ｅ      8km    Ｍ: 5.8 

熊本県    ６弱 益城町宮園＊=5.7 

５強 西原村小森＊=5.3 熊本東区佐土原＊=5.0 

５弱 菊池市旭志＊=4.8 熊本中央区大江＊=4.8 熊本西区春日=4.8 玉名市天水町（旧２）＊=4.7 

合志市竹迫＊=4.7 熊本南区富合町＊=4.6 大津町大津＊=4.5 菊陽町久保田＊=4.5 

熊本美里町永富＊=4.5 

2016   4 15 00 03  熊本県熊本地方      32°42.0’Ｎ     130°46.6’Ｅ      7km    Ｍ: 6.4 

熊本県    ６強 益城町宮園＊=6.0 宇城市豊野町＊=6.0 

６弱 宇城市小川町（旧２）＊=5.8 宇城市松橋町=5.7 氷川町島地＊=5.7 熊本南区城南町＊=5.7 

５強 八代市鏡町＊=5.4 嘉島町上島＊=5.4 宇土市浦田町＊=5.3 宇城市不知火町＊=5.3 

熊本南区富合町＊=5.3 御船町御船＊=5.2 熊本美里町馬場＊=5.2 熊本西区春日=5.2 

八代市千丁町＊=5.1 西原村小森＊=5.1 熊本美里町永富＊=5.0 氷川町宮原＊=5.0 

 ５弱 玉名市天水町（旧２）＊=4.9 山都町下馬尾＊=4.8 八代市平山新町=4.7 甲佐町豊内＊=4.7 

熊本東区佐土原＊=4.7 八代市松江城町＊=4.5 

2016   4 16 01 25  熊本県熊本地方      32°45.2’Ｎ     130°45.7’Ｅ      12km    Ｍ: 7.3 

（注）   01 25  大分県中部       33°16.4’Ｎ     131°21.1’Ｅ      12km    Ｍ: 5.7 

熊本県     ７  益城町宮園＊=6.7 西原村小森＊=6.6 

６強 菊池市旭志＊=6.4 南阿蘇村河陽（旧）＊=6.2 宇土市浦田町＊=6.2 嘉島町上島＊=6.2 

合志市竹迫＊=6.2 大津町大津＊=6.1 宇城市豊野町＊=6.1 宇城市松橋町=6.0 

宇城市小川町（旧２）＊=6.0 熊本中央区大江＊6.0 熊本東区佐土原＊=6.0 熊本西区春日=6.0 

６弱 南阿蘇村中松=5.9 熊本美里町馬場＊=5.9 宇城市不知火町＊=5.9 熊本南区城南町＊=5.9 

熊本南区富合町＊=5.9 阿蘇市内牧＊=5.8 菊陽町久保田＊=5.8 熊本北区植木町＊=5.8 

南阿蘇村河陰＊=5.7 菊池市隈府＊=5.7 大津町引水＊=5.7 御船町御船＊=5.7 

山都町下馬尾＊=5.7 氷川町島地＊=5.7 和水町江田＊=5.7 玉名市横島町＊=5.6  

玉名市天水町（旧２）＊=5.6 菊池市泗水町＊=5.6 熊本美里町永富＊=5.6 合志市御代志＊=5.6 

阿蘇市一の宮町＊=5.5 八代市鏡町＊=5.5 上天草市大矢野町=5.5 天草市五和町＊=5.5 

５強 南小国町赤馬場＊=5.4 産山村山鹿＊=5.4 玉東町木葉＊=5.4 熊本高森町高森＊=5.3 

南阿蘇村吉田＊=5.3 八代市千丁町＊=5.3 八代市松江城町＊=5.2 甲佐町豊内＊=5.2 

氷川町宮原＊=5.2 熊本小国町宮原＊=5.1 八代市平山新町=5.1 山鹿市菊鹿町＊=5.1 

山鹿市鹿央町＊=5.1 菊池市七城町＊=5.1 長洲町長洲＊=5.1 上天草市松島町＊=5.1 

玉名市中尾＊=5.0 山鹿市鹿本町＊=5.0 芦北町芦北=5.0 芦北町田浦町＊=5.0 

 ５弱 阿蘇市波野＊=4.9 玉名市岱明町＊=4.9 八代市坂本町＊=4.9 山都町大平＊=4.9 

山都町今＊=4.9 山鹿市老人福祉センター＊=4.8 和水町板楠＊=4.8 山江村山田＊=4.8 

荒尾市宮内出目＊=4.7 山鹿市山鹿＊=4.7 宇城市三角町＊=4.7 津奈木町小津奈木＊=4.7 

八代市泉支所＊=4.6 南関町関町＊=4.6 八代市東陽町＊=4.5 人吉市西間下町=4.5  

あさぎり町須惠＊=4.5 水俣市牧ノ内＊=4.5 上天草市姫戸町（旧2）＊=4.5 

大分県    ６弱 由布市湯布院町川上＊=5.9 別府市鶴見=5.5 

５強 九重町後野上＊=5.4 竹田市直入町＊=5.2 別府市天間=5.0 豊後大野市清川町＊=5.0 

日田市前津江町＊=5.0 竹田市荻町＊=5.0 

５弱 津久見市宮本町＊=4.9 日田市上津江町＊=4.9 別府市上野口町＊=4.8 竹田市久住町＊=4.8 

佐伯市春日町＊=4.7 佐伯市鶴見（旧）＊=4.7 佐伯市上浦＊=4.7 日田市田島＊=4.7  

日田市中津江村栃野（旧２）＊=4.6 竹田市会々＊=4.6 玖珠町帆足=4.6 大分市長浜=4.5 

臼杵市臼杵＊=4.5佐伯市蒲江蒲江浦=4.5 

福岡県    ５強 柳川市三橋町＊=5.1 大川市酒見＊=5.1 久留米市津福本町=5.0 みやま市高田町＊=5.0 

５弱 久留米市城島町＊=4.9 柳川市大和町＊=4.9 柳川市本町＊=4.9 大木町八町牟田＊=4.9 

筑前町篠隈＊=4.9 みやま市瀬高町＊=4.8 久留米市小森野町＊=4.7 久留米市北野町＊=4.7 

筑後市山ノ井＊=4.7 遠賀町今古賀＊=4.6 久留米市三潴町＊=4.6 八女市吉田＊=4.6 

八女市矢部村＊=4.6 福岡広川町新代＊=4.6 福岡南区塩原＊=4.5 八女市黒木町今＊=4.5 

八女市本町＊=4.5 小郡市小郡＊=4.5 

佐賀県    ５強 神埼市千代田＊=5.4 上峰町坊所＊=5.3 佐賀市川副＊=5.1 佐賀市久保田＊=5.0 

５弱 佐賀市諸富＊=4.9 白石町有明＊=4.9 みやき町北茂安（旧2）＊=4.9 佐賀市駅前中央=4.7 

佐賀市栄町＊=4.7 みやき町三根＊=4.7 小城市芦刈＊=4.7 神埼市神埼＊=4.7 

佐賀市東与賀＊=4.6 白石町福田＊=4.6 白石町福富＊=4.6 

長崎県    ５強 南島原市北有馬町＊=5.0 

５弱 雲仙市小浜町雲仙=4.9 南島原市深江町＊=4.9 南島原市加津佐町＊=4.8 雲仙市国見町=4.7 

諫早市多良見町＊=4.7 島原市有明町＊=4.6 南島原市口之津町＊=4.6 

南島原市西有家町＊=4.6 

宮崎県    ５強 椎葉村下福良＊=5.0 高千穂町三田井=5.0 宮崎美郷町田代＊=5.0 

５弱 高千穂町寺迫＊=4.8 延岡市北川町川内名白石＊=4.6 椎葉村総合運動公園＊=4.6 

延岡市北方町卯＊=4.5 

愛媛県    ５弱 八幡浜市保内町＊=4.5 

鹿児島県  ５弱 長島町伊唐島＊=4.6 長島町獅子島＊=4.5 
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地震 

番号 

震源時       震央地名     緯度   経度        深さ    規模      

年    月 日 時 分 各 地 の 震 度  

地震名（地震の通称）・備考 

58 

59 

60 

61 

62 

63 

64 

2016   4 16 01 45  熊本県熊本地方      32°51.7’Ｎ     130°53.9’Ｅ      11km    Ｍ: 5.9 

（注）      01 46  熊本県阿蘇地方      32°58.0’Ｎ     131°07.0’Ｅ       7km    Ｍ: --- 

熊本県    ６弱 合志市竹迫＊=5.8 菊陽町久保田＊=5.6 益城町宮園＊=5.6 熊本東区佐土原＊=5.5 

５強 菊池市旭志＊=5.4 大津町引水＊=5.3 西原村小森＊=5.3 大津町大津＊=5.2 

  嘉島町上島＊=5.1 玉名市天水町（旧２）＊=5.0 和水町江田＊=5.0 

５弱 熊本北区植木町＊=4.9 南阿蘇村河陽（旧）＊=4.8 菊池市泗水町＊=4.8 合志市御代志＊=4.8 

宇城市松橋町=4.7 熊本中央区大江＊=4.7 玉名市岱明町＊=4.6 熊本西区春日=4.6  

熊本南区富合町＊=4.6 上天草市大矢野町=4.6 玉名市横島町＊=4.5 長洲町長洲＊=4.5 

熊本南区城南町＊=4.5 

長崎県    ５弱 南島原市加津佐町＊=4.5 

2016   4 16 03 55  熊本県阿蘇地方      33°01.5’Ｎ     131°11.4’Ｅ      11km    Ｍ: 5.8 

熊本県    ６強 産山村山鹿＊=6.1 

５強 阿蘇市波野＊=5.2 南阿蘇村中松=5.0 

５弱 熊本高森町高森＊=4.8 阿蘇市一の宮町＊=4.8 南小国町赤馬場＊=4.7 阿蘇市内牧＊=4.7 

大分県    ５弱 竹田市荻町＊=4.9 

2016   4 16 09 48  熊本県熊本地方      32°50.8’Ｎ     130°50.1’Ｅ      16km    Ｍ: 5.4 

熊本県    ６弱 菊池市旭志＊=5.5 

５弱 合志市竹迫＊=4.9 大津町大津＊=4.8 大津町引水＊=4.6 熊本美里町永富＊=4.6 

菊陽町久保田＊=4.5 玉名市天水町（旧２）＊=4.5 

2016   6 16 14 21  内浦湾        41°56.9’Ｎ     140°59.2’Ｅ      11km    Ｍ: 5.3 

北海道    ６弱 函館市川汲町＊=5.8 

５弱 函館市泊町＊=4.7 

2016  10 21 14 07  鳥取県中部         35°22.8’Ｎ     133°51.3’Ｅ      11km    Ｍ: 6.6 

鳥取県    ６弱 北栄町土下＊=5.8 倉吉市葵町＊=5.7 湯梨浜町龍島＊=5.7 

５強 北栄町由良宿＊=5.4 三朝町大瀬＊=5.3 鳥取市鹿野町鹿野＊=5.2 

鳥取市鹿野町鹿野小学校＊=5.1 湯梨浜町久留＊=5.1 鳥取市青谷町青谷＊=5.0 

   ５弱 倉吉市岩倉長峯=4.9 倉吉市関金町大鳥居＊=4.9 琴浦町徳万＊=4.8  

鳥取市気高町浜村（旧）＊=4.6 

琴浦町赤碕＊=4.6 鳥取市吉方=4.5 琴浦町赤碕中学校＊=4.5 日吉津村日吉津＊=4.5 

岡山県    ５強 鏡野町上齋原＊=5.3 真庭市蒜山下福田＊=5.0 

５弱 真庭市蒜山下和＊=4.7 真庭市禾津＊=4.5 真庭市蒜山上福田＊=4.5 

島根県    ５弱 隠岐の島町城北町＊=4.5 

2016 12 28 21 38 茨城県北部         36ﾟ 43.2' Ｎ     140ﾟ 34.4' Ｅ      11km    Ｍ: 6.3 

茨城県    ６弱 高萩市下手綱＊=5.5 

 ５強 日立市十王町友部＊=5.0 

 ５弱 高萩市安良川＊=4.8 日立市助川小学校＊=4.7 日立市役所（旧）＊=4.7 

常陸太田市金井町＊=4.6 常陸太田市大中町＊=4.5 

2018  06 18 07 58 大阪府北部         34ﾟ 50.6'Ｎ      135ﾟ 37.3'Ｅ        13km   Ｍ: 6.1 

大阪府    ６弱  大阪北区茶屋町＊=5.6 高槻市立第２中学校＊=5.6 枚方市大垣内＊=5.6 

  茨木市東中条町＊=5.6 箕面市粟生外院＊=5.5 

 ５強  高槻市桃園町=5.4 摂津市三島＊=5.4 大阪東淀川区北江口＊=5.3 豊中市役所＊=5.3 

箕面市箕面=5.3 交野市私部＊=5.3 大阪淀川区木川東＊=5.2 高槻市消防本部＊=5.2  

大阪旭区大宮＊=5.1 豊中市曽根南町＊=5.1 吹田市内本町＊=5.1 寝屋川市役所＊=5.1 

島本町若山台＊=5.1 大阪都島区都島本通＊=5.0, 

５弱  大阪西淀川区千舟＊=4.9 大阪東淀川区柴島＊=4.9 大阪福島区福島＊=4.8 大阪国際空港=4.8 

守口市京阪本通＊=4.8 四條畷市中野＊=4.8 豊能町余野＊=4.8 大阪此花区春日出北＊=4.7 

池田市城南＊=4.7 大東市新町＊=4.7 大阪港区築港＊=4.6 能勢町役場＊=4.6  

大阪生野区舎利寺＊=4.5 

京都府    ５強  八幡市八幡＊=5.3 大山崎町円明寺＊=5.3 久御山町田井＊=5.3 京都西京区大枝＊=5.2 

京都中京区河原町御池＊=5.0,京都伏見区向島＊=5.0,京都伏見区久我＊=5.0 

亀岡市余部町＊=5.0 長岡京市開田＊=5.0,  

５弱  城陽市寺田＊=4.9 向日市寺戸町＊=4.9 宇治市宇治琵琶=4.8 京田辺市田辺＊=4.7 

井手町井手＊=4.7 京都伏見区竹田＊=4.6 京都伏見区淀＊=4.6 京都西京区樫原＊=4.6 

宇治市折居台＊=4.6 京都伏見区醍醐＊=4.5 亀岡市安町=4.5 精華町南稲八妻＊=4.5  

南丹市八木町八木＊=4.5 

滋賀県    ５弱  大津市南郷＊=4.6 

兵庫県    ５弱  尼崎市昭和通＊=4.8 西宮市平木＊=4.7 伊丹市千僧＊=4.7 川西市中央町＊=4.7 

西宮市宮前町=4.6 

奈良県    ５弱  高取町観覚寺＊=4.8 大和郡山市北郡山町＊=4.6 御所市役所＊=4.6 広陵町南郷＊=4.6 
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65 

死者６人（平成30年11月６日現在） 

2018  09 06 03 07 胆振地方中東部      42ﾟ 41.4'Ｎ  142ﾟ 00.4'Ｅ  37km   Ｍ: 6.7 

北海道    ７  厚真町鹿沼=6.5 

      ６強  安平町早来北進＊=6.4 安平町追分柏が丘＊=6.4 むかわ町松風＊=6.4 むかわ町穂別＊=6.1 

厚真町京町＊=6.0 

      ６弱  札幌東区元町＊=5.9 平取町振内＊=5.9 日高地方日高町門別＊=5.6新千歳空港=5.5 

      ５強  札幌白石区北郷＊=5.4 札幌北区新琴似＊=5.3 千歳市若草＊=5.3 新冠町北星町＊=5.3 

  新ひだか町静内山手町=5.3 札幌北区篠路＊=5.2 千歳市北栄=5.2 千歳市支笏湖温泉＊=5.2 

苫小牧市旭町＊=5.2 江別市緑町＊=5.1 札幌清田区平岡＊=5.1 恵庭市京町＊=5.1 

平取町本町＊=5.1 札幌北区太平＊=5.0 札幌手稲区前田＊=5.0 三笠市幸町＊=5.0 

長沼町中央＊=5.0 新ひだか町静内御幸町＊=5.0 

      ５弱  石狩市花川=4.9 札幌厚別区もみじ台＊=4.9 南幌町栄町＊=4.9 由仁町新光＊=4.9 

苫小牧市末広町=4.9 登別市桜木町＊=4.9 石狩市聚富=4.8 新篠津村第４７線＊=4.8 

江別市高砂町=4.8 栗山町松風＊=4.8 札幌豊平区月寒東＊=4.7 北広島市共栄＊=4.7 

白老町大町=4.7 石狩市花畔＊=4.6 恵庭市漁平=4.6 函館市新浜町＊=4.6  

胆振伊達市大滝区本町＊=4.6 札幌西区琴似＊=4.5 岩見沢市栗沢町東本町＊=4.5  

室蘭市寿町＊=4.5 白老町緑丘＊=4.5 

平成30年北海道胆振東部地震  死者 41人（平成30年11月６日現在） 
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●付録 10．長周期地震動階級関連解説表

長周期地震動階級関連解説表（高層ビルにおける人の体感・行動、室内の状況等との関連） 

長周期地震動 

階級 
人の体感・行動 室内の状況 備 考 

階級１ 室内にいたほとんどの人が揺

れを感じる。驚く人もいる。  

ブラインドなど吊り下げものが大きく

揺れる。 

－ 

階級２ 室内で大きな揺れを感じ、物に

掴まりたいと感じる。物につか

まらないと歩くことが難しい

など、行動に支障を感じる。  

キャスター付き什器がわずかに動く。棚

にある食器類、書棚の本が落ちることが

ある。  

－ 

階級３ 立っていることが困難になる。 キャスター付き什器が大きく動く。固定

していない家具が移動することがあり、

不安定なものは倒れることがある。 

間仕切壁などにひび

割れ・亀裂が入るこ

とがある。 

階級４ 立っていることができず、はわ

ないと動くことができない。揺

れにほんろうされる。  

キャスター付き什器が大きく動き、転倒

するものがある。固定していない家具の

大半が移動し、倒れるものもある｡ 

間仕切壁などにひび

割れ・亀裂が多くな

る。  

長周期地震動階級関連解説表の使用にあたっての留意事項

（１）長周期地震動階級関連解説表は、周期 1.5 秒程度から周期 8 秒程度までの一般的な高層ビルを対象として、

各長周期地震動階級において発生が予想される被害のうち比較的多く見られるものを記述したものです。実際

にはこれより大きな被害が発生することや、小さな被害にとどまることがあります。また、それぞれの長周期

地震動階級で示されている全ての現象が発生するわけではありません。

（２）同じ長周期地震動階級であっても、個々の建物や構造物の状態や構造、地震動の周期や継続時間などの性質

の違いにより発生する被害は異なります。

（３）長周期地震動階級関連解説表は、主に近年発生した長周期地震動による被害の事例から作成したものです。

今後の被害事例の蓄積に応じて内容を点検し、新たな知見が得られたり、建物・構造物の耐震性の向上等によ

って実状と合わなくなった場合には内容を更新していくものです。

（４）長周期地震動階級関連解説表では、被害などの量を概数で表せない場合に、一応の目安として、次の副詞・

形容詞を用いています。

用 語 意 味 

わずか 数量・程度が非常に少ない。ほんの少し。 

大半 半分以上。ほとんどよりは少ない。 

ほとんど 全部ではないが、全部に近い。 

が（も）ある 

が（も）いる 

量的には多くはなく、その数量・程度の概数の表現が難しいが、当該長周期地震動階

級に特徴的に現れ始める場合に使用。 

多くなる 量的な表現が難しいが、下位の階級より多くなることを表す。 
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